
国立国語研究所学術情報リポジトリ

国立国語研究所年報 2024年度

言語: Japanese

出版者: 国立国語研究所

公開日: 2026-04-03

キーワード: 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/0002000620URL





国立国語研究所の活動（2024年度）

第 2回宮地裕日本語研究基金「学術賞」「学術奨励賞」授賞式（2024年 7月 31日）

NINJAL日本語教師セミナー（海外）
「日本語・日本文化学習における　多読の原理と方法：
中級レベル　以上への橋渡しとして　どれ　ほど　有効か？」
（2024年 8月 30日，於レスター　大学（英国））

NINJAL日本語教師セミナー（国内）
「作文教育のための学習者コーパス活用法」
（2025年 3月 22日，於琉球大学）

第 19回NINJALフォーラム
「子どもたちが大人になったときにも、
島のことばが聞こえる世界を残すために　」

（2025年 3月 16日）
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「教えて国語研！ニホンゴ探検」
（2024年 7月 3–9日，於グランデュオ立川）

国立国語研究所オープンハウス
「ニホンゴ探検 2024」
（2024年 7月 20日）

言語学レクチャーシリーズVol.33
「言語理論はどうあるべきか？」
（2025年 3月，WEB公開）

言語学レクチャーシリーズVol.34
「社会的言語問題のデータ分析入門」
（2025年 3月，WEB公開）

『ことばの波止場』Vol.14
（2025年 3月，WEB公開）
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2024年度年報の発刊にあたって

2024年度の年報をお届けします。2024年度は第 4期中期計画期間の 3年目にあたります。中期計画に沿っ
た研究プロジェクトは総じて順調に進展しています。これについては本冊子後半第VIII部に収録されている
外部評価報告書に概要が記載されていますのでお目通しください。また各教員の個人業績は第VI部に記載
されています。
中期計画に記載された以外の研究としては，公募による共同利用型共同研究をあわせて 31件実施したほ
か，所員が研究代表者となっている科学研究費を 50件実施しています。また企業との共同研究も 6件実施
しています。

2024年度の活動として特記すべきものがふたつあります。ひとつは次世代言語科学（E3P-Linguistics）研
究センターを開設したことです。これは令和 6年度概算要求組織整備要求によって予算が措置されたことに
よるもので，大量の電子化された言語資源の存在が前提となるこれからの言語研究の方法論を開拓するため
の組織整備です。この使命を達成するために必要と考えられる人材を，統計科学・人工知能学・理論言語学・認
知科学・音声科学などの領域から公募によって新規採用し，あわせて所内人材とのシナジー効果を狙います。
もうひとつの特記事項は，文化庁国語課の委嘱事業として BCCWJ2プロジェクトが始まったことです。

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese）は，当研究所が
開発した言語資源のなかでも最も広く利用されているものですが，そこに収録されているのは 2005年を上限
とする日本語資料です（従って「スマホ」を検索してもヒットしません！）。これをアップデートして 2025
年までの日本語を検索対象にしようというのがBCCWJ2プロジェクトであり，5年間の事業です。BCCWJ
の構築は科研費特定領域研究で行いましたが，その研究代表者であった私にとっては，言語資源の構築が国
の事業として実施されることにいささかの感慨を覚えざるをえません。
引き続き国立国語研究所をよろしくお願いいたします。

2026年 3月
国立国語研究所長

前川喜久雄
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概 要



I 概要
1 沿革とミッション

国立国語研究所は，国語に関する総合的研究機関として 1948（昭和 23）年に設置された。第二次世界大戦
の敗戦後，我が国が新しく民主国家として再出発するに当たって，国語に関する科学的，総合的な研究を行
う機関の必要性が官民の双方から強く望まれた結果であった。「国立国語研究所設置法」（昭和 23年 12月 20
日法律第 254号）の第二条には研究所がおこなう調査研究として「現代の言語生活及び言語文化に関する調
査研究」「国語の歴史的発達に関する調査研究」「国語教育の目的、方法及び結果に関する調査研究」「新聞に
おける言語、放送における言語等、同時に多人数が対象となる言語に関する調査研究」が挙げられ，これら
の調査研究に基づいておこなう事業として，「国語政策の立案上参考となる資料の作成」「国語研究資料の集
成、保存及びその公表」「現代語辞典、方言辞典、歴史的国語辞典その他研究成果の編集及び刊行」が挙げら
れていた。
ここから分かるように，国立国語研究所は政府の言語政策立案に資する研究所として設立されている。し

かし，ここで注意すべきは，言語政策の立案そのものは，文部省が設置する国語審議会と文部省に委ねられ
ており，研究所の業務に含まれていないことである。国立国語研究所は，言語政策の科学的基礎を確立する
ための，独立性をもった研究機関として設立されたのである。その後，1950年代から 70年代にかけての時
期に，国立国語研究所は，現代日本語研究の基礎を確立することに貢献した。

1970年代中頃からは，我が国の経済発展にともなう日本語学習者の増加や，ベトナム戦争終結にともな
うインドシナ難民受け入れに対処するために，日本語教育の振興が重要な言語政策として認知されるように
なった。国立国語研究所には 1974年に日本語教育部が設置され，1976年に日本語教育センターに改組され
た。各大学における日本語教師養成が軌道にのる 1980年代後半までの時期に，国立国語研究所は日本語教
育教材の開発と教師養成に大きな役割を果たした。

2000年代に入ると，政府による行政改革の一環として，2001年には独立行政法人への移管が，次いで 2009
年には独立行政法人国立国語研究所の廃止と大学共同利用機関法人への移管が行われて現在に到っている。
このふたつの設置形態は，国民への行政サービスの効率化と，言語政策から切り離された純粋にアカデミッ
クな研究という，ほぼ正反対のベクトルを持っていたため，研究所の活動にかなりの混乱を生じたが，現在
では，自発的かつアカデミックな科学研究をもとに，世界の日本語研究の進展に貢献することが研究所のあ
りかたとして定着しつつある。2023年には，総合研究大学院大学へ参画して「日本語言語科学コース」を
開設し，あわせて国立国語研究所のミッションを以下のように明文化した。

国立国語研究所ミッション

国立国語研究所は日本語に関係する学術研究の進展を牽引することをミッションとします。そのた
めに以下の取り組みを重点的に進めます。

•言語研究のための高品質な言語資源の開発など，日本語・日本語教育研究のインフラ整備を大規
模かつ組織的に推進し，利用を促進します。
•日本語ならびに日本語と関連する諸言語について，諸科学と連携しながら先端的な研究を実施し
て新たな研究領域を開拓し，国内外の研究ネットワークを構築します。
•言語資源開発や先端的研究によって得られた知見を大学院教育などによって次世代の研究者に継
承させます。

このミッションは現時点において国立国語研究所が果たすべき役割を明文化したものであり，これからの
研究計画立案・評価の指針を与えるものである。
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2 2024年度の活動の概略
国立国語研究所では，国内外の諸大学・研究機関と連携して，個々の大学ではできないような研究プロジェ
クトを全国的・国際的規模で展開しているが，第 4期中期計画の 6年間においてそれらの土台となるのは「開
かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」という第 4期機関拠点型プロジェクトの研究目標であ
る。この目標の達成に向け，2022年度より 7件の基幹共同研究プロジェクトを中心に活動を開始した。詳
細は次のとおりである。
（1）共同利用・共同研究
•各プロジェクトは 19件の共同研究発表会（参加者延べ 1,547人）を開催してプロジェクトの活動を推進
するとともに，13件の国内シンポジウム・ワークショップ等（同 1,321人），5件の国際共同研究発表会・
シンポジウム・ワークショップ等（同 792人）を開催して研究成果を広く発信したほか，5冊の書籍を国
際出版，6冊の書籍（研究書 5，一般書 1）を国内出版，1冊の報告書を国語研究所のリポジトリーで公
開した。国際出版 5冊のうち 4冊は，De Gruyter Mouton社との出版協定に基づくシリーズで刊行され
たものである。
•異分野融合研究を推進するために第 4期に新たに開始した外部研究者をリーダーとする公募型の異分野
融合型共同研究を継続して 3件実施したほか，研究所が保有する研究資料や蔵書，実験機器等を活用す
る公募型プロジェクト「共同利用型」について新規に 16件（継続を含めて計 29件）採択するなど，開
かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。
•コーパスの一部は言語資源開発センターが管理するオンライン検索システム「中納言」で公開されてお
り，ユーザ総数 60,006人，うち令和 6年度の新規登録ユーザ数は 9,054人，年間検索数は 295万件（前
年度比 108 %）と，広く研究に活用された。
•外部機関と連携して言語資源・検索ツール等の整備をおこない，　◯1　　コーパス 2件，データセット 1件，ア
ノテーション 2件，辞書 3件，ツール等 3件の新規公開，　◯2　　コーパス 3件，データベース 1件，画像
データ 2件の追加公開，　◯3　　ツール等 2件の更新をおこなった。

（2）若手研究者の人材育成
•若手研究者のキャリアパスとして特任助教 6人とプロジェクト非常勤研究員 70人を雇用したほか，日
本学術振興会の特別研究員 PDを 4名受け入れ，プロジェクトへの参画などを通して実践的に日本語研
究を推進できる人材の育成につとめた。このうち非常勤研究員等 3名（若手技術補佐員 1名含む。）が
筆頭著者・筆頭発表者の研究が，国際学会CoNLL2024 Best Paper Award，専門日本語教育論文賞，お
よび 2024年度日本語教育学会春季大会大会若手優秀発表賞を受賞した。
•若手研究者を育成するために，各班の研究テーマに即した若手研究者向けのチュートリアル・講習会を

18回開催し，合計で 685人以上が参加した。このうち 4回はコーパス利用のための講習会とした。こ
うした取り組みにより，大学の授業等でコーパスを利用できるオンライン検索アプリケーション「中納
言」の講義用アカウントを 150件，計 4,980人の学生等に発行するなど，コーパスが大学等の授業で広
く活用された。
•大学生・大学院生向けに「言語学レクチャーシリーズ　」を新たに 8本（前編・後編に分けられている　動画 2件
を含む。）作成してYouTube国語研チャンネルにて　公開し，既公開分とあわせ年間 62,944回再生された。
•日本語研究の振興及び優秀な若手研究者の奨励・育成のために，令和 4年 6月に創設した宮地裕日本語
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おこなった。また「総研大日本語言語科学コース特別奨学金」を 1名，「総研大日本語言語科学コース
学生学会発表支援金」を 3名に支給した。
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の参加者数を大きく上回る 1,048名の参加があった。先行イベントとしてグランデュオ立川 25周年企
画の一環として展示・ワークショップ「教えて国語研！ニホンゴ探検」（7月 3–9日）を実施するなど，地
域連携を兼ねた取り組みもおこなった。
•国語研ポータルサイト「ことば研究館」において，ことばに関する一問一答式の記事「ことばの疑問」

14本など，ことばに関する一般向けコンテンツを発信した。また研究所の研究活動や研究者などを紹介
する一般向け広報誌『ことばの波止場』Vol.14を 3月に刊行した。
•ことばの研究を通じて学問の楽しさを知ってもらう中学生・高校生対象のNINJAL職業発見プログラム
を，5件計 61名の生徒を対象に出前授業や研究所訪問受入の形で実施した。また，小学生向けのNINJAL
ジュニアプログラムとして 3件 159名を対象に出前授業を実施した。
•地域言語コミュニティと協働して進める消滅危機言語の保存研究のモデルケースとして，沖永良部島の
和泊町・知名町（鹿児島県大島郡）との連携協力協定にもとづく取り組みなどをおこなった。例えば，2019
年に開始した知名町中央公民館講座町職員研修会「しまむにサロン」を今年度も継続して毎月 1回開催
したところ，現在では講座に通って学ぶだけではなく，各集落で調査チームや編集委員会を主体的に組
織して辞典制作などを始める受講生や，危機言語サミットに聴衆ではなく取り組みを発表する側として
参加する受講生も増加している。
•コーパスを活用した産学連携研究として，民間企業 6社と共同研究をおこなった。リクルート社やホン
ダリサーチインスティチュート社との共同研究をおこなった。
•小学館出版局との連携協定のもとで「新編日本古典文学全集」を活用して CHJの整備を進めた。また
『日本国語大辞典第 3版』の編纂に向けてCHJを活用するための準備を開始した。
•作文の自動評価システム開発のため，富士通研究所を中心としたAIの専門家と連携して研究を進めた。

（4）国際連携・国際発信
•研究成果を国際発信するために，国際シンポジウム・ワークショップ 5件を開催したほか，出版協定を
締結しているDe Gruyter Mouton社から 4冊の書籍をオープンアクセスで国際出版した。うち 2冊は
Handbooks of Japanese Language and Linguisticsシリーズ（HJLL）であり，これによりHandbook全
12巻の刊行を終えた。また 2冊はMouton-NINJAL Library of Linguistics（MNLL）であり，国際シン
ポジウム等の最新の成果を発信した。
•LREC-COLING 2024やACL 2024 Workshopなどの国際会議において，Program Committee Member
（7件）や Senior Area Chair（2件）として会議の運営に貢献した。このうち The 2024 Conference on
Empirical Methods in Natural Language Processing（EMNLP 2024）では Outstanding Senior Area
Chairsを受賞した。

（5）特記
•最新の統計モデリング技術（ベイズ統計・深層学習など）を用いた，実証的な言語研究（音声科学・認知科
学・コーパス・言語理論）を推進する次世代言語科学研究センターを，自然言語処理・理論言語学の新規
採用教員 2名，客員教員 3名およびクロスアポイントメント教員 1名を含む 10名体制で発足した。
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3 組織

（1）組織構成図
2024年度
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（2）運営組織
運営会議
（外部委員）

伊東祐郎 国際教養大学専門職大学院特命教授
河原達也 京都大学大学院情報学研究科教授
金水敏 放送大学大阪学習センター所長/特任教授
呉人惠 富山大学名誉教授/北海道立北方民族博物館館長
小泉政利 東北大学大学院文学研究科教授
近藤泰弘 青山学院大学文学部名誉教授
滝浦真人 放送大学教養学部教授
田中牧郎 明治大学国際日本学部教授
皆川泰代 慶應義塾大学文学部教授

（内部委員）
小磯花絵 副所長/教授
松本曜 副所長/教授
小木曽智信 研究主幹/教授
石黒圭 共同利用推進センター長/教授
高田智和 言語資源開発センター長/教授
浅原正幸 次世代言語科学研究センター長（2024.8–）/教授

任期：2023年 4月 1日–2025年 3月 31日（2年間）

外部評価委員会
上山あゆみ 九州大学人文科学研究院長/教授
岡島昭浩 大阪大学大学院人文学研究科教授（2024.5–）
片桐恭弘 産業技術総合研究所人工知能研究センター長
坂原茂 東京大学名誉教授
清水康行 日本女子大学名誉教授（–2024.4）
砂川裕一 群馬大学名誉教授
陳力衛 成城大学経済学部教授
橋田浩一 理化学研究所革新知能統合研究センター社会における人工知能研究グループグルー

プディレクター
日比谷潤子 国際基督教大学名誉教授
米田信子 大阪大学名誉教授

任期：2023年 4月 1日–2025年 3月 31日（2年間）

所内委員会組織
•連絡調整会議（所長，専任研究教育職員，管理部長）
連絡調整会議のもとに，各種委員会を設置
▶ 管理・運営関係
◦自己点検・評価委員会
◦情報セキュリティ委員会
◦情報基盤運用委員会
◦知的財産委員会
◦情報公開・個人情報保護委員会
◦ハラスメント防止委員会
◦研究倫理委員会
◦施設・防災委員会
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◦将来計画委員会
▶ 学術・発信関係
◦言語資源開発センター運営委員会
◦共同利用推進センター運営委員会
◦広報委員会
◦論集編集委員会

•共同研究プロジェクト推進会議
•安全衛生管理委員会
•危機管理委員会

（3）構成員
所 長
前川喜久雄 音声学，言語資源

教育研究職員・特任研究員
•研究系

▶ 副所長 /教授
松本曜 意味論，認知言語学
小磯花絵 コーパス言語学，談話分析，認知科学

▶ 研究主幹 /教授
小木曽智信 日本語学，自然言語処理

▶ 教授
浅原正幸 自然言語処理
朝日祥之 社会言語学，言語学，日本語学
五十嵐陽介 言語学，音声学
石黒圭 日本語学，日本語教育学
大西拓一郎 方言学，言語地理学，日本語学
高田智和 日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
Prashant Vijay Pardeshi 言語学，言語類型論，対照言語学
松下達彦 応用言語学，日本語教育（特に語彙の学習と教育）

▶ 准教授
井上文子 方言学，社会言語学
柏野和佳子 日本語学
窪田悠介 理論言語学（統語論，意味論），計算言語学
田中雄 音韻論，音声学，実験音韻論，言語学，日本語学
新野直哉 言語学，日本語学
野山広 応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，

言語政策・計画研究
福永由佳 日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策
山口昌也 教育工学，言語学
山田真寛 言語学，形式意味論，言語復興

▶ 助教（テニュアトラック）
落合哉人 日本語学，談話分析，CMC研究

▶ 特任助教
井戸美里 言語学，日本語学，統語論，意味論
Celik Kenan Thibault 記述言語学，歴史言語学，アクセント，宮古語
本多由美子 日本語学，日本語教育学，漢字教育，語彙教育
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横山晶子 言語学，方言学，社会学（社会調査）
•言語資源開発センター

▶ 特任助教
川端良子 コーパス言語学，談話分析，認知科学
髙橋雄太 日本語学

•次世代言語科学研究センター
▶ 教授（クロスアポイントメント）
持橋大地 自然言語処理，ベイズ統計，統計的機械学習，音楽・音声情報処理，政治学方法論，

ロボティクス，教育工学・心理統計学，科学計量学
▶ 准教授
横井祥 自然言語処理，機械学習

客員教員（2024年度在籍者）
•客員教授

窪薗晴夫 国立国語研究所名誉教授
福井直樹 上智大学大学院言語科学研究科教授
山崎誠 国立国語研究所名誉教授
金田章宏 千葉大学名誉教授
柴谷方良 ライス大学名誉教授
田窪行則 国立国語研究所名誉教授
竹本浩典 千葉工業大学先進工学研究科知能メディア工学専攻教授

•客員准教授
宮川創 筑波大学人文社会系准教授
矢野雅貴 東京都立大学人文社会学部人間社会学科/東京都立大学大学院人文科学研究科人

間科学専攻准教授
石本祐一 ものつくり大学技能工芸学部情報メカトロニクス学科准教授

名誉教授
角田太作 2012.4.1 称号授与
John WHITMAN 2015.10.1称号授与
迫田久美子 2016.4.1 称号授与
Timothy VANCE 2017.4.1 称号授与
影山太郎 2017.10.1称号授与
相澤正夫 2019.4.1 称号授与
木部暢子 2021.4.1 称号授与
野田尚史 2021.4.1 称号授与
窪薗晴夫 2022.4.1 称号授与
前川喜久雄 2022.4.1 称号授与
田窪行則 2023.4.1 称号授与
山崎誠 2023.4.1 称号授与
横山詔一 2024.4.1 称号授与

外来研究員
諸隈夕子（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：松本曜）
「通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析」（2023.4.1–2024.9.30）
鴨井修平（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：大西拓一郎）
「日本語諸方言の持続形式における総合的研究」（2023.4.1–2025.3.31）

WAŚNIEWSKI，Grzegorz（ワルシャワ大学応用言語学研究所日本応用言語学センター講師，受入教
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窪薗晴夫 国立国語研究所名誉教授
福井直樹 上智大学大学院言語科学研究科教授
山崎誠 国立国語研究所名誉教授
金田章宏 千葉大学名誉教授
柴谷方良 ライス大学名誉教授
田窪行則 国立国語研究所名誉教授
竹本浩典 千葉工業大学先進工学研究科知能メディア工学専攻教授

•客員准教授
宮川創 筑波大学人文社会系准教授
矢野雅貴 東京都立大学人文社会学部人間社会学科/東京都立大学大学院人文科学研究科人

間科学専攻准教授
石本祐一 ものつくり大学技能工芸学部情報メカトロニクス学科准教授

名誉教授
角田太作 2012.4.1 称号授与
John WHITMAN 2015.10.1称号授与
迫田久美子 2016.4.1 称号授与
Timothy VANCE 2017.4.1 称号授与
影山太郎 2017.10.1称号授与
相澤正夫 2019.4.1 称号授与
木部暢子 2021.4.1 称号授与
野田尚史 2021.4.1 称号授与
窪薗晴夫 2022.4.1 称号授与
前川喜久雄 2022.4.1 称号授与
田窪行則 2023.4.1 称号授与
山崎誠 2023.4.1 称号授与
横山詔一 2024.4.1 称号授与

外来研究員
諸隈夕子（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：松本曜）
「通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析」（2023.4.1–2024.9.30）
鴨井修平（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：大西拓一郎）
「日本語諸方言の持続形式における総合的研究」（2023.4.1–2025.3.31）

WAŚNIEWSKI，Grzegorz（ワルシャワ大学応用言語学研究所日本応用言語学センター講師，受入教
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員：朝日祥之）
「日本語の表意文字辞書学における言語的方法論と記述法」（2023.6.15–2024.5.31）
陳夢夏（寧波大学専任講師，受入教員：松下達彦）
「日本語漢字語に関する認知処理と語彙データベース作成」（2024.3.24–2025.3.23）
黒川茉莉（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：小木曽智信）
「欧州文典類との相互参照データベース構築に基づくキリシタン版語学書の研究」（2024.4.1–2025.3.31）
相良啓子（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：朝日祥之）
「日本手話の地域的、社会的変異と変化に関する社会言語学的研究」（2024.4.1–2025.3.31）
深澤径子（ハワイ大学マノア校講師，受入教員：山田真寛）
「日本語格助詞の交替のメカニズムについて」（2024.5.16–2024.8.20）

KUZNETSOV，Artemii（オックスフォード大学博士課程，受入教員：小木曽智信）
「Referential Structure in Japanese：a Diachrony」（2024.7.1–2024.10.15）
兼安路子（カリフォルニア大学ロサンゼルス校准教授，受入教員：山田真寛）
「Book Project：An Empirically Grounded Introduction to Japanese Communication and Language」
（2024.7.3–2024.7.12）

プロジェクト非常勤研究員・共同研究員
主な共同研究プロジェクトにおけるプロジェクト非常勤研究員（2024年 5月 1日現在）および共同研究員

（2024年度の延べ数）の人数を以下に示す。

非常勤研究員 共同研究員
多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創 7名 172名
実証的な理論・対照言語学の推進 2名 190名
消滅危機言語の保存研究 3名 75名
多言語・多文化社会における言語問題に関する研究 2名 61名
多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究 4名 139名
多様な言語資源に基づく　日本語非母語話者の言語運用の応用的研究　 11名 145名
開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張 1名 61名
その他の共同研究　プロジ　ェクト（人間文化研究機構　のプロジ　ェクトを含む。　） 5名 115名
その他（共同研究プロジェクト以外の経費による雇用を含む。） 23名 0名
合計 58名 958名
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4 2024年度の予算および決算
国立国語研究所の 2024年度の予算および決算を下表に示す。

（単位：千円）
予算額（当初） 決 算 額

収 入 1,148,159 1,473,732

運営費交付金 1,083,880 1,247,071

版権料 0 22,245

科学研究費補助金等間接経費収入 8,724 26,818

その他雑収入 1,243 2,069

寄附金収入 21,131 16,198

受託研究等収入 9,781 13,835

受託事業等収入 1,661 122,321

施設費収入 0 0

目的積立金繰入収入 0 0

総合研究大学院大学収入 21,739 23,175

支 出 1,148,159 1,365,684

研究経費 6,730 4,930

共同利用経費 461,280 433,214

教育研究支援経費 21,094 21,000

人件費 509,623 584,657

一般管理費 126,391 173,398

受託研究経費 9,781 3,040

受託事業経費 1,661 122,270

施設整備費 0 0

総合研究大学院大学経費 11,599 23,175
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II 共同研究と共同利用
本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹研究プロジェ

クト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果として，（4）2024年度公
開中の各種コーパス・データベース，（5）学術刊行物，（6）研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，
研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コロキウム，サロンなどの催し，および（7）センター・研究図
書室の活動状況を掲げる。

1 共同研究プロジェクト
第 4期中期計画における国語研全体の研究課題は「日本語・日本語教育分野における基幹研究の推進」で

ある。これを達成するため，「語彙・辞書」「理論・実験」「フィールド・社会調査」「教育・発達」という四つの
研究領域を設定し，領域ごとに次に示す六つのプロジェクトを構成して機関拠点型プロジェクト「開かれた
言語資源による日本語の実証的・応用的研究」を実施するとともに，言語資源開発センターのプロジェクト
との連携によりコーパス・アーカイブ化を推進することで，オープンサイエンス・オープンデータの体制を強
化している。
共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の参画によって成り立っ

ており，研究系・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めている。また，この研究課題は，国
語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プロジェクトの一つとして位置付けられて
いる。

2024年度は，「開かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」のプロジェクトとして，機関拠点
型（7件），異分野融合型共同研究（3件），および共同利用型共同研究（29件）を実施した。
なお，機関拠点型プロジェクトの概要については，『大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所

令和 6年度機関拠点型基幹研究プロジェクト評価報告書』の各プロジェクト・センターの評価から抜粋した。
詳細は，第VIII章を参照。

（1）【機関拠点型】7件
機関拠点型基幹研究プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日

本語・日本語教育分野における基幹研究の推進という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むも
のである。研究系専任教員のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国
際的レベルで展開している。

•多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創
▶ プロジェクトリーダー：小木曽智信（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
日本語の語彙データを扱う下記のサブプロジェクト群を統括し，その全体を結びつけるキーとなる語
彙資源の整備を行うとともに，合同でシンポジウムやチュートリアルを開催し，共同研究を行う。
•学習者の辞書資源使用の実態調査
•言語資源の空間接続
•学習者用辞書資源の構築
•語彙資源ポータル拡張
•学習者用「日本語機能語バンク」の構築
各サブプロジェクトではさまざまな日本語語彙に関わるデータを構築する予定であるが，これらがば
らばらで互換性のないものにならないように，相互接続性を持つ統一的な枠組みの中で扱えるようにす
るため，これまで国語研のコーパス構築に利用されてきたUniDicの見出し語データベースを軸に，分
類語彙表などの国語研作成のリソースや，日本語最大の国語辞典である『日本国語大辞典』の見出し語
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を統合し，語彙資源統合キーとなるデータを開発する。その上で，共同研究を通して，各サブプロジェ
クトが整備する語彙資源統合 IDを共通に用いて相互に連携・統合できるようにする。このキーを介して
既存のコーパスの用例・統計情報とリンクすることで，全体の利用価値と相互運用性を高める。
プロジェクト全体で，年 1回以上，語彙資源の活用に関するシンポジウムを開催（サブプロジェクト
持ち回り），また年 1回以上，サブプロジェクトとともに語彙資源活用チュートリアルを開催する。
最終年度までに「言語資源学シリーズ」の 1冊として語彙資源を活用した研究論文集をサブプロジェ
クトと合同で 1冊以上刊行する。
《 ‌2024年度の主要な成果》
•サブプロジェクトを含めた全体で NINJALシンポジウム「多様な語彙資源の共創—言語研究・
教育・情報処理・辞書編纂」を 11月 23日に実施した。申込者数：216名，当日参加者数：140
名（うち学生 28名，外国機関 21名）の参加があり，YouTubeでアーカイブ配信をおこなった
（https://www.ninjal.ac.jp/events_jp/20241123a/‌）。
語彙資源統括
•『日本国語大辞典』第 2版の見出し語データ等から辞書データベースに見出し語を追加し，各種テキ
スト向けの形態素解析用辞書UniDic 14種の更新版を作成し，ウェブアプリケーション「Web茶ま
め」を通して利用可能にした。
学習者の辞書資源使用の実態調査
•世界各地での辞書資源使用の実態調査をおこなったほか，調査結果をまとめたデータベースとして中
国 2大学，台湾 1大学，韓国 2大学，ベトナム１大学，英国 2大学，ドイツ 1大学，日本国内 1大
学，合計 110名の学生を対象に，1週間の辞書使用の実態調査をおこなったデータを 2025年３月に
インターネット上に公開した。また，書籍『スマホは辞書になりうるか—日本語学習者の辞書引きの
困難点と指導法』（海外の共同研究員を含む 14名で執筆した論文集）を明治書院より 2024年 5月に
刊行した。
言語資源の空間接続
•方言地図 4冊をスキャンしジオタグ付き画像データを作成して公開したほか，古典籍地名データや物
類称呼データ等の整備をおこなった。
学習者用辞書資源の構築
•かつて国立国語研究所で公開された『日本語基本語辞典（試行版）』の Power BIレポート版を作成し
て公開したほか，分類語彙表に関する各種データの整備をおこなったほか，「学習者辞書用語彙資源
の構築」共同研究発表会を 2回開催した（科研費プロジェクトと共催）。

学習者用「日本語機能語バンク」の構築
•「日本語文型バンク」の加筆修正・確定作業をすすめ，約 530見出しが公開可能となり来年度中にオー
プンデータとして公開する準備を整えた。
なお，【語彙資源ポータル拡張】サブプロジェクについてはこれまでに一定の成果を挙げたことから
サブプロジェクトとしては終了して，その成果であるポータルサイトの継続的な公開については，2025
年度からは統括プロジェクトの中で実施することとした。

▶ 共同研究員数：172名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道教育大学，筑波大学，群馬大学，東京大学，東京外国語大学，東京農工大学，電気通信大学，一橋大
学，東京海洋大学，総合研究大学院大学，信州大学，静岡大学，名古屋大学，滋賀大学，京都大学，大阪大
学，神戸大学，奈良先端科学技術大学院大学，岡山大学，徳島大学，鳴門教育大学，九州大学，鹿児島大
学，国際教養大学，高崎経済大学，東京都立大学，福岡女子大学，東北芸術工科大学，目白大学，神田外語
大学，青山学院大学，桜美林大学，上智大学，昭和女子大学，拓殖大学，中央大学，東京女子大学，日本大
学，日本女子大学，明治大学，早稲田大学，神奈川大学，静岡英和学院大学，南山大学，同志社大学，同志
社女子大学，立命館大学，阪南大学，関西学院大学，奈良大学，四国大学，実践女子大学短期大学部，統
計数理研究所，国文学研究資料館，株式会社三省堂，株式会社 kotoba，合同会社飯間堂，ジョージタウン
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大学，ユライ・ドブリラ大学プーラ，トリーア大学，ボン大学，コートダジュール大学，ハノイ国家大学
外国語大学，ベトナム国家大学ハノイ校，ルーヴァン・カトリック大学，高麗大学校，ソウル大学校，釜
慶大学校，国立政治大学，国立中央大学，澳門大学，天津外国語大学，陝西師範大学，寧波大学，中山大
学，北京外国語大学，清華大学，山東大学，株式会社ネットアドバンス，小学館，独立行政法人国際交流
基金，株式会社ピコラボ，特定非営利活動法人トルシーダ，NHK放送文化研究所，山野日本語学校

•実証的な理論・対照言語学の推進
▶ プロジェクトリーダー：浅原正幸（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
認知言語学や生成文法などの理論的研究や類型論的研究においては，伝統的に話者の内省や直観に基
づく個別研究が方法論的に主流だったが，近年その方法論の見直しが各理論，各分野で急速に進んでい
る。具体的には，理論的考察にコーパス資料，実験データ，フィールド調査などを多角的に組み合わせ
て言語研究の中心的課題に取り組む，新たな実証的方法論を模索する動きが世界的に加速化している。
本プロジェクトでは，音韻，意味，形態・統語という言語研究の中心的三分野における理論的・類型論的
な研究の核心的課題に取り組み，このような世界的潮流における最先端の研究を参照しつつ，それを先
導する研究を進める。具体的には，言語学と隣接分野，あるいは言語学の複数の下位分野の知見を融合
する形で研究を進めるサブプロジェクト 4件と，自然言語処理の知見を活かしてそのような研究に資す
る言語資源を開発するプロジェクト 1件を，それぞれの独自性を保ちつつも相互に連携させて展開する
ことで，国内外の言語研究の最前線に貢献することを目指す。
個別の課題に取り組む 4つのプロジェクトは，イントネーションの構造の言語間・方言間変異（イン

トネーション P），体言化・名詞修飾構造の形態・統語・意味的類型（体言化 P），状態変化述語の意味構造
（述語の意味論 P），統語変換操作の理論言語学における位置づけ（計算言語学 P）という，音韻，意味，
形態・統語のそれぞれの分野における鍵となる概念の定義そのものを再考察することを目的としている。
この目的のために，個々のプロジェクトは，解明の対象である概念に迫るために最適な分野横断的手法
を複数組み合わせた多角的なアプローチを採用することで研究を進める。具体的には，イントネーショ
ン Pでは，コーパス構築とフィールド調査，体言化 Pではフィールド調査と文献資料調査，述語の意味
文法 Pではビデオ実験とコーパス調査，計算言語学 Pではコーパス構築と計算論的モデリングを中心的
な手法として採用する。これらの具体的な課題に取り組むサブプロジェクトと連動し，それを後方支援
するアノテーション Pでは，既存のコーパスで手薄だが，言語資源に基づく言語の科学的研究をより一
層進めるために必要となるタイプの言語資源の構築に注力する。プロジェクト全体で開催する合同の研
究会やサブプロジェクト間での共同研究や言語資源活用のノウハウの共有を通して，サブプロジェクト
間の連携を強めて研究推進の相乗効果を得ることを模索する。
《‌2024年度の主要な成果》
理論対照統括

5つのサブプロジェクト共同で，Evidence-based Linguistics Workshop 2024を 9月に開催した（神
戸大学と共催）。開催にあたり，若手研究者の旅費支援をおこなった。
神戸大学・Oxford大学と共同で実施する予定であった国際シンポジウムは，Oxford大学側の都合に

より今年度実施されないこととなった。
アノテーション
概算要求により実験環境・計算サーバの整備をおこなった。「日本経済新聞記事オープンコーパス」に
対する読み仮名付与をおこなった。また日本経済新聞社とともに，各種アノテーションデータの共有に
関する協議を進めた（早ければ 2025年 3月に日本経済新聞社より共有予定）。
「現代日本語書き言葉均衡コーパス」に対する比喩情報の悉皆付与（自動付与）を東京農工大学ととも
に実施した。東北大学が構築した「日本語日常対話コーパス」に対する形態論情報・係り受け情報付与
に協力した。また理化学研究所が進める同データに対する述語項構造情報付与に協力した。
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イントネーション
17の日本語・琉球諸語の変種の韻律体系（語アクセントとイントネーション）を統一的な枠組みで包

括的に記述する 18章からなる英語書籍原稿を執筆・編集した。本書籍の執筆に必要なデータを収集する
ためにフィールド調査をおこなった。本書籍 2025年 3月までにBrill社に投稿し，2025年中旬に入稿
し，早ければ 2025年度中にオープンアクセスの形で出版される予定である。
計算言語学
比較文アノテーション・データを公開した。当初の計画では，コーパス構築をまずおこない，それを
用いてモデリング研究をするという段取りを考えていたが，研究対象として選んだ言語現象や入手可能
な資源・手法の兼ね合いでこれが現実的でないことが判明した。そこで，構築したコーパスは独立して
公開し，モデリング研究については別の課題を選んで進めるように計画を変更した。本研究は未開拓の
領域で新しい研究の方向性を探るという性質上，このような軌道修正が不可欠である。妥協の結果では
あるが，国際学会（CoNLL2024）でBest Paper Awardを受賞するなど成果は出ており，ある程度順調
に研究が進んでいると言える。また，関連する理論研究において複数の論文を執筆した（国際誌 1件（査
読あり），国内誌 1件（査読あり），和書概説論文 1件（招待あり））。
体言化
前年度に引き続き，諸言語の体言化・類別詞・性標示に関するデータを収集するために，以下のフィー
ルドワークを実施した。また，現時点での成果を発信した。
•フィールドワーク実施：
タイ（2024年 6月），中国雲南省（2024年 8月），ブラジル（2024年 12月），インド（2025年 2月，3月）
•研究成果発信：

▶ 国内で公開の研究発表会を 2回（5月 25日，9月 14日）開催し，フィールドワークで収集したデー
タに基づいて研究発表を 4件おこなった。

▶ 海外で講演会・ワークショップなどの形で研究成果を発表した。
◦ドイツ：キール大学（2024年 4月 9日），エルフルト大学（2024年 4月 11日），マインツ大学（2024
年 4月 15日）で招待講演を実施。

◦中国：復旦大学（2024年 7月 29・30日・8月 2・3日），武漢大学（2024年 8月 27日，国際シンポ
ジウム）

◦ブラジル：Federal University of Amazonas，Brazil（2024年 12月 16日）
▶ 交流協定を締結した武漢大学（中国）と共同で国際ワークショップを実施し（2024年 8月），研究成
果を発表・発信した（発表者も含む参加者総数 22名，発表総件数 11件）。

•成果公開：
プロジェクトの現時点の成果をwork-in-progress（interim）reportsの形で取りまとめている最中。ま
た，来年度にオープンアクセス形式で公開する準備も進めている。
述語の意味と文法
移動動詞と状態変化動詞に関して，研究成果の発表とまとめをおこなった。
学会発表としては，2回の国際学会での発表（SLE 2024，ALT 2024）と，1回の国内学会での発表（中

国語学会）をおこなった。また，フランスのプロジェクトとの共同の研究会（1月）と，NINJAL国際シ
ンポジウム（3月）を開催の予定である。
論文書籍での成果出版としては，英語論文 1点（国際論文集：日本語とスワヒリ語の状態の変化に関す

るもの）と，日本語論文 1点（国際査読誌：日本語の状態変化表現全般に関するもの）を刊行した（いずれ
もオープンアクセス）。また，英語論文集 1冊（Mouton社：20の言語の移動動詞の性質に関するもの；
オープンアクセス）を 2月に，また日本語論文集 1冊（開拓社：7つの言語の状態変化の表現に関するも
の）を 3月に出版予定である。ほかに，日本語の移動様態に関する英語論文を査読誌に投稿した。また，
英語論文集 2冊（NINJAL国際シンポジウム（2022）のものと，Mouton社のものの第二巻）の編集をお
こなった。このほか，移動動詞データベースを作成した（3月完成予定）。

▶ 共同研究員数：190名
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▶ 共同研究員所属機関：
北海道教育大学，弘前大学，東北大学，茨城大学，筑波大学，千葉大学，東京大学，東京外国語大学，東京
農工大学，一橋大学，総合研究大学院大学，上越教育大学，金沢大学，信州大学，岐阜大学，名古屋大学，
京都大学，大阪大学，神戸大学，岡山大学，広島大学，福岡教育大学，九州大学，長崎大学，熊本大学，琉球
大学，群馬県立女子大学，愛知県立大学，神戸市外国語大学，熊本県立大学，名桜大学，藤女子大学，北星
学園大学，弘前学院大学，目白大学，麗澤大学，神田外語大学，慶應義塾大学，工学院大学，國學院大學，
駒澤大学，大正大学，大東文化大学，中央大学，東海大学，東京理科大学，日本女子大学，武蔵野大学，明
星大学，早稲田大学，東京工科大学，神奈川大学，静岡英和学院大学，名古屋学院大学，南山大学，立命
館大学，関西大学，関西外国語大学，近畿大学，関西学院大学，関西国際大学，美作大学，広島経済大学，
安田女子大学，別府大学，沖縄国際大学，長野工業高等専門学校，有明工業高等専門学校，国立障害者リ
ハビリテーションセンター，情報・システム研究機構，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，ケースウェ
スターンリザーブ大学，Mohamed bin Zayed University of Artificial Intelligence，グラスゴー大学，ロ
ンドン大学，Gauhati University，IIT Madras，Central Institute of Indian Languages Manasagangotri，
Tripura University，Deccan College，ヨーテボリー大学，University of Phayao，ルートヴィヒ・マクシ
ミリアン大学，クリスティアン・アルブレヒト大学キール，ハインリッヒ・ハイネ大学デュッセルドルフ，
ライプチッヒ大学，Federal University of Pará，ジュイス・デ・フォーラ大学，フランス国立社会科学高等
研究院，リヨン第 2大学，ワルシャワ大学，メキシコ国立自治大学，雲南省民族学会，内蒙古大学，Wuhan
University，株式会社リクルート，ネワール言語文化研究所

•消滅危機言語の保存研究
▶ プロジェクトリーダー：山田真寛（研究系・准教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
1.いま話されている日琉語諸方言データの収集：担当地域でフィールド調査
国内 40地点で調査を行っている 3期から継続して，共同研究員が各担当地点で｛語彙，文法記述，談

話資料の蓄積｝を進める。第 3期プロジェクトを以下 3つの観点で発展させる。
増やす：3点セットを拡充し，「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性の解明」プロ

ジェクト（代表 |五十嵐）や日琉祖語再建・系統関係解明，対照言語学的研究に資するデータなど，特定
トピックに関するデータを増やす。
深める：3期までに個別文法現象の記述がある地点は文法スケッチを，文法スケッチがある地点は参
照文法を執筆する。
広げる：琉球諸語に比べて不足している本土諸方言に調査対象を広げる。また消滅危機言語の再活性
化など，言語の継承保存に資する基礎資料としてのデータ収集も行う。
2.過去の諸方言データの電子化：諸方言談話資料の文字化・電子化と公開準備

1977年度から 1985年度にかけて行われた「各地方言収集緊急調査」（文化庁）のうち「全国方言談話
データベース日本のふるさとことば集成」（2001～2008，全 20巻）で未公開部分の文字化・電子化し公
開準備を進める。
3.オープンサイエンスの促進：アーカイブ
上記 1，2で蓄積されるデータをプロジェクトウェブサイト（https://kikigengo.ninjal.ac.jp/‌）
および国立国語研究所リポジトリなどで随時公開する。またそれぞれのデータ保持者自身がフィールド
データを平易かつ適切にアーカイブするしくみをつくるため，プロジェクトウェブサイトを利用した語
彙・文法・談話データベースを改修・増強する。
4.消滅危機言語・方言の認知向上や記録保存・継承保存の推進：イベント
•危機言語サミットを文化庁と沖縄県八重山郡与那国町と 10月に共催（危機言語コミュニティや社会一
般向け）
•談話資料電子化チュートリアル（大学院生含む研究者向け）
•共同研究員のフィールド調査成果発表会（国内発表会）
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▶ 共同研究員所属機関：
北海道教育大学，弘前大学，東北大学，茨城大学，筑波大学，千葉大学，東京大学，東京外国語大学，東京
農工大学，一橋大学，総合研究大学院大学，上越教育大学，金沢大学，信州大学，岐阜大学，名古屋大学，
京都大学，大阪大学，神戸大学，岡山大学，広島大学，福岡教育大学，九州大学，長崎大学，熊本大学，琉球
大学，群馬県立女子大学，愛知県立大学，神戸市外国語大学，熊本県立大学，名桜大学，藤女子大学，北星
学園大学，弘前学院大学，目白大学，麗澤大学，神田外語大学，慶應義塾大学，工学院大学，國學院大學，
駒澤大学，大正大学，大東文化大学，中央大学，東海大学，東京理科大学，日本女子大学，武蔵野大学，明
星大学，早稲田大学，東京工科大学，神奈川大学，静岡英和学院大学，名古屋学院大学，南山大学，立命
館大学，関西大学，関西外国語大学，近畿大学，関西学院大学，関西国際大学，美作大学，広島経済大学，
安田女子大学，別府大学，沖縄国際大学，長野工業高等専門学校，有明工業高等専門学校，国立障害者リ
ハビリテーションセンター，情報・システム研究機構，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，ケースウェ
スターンリザーブ大学，Mohamed bin Zayed University of Artificial Intelligence，グラスゴー大学，ロ
ンドン大学，Gauhati University，IIT Madras，Central Institute of Indian Languages Manasagangotri，
Tripura University，Deccan College，ヨーテボリー大学，University of Phayao，ルートヴィヒ・マクシ
ミリアン大学，クリスティアン・アルブレヒト大学キール，ハインリッヒ・ハイネ大学デュッセルドルフ，
ライプチッヒ大学，Federal University of Pará，ジュイス・デ・フォーラ大学，フランス国立社会科学高等
研究院，リヨン第 2大学，ワルシャワ大学，メキシコ国立自治大学，雲南省民族学会，内蒙古大学，Wuhan
University，株式会社リクルート，ネワール言語文化研究所

•消滅危機言語の保存研究
▶ プロジェクトリーダー：山田真寛（研究系・准教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
1.いま話されている日琉語諸方言データの収集：担当地域でフィールド調査
国内 40地点で調査を行っている 3期から継続して，共同研究員が各担当地点で｛語彙，文法記述，談

話資料の蓄積｝を進める。第 3期プロジェクトを以下 3つの観点で発展させる。
増やす：3点セットを拡充し，「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性の解明」プロ

ジェクト（代表 |五十嵐）や日琉祖語再建・系統関係解明，対照言語学的研究に資するデータなど，特定
トピックに関するデータを増やす。
深める：3期までに個別文法現象の記述がある地点は文法スケッチを，文法スケッチがある地点は参
照文法を執筆する。
広げる：琉球諸語に比べて不足している本土諸方言に調査対象を広げる。また消滅危機言語の再活性
化など，言語の継承保存に資する基礎資料としてのデータ収集も行う。
2.過去の諸方言データの電子化：諸方言談話資料の文字化・電子化と公開準備

1977年度から 1985年度にかけて行われた「各地方言収集緊急調査」（文化庁）のうち「全国方言談話
データベース日本のふるさとことば集成」（2001～2008，全 20巻）で未公開部分の文字化・電子化し公
開準備を進める。
3.オープンサイエンスの促進：アーカイブ
上記 1，2で蓄積されるデータをプロジェクトウェブサイト（https://kikigengo.ninjal.ac.jp/‌）
および国立国語研究所リポジトリなどで随時公開する。またそれぞれのデータ保持者自身がフィールド
データを平易かつ適切にアーカイブするしくみをつくるため，プロジェクトウェブサイトを利用した語
彙・文法・談話データベースを改修・増強する。
4.消滅危機言語・方言の認知向上や記録保存・継承保存の推進：イベント
•危機言語サミットを文化庁と沖縄県八重山郡与那国町と 10月に共催（危機言語コミュニティや社会一
般向け）
•談話資料電子化チュートリアル（大学院生含む研究者向け）
•共同研究員のフィールド調査成果発表会（国内発表会）
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•その他，言語コミュニティや社会一般に向けて，危機言語の認知向上や公開データへのアクセス・利
用促進を目的としたイベントや発信をおこなう。

《‌2024年度の主要な成果》
計画としては，共同利用・共同研究，大学院教育・若手研究者育成，地域・社会との連携，グローバル
化の 4項目があるが，ここでは特に成果のあがった，地域・社会との連携についてまとめる。
地域言語コミュニティと協働して進める消滅危機言語の保存研究のモデルケースとして，沖永良部島
の和泊町・知名町（鹿児島県大島郡）との連携協力協定にもとづく取り組みなどをおこなった（1–7）。こ
れ以外の地域・社会連携についても後述する（8–9）。
1.知名町中央公民館講座「しまむにサロン」
•実施内容：
知名町中央公民館講座の 1講座として，毎月 1回 2時間，通年の講座を開講し，約 20名を対象に言
語の記録や継承のための知識と技術を持つ市民科学者の育成をおこなった。
•特筆：

2019年に開始した本講座は，コロナ渦はオンラインで開講を続け 5年間継続してきた結果，様々な
アウトカムが生まれてきている。講座に通って学ぶだけではなく，各集落で調査チームや編集委員会
を組織して辞典制作を始めた受講生もいる（後述）。また「消滅の危機にある言語・方言サミット」（後
述）に，単なる聴衆ではなく取り組み発表者として参加する受講生も増えており，危機言語の保存に
関して学ぶ側から教える側になってきていると言える。
•背景：
講座開講以前にもさまざまなイベントを実施してきたが，すべて「多くの人が」「地域言語に親しむ」
ことを目的とした単発のイベントだった。その性質上，多くの人にとって「おもしろい」ものにしな
くてはならず，また参加者の知識や技術の積み上げを前提とすることはできなかった。本気で言語の
保存を実現するためには，コミュニティメンバーの主体的な取り組みが不可欠である。そのために必
要な知識や技術を修得する際にかかる負荷に耐えられるほどの意欲を持ったコミュニティメンバーを
対象にした，継続的なシリーズイベントが必要であることを両町に訴えていた。その結果として 2019
年の協定締結を機に知名町が中央公民館講座の一講座として開講したのが「しまむにサロン」である。
•特筆：
このような問題意識とその解決方法，その後のアウトカムまで含めると，本プロジェクトと和泊町・
知名町は，国内では最先端の研究をおこなっていると言える。

2.和泊町玉城集落の辞書制作サポート
•実施内容：
知名町中央公民館講座「しまむにサロン」の受講者が 2024年に主体的に開始した玉城方言辞典制作プ
ロジェクトを，今年度も引き続き支援した。流暢な話者約 10名と若いパッシブスピーカー 1名で毎
月 2回実施している編集会議に参加して，ファシリテーション支援や疑問点の解消をおこない，デー
タベース整備を支援している。また現時点までに収集された約 2000語の語彙集を仮印刷して集落全
戸に配布した。
•特筆：
仮印刷の語彙集を全戸配布したことで，辞書制作プロジェクトが集落内で認知され，保存に対する意
識が醸成された。配布後に約 1,500語の項目追加依頼を受けたことは，編集委員以外の多くの島民が
当事者意識を持って保存に取り組みだした結果だと解釈できる。また概念上の「沖永良部語」ではな
く「沖永良部語玉城方言」のような島内諸方言それぞれの保存と継承を危機言語プロジェクトが目的
としていることが理解されたと思われる。

3.知名町田皆集落の辞書制作サポート
•実施内容：
知名町中央公民館講座「しまむにサロン」の受講者が 2024年に主体的に開始した玉城方言辞典制作
プロジェクトを，今年度も引き続き支援した。流暢な話者約 10名と比較的若いパッシブスピーカー
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2名で毎月 2回実施している編集会議に参加して疑問点の解消などをおこない，データベース整備を
支援している。来年 9月の敬老会までに基礎語彙約 1,200項目の語と用例の編集作業を終えて，音声
付きオンライン辞書として公開し，紙媒体の辞書を集落内で配布する計画を立てた。
•特筆：
編集委員が毎回の編集会議をとても楽しみにしており，会議中の雰囲気も楽しそうなことが印象的で
ある。委員の一人からは直接「これが今の私の生きる意味になりました，みへでぃろどー（ありがと
う）」と伝えられた。また辞書制作は集落内では「たんにゃむに（=田皆方言）サークル」がおこなう
さまざまな文化継承の取り組みの一環として位置付けられており，育成会（子どもと保護者の団体）・
青年会・婦人会・老人会との連携もスムーズなようである。詳細がよくわからないことからも，この辞
書制作が研究者ではなく本当に島民主導のプロジェクトだからであると言える。

4.言語習得プログラム（横山晶子特任助教の科学研究費助成事業（科研プロジェクト））
•実施内容：
流暢な話者（マスター）と学習者（アプレンティス）のペア 9組で，定期的に地域言語だけを使って一
緒に何かする時間を作る「マスター・アプレンティス・プログラム」を実施した。セッションごとに短
い独話動画を記録し，開始時と終了時に理解度と文法知識をはかるテストと自己紹介の自由独話観察
を実施した。6か月間のサイクルでまわす計画の 1サイクル目で，テスト結果と各ペアの取り組み内
容などからプログラムの効果を評価する計画である。
•特筆：
年度末に 1サイクル目が終了し結果の分析中のため成果はまだない。北米先住民言語を対象に開発さ
れたマスター・アプレンティス・プログラムは，南北アメリカやオーストラリアで実践されており，低
資源言語の復興に効果的であることが示されている。国内では石垣島と沖縄島で実践例があるが，効
果の測定まで含む実践は本プロジェクトが初めてである。また，すべてのペアのマスターかアプレン
ティスが「しまむにサロン」受講生である。このようなコミュニティメンバーの参加が不可欠かつ実
験的なプロジェクトでも，「しまむにサロン」受講生を頼って始めることは，危機言語プロジェクト
と地域言語コミュニティの間に信頼関係・協働体制が構築されている証左と言える。

5.沖永良部島チームによる危機言語サミット出展
•実施内容：
上述の辞書制作と言語習得プログラムのメンバー計 5名が，八丈島（東京都八丈町）で開催された「消
滅の危機にある言語・方言サミット」（後述）で取り組みを発表した。
•特筆：
主催者が指定する登壇者以外の発表機会（「ブース発表」）を設けた 2022年度から，単なる聴衆ではな
く取り組み発表者として参加する，島内協働メンバーが増えている。危機言語の保存に関して学ぶ側
から教える側になってきていると言える。

6.和泊町役場職員方言研修会（8月 16日）
•実施内容：
町役場職員研修の一環として方言研修をおこない，沖永良部語の現状や保存の取り組みなどに関する
講義をおこなった。
•特筆：
昨年度までは町職員組合主催の任意参加研修で実施していたが，今年度は総務企画課に交渉したとこ
ろ町役場職員研修として実施され，各課から 2名ずつの参加が義務付けられた。行政レベルで方言継
承に対する意識が醸成されてきた結果と考えられる。

7.知名町立下平川小学校との協働
•実施内容：
下平川小学校の全児童と教職員を対象に，沖永良部語の保存に関する講演を行った（10月 12日）。ま
た同校校長と学校における沖永良部語教育の連携と実験協力校協定について協議し，次年度に協定を
締結することにした。
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2名で毎月 2回実施している編集会議に参加して疑問点の解消などをおこない，データベース整備を
支援している。来年 9月の敬老会までに基礎語彙約 1,200項目の語と用例の編集作業を終えて，音声
付きオンライン辞書として公開し，紙媒体の辞書を集落内で配布する計画を立てた。
•特筆：
編集委員が毎回の編集会議をとても楽しみにしており，会議中の雰囲気も楽しそうなことが印象的で
ある。委員の一人からは直接「これが今の私の生きる意味になりました，みへでぃろどー（ありがと
う）」と伝えられた。また辞書制作は集落内では「たんにゃむに（=田皆方言）サークル」がおこなう
さまざまな文化継承の取り組みの一環として位置付けられており，育成会（子どもと保護者の団体）・
青年会・婦人会・老人会との連携もスムーズなようである。詳細がよくわからないことからも，この辞
書制作が研究者ではなく本当に島民主導のプロジェクトだからであると言える。

4.言語習得プログラム（横山晶子特任助教の科学研究費助成事業（科研プロジェクト））
•実施内容：
流暢な話者（マスター）と学習者（アプレンティス）のペア 9組で，定期的に地域言語だけを使って一
緒に何かする時間を作る「マスター・アプレンティス・プログラム」を実施した。セッションごとに短
い独話動画を記録し，開始時と終了時に理解度と文法知識をはかるテストと自己紹介の自由独話観察
を実施した。6か月間のサイクルでまわす計画の 1サイクル目で，テスト結果と各ペアの取り組み内
容などからプログラムの効果を評価する計画である。
•特筆：
年度末に 1サイクル目が終了し結果の分析中のため成果はまだない。北米先住民言語を対象に開発さ
れたマスター・アプレンティス・プログラムは，南北アメリカやオーストラリアで実践されており，低
資源言語の復興に効果的であることが示されている。国内では石垣島と沖縄島で実践例があるが，効
果の測定まで含む実践は本プロジェクトが初めてである。また，すべてのペアのマスターかアプレン
ティスが「しまむにサロン」受講生である。このようなコミュニティメンバーの参加が不可欠かつ実
験的なプロジェクトでも，「しまむにサロン」受講生を頼って始めることは，危機言語プロジェクト
と地域言語コミュニティの間に信頼関係・協働体制が構築されている証左と言える。

5.沖永良部島チームによる危機言語サミット出展
•実施内容：
上述の辞書制作と言語習得プログラムのメンバー計 5名が，八丈島（東京都八丈町）で開催された「消
滅の危機にある言語・方言サミット」（後述）で取り組みを発表した。
•特筆：
主催者が指定する登壇者以外の発表機会（「ブース発表」）を設けた 2022年度から，単なる聴衆ではな
く取り組み発表者として参加する，島内協働メンバーが増えている。危機言語の保存に関して学ぶ側
から教える側になってきていると言える。

6.和泊町役場職員方言研修会（8月 16日）
•実施内容：
町役場職員研修の一環として方言研修をおこない，沖永良部語の現状や保存の取り組みなどに関する
講義をおこなった。
•特筆：
昨年度までは町職員組合主催の任意参加研修で実施していたが，今年度は総務企画課に交渉したとこ
ろ町役場職員研修として実施され，各課から 2名ずつの参加が義務付けられた。行政レベルで方言継
承に対する意識が醸成されてきた結果と考えられる。

7.知名町立下平川小学校との協働
•実施内容：
下平川小学校の全児童と教職員を対象に，沖永良部語の保存に関する講演を行った（10月 12日）。ま
た同校校長と学校における沖永良部語教育の連携と実験協力校協定について協議し，次年度に協定を
締結することにした。
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•特筆：
2016年から現在まで，教員や児童・保護者個人との協働プロジェクトを継続的におこなってきたが，
校長・担当教員の異動やプロジェクト参加児童の卒業により，実質的にはプロジェクト間の連続性がな
く散発的な効果しか目指せなかった。機関間協定を締結することでこれを解決する見込みが立った。
なお現校長はしまむにサロンと言語習得プログラムの参加者である。これらの経験から危機言語プロ
ジェクトの趣旨が理解されたことが，本協定の提案に至った理由の一つと考えられる。

8.その他
•上述した取り組み以外にも，地域言語コミュニティが主催するイベントが毎年複数回開催され，危機
言語プロジェクトメンバーが講演などをおこなうこともあるが，すべてを把握しているわけではない。
島民がイベント・プロジェクトを主導し，その一部に研究者が必要だと判断した場合にそのサポート
を依頼するという，理想的な協働体制ができていると言える。

9.危機言語サミット（沖永良部島以外で実施した内容）
•実施内容：
八丈町（東京都）や文化庁などと共同で「令和 6年度危機的な状況にある言語・方言サミット八丈島
大会」を開催した（12月 7・8日）。共同研究員による講演等 3件，ブース発表 6件を含むステージ演
目 10件，ブース発表 13件がおこなわれ，２日間でのべ約 600名の参加者が各地域言語の保存に関
する情報交換などをおこなった。
•特筆：
文化庁に働きかけて 2022年度の沖永良部島大会から，主催者が指定する登壇者以外の発表機会「ブー
ス発表」を設けた。2023年度の与那国島大会，2024年度の本大会と，ブース発表希望者は年々増加
しており，ほぼすべての参加者が単なる聴衆であった過去の大会とは異なり，各地の実践者どうしの
情報交換の場として機能していると言える。
•背景：
現在の危機言語プロジェクトリーダーが代表を務める「言語復興の港」プロジェクトが，過去の大会
で，当時制作していた絵本や教材などのゲリラ展示を行っていた（備品やスペースの使用を当日の朝現
地主催者に交渉した）。回を重ねるごとに他の参加者も展示物などを持参するようになり展示スペー
スが広がり，ここが実践者どうしの有益な情報交換スペースになっていった。その後コロナ禍明けの
2022年に文化庁に公式化することを提案し採用された。継続的なボトムアップの取り組みが認めら
れたよい例だと思う。

▶ 共同研究員数：75名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，筑波大学，東京大学，金沢大学，信州大学，島根大学，岡山大学，広島大学，福岡教育大学，九
州大学，長崎大学，鹿児島大学，琉球大学，神戸市外国語大学，熊本県立大学，名桜大学，北星学園大学，
弘前学院大学，國學院大學，駒澤大学，大正大学，大東文化大学，東京理科大学，立正大学，静岡理工科大
学，静岡英和学院大学，中京大学，南山大学，立命館大学，関西大学，広島経済大学，別府大学，沖縄国際
大学，近畿大学工業高等専門学校，有明工業高等専門学校，北海道博物館，国立障害者リハビリテーショ
ンセンター，情報・システム研究機構，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，ハワイ大学，ロンドン大学，
フランス国立社会科学高等研究院，独立行政法人国際交流基金

•多言語・多文化社会における言語問題に関する研究
▶ プロジェクトリーダー：朝日祥之（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，多言語化が進んだ日本社会で発生している言語問題の中でも，日々の言語生活に
欠かせない分野である行政，医療福祉分野における言語問題の所在を明らかにするための社会調査を実
施する。その上で言語問題の解決を目指すことを目的とする。
多言語化・多文化による社会変容により，特に行政・医療福祉分野における言語問題が生じている。国
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立国語研究所においても，「外来語言い換え提案」「病院の言葉」に関するプロジェクト，大規模自然災
害をきっかけとして提唱された「やさしい日本語」など，その成果は少なくない。ただし，これらはそ
れぞれ「国語問題・国語施策」，「日本語問題・日本語施策」のための研究であり，多言語化・多文化した
日本社会の言語問題を包括的に捉えることにはならない。本プロジェクトでは，国立国語研究所で実施
された「国語・国字・日本人の視点」による言語生活研究の再定義をおこない，行政・医療福祉分野にお
ける言語問題を把握する。本研究の最終的な目的は，行政，医療福祉分野における言語問題をリアルタ
イムに捉え，その解決に向けた提言を行うことにある。
本プロジェクトでは，多言語化・多文化による社会変容によって生じた日本社会において，行政と医
療福祉の専門家・非専門家のそれぞれに生じている言語問題について，専門家，非専門家双方を対象に
した社会調査を実施する。社会調査のデータを公開するとともに，言語問題を把握するための調査の実
施，そこで得られたデータを活用した分析を実施する。
なお，実施にあたっては，人間文化研究機構共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生科学の
創成」，並びに同機構共創先導プロジェクト「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調
査の融合的研究」と連携する。
【研究組織】
本プロジェクトは次のような研究班を組織する。
•【自治体調査研究班】自治体における言語使用・使用意識に関する社会調査を企画・実施する。
•【外来語研究班】行政・医療福祉分野における外来語をめぐる今日的な課題を捉えるための実態調査・
意識調査を企画・実施する。
•【言語変異研究班】言語生活の実態から言語問題の所在を的確に捉えるための基礎研究としての言語
変異を捉える調査研究を企画・実施する。
•【言語景観研究班】公共景観を構成する景観（言語景観・音景観）に関する調査研究を企画・実施する。
•【手話研究班】日本手話・日本語対応手話の使用実態を捉える，そこに内在する言語問題を明らかにす
るための調査研究を企画・実施する。
•【言語使用研究班】多言語使用，リタラシーなどの課題についての調査研究を企画・実施する。
【研究成果】
•各研究班で実施する社会調査，言語調査，フィールドワークによりデータ収集をおこなう。社会調査
についてはデータ集を刊行し，調査結果をリアルタイムに発信していくと共に調査データの公開をお
こなう。その他の調査で得られた成果は，国内外の会議等での口頭発表，シンポジウムの開催，研究
論文の刊行などを通じて発信する。

《‌2024年度の主要な成果》
多言語化・多文化化の進む日本社会における言語コミュニケーションにおいて生じる問題を捉えるプ
ロジェクト 3年度目としての以下に示す調査活動をおこなった。
（1）現在の日本社会において使用される言語（日本語・ポルトガル語・スペイン語）に見られる言語変異

の実態を把握するためフィールドワークを関東地方を中心として継続的に実施した。ベースライン
データとしての日本語自然発話資料を収集するとともに，ブラジルやペルーをはじめとする国や地
域からの居住者とその子弟による日本語，出身地の言語（ブラジルポルトガル語、スペイン語）に
よる自然発話資料を収集した。

（2）外来語に関する意識調査・定着度調査，医療分野（特に新型コロナウイルス感染症の関連用語）に関
する全国規模の社会調査を実施した。専門用語の理解率・認知率，使用率をはじめとする項目につ
いての大規模調査データを収集し，分析に着手した。

（3）本プロジェクトで　実施した調査結果の報告書，ローデータ　，研究論文や研究発表に関する情報，NINJAL
フォーラムなどの　動画情報をまとめたポータルサイトを　立ち上げ（https://www2.ninjal.ac.jp/lpdb/‌），
研究活動情報を集約するとともに　，研究成果の発信を本格化させた。

（4）調査報告書については，これまで実施した社会調査のうち「行政情報をわかりやすく伝える工夫に
関する意識調査（自治体調査）」「現代日本語における外来語使用実態調査」を国語研リポジトリに
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て刊行するとともに，ローデータも本プロジェクトポータルサイトにて公開した。
（5）NPO法人日本ペルー共生協会との連携により，講演会を開催した他，日本生まれのペルー人・ブラ

ジル人によるインタビューを実施するなど，コミュニティメンバーとの具体的な連携を図ることが
できた。

（6）研究発表会（3回）開催したほか，社会言語科学会と連携する形でのシンポジウム（1回）を昨年度
に引き続き開催した。令和 5年度に実施したシンポジウムの成果については「社会言語科学」の特
集号論文として掲載が決定するなど，研究成果の発信につとめた。

▶ 共同研究員数：61名
▶ 共同研究員所属機関：
筑波大学，宇都宮大学，電気通信大学，大阪大学，鹿児島大学，国際教養大学，群馬県立女子大学，北星学
園大学，宇都宮共和大学，獨協大学，学習院大学，國學院大學，上智大学，大正大学，大東文化大学，日本
大学，明治大学，早稲田大学，関東学院大学，静岡理工科大学，名古屋商科大学，愛知淑徳大学，立命館大
学，人間文化研究機構本部，ハワイ大学，グラスゴー大学，ラトローブ大学，オーストラリア国立大学，
モナシュ大学，ウィーン大学，デュースブルク=エッセン大学，ヘルシンキ大学，データサイエンス共同
利用基盤施設，NHK放送文化研究所，海外移住資料館

•多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究
▶ プロジェクトリーダー：小磯花絵（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，子どもを中心とする多様な場面・相手との会話を含む映像付きコーパスを新たに
開発し，成人中心の既存のコーパスと接続させることで，コミュニケーションを含む言語の発達・変化
の過程を，子どもから高齢者まで多世代に渡り実証的に研究できる基盤を構築することにより，日本に
おける言語発達研究を幅広い分野の研究者との連携体制のもとで展開させることを目的とする。また，
各種会話コーパスを活用した技術開発を見据えた基礎研究を推進する。
これまで乳幼児を含む子どもの言語発達に関する研究が数多く行われてきたが，発達研究は乳幼児に
限られるものではなく，学童期，青年期，成人初期，壮年期，老年期など，多世代に渡り見ていく視点も
不可欠である。特に，高齢者や子育て世代の孤立など家族の問題が複数世代化し，多世代交流が国の重
要施策の一つとして掲げられるなか，乳幼児から高齢者までの多世代を対象に，日常生活の中で交わさ
れるリアルな会話を映像まで含めて記録したコーパスを構築・公開し，各世代の言語使用・コミュニケー
ション行動の実態やその発達・変化を実証的・多角的に研究することは，学術のみならず社会的にも重要
な課題である。
そこで本プロジェクトでは，『子ども日常会話コーパス』『幼稚園話し合いコーパス』『小学校話し合
いコーパス』『昭和子ども会話コーパス』（いずれも仮称）を整備した上で，第 3期までに構築してきた
コーパスと合わせて活用することにより，話し言葉の特性を，　◯1　　言語発達，　◯2　　言語教育，　◯3　　時代による
言語の変化，　◯4　　話し言葉のレジスター的多様性の観点から明らかにすると同時に，　◯5　　各種話し言葉コー
パスを活用した情報工学的応用可能性について探る。
《‌2024年度の主要な成果》
1.共同利用・共同研究に関する計画
•『子ども版日本語日常会話コーパス』，『小学校会話コーパス』，『昭和子ども会話コーパス』について
は計画通りに整備を進めた。このうち『子ども版日常会話コーパス』について，2026年度に予定し
ている本公開に先立ち，コーパスの利用可能性や問題などを把握するために 50時間分の会話データ
を 2025年 3月にモニター公開した。また本プロジェクトの共同研究員に対して追加で 35時間（モニ
ター版と合わせて合計 85時間）の会話を限定公開し，プロジェクトの研究に活用できるようにした。
•『日本語日常会話コーパス』（CEJC）の利用性を高めるために，身体動作等の自動アノテーションや雑
音除去版データ試作版の作成など新たな試みを開始した。
•国立障害者リハビリテーションセンター研究所と連携し，CEJCに付与した自閉スペクトラム指数調
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査に基づく自閉傾向と言語特徴との関係に関する研究を継続するとともに，同センター及び昭和大学
発達障害医療研究所と協力し，自閉症者の会話コーパスの構築とそれを活用した基礎研究を進めた。
後者の活動についてその成果を言語資源ワークショップ 2024で発表したところ，筆頭著者で共同研
究員である大学院生が優秀発表賞を受賞した。
•計画していたシンポジウム 2件に加え，プロジェクトの活動と関連する人工知能学会と連携してシン
ポジウム 1件を共催し，共同研究員が合計 29件の発表をおこなった。参加者は合計で 487名であり，
研究成果を広く発信することができた。
1）人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会第 15回対話システムシンポジウム
2）ことば・認知・インタラクションシンポジウム 13
3）日常会話コーパスシンポジウム IX
•今年度は CEJCなど既存のコーパスを中心としつつ，構築中の『子ども版日本語日常会話コーパス』
も合わせて研究を進めた。これらの成果を，論文 14本，ブックチャプター 5本，発表・講演 68件と
して公表した。

2.大学院教育・若手研究者育成に関する計画
•大学院生 12名を含む若手研究者 43名をプロジェクトに迎え，CEJCなどの有償版コーパスを無償提
供するとともに，講習会などの機会を通して利用方法を具体的に学ぶ機会を提供した。また共同研究
員が指導する学生にも同様の機会を提供した。その結果，CEJCを活用したものとして，博士論文 2
本，修士論文 5本の成果にむすびついた。このうち自閉症傾向・自閉症者の一連の研究をまとめた博
士論文（東北大学）が総長賞を受賞した。
•コーパス言語学分野の人材を育成するために，「学習者辞書」プロジェクト及び言語資源開発センター
と共催で，若手研究者や大学院生を主対象とするCEJC活用のための講習会・チュートリアルを 2回
開催した。こうした取り組みにより，オンライン検索システム「中納言」の同コーパスの登録ユーザ
数は 21066人（前年度から 7377人増），年間検索数は 19.3万件となるなど，広く活用された。
•CEJCについて、大学の授業でコーパスを利用できるオンライン検索アプリケーション「中納言」の
講義用アカウントを 92の授業・講義（受講者計 3253名）に対して発行し，大学の授業に貢献した。そ
のほかCEJC（映像・音声を含む生データ版）は大学の授業・演習や学会等の講習会などでも広く活用
された。

3.地域・社会との連携に関する計画
•CEJCの情報工学的応用可能性について検討する「応用研究班」を設け，民間企業の研究者 5名も共
同研究員等に加えて研究を推進した。また人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会と共催で「対
話システムシンポジウム」を国語研究所で開催して連携を深めた。
•プロジェクトで継続して整備・公開を続ける CEJC，名大会話コーパス，職場談話コーパス，昭和話
し言葉コーパスを，インターネットを通して一般に発信した。今年度合計で無償版 7377件，有償版
64件の新規利用申請があった。有償版のうち 8件は商業利用であり，学術分野だけでなく音声認識・
AIモデル開発なども含む幅広い分野で活用された。CEJCについては言語資源の代表的な国際会議
LREC2022で報告しているが，当該論文は SciValの調べで Top 5 %の被引用数であり，このことか
らも本コーパスが広く活用されていることが分かる。

4.グローバル化に関する計画
•CEJC，名大会話コーパス，職場談話コーパス，昭和話し言葉コーパスを，インターネットを通し海
外も含めて発信した。このうち CEJCについて，今年度の新規登録ユーザ 7377名のうち 1157名が
海外機関所属者である。
•『昭和話し言葉コーパス』について新たに英語のページを作成して成果を発信した。

▶ 共同研究員数：139名
▶ 共同研究員所属機関：
筑波大学，宇都宮大学，埼玉大学，千葉大学，東京大学，東京外国語大学，東京学芸大学，東京科学大学，
お茶の水女子大学，一橋大学，横浜国立大学，新潟大学，富山大学，金沢大学，北陸先端科学技術大学院
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大学，名古屋大学，愛知教育大学，京都大学，京都工芸繊維大学，大阪大学，神戸大学，奈良教育大学，九
州大学，熊本大学，公立はこだて未来大学，群馬県立女子大学，東京都立大学，滋賀県立大学，東北工業
大学，十文字学園女子大学，ものつくり大学，千葉工業大学，神田外語大学，慶應義塾大学，國學院大學，
昭和大学，専修大学，玉川大学，東京家政大学，東京女子大学，東京造形大学，日本大学，日本女子大学，
武蔵野美術大学，立教大学，早稲田大学，駒沢女子大学，神奈川工科大学，岐阜女子大学，静岡理工科大
学，愛知大学，中京大学，中部大学，京都産業大学，同志社大学，立命館大学，関西学院大学，神戸松蔭女
子学院大学，ノートルダム清心女子大学，福井工業高等専門学校，国立研究開発法人理化学研究所，国立
障害者リハビリテーションセンター，ミイダス株式会社（HRサイエンス研究所），日本電信電話株式会
社NTTコミュニケーション科学基礎研究所，株式会社 ICHINOYA，株式会社テクリコ，Mohamed bin
Zayed University of Artificial Intelligence，モナシュ大学，アルバータ大学，ユライ・ドブリラ大学プー
ラ，University of Basel，崇実大学校，株式会社リクルート，弥彦村立弥彦小学校，独立行政法人国際交
流基金，フェアリーデバイセズ株式会社，NHK放送文化研究所

•多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究
▶ プロジェクトリーダー：石黒圭（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」は，日本語非
母語話者（日本語学習者および定住外国人）の言語運用の縦断的調査によって多様な言語資源を構築して
研究し，その研究成果を教育支援に生かすことを目的とする。その目的を達成するため，以下の六つの
サブプロジェクトを設置する。
（1）多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究統括（担当：石黒）
下記の（2）～（6）の五つのサブプロジェクトの研究成果を収集・整理し，インターネット上においてそ

の公開・発信を支援する。
（2）日本語学習者の作文の縦断コーパス研究（担当：石黒）
中国，台湾，韓国，ベトナムの複数の大学と日本語学習者の作文の縦断コーパス調査のネットワーク
を形成し，学習者 600名（開始時）を対象に，1年間に 3回，4年間にわたる計 12回の作文調査を行う
プロジェクトです。収集したデータに基づき，学習者の作文執筆能力の縦断的な発達過程を明らかにす
ることを目指す。
（3）日本語学習者の談話の縦断コーパス研究（担当：石黒）
中国の 2大学の日本語学習者を対象に，大学入学から卒業までの 4年，1年間に 2回，計 8回の I-JAS

準拠のインタビュー調査と，それに関連する作文調査を行い，縦断談話データベースを構築する。収集
したデータを用いて，談話能力の縦断的な発達過程を作文能力との関係で総合的に明らかにすることを
目指す。
（4）日本語学習者の作文教育支援研究（担当：山口）
協同型の作文教育向けの作文・添削支援システムを開発し，授業への導入手法を検討する。また，シ
ステムを用いた授業実践の結果から作文・添削データベースを構築し，作文技能の習得過程とシステム
の教授効果を明らかにすることを目指す。
（5）定住外国人の談話の縦断研究（担当：野山）

2007年から継続してきた東北地方における外国人定住者の縦断インタビュー調査について，第 4期
も調査を継続する。それとともに，過去の収集データの整備を行い，それらのデータを公開，分析する
ことで，長期間にわたる生活者の言語習得の実態を明らかにすることを目指す。
（6）定住外国人のよみかき研究（担当：福永）
生活者としての日本語学習者を対象に，日常生活における文字を介したコミュニケーション（よみか
き実践）の種類，方略の使用，新しいメディアの活用等についてデータ収集を行い，よみかき実践研究
の発展とよみかきに関わる外国人支援の充実を目指す。
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《�2024年度の主要な成果》
（（1）非母語話者日本語運用統括を除く。）
（2）日本語学習者の作文の縦断コーパス研究
　◯1　　海外の 19大学と共同調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦中国 7，台湾 2，韓国 2，ベトナム 3，タイ 2，フランス 1，イギリス 1，スロヴェニア 1，計 19
大学の学習者 360名（4年次または 3年次）を対象に，計 771本の作文データを収集した。2024
年度当初の予定収集作文数 1,080本を下回ったのは，前年度である 2023年度の調査が順調に進
行し，作文データの収集が計画より早く進行しているためである。

　◯2　　収集した作文データのデータベース構築，作文の自動評価システムの開発に着手した。【共同利用・
共同研究】
◦2024年度までに収集した作文データについて，データベースの構築に向けて，作文が所定の形式
に則って書かれているか，各種の情報のファイルがそろっているかの確認をおこなった。また，
作文の自動評価システムの開発に，wordrabbit社と相談のうえ着手した。

　◯3　　国際的な研究拠点形成のための準備を継続した。【共同利用・共同研究】
◦学術交流協定を結んだ天津外国語大学（中国），東呉大学（台湾），韓国外国語大学校（韓国），ドン
ア大学（ベトナム）と連携して，作文調査収集，および共同研究を推進した。

　◯4　　サブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト　「日本語学習者の作文教育支援研究　」と連携し，全文検索システム「ひまわり」を　導
入したデータベースを　共同研究者間で共有し，収集した作文データの　効率的な研究環境を整備した。

　◯5　　研究成果として，次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦2024年 9月 15日に中国北京語言大学でNINJAL国際シンポジウム「中国語話者のための学習
者コーパスを用いた作文の研究と教育」を開催し，招待講演 3本，パネルセッション 6本，計 9
本の研究発表をおこなった。

◦上記シンポジウムの成果を踏まえ，114ページ，研究論文計 8本が収録された国際シンポジウム
の報告書を刊行した。

　◯6　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手支援】
◦総合研究大学院大学の講義「応用言語学講義」「言語研究基礎論 IIIB」および一橋大学大学院言
語社会研究科の連携大学院の演習において，本サブプロジェクトで収集中のデータを活用した授
業をおこなった。

◦4名のプロジェクト非常勤研究員を雇用した。
◦12名（一橋大学 7名，明治大学 1名，早稲田大学 2名，筑波大学 1名，金沢大学 1名）の大学院
生がプロジェクトのミーティングに参加し，それぞれの研究観点に基づき，収集中の作文データ
の分析法の発表をおこなった。

　◯7　　産業界との連携として，次のような活動を行った。【地域・社会との連携】
◦作文の自動評価システム開発のため，（株）富士通を中心としたAIの専門家との会議の場を 6回
設け（4月に 1回，5月に 1回，6月に 1回，7月に 1回，8月に 1回，1月に 1回），対象となる
データ，自動評価の判断基準などを含め検討をおこなった。

◦2024年 9月 25日（水）に読売調査研究機構主催の大手町アカデミア×人間文化研究機構にて「世
界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達～接続詞の使用から見た日本語習得の科学」をWeb
開催でおこなった。申込者数は 615名，当日の視聴者数は 435名であった。

◦日本語教師のスキルアップを目的として，2025年 3月 22日（土）に 2024年度国立国語研究所
NINJAL日本語教師セミナー（国内）「作文教育のための学習者コーパス活用法」を琉球大学で開
催した。3名が講師を務め，出席者は 17名（うち日本語教師 11名）であった。

　◯8　　グローバル化のため，次のような活動をおこなった。【グローバル化】
◦共同研究をおこなっている海外の大学に所属する研究者，中国 17名，台湾 4名，韓国 6名，ベ
トナム 5名，タイ 4名，スロヴェニア 3名，フランス 2名，イギリス 1名，計 42名を共同研究
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《�2024年度の主要な成果》
（（1）非母語話者日本語運用統括を除く。）
（2）日本語学習者の作文の縦断コーパス研究
　◯1　　海外の 19大学と共同調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦中国 7，台湾 2，韓国 2，ベトナム 3，タイ 2，フランス 1，イギリス 1，スロヴェニア 1，計 19
大学の学習者 360名（4年次または 3年次）を対象に，計 771本の作文データを収集した。2024
年度当初の予定収集作文数 1,080本を下回ったのは，前年度である 2023年度の調査が順調に進
行し，作文データの収集が計画より早く進行しているためである。

　◯2　　収集した作文データのデータベース構築，作文の自動評価システムの開発に着手した。【共同利用・
共同研究】
◦2024年度までに収集した作文データについて，データベースの構築に向けて，作文が所定の形式
に則って書かれているか，各種の情報のファイルがそろっているかの確認をおこなった。また，
作文の自動評価システムの開発に，wordrabbit社と相談のうえ着手した。

　◯3　　国際的な研究拠点形成のための準備を継続した。【共同利用・共同研究】
◦学術交流協定を結んだ天津外国語大学（中国），東呉大学（台湾），韓国外国語大学校（韓国），ドン
ア大学（ベトナム）と連携して，作文調査収集，および共同研究を推進した。

　◯4　　サブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト　「日本語学習者の作文教育支援研究　」と連携し，全文検索システム「ひまわり」を　導
入したデータベースを　共同研究者間で共有し，収集した作文データの　効率的な研究環境を整備した。

　◯5　　研究成果として，次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦2024年 9月 15日に中国北京語言大学でNINJAL国際シンポジウム「中国語話者のための学習
者コーパスを用いた作文の研究と教育」を開催し，招待講演 3本，パネルセッション 6本，計 9
本の研究発表をおこなった。

◦上記シンポジウムの成果を踏まえ，114ページ，研究論文計 8本が収録された国際シンポジウム
の報告書を刊行した。

　◯6　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手支援】
◦総合研究大学院大学の講義「応用言語学講義」「言語研究基礎論 IIIB」および一橋大学大学院言
語社会研究科の連携大学院の演習において，本サブプロジェクトで収集中のデータを活用した授
業をおこなった。

◦4名のプロジェクト非常勤研究員を雇用した。
◦12名（一橋大学 7名，明治大学 1名，早稲田大学 2名，筑波大学 1名，金沢大学 1名）の大学院
生がプロジェクトのミーティングに参加し，それぞれの研究観点に基づき，収集中の作文データ
の分析法の発表をおこなった。

　◯7　　産業界との連携として，次のような活動を行った。【地域・社会との連携】
◦作文の自動評価システム開発のため，（株）富士通を中心としたAIの専門家との会議の場を 6回
設け（4月に 1回，5月に 1回，6月に 1回，7月に 1回，8月に 1回，1月に 1回），対象となる
データ，自動評価の判断基準などを含め検討をおこなった。

◦2024年 9月 25日（水）に読売調査研究機構主催の大手町アカデミア×人間文化研究機構にて「世
界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達～接続詞の使用から見た日本語習得の科学」をWeb
開催でおこなった。申込者数は 615名，当日の視聴者数は 435名であった。

◦日本語教師のスキルアップを目的として，2025年 3月 22日（土）に 2024年度国立国語研究所
NINJAL日本語教師セミナー（国内）「作文教育のための学習者コーパス活用法」を琉球大学で開
催した。3名が講師を務め，出席者は 17名（うち日本語教師 11名）であった。

　◯8　　グローバル化のため，次のような活動をおこなった。【グローバル化】
◦共同研究をおこなっている海外の大学に所属する研究者，中国 17名，台湾 4名，韓国 6名，ベ
トナム 5名，タイ 4名，スロヴェニア 3名，フランス 2名，イギリス 1名，計 42名を共同研究
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員に加え，現地調査を推進した。
　◯9　　五つのサブプロジェクトの研究情報を収集・整理し，インターネット上においてその公開・発信を支
援した。【共同利用・共同研究】
◦本プロジェクトのWebサイト https://www2.ninjal.ac.jp/jll/‌の管理をおこない，公開を継
続，随時更新した。

◦上記Webサイトより、サブプロジェクトの 2024年度の研究成果の公開をおこなった。
◦上記Webサイト，およびX（https://twitter.com/jsl_ninjal/‌）を用いて，サブプロジェク
トの 2024年度のイベント情報の発信をおこなった。

（3）日本語学習者の談話の縦断コーパス研究
　◯1　　海外の 4大学と談話・作文の共同調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦西安外国語大学（中国），ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム），チュラーロンコーン大学（タイ）
，韓国外国語大学校（韓国）の学生を対象に，I-JASに準拠した内容の談話・作文のオンライン縦
断調査を実施した。2024年度は，中国・韓国で各 2回，タイ・ベトナムで各 3回のデータ収集を
おこない，合計で 159.8時間分の談話データと 396本の作文データを収集した。

　◯2　　収集した作文データのデータベース構築に着手した。【共同利用・共同研究】
◦2022年度～2023年度に収集した談話データのうち，西安外国語大学（中国）第 3回調査分 26名
分，約 19.5時間（平均 45分）について，データベース構築に向けた文字化およびアノテーショ
ン付与をおこなった。作文データについてはデータベース構築に向け，2024年度までに収集し
たデータ（4か国合計 1,100本分）すべてに目を通し，所定の形式に則って書かれた作文であるか
の確認をおこなった。

　◯3　　国際的な研究拠点形成のための準備を進めた。【共同利用・共同研究】
◦学術交流協定を結んだ西安外国語大学（中国），ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム），韓国外国
語大学校（韓国）と連携し，調査・研究を推進した。2024年度では，第 6回（5月）および第 7回
（11月），また第 8回（3月：ベトナムのみ）の談話・作文オンライン縦断調査を実施した。

　◯4　　他のサブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト「日本語学習者の作文の縦断コーパス研究」と連携し，共同で開発した文字入
力ツール（EssayLoggerTS）およびシステム（Moodle）を用いて作文のデータ収集を進めた。

　◯5　　研究成果として，次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦北京師範大学および北京外国語大学と連携し，2024年 9月 14日にNINJAL国際シンポジウム
「北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）が拓く日本語教育の未来」を北京師範大学で開催した。
現地参加者は 89名であった。

◦2025年 2月 1日に「第 9回学習者コーパスワークショップ&シンポジウム学習者コーパス・デー
タで広がる研究と教育の可能性—日本語研究から指導まで—」において，学習者コーパス（多言
語母語の日本語学習者横断コーパス：I-JAS）のシンポジウムを開催した。シンポジウムの参加者
は 75名であった。

◦先行データである中国の北京師範大学の学習者 17名分，約 136時間（17名×平均 1時間× 8回）
のデータベース（B-JAS）の研究成果をまとめた論文集，林洪・徐一平・迫田久美子主編，石黒圭・
野山広・岩崎拓也編著『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日本語学習者縦断コーパス
（B-JAS）と日本語の指導法）』（中国国　　广播出版）を刊行した。

　◯6　　データベースを使った次のような利用実績・研究成果を得た。【共同利用・共同研究】
◦先行データのデータベースが搭載されているB-JAS中納言のユーザー数（2025年 3月末時点）は

6,566名，024年度に公開されたB-JASを使った研究論文数は 19本であった。
　◯7　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手研究者育成】
◦総合研究大学院大学の講義「応用言語学講義」「言語研究基礎論 IIIB」および一橋大学大学院言語
社会研究科の連携大学院の演習において，北京師範大学で収集したデータを活用し，学習者コー
パスの構築方法や日本語学習者のフィラー習得過程に関する授業をおこなった。
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◦本プロジェクトの研究推進のために，2名のプロジェクト非常勤研究員を雇用し，研究活動を進
めた。

◦総合研究大学院大学（石黒担当）の講義，および連携大学院（一橋大学：石黒担当）の演習を通じ
て，本プロジェクトに参画する大学院生を募り，各大学院から 1名ずつ研究への参加を得た。

◦2024年 9月 14日，北京師範大学（中国）で開催されたNINJAL国際シンポジウムにて，大学院
生 2名に発表の機会を提供し，発表旅費の支援をおこなった。

　◯8　　日本語教師を支援するため，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦学習者コーパスを構築しようと考えている日本語教師・日本語教育研究者向けの動画，及び，学
習者コーパスを使って研究しようと考えている日本語教師・日本語教育研究者向けの動画をそれ
ぞれ公開した。

　◯9　　グローバル化のため，次のような活動をおこなった。【グローバル化】
◦現地調査を行う西安外国語大学（中国）2名，ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム）4名，チュ
ラーロンコーン大学（タイ）2名，韓国外国語大学校（韓国）3名，および現地調査を共同でおこ
なった北京師範大学 2名（中国），北京外国語大学 4名（中国），計 17名の教員を引き続き共同研
究員とし，共同研究を推進した。

（4）日本語学習者の作文教育支援研究
　◯1　　プロトタイプシステムにかんする情報収集と予備実践をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦作文教育支援システムのプロトタイプを用いた実践を日本国内の大学の前期・後期の計 10回の授
業で実施した。その際，1種類の実践プログラムを作成した。

◦協同学習を取り入れたライティングの研究を中心に，国内外の関連論文をサーベイした。リアル
タイムで活動を実施する同期型と非同期型に分けて調査を進め，それぞれの特徴と本プロジェク
トのシステムの位置づけを明確にした。

　◯2　　システムの設計・構築をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦作文教育支援システムについて，昨年度設計した，振り返り後の作文の改訂管理機能を実装した。
これにより，複数サイクルの相互添削や，教師添削後に学生が修正して教師に再提出，提出と
いった活動が可能になった。

◦開発に伴う不具合修正も含め，少なくとも 90か所以上の改善・不具合修正をおこなった。
◦プレゼン時の質疑応答活動用の実践プログラムを作成した。また，昨年度作成した実践プログラ
ムを勘案しつつ，基本となる 2種の活動を設定し，教師用・学習者用の計 4種の一般向けマニュ
アルを執筆した。

　◯3　　他のサブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦教育現場における日本語学習者の作文執筆支援のために，「日本語学習者の作文縦断研究」との
会議を 2回（8月，2月）開催した，また，昨年度，プロジェクトで収集された作文とメタデータ
をもとに，全文検索システム『ひまわり』用パッケージを作成したが，今年度は，検索結果の閲
覧方法を改善したほか，新規追加分の作文・メタデータを統合して，パッケージを再作成した。

　◯4　　研究成果として，次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦作文教育支援システムをWeb上に公開した。これにあわせ，プロジェクト紹介用のサイトも新
設した。

◦言語資源ワークショップ 2024で実践結果の作文を学習者コーパスとして活用する方法について
発表した。

◦作成した作文教育支援システムのプロトタイプについて，日本教育工学会 202年秋季全国大会の
口頭発表をおこなった。

　◯5　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手研究者育成】
◦総合研究大学院大学の講義において，協同型言語教育における活動データ活用のための支援手法
として，作文教育支援システムの内容を概観した。

◦2名の非常勤研究員を雇用し，作文教育支援システムに関わる環境整備，文献調査，授業実践，
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◦本プロジェクトの研究推進のために，2名のプロジェクト非常勤研究員を雇用し，研究活動を進
めた。

◦総合研究大学院大学（石黒担当）の講義，および連携大学院（一橋大学：石黒担当）の演習を通じ
て，本プロジェクトに参画する大学院生を募り，各大学院から 1名ずつ研究への参加を得た。

◦2024年 9月 14日，北京師範大学（中国）で開催されたNINJAL国際シンポジウムにて，大学院
生 2名に発表の機会を提供し，発表旅費の支援をおこなった。

　◯8　　日本語教師を支援するため，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦学習者コーパスを構築しようと考えている日本語教師・日本語教育研究者向けの動画，及び，学
習者コーパスを使って研究しようと考えている日本語教師・日本語教育研究者向けの動画をそれ
ぞれ公開した。

　◯9　　グローバル化のため，次のような活動をおこなった。【グローバル化】
◦現地調査を行う西安外国語大学（中国）2名，ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム）4名，チュ
ラーロンコーン大学（タイ）2名，韓国外国語大学校（韓国）3名，および現地調査を共同でおこ
なった北京師範大学 2名（中国），北京外国語大学 4名（中国），計 17名の教員を引き続き共同研
究員とし，共同研究を推進した。

（4）日本語学習者の作文教育支援研究
　◯1　　プロトタイプシステムにかんする情報収集と予備実践をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦作文教育支援システムのプロトタイプを用いた実践を日本国内の大学の前期・後期の計 10回の授
業で実施した。その際，1種類の実践プログラムを作成した。

◦協同学習を取り入れたライティングの研究を中心に，国内外の関連論文をサーベイした。リアル
タイムで活動を実施する同期型と非同期型に分けて調査を進め，それぞれの特徴と本プロジェク
トのシステムの位置づけを明確にした。

　◯2　　システムの設計・構築をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦作文教育支援システムについて，昨年度設計した，振り返り後の作文の改訂管理機能を実装した。
これにより，複数サイクルの相互添削や，教師添削後に学生が修正して教師に再提出，提出と
いった活動が可能になった。

◦開発に伴う不具合修正も含め，少なくとも 90か所以上の改善・不具合修正をおこなった。
◦プレゼン時の質疑応答活動用の実践プログラムを作成した。また，昨年度作成した実践プログラ
ムを勘案しつつ，基本となる 2種の活動を設定し，教師用・学習者用の計 4種の一般向けマニュ
アルを執筆した。

　◯3　　他のサブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦教育現場における日本語学習者の作文執筆支援のために，「日本語学習者の作文縦断研究」との
会議を 2回（8月，2月）開催した，また，昨年度，プロジェクトで収集された作文とメタデータ
をもとに，全文検索システム『ひまわり』用パッケージを作成したが，今年度は，検索結果の閲
覧方法を改善したほか，新規追加分の作文・メタデータを統合して，パッケージを再作成した。

　◯4　　研究成果として，次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦作文教育支援システムをWeb上に公開した。これにあわせ，プロジェクト紹介用のサイトも新
設した。

◦言語資源ワークショップ 2024で実践結果の作文を学習者コーパスとして活用する方法について
発表した。

◦作成した作文教育支援システムのプロトタイプについて，日本教育工学会 202年秋季全国大会の
口頭発表をおこなった。

　◯5　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手研究者育成】
◦総合研究大学院大学の講義において，協同型言語教育における活動データ活用のための支援手法
として，作文教育支援システムの内容を概観した。

◦2名の非常勤研究員を雇用し，作文教育支援システムに関わる環境整備，文献調査，授業実践，
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研究発表などに当たらせた。
◦1名の大学院生がプロジェクトに共同研究員として参加し，非常勤講師先の大学の授業における
実践準備をおこなった。

　◯6　　地域・社会との連携として，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦試験公開した作文教育支援システムの手引きとして，4種の一般向け実践マニュアルをWeb上に
公開した。

◦次年度以降，作文などの活動データを配布・活用する際に利用できるよう，全文検索システム『ひ
まわり』のソースコードを整備し，GitHubで公開した。

　◯7　　グローバル化のため，次のような活動をおこなった。【グローバル化】
◦プロトタイプシステムの拡張部分について，ユーザインターフェイスの文字列を多言語表示でき
るよう整備を継続した。

（5）定住外国人の談話の縦断研究
　◯1　　縦断調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦生活者として地域に定住した外国人の日本語会話に関して，主にOPIの枠組を活用したインタ
ビュー（2023年度まで）及び主に JOPTの枠組を活用したインタビュー（2024年度以降）を用い
て縦断調査を実施した。

◦フォローアップ調査をおこなうとともに，次年度の研究協力者との交渉，確認をおこなった。
◦生活者として地域に定住した学習者を対象に，1948年の識字調査を活用したリテラシーに関する
パイロット調査が実施できるよう，ネットワークの拡充と調査実施に向けた交渉をおこなった。

　◯2　　公開に向けたデータの更新，整備をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦データ公開に向け，過去の収集データ（約 13年分）の整備・確認作業をおこなった。
◦上記の収集データのうち，主に前半 5年分のデータに関して，最新の著作権法等の動向を踏まえ
つつ，個人情報の取り扱いの配慮を改めておこなった。

　◯3　　国内外の共同研究体制を整備した。【共同利用・共同研究】
◦共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」のミーティングに
参加して，関連イベントや調査方法に関するコメントをするなど，連携・協力を実施・展開した。

◦社会言語学・会話分析の専門家，教育人類学・日本語教育等の専門家，異文化間教育の専門家など
との情報・意見交換，共同研究を継続し，地域の縦断調査の報告書作成に向けた作業を進めた。

◦プロジェクトの内容紹介を本プロジェクトのWebサイト https://www2.ninjal.ac.jp/jll/‌に
維持し，情報の拡充を図った。特に，縦断調査に関連して，新たにアップロードした言語学レク
チャーシリーズ　◯20　　「定住外国人の日本語会話習得に関する縦断的研究から見えてきたこと～日本
語使用者の高齢化や言語摩滅の過程に注目しながら～」の情報提示をおこなった。

　◯4　　研究成果として，次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト「日本語学習者の談話の縦断コーパス研究」と協力してまとめた林洪・徐一平・
迫田久美子主編，石黒圭・野山広・岩崎拓也編著『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日
本語学習者縦断コーパス（B-JAS）と日本語の指導法）』（中国国　　广播出版）を刊行し，この中で本
プロジェクトの成果として「学習者の内面から考える指導法—学習者のビリーフの変容から—」
を執筆した。

◦サブプロジェクト「日本語学習者の談話の縦断コーパス研究」と協力して，2024年 9月 14日に
NINJAL国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）が拓く日本語教育の未来」
を北京師範大学で開催し，この中で本プロジェクトの成果として「縦断調査の意義と可能性につ
いて再考する～ビリーフ調査の結果を踏まえながら～」を発表した。

◦データベース等のデータを使った研究成果を国内外（6月：異文化間教育学会，8月：日本語教育
国際研究大会，8月：AJE第 27回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，9月：基礎教育保障学会
の研究大会）で 4件，発表・報告した。

　◯5　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手研究者育成】
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◦プロジェクト非常勤研究員 1名を雇用し，縦断調査の文字化データの確認作業や，リテラシーに
関する試行調査結果のデータ処理，整理の作業を実施した。

　◯6　　地域・社会との連携として，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦縦断的な調査の一環として実施した，香川県三豊市におけるリテラシーに関する試行調査の縦断
調査の報告「リテラシーに関する調査方法の開発と夜間中学の重要性—A県 B市の公立夜間中
学での縦断的試行調査の結果を踏まえつつ—」を，市の第 2回三豊市における夜間中学協議会
（2025年 2月 21日）の場でおこなった。この報告後に地元のテレビ局から取材を受け，その取
材内容を踏まえた放送，およびオンライン用の記事「『学びなおしの場』夜間中学で識字調査得
点の変化を報告 2回目で大きく伸びた生徒も」（KBS瀬戸内放送，2月 26日）が公開された。

◦これまでの成果を踏まえて，西東京市日本語ボランティア研修 2件，サポート 21主催の文化庁
委託オンライン研修 2件，計 3件の研修をおこなった。

（6）定住外国人のよみかき研究
　◯1　　本調査を実施し，データ収集をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦昨年度能登半島地震などの影響で延期・中止した分を含めてデータ収集をおこなった。調査 1（言
語生活調査）および調査 2（インターアクション）の 2種類の調査を実施し，のべ 37名分の音声
データを収集した。調査地域は，北海道，関東，中部，近畿，九州と広範囲にわたり，主な調査
協力者は生活者としての外国人で，属性としては主婦，自営業，会社員，技能実習生，外国人相
談員など，従来の日本語教育研究では主な対象となされなかった人たちである。

◦収集したデータについて，分析・公開のための整備・加工を開始した。
　◯2　　国内外の共同研究体制を整備した。【共同利用・共同研究】
◦言語（言語教育）以外の社会学や移民研究等を専門とする研究者との連携・協業を積極的に進める
とともに，研究者 2名の共同研究への参加を継続し，調査に当たった。

　◯3　　研究成果として、次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦昨年に引き続き，本プロジェクトのWebサイト https://www2.ninjal.ac.jp/jll/‌において，
データと情報を随時更新した。

◦口頭発表 2件および講演 1件の発表を 2024年日本語教育国際研究大会（アメリカ），日本言語政策
学会第 26回研究大会（日本），キルギス共和国日本語教育セミナー（キルギス共和国）でおこなった。

　◯4　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手研究者育成】
◦一橋大学との連携大学院の講義「日本語学講義A」で本プロジェクトの問題意識や方法論等につ
いて取り上げた。

◦総合研究大学院の講義「言語研究基礎論 IIIA」で本プロジェクトの問題意識や方法論等について
取り上げた。

◦若手研究者（博士課程在籍者）1名をプロジェクト非常勤研究員として継続雇用し，先行研究の収
集，調査票の整備，調査の実施などを通して質的研究法を学ぶ機会を提供した。

◦若手研究者 2名（博士課程後期在籍者）が共同研究員としてプロジェクトに参加し，調査を担当
した。さらに，若手研究者１名が文献レビューの執筆に携わり，本プロジェクトのWebサイト
および学術情報リポジトリのサイトにおいて追加公開した。

◦若手研究者 1名（共同研究員）に調査旅費を 2回にわたり支援した。
◦調査シミュレーション動画を作成し，若手研究員を中心とした共同研究員が調査方法の理解を深
めるための支援をおこなった。

　◯5　　地域・社会との連携として，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦地域・社会との連携を深めるために，国際交流協会，外国人支援団体，外国人コミュニティを訪
問し，連携（調査協力，共同研究者）の強化を図った（茨城県，埼玉県，愛知県，大阪府，静岡
県）。その結果として，調査協力 8地域，研究集会への協力（会場の提供，発表など），共同研究
者 2名の新規参加，研究集会が実現した。茨城県国際交流協会との連携については，機関誌「ふ
れあい茨城」121号において紹介された。

30 II 共同研究と共同利用



◦プロジェクト非常勤研究員 1名を雇用し，縦断調査の文字化データの確認作業や，リテラシーに
関する試行調査結果のデータ処理，整理の作業を実施した。

　◯6　　地域・社会との連携として，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦縦断的な調査の一環として実施した，香川県三豊市におけるリテラシーに関する試行調査の縦断
調査の報告「リテラシーに関する調査方法の開発と夜間中学の重要性—A県 B市の公立夜間中
学での縦断的試行調査の結果を踏まえつつ—」を，市の第 2回三豊市における夜間中学協議会
（2025年 2月 21日）の場でおこなった。この報告後に地元のテレビ局から取材を受け，その取
材内容を踏まえた放送，およびオンライン用の記事「『学びなおしの場』夜間中学で識字調査得
点の変化を報告 2回目で大きく伸びた生徒も」（KBS瀬戸内放送，2月 26日）が公開された。

◦これまでの成果を踏まえて，西東京市日本語ボランティア研修 2件，サポート 21主催の文化庁
委託オンライン研修 2件，計 3件の研修をおこなった。

（6）定住外国人のよみかき研究
　◯1　　本調査を実施し，データ収集をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦昨年度能登半島地震などの影響で延期・中止した分を含めてデータ収集をおこなった。調査 1（言
語生活調査）および調査 2（インターアクション）の 2種類の調査を実施し，のべ 37名分の音声
データを収集した。調査地域は，北海道，関東，中部，近畿，九州と広範囲にわたり，主な調査
協力者は生活者としての外国人で，属性としては主婦，自営業，会社員，技能実習生，外国人相
談員など，従来の日本語教育研究では主な対象となされなかった人たちである。

◦収集したデータについて，分析・公開のための整備・加工を開始した。
　◯2　　国内外の共同研究体制を整備した。【共同利用・共同研究】
◦言語（言語教育）以外の社会学や移民研究等を専門とする研究者との連携・協業を積極的に進める
とともに，研究者 2名の共同研究への参加を継続し，調査に当たった。

　◯3　　研究成果として、次のような発信をおこなった。【共同利用・共同研究】
◦昨年に引き続き，本プロジェクトのWebサイト https://www2.ninjal.ac.jp/jll/‌において，
データと情報を随時更新した。

◦口頭発表 2件および講演 1件の発表を 2024年日本語教育国際研究大会（アメリカ），日本言語政策
学会第 26回研究大会（日本），キルギス共和国日本語教育セミナー（キルギス共和国）でおこなった。

　◯4　　若手支援として，次のような活動をおこなった。【大学院教育・若手研究者育成】
◦一橋大学との連携大学院の講義「日本語学講義A」で本プロジェクトの問題意識や方法論等につ
いて取り上げた。

◦総合研究大学院の講義「言語研究基礎論 IIIA」で本プロジェクトの問題意識や方法論等について
取り上げた。

◦若手研究者（博士課程在籍者）1名をプロジェクト非常勤研究員として継続雇用し，先行研究の収
集，調査票の整備，調査の実施などを通して質的研究法を学ぶ機会を提供した。

◦若手研究者 2名（博士課程後期在籍者）が共同研究員としてプロジェクトに参加し，調査を担当
した。さらに，若手研究者１名が文献レビューの執筆に携わり，本プロジェクトのWebサイト
および学術情報リポジトリのサイトにおいて追加公開した。

◦若手研究者 1名（共同研究員）に調査旅費を 2回にわたり支援した。
◦調査シミュレーション動画を作成し，若手研究員を中心とした共同研究員が調査方法の理解を深
めるための支援をおこなった。

　◯5　　地域・社会との連携として，次のような活動をおこなった。【地域・社会との連携】
◦地域・社会との連携を深めるために，国際交流協会，外国人支援団体，外国人コミュニティを訪
問し，連携（調査協力，共同研究者）の強化を図った（茨城県，埼玉県，愛知県，大阪府，静岡
県）。その結果として，調査協力 8地域，研究集会への協力（会場の提供，発表など），共同研究
者 2名の新規参加，研究集会が実現した。茨城県国際交流協会との連携については，機関誌「ふ
れあい茨城」121号において紹介された。
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◦茨城大学および茨城県国際交流協会の後援を得て，研究集会「エスニックコミュニティと日本語
のよみかき—茨城県の多文化共生を支えるキーパーソンの語りから—」をオンライン開催した
（2024年 9月 7日，参加人数 74名）。
◦先行研究文献のレビュー 2本を国立国語研究所学術情報リポジトリに登録し，合計 10本の文献
レビューを公開した。

　◯6　　グローバル化のため，次のような活動をおこなった。【グローバル化】
◦多様な視点や幅広いネットワークを本プロジェクトに取り入れるために，海外出身者の研究者 2
名（ロシア出身者，韓国出身者各 1名）を共同研究に参加するように積極的に働きかけ，共同研
究員の参画を継続した。

▶ 共同研究員数：145名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道大学，茨城大学，筑波大学，埼玉大学，千葉大学，東京外国語大学，東京科学大学，一橋大学，総合
研究大学院大学，富山大学，豊橋技術科学大学，大阪大学，琉球大学，東京都立大学，静岡県立大学，東京
福祉大学，城西大学，中央学院大学，学習院大学，実践女子大学，上智大学，東京女子大学，日本大学，日
本女子大学，法政大学，明治大学，明星大学，早稲田大学，常葉大学，南山大学，京都外国語大学，京都先
端科学大学，同志社大学，関西大学，関西学院大学，甲南大学，武庫川女子大学，富士通株式会社，日本語
教育支援グループことのは，公益財団法人愛知県国際交流協会，オックスフォード大学，ウズベキスタン
日本センター，リュブリャーナ大学，タマサート大学，カセサート大学，チュラーロンコーン大学，ブラ
ジリア大学，フランス国立東洋言語文化学院（INALCO），ドンア大学，フエ大学，ハノイ国家大学外国
語大学，ベトナム国家大学ハノイ校，韓国外国語大学校，仁川大学校，国立政治大学，東呉大学，ハルビ
ン師範大学，深圳大学，長春師範大学，天津外国語大学，東北師範大学，華南農業大学，福建師範大学，北
京語言大学，華中科技大学，重慶三峡学院，中山大学，東華大学，上海対外経貿大学，北京外国語大学，北
京師範大学，西安外国語大学，澳門大学，独立行政法人国際交流基金，アクラス日本語教育研究所，公益
財団法人茨城県国際交流協会，にほんごスペースつなぎめ

•開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張
▶ プロジェクトリーダー：小木曽智信（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
第 3期までの構築分では不足する日本語史研究資料の増補を，本プロジェクト主体による整備だけで
なく，開かれた共同構築環境のもとで全国の（世界中の）研究者と連携して行う。そのために，国語研の
『日本語歴史コーパス』と親和性の高い標準データ形式を共同で策定し，この形式でデータを作成する
ための補助ツールを開発，チュートリアルを開催して普及を図る。そのうえで，標準データ形式のデー
タを国語研で受け入れてコーパス検索アプリケーション「中納言」を通して公開，共同利用に供する。
さらに，「昭和・平成書き言葉コーパス」科研（代表者：小木曽）と連携することで上代語から現代語まで
接続した真の通時コーパスとして成立させる。
なお，『日本語歴史コーパス』の増補に際しては，フィージビリティスタディを継続して機械翻訳に
よる現代語訳付与を模索する。
《‌2024年度の主要な成果》
『日本語歴史コーパス』に新たに「古今集遠鏡」のデータを追加・公開したほか，OpenCHJとして初
めて，「源氏物語」「国語教科書採録小説 6作品」「明治速記談話」を公開した。うち「国語教科書採録
小説 6作品」は総研大大学院演習での成果物である。
通時コーパスの利用は『日本語歴史コーパス』が新規登録者数 7170人，検索数 63.0万件，授業での

利用数 121件，『昭和・平成書き言葉コーパス』が新規登録者数 6622人，検索数 57.6万件，授業での
利用数 83件であった。
共同研究員による『日本語歴史コーパス』を活用した研究発表として，研究発表 60件，論文 13件，
書籍 2冊，ブックチャプター 1件を発表した。このうち，北﨑勇帆（2024）が 2024年度日本語学会秋
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季大会発表賞を受賞した。また，自然言語処理分野の研究者との共同研究を実施し，このうち，永田亮
ら（2025）が言語処理学会第 31回年次大会委員特別賞を受賞した。

3月 8日に「通時コーパス」シンポジウムを国語研とオンラインのハイブリッドで開催し 10件（うち
大学院生 5名）の研究発表をおこない，総参加者は 182名であった。

▶ 共同研究員数：61名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道大学，東北大学，茨城大学，筑波大学，群馬大学，東京大学，東京外国語大学，東京学芸大学，東京
農工大学，一橋大学，総合研究大学院大学，大阪大学，奈良先端科学技術大学院大学，高知大学，九州大
学，東京都立大学，愛知県立大学，京都府立大学，和洋女子大学，青山学院大学，上智大学，成蹊大学，専
修大学，中央大学，東洋大学，日本大学，日本女子大学，明治大学，常葉大学，中京大学，立命館大学，関
西学院大学，甲南大学，神戸松蔭女子学院大学，長野工業高等専門学校，統計数理研究所，国文学研究資
料館，国立研究開発法人産業技術総合研究所，国立研究開発法人情報通信研究機構，オックスフォード大
学，啓明大学校，大葉大学

（2）【異分野融合型共同研究】3件
異分野融合研究を推進するために第 4期に新たに開始した外部研究者をリーダーとする公募型の異分野融
合型共同研究 3件を継続して実施し，国語研教員 3名がコーディネーターとなり連携して研究を進めた。

•歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備と AI音声復元技術の開発
▶ プロジェクトリーダー：高道慎之介（東京大学大学院情報理工学系研究科・助教）
▶ 研究期間：2022.10–2025.3.
《研究目的および特色ならびに 2024年度の研究成果》
本研究の目的は，歴史的音源を現代音質に蘇らせ解析するための，オープン音声コーパスと，深層学
習に基づく音声自動復元技術の開発・公開である。音声言語に関する歴史的音源（当時の日本語話し言葉
の音声など）の多くは，ディジタル化されないまま経年劣化が進み，仮にディジタル化したとしても音
響的な歪みや欠落を多く含む。本研究課題では，オープンリール等に保存された東北地方（宮城県，岩
手県の一部。以下同じ）方言を最初の例として，日本語解析に資する音声コーパスと，音声復元のため
の深層学習技術を開発する。前者は，歴史的音源を多数貯蔵する仙台文学館と連携し，後者は，少デー
タからの音声復元を可能にする自己教師あり転移学習を提案する。期間終了後には，コーパスと復元技
術を研究目的に限り誰でも無償で利用できる形式で公開し，歴史的音源の高品質アーカイブと解析の促
進を狙う。
歴史的音源コーパスの整備においては，昨年度に引き続き東北地方方言による昔話朗読を扱う。現在，
オープンリールに保存されていた 176時間（全体の 50 %）の音声のディジタル化，および約 14時間（ディ
ジタル化音源の 8 %）のアノテーションと一般公開が完了した。今年度は，未ディジタル化音源のディ
ジタル化，未アノテーションの音源のアノテーション及び公開を行う。
上記の目的の下，本年度は（1）音声復元技術の比較，（2）第 2弾コーパス公開の準備を実施した。（1）
について，開発した技術では，音声歪みと残留雑音の間にトレードオフを観測した。（2）について，新
たに 3名の話者のデータを準備した。

2025年度中に，（1）（2）のオープンソース化を試みる。また，東北方言について科研費基盤B分担に
採択されたため，本研究活動を継続する

▶ 共同研究員数：3名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，公益財団法人仙台市市民文化事業団
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季大会発表賞を受賞した。また，自然言語処理分野の研究者との共同研究を実施し，このうち，永田亮
ら（2025）が言語処理学会第 31回年次大会委員特別賞を受賞した。

3月 8日に「通時コーパス」シンポジウムを国語研とオンラインのハイブリッドで開催し 10件（うち
大学院生 5名）の研究発表をおこない，総参加者は 182名であった。

▶ 共同研究員数：61名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道大学，東北大学，茨城大学，筑波大学，群馬大学，東京大学，東京外国語大学，東京学芸大学，東京
農工大学，一橋大学，総合研究大学院大学，大阪大学，奈良先端科学技術大学院大学，高知大学，九州大
学，東京都立大学，愛知県立大学，京都府立大学，和洋女子大学，青山学院大学，上智大学，成蹊大学，専
修大学，中央大学，東洋大学，日本大学，日本女子大学，明治大学，常葉大学，中京大学，立命館大学，関
西学院大学，甲南大学，神戸松蔭女子学院大学，長野工業高等専門学校，統計数理研究所，国文学研究資
料館，国立研究開発法人産業技術総合研究所，国立研究開発法人情報通信研究機構，オックスフォード大
学，啓明大学校，大葉大学

（2）【異分野融合型共同研究】3件
異分野融合研究を推進するために第 4期に新たに開始した外部研究者をリーダーとする公募型の異分野融
合型共同研究 3件を継続して実施し，国語研教員 3名がコーディネーターとなり連携して研究を進めた。

•歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備と AI音声復元技術の開発
▶ プロジェクトリーダー：高道慎之介（東京大学大学院情報理工学系研究科・助教）
▶ 研究期間：2022.10–2025.3.
《研究目的および特色ならびに 2024年度の研究成果》
本研究の目的は，歴史的音源を現代音質に蘇らせ解析するための，オープン音声コーパスと，深層学
習に基づく音声自動復元技術の開発・公開である。音声言語に関する歴史的音源（当時の日本語話し言葉
の音声など）の多くは，ディジタル化されないまま経年劣化が進み，仮にディジタル化したとしても音
響的な歪みや欠落を多く含む。本研究課題では，オープンリール等に保存された東北地方（宮城県，岩
手県の一部。以下同じ）方言を最初の例として，日本語解析に資する音声コーパスと，音声復元のため
の深層学習技術を開発する。前者は，歴史的音源を多数貯蔵する仙台文学館と連携し，後者は，少デー
タからの音声復元を可能にする自己教師あり転移学習を提案する。期間終了後には，コーパスと復元技
術を研究目的に限り誰でも無償で利用できる形式で公開し，歴史的音源の高品質アーカイブと解析の促
進を狙う。
歴史的音源コーパスの整備においては，昨年度に引き続き東北地方方言による昔話朗読を扱う。現在，
オープンリールに保存されていた 176時間（全体の 50 %）の音声のディジタル化，および約 14時間（ディ
ジタル化音源の 8 %）のアノテーションと一般公開が完了した。今年度は，未ディジタル化音源のディ
ジタル化，未アノテーションの音源のアノテーション及び公開を行う。
上記の目的の下，本年度は（1）音声復元技術の比較，（2）第 2弾コーパス公開の準備を実施した。（1）
について，開発した技術では，音声歪みと残留雑音の間にトレードオフを観測した。（2）について，新
たに 3名の話者のデータを準備した。

2025年度中に，（1）（2）のオープンソース化を試みる。また，東北方言について科研費基盤B分担に
採択されたため，本研究活動を継続する

▶ 共同研究員数：3名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，公益財団法人仙台市市民文化事業団
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•テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築
▶ プロジェクトリーダー：新納浩幸（茨城大学大学院理工学研究科情報科学領域・教授）
▶ 研究期間：2022.10–2025.3.
《研究目的および特色ならびに 2024年度の研究成果》
本共同研究ではテキスト中の読みに曖昧性のある単語に読みを付与するというタスクに関する研究を
おこなっている。具体的には 3つのサブテーマに分けて各テーマに担当者を定めて研究を進めている。
1つ目のテーマは読みの曖昧辞書の作成であり古宮（農工大）が担当である。2つ目のテーマは読み曖昧
性解消システムの評価用データセット構築であり白井（JAIST）が担当である。そして 3つ目のテーマは
読み付与システムの開発であり新納（茨城大学）が担当である。各自が並行して研究を進め，約 4ヶ月
毎に会合を開き，各自の進捗と議論をおこなっている。本年度は 2024年 7月 19日に農工大，2024年
10月 28日に金沢に会合を開いた。また，2025年 2月 27日に国語研にて本プロジェクトの報告をおこ
なうワークショップを開いた。本年度の成果を以下に述べる。
古宮が担当の読みの曖昧性の辞書構築に関しては，読みの曖昧な単語の語義間の関係に「内包」「部分
一致」「完全一致」「不一致」の 4種を設定し，分類することを進めている。白井が担当のデータセット
構築に関しては対象の 50単語と各単語の 100用例の構築が完了した。低頻度語の読みの用例を追加す
る作業を次年度におこなう予定である。新納が担当の読む付与システムに関しては，BERTの tokenizer
を利用するものは完成している。ただし対象単語がBERTの語彙集合に含まれていない場合が問題であ
り，そのために漢字列を平仮名列へ変換するシステムを構築中である。外部発表の成果としては，本プ
ロジェクト関係の論文 5件の発表をおこなった。また 2025年 3月に開かれる言語処理学会の第 31回
年次大会（NLP2025）にて 1件の発表をおこなう予定である。
本研究では概略以下の 3点を目標にしている。

（1）読みに曖昧性のある単語の辞書を構築，
（2）読み曖昧性解消システムのためのデータセットの構築，
（3）読み付与システムの構築。
（1）に関しては単語の読みと語義との対応表の作成に取り組んだ。具体的には日本経済新聞記事オー
プンコーパスと日本語話し言葉コーパスを対象とし，読みと意味の対応表作成のための情報付与をおこ
ない，対応表を作成した。日本経済新聞オープン記事コーパスからは 102件，CSJからは 539件の語に
ついて，読みと意味のペアの出現の表を作成した。作成はクラウドソーイングでおこなった。
（2）に関しては読み付与システムの評価用データセットの構築に取り組んだ。具体的には曖昧な読み
の単語を 50個設定し，1単語当たり 100件の用例を持つデータセットの構築を目標に，読みの分布が実
際の使用分布に近い「標本抽出データセット」と読みの分布をできるだけ均等にした「標本均等化デー
タセット」の 2種類のデータセットを構築した。低頻度の読みの用例の収集が課題であったが，大規模
言語モデルを利用するアプローチを取った。
（3）に関しては漢字列をカタカナ列に変換する読み付与システムを構築した。具体的には文字ベース
の日本語BERTである cl-tohoku/bert-base-japanese-char-v3を用いて，漢字列の各文字に読みのラベ
ルを付与する形である。この形であれば読みに曖昧性のある単語の検出とその読みの推定を形態素解析
に依存せずに実現できる。BCCWJのコアデータをデータセットとして実験では，テストデータ内の漢
字の約 96 %に正しいラベルを付与することができた。
全体の計画からみた進捗としては順調に進められている。残りの研究期間は半年間である。残りの罹
患で（1）については読みと語義の関係について研究を深めと同時に，現在までに構築した読み曖昧性の
辞書を完成させる。（2）については，現在までに構築した読み曖昧性解消システムのためのデータセッ
トの評価をおこなう。（3）については訓練データの構築が容易という利点があるため，疑似データから
の学習や未登録読みへの対応の実験，考察を加えて，論文発表をおこなう。

▶ 共同研究員数：5名
▶ 共同研究員所属機関：
茨城大学，東京農工大学，北陸先端科学技術大学院大学
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•国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究
▶ プロジェクトリーダー：香月歩（東京工芸大学・准教授）
▶ 研究期間：2022.10–2026.3.
《研究目的および特色ならびに 2024年度の研究成果》
本研究は，国内で発行される観光に関するパンフレット，チラシ，ポスターなどの印刷物（以下，観
光エフェメラ資料）の包括的なアーカイブ化を目的とするものである。
本年度の活動は下記の通りである。
　◯1　　観光エフェメラ資料データベース試作のための資料のスキャンデータ作成・WARPにおけるURL収集
　◯2　　佐賀市立図書館提供の観光パンフレットの整理・保存
　◯3　　ACM CHIにおける論文投稿
　◯4　　研究発表会の実施
　◯1　　観光エフェメラ資料データベース試作のための資料のスキャンデータ作成・WARPにおけるURL収集
昨年度の事業で作成したデータベース試作版では，サンプルとした観光パンプレット（2023年 12月

に収集した全国観光 PRコーナーで配布されている国内の観光パンフレット 247点）のメタデータが反
映されている。本年度はデータベースで提供できるコンテンツの充実を目的として，サンプルのスキャ
ンデータを作成した。これらのスキャンデータをデータベースとリンクさせることで，当該データベー
スの研究資料としての有用性を来年度検討する予定である。
一方で、スキャンデータ作成には相当の人員と時間を費やすことも明らかとなったことから，今後の
事業継続性を検討するために，WARP（国立国会図書館インターネット資料収集保存事業）上で確認で
きる当該資料のURLを収集した。インターネット上に残る当該資料の PDF等の画像データは，スキャ
ンデータの簡易的な代替物としての役割が期待される。
　◯2　　佐賀市立図書館提供の観光パンフレットの整理・保存
昨年度に引き続き，佐賀市立図書館で収集している近畿・中国・四国の 2府 14県の観光パンフレット
の更新に伴う廃棄分（2019年収集）を提供いただいた。これらの資料の整理・リスト化と保存作業を東
京工芸大学香月研究室で実施した。資料提供は今後も継続される予定である。
　◯3　　 ACM CHIにおける論文投稿
本研究におけるこれまでの成果の共有およびデータベースのメタデータモデルへの意見収集を目的と
して，ACM（計算機学会）のCHI（Conference on Human Factors in Computing Systems）での発表論
文を作成・投稿し，採択された。本論文は 2025年の当該国際学会で発表予定である。
　◯4　　研究発表会の実施

2025年 2月に開催した本研究の研究発表会においては，国立国語研究所における資料保存および管
理の取り組みが共有されたほか，参加者から博物館図書館等の専門図書館におけるエフェメラ資料収集
の取り組みについて意見交換がなされた。
本年度は、観光パンフレットの資料属性に関する関係機関へのヒアリング，データベース試作版の完
成と具体的な研究への使用可能性の検討を予定していたが実施できなかったため，これらは来年度に実
施する。
観光パンフレットの資料属性については，観光パンフレットは全国ほとんどの市町村で作成されてい
るが，その発行の仕組み（制作・企画の主体やプロセス，配布方式，保存方式など）は市町村によってさ
まざまであり，その概要は整理されていない。そこで関係機関を対象に，観光パンフレットの制作や配
布の形式，本データベースへの参画可能性等についてヒアリングをおこなう。
さらに各メンバーの専門分野から本データベースを用いた具体的な研究の展開可能性を考察し，デー
タベースの研究資料としての有効性を検証する。また国立国会図書館や全国観光 PRコーナー等の機関
を対象に，データベースの有効性や改善点，著作権等の考え方についての意見交換をおこなう。
上記の作業をふまえ来年度後半で研究成果を取りまとめる予定である。

▶ 共同研究員数：5名

34 II 共同研究と共同利用



•国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究
▶ プロジェクトリーダー：香月歩（東京工芸大学・准教授）
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　◯1　　観光エフェメラ資料データベース試作のための資料のスキャンデータ作成・WARPにおけるURL収集
　◯2　　佐賀市立図書館提供の観光パンフレットの整理・保存
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▶ 共同研究員所属機関：
東京科学大学，東京工芸大学，椙山女学園大学

（3）【共同利用型共同研究（A）】7件，【共同利用型共同研究（B）】11件，【共同利用型共同研究（C）】10件
【共同利用型共同研究（A）】
共同利用型共同研究（A）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する研究資料・言語資源・

分析装置等を利用して研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的
とするもの。（資料等を利用するための旅費を支弁。）
•札幌市における音声・アクセントの経年変化に関する調査研究
プロジェクトリーダー：尾崎喜光（ートルダム清心女子大学文学部・教授）
•点本片仮名字形を精緻に記述できるデータベース構築手法の研究
プロジェクトリーダー：田島孝治（岐阜工業高等専門学校電気情報工学科・准教授）
•日本語に関する社会調査資料の系統的整備と現代的再解釈
プロジェクトリーダー：久野雅樹（電気通信大学大学院情報理工学研究科・教授）
•現代漢字における異体字の諸相
プロジェクトリーダー：安岡孝一（京都大学人文科学研究所附属人文情報学創新センター・教授）
•『日本言語地図』カード画像資料の意義と活用
プロジェクトリーダー：半沢康（福島大学人間発達文化学類・教授）
•林大氏寄贈資料から明らかにする戦後の国語施策の展開
プロジェクトリーダー：斎藤達哉（専修大学国際コミュニケーション学部・教授）
•古本点図集・古写本記載のヲコト点図の電子化方法の検討及び実践
プロジェクトリーダー：堤智昭（筑波大学人文社会系・助教）

【共同利用型共同研究（B）】
共同利用型共同研究（B）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する研究資料・言語資源・

分析装置等を利用して研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的
とするもの。（研究経費の配分はなし。）
•東北・東京方言における有声性の対立への音響指標の影響
プロジェクトリーダー：鈴木成典（国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス学科・特別研究員）
•ヘブライ語・ロシア語の語頭子音連続における調音の実態調査
プロジェクトリーダー：横江百合子（東洋学園大学グローバル・コミュニケーション学部・専任講師）
•文頭における接続表現の通時的研究
プロジェクトリーダー：多田知子（青山学院大学社会情報学部・非常勤講師）
•歴史的日本語資料のためのジオパージング
プロジェクトリーダー：大内啓樹（奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科・助教）
•東北・東京方言における有声性の対立への音響指標の影響
プロジェクトリーダー：鈴木成典（国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス学科・博士後期課程）
•外国籍児童・生徒の日本語学習に有効な教材の試作：紙教材・タブレット端末・翻訳教材の比較
プロジェクトリーダー：市川章子（一橋大学大学院言語社会研究科・博士研究員）
•尾張洒落本コーパスの構築
プロジェクトリーダー：宮内佐夜香（中京大学文学部・教授）
•大規模言語モデルによる日本語古典語の生成
プロジェクトリーダー：近藤泰弘（青山学院大学・名誉教授）
•日本における標準語と方言の歴史地理学的研究
プロジェクトリーダー：川西孝男（京都大学人文科学研究所・共同研究員）
•『悪狐三国伝』データベース構築に向けた基礎的研究
プロジェクトリーダー：今野真二（清泉女子大学文学部・教授）
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•発話のしにくさの感覚に関連する脳活動の抽出の試み
プロジェクトリーダー：北村達也（甲南大学知能情報学部・教授）

【共同利用型共同研究（C）】
共同利用型共同研究（C）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する言語資源を利用して
研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経
費の配分はなし。）
•指標性に着目した日本語記述
プロジェクトリーダー：野村和之（千葉大学大学院国際学術研究院・助教）
•係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•統計的指標を用いた日本語テキストの数理的解明
プロジェクトリーダー：田窪洋介（新居浜工業高等専門学校・准教授）
•Corpus Research on Clausal Center-Embedding
プロジェクトリーダー：Emily DAVIS　（Linguistics department　，University of California San Diego　・Graduate student　）
•介護施設で働くベトナム人実習生の「書く」「話す」能力の縦断的研究
プロジェクトリーダー：古田朋子（大阪大学日本語日本文化教育センター・非常勤講師）
•『日本語日常会話コーパス』に対する代名詞代用・呼びかけ表現アノテーション
プロジェクトリーダー：野元裕樹（東京外国語大学総合国際学研究院・准教授）
•ディジタルフォレンジクスのための日本語著者識別システムに関する研究開発
プロジェクトリーダー：財津亘（目白大学心理学部・准教授）
•オープンかつ日本語に強い大規模言語モデルの構築
プロジェクトリーダー：岡崎直観（東京科学大学・教授）
•可搬性に優れた大規模言語モデル技術の開発
プロジェクトリーダー：高村大也（産業技術総合研究所人工知能研究センター・研究チーム長）
•日本語汎用大規模言語モデルの追加学習と学術・医療ドメインへの適応
プロジェクトリーダー：相澤彰子（情報・システム研究機構国立情報学研究所コンテンツ科学研究系・教授）

2 人間文化研究機構基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の解明に

資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。国立国語研
究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

（1）広領域連携型基幹研究
人間文化研究機構を構成する 6機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新たな人

間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指すもの。

•横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな社会の創発を目指して
《研究目的および特色》
現代の地域社会の多くは，多発する災害や共同体内外の変貌により，危機的な状況にある。既存の伝統

文化を継承しつつも，新たな担い手とそこで更新される文化を通じた社会の創発が必要とされている。本
研究では，地域の知恵や歴史が凝縮された伝統文化を取り入れ，持続可能で多様性にみちた社会のあり方
を，保存科学，人類学，民俗学，歴史学，生態学，言語学等の横断的な領域から検証し，社会／文化の創
発に積極的に参与することを目指す。

36 II 共同研究と共同利用



•発話のしにくさの感覚に関連する脳活動の抽出の試み
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プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
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プロジェクトリーダー：田窪洋介（新居浜工業高等専門学校・准教授）
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•介護施設で働くベトナム人実習生の「書く」「話す」能力の縦断的研究
プロジェクトリーダー：古田朋子（大阪大学日本語日本文化教育センター・非常勤講師）
•『日本語日常会話コーパス』に対する代名詞代用・呼びかけ表現アノテーション
プロジェクトリーダー：野元裕樹（東京外国語大学総合国際学研究院・准教授）
•ディジタルフォレンジクスのための日本語著者識別システムに関する研究開発
プロジェクトリーダー：財津亘（目白大学心理学部・准教授）
•オープンかつ日本語に強い大規模言語モデルの構築
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•日本語汎用大規模言語モデルの追加学習と学術・医療ドメインへの適応
プロジェクトリーダー：相澤彰子（情報・システム研究機構国立情報学研究所コンテンツ科学研究系・教授）

2 人間文化研究機構基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の解明に
資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。国立国語研
究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

（1）広領域連携型基幹研究
人間文化研究機構を構成する 6機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新たな人

間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指すもの。

•横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな社会の創発を目指して
《研究目的および特色》
現代の地域社会の多くは，多発する災害や共同体内外の変貌により，危機的な状況にある。既存の伝統
文化を継承しつつも，新たな担い手とそこで更新される文化を通じた社会の創発が必要とされている。本
研究では，地域の知恵や歴史が凝縮された伝統文化を取り入れ，持続可能で多様性にみちた社会のあり方
を，保存科学，人類学，民俗学，歴史学，生態学，言語学等の横断的な領域から検証し，社会／文化の創
発に積極的に参与することを目指す。
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〈国語研ユニット〉地域における市民科学文化の再発見と現在
▶ 研究代表者：大西拓一郎（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：15名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，名古屋大学，獨協大学，神奈川大学，同志社女子大学，奈良大学，長野工業高等専門学校，国立
天文台，茅野市八ヶ岳総合博物館，茅野市尖石縄文考古館，長野市立博物館

▶「地域における市民科学文化の再発見と現在」と題して，方言研究（言語地図の作成など）も含む市民によ
る研究活動＝市民科学文化に光を当てる研究を新しく立ち上げる。市民科学は，学術コミュニティの学
界と一般社会のリエゾンであるとともに，アカデミックには実現できない継続的観察・観測，広範な対象
設定により，その活動実績が学術世界から注目されることが少なくない。近代以後，100年以上の歴史
を持ち，学術への貢献や長期的継続・実践にもかかわらず，やや見過ごされがちな市民科学の歴史と今に
光を当て，それを基盤とした地域文化の継承と創発を実現する。

•異分野融合による総合書物学の拡張的研究
《研究目的および特色》
主として江戸時代以前の書物群を対象とし，《語彙レベルや文字組成といった単位に基づく情報の断片
化》→《付加価値を有するデータとしての再構築》という共通のフローを各ユニットに設定し，研究成果
を現代社会や大学院授業等へ還元すると同時に，適宜AIの技術と融合しながら，研究方法や領域そのもの
の拡張というメタレベルでの刷新をも狙いとしている。失敗例もプロセスをオープン化することにより，
将来のブレイクスルーを呼び込む，いわば人文学の知の実験場である。
〈国語研ユニット〉古辞書類に基づく語彙資源の拡張と語彙・表記の史的変遷

▶ 研究代表者：高田智和（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：21名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，筑波大学，東京大学，京都大学，広島大学，和洋女子大学，慶應義塾大学，日本女子大学，岐阜
工業高等専門学校，中国海洋大学，ルール大学ボーフム，ドイツ日本研究所，国立ハンバッ大学校

▶ 古辞書類ならびに他二つのユニットにおいて扱う書籍群を中心に，表記情報や形態論情報を加えながら，
語彙資源の拡張を行う。これまでに開発された語彙資源には，現代日本語の語彙調査に基づく分類語彙
表や，各種コーパスに基づく形態素解析辞書Unidicが知られているが，語彙調査やコーパスに出現しな
い語彙は収録対象とならず，特に，日本語語彙において重要な位置を占める歴史的な「漢語」の収集が
手薄となることが問題であった。そこで，中世や近世の古辞書・語彙集，訓点資料，漢字音資料などの漢
字資料に基づく漢語収集によって，従来の語彙調査やコーパスを補完し，語彙・表記・文字の史的研究を
展開する。

（2）共創先導プロジェクト共創促進研究
•コミュニケーション共生科学の創成
《研究目的および特色》
あらゆる特性をもつ人が同等に参加できる「コミュニケーション共生」のための新しい研究分野を確立
することを目標とする。「コミュニケーション弱者」「障害者」と呼ばれる人たちが，他の人々と同等に社
会活動に参加できるようになるためには，現状のメカニズムを解明し，それぞれのニーズの違いとバラン
スをとるための基礎研究を進める必要がある。このような研究を進め、それをインフラ整備というハード
面と一般社会の認識というソフト面の変化につなげていく。
▶ 実施機関：国立国語研究所，国立民族学博物館
▶ 国語研代表者：小磯花絵（研究系・教授）
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▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：9名
▶ 共同研究員所属機関：
昭和大学，国立研究開発法人理化学研究所，国立障害者リハビリテーションセンター

▶ 障害者や高齢者，外国人を取り巻くコミュニケーション問題を主として取り上げ，これまで蓄積してき
たコーパスや調査データなどの言語資源を，脳科学など関連他分野の研究者や地域社会などとの連携体
制のもとで拡充して研究を推進する。

•学術知デジタルライブラリの構築
《研究目的および特色》
日本国内の研究者・研究機関が現地調査を通して蓄積してきた写真・動画・音声資料等の資料を保存し有

効に利用するため，人文機構の国立民族学博物館・国立国語研究所と国立情報学研究所が共同して，デジ
タル技術を活用しながら資料のアクセス性を高めていく。さまざまな分野における過去の現地調査成果を
現代において見直す作業を通して，学術の進展を加速させる。
▶ 実施機関：国立国語研究所，国立民族学博物館
▶ 国語研代表者：高田智和（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：15名
▶ 共同研究員所属機関：
筑波大学，東京大学，九州大学，公立はこだて未来大学，情報・システム研究機構，SOAS，University of
London

▶ 国立民族学博物館・国立情報学研究所と連携して音声・映像による言語の記録を言語資料として蓄積する
システムの開発に取り組むとともに，関連分野の研究者との協同により，音声・映像による言語の記録に
対するドキュメンテーション手法の精緻化，デジタル化手法の高度化をはかり，音声・動画資料の整備・
公開を促進する。

•日本関連在外資料調査研究「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融合的研究」
《研究目的および特色》
海外に点在する日本関連資料の中でも，19世紀以降のハワイで生み出された資料はその数も種類も多い
が，現地のスタッフに日本語を理解できる者が減少しているために，資料廃棄の危険が高くなっている。
本プロジェクトでは，現地の言語史，社会史，生活史を基点とした研究を推進するとともに，資料の所蔵
調査と関係者への聞き取り，および現地社会の人達との協働により，資料管理の現状と将来の見通しを得
ることを目指す。
▶ 実施機関：国立国語研究所
▶ 国語研代表者：朝日祥之（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：24名
▶ 共同研究員所属機関：
一橋大学，京都大学，大阪大学，東京都立大学，日本大学，明治大学，早稲田大学，名古屋外国語大学，同
志社大学，大阪工業大学，Austrian Academy of Sciences，ハワイ大学，国立国会図書館，海外移住資料館

▶ 本プロジェクトは，次の四つの班を設ける。
1.資料班：資料調査を担い，その成果をとりまとめる。
2.地域研究班：資料を支える地域社会の状況を調査し，資料状況とともにまとめる。
3.言語研究班：言語学に即した資料の分析を行い，研究成果をまとめる。
4.歴史研究班：ハワイへの移民史の再検討・調査を行い，研究成果をまとめる。
以上の 4班のうち，プロジェクトの核になるのは「1.資料班」と「2.地域研究班」である。そして，

「3.言語研究班」「4.歴史研究班」は，資料調査のなかで発掘した資料の評価に資する研究を行う。
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▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：9名
▶ 共同研究員所属機関：
昭和大学，国立研究開発法人理化学研究所，国立障害者リハビリテーションセンター

▶ 障害者や高齢者，外国人を取り巻くコミュニケーション問題を主として取り上げ，これまで蓄積してき
たコーパスや調査データなどの言語資源を，脳科学など関連他分野の研究者や地域社会などとの連携体
制のもとで拡充して研究を推進する。

•学術知デジタルライブラリの構築
《研究目的および特色》
日本国内の研究者・研究機関が現地調査を通して蓄積してきた写真・動画・音声資料等の資料を保存し有
効に利用するため，人文機構の国立民族学博物館・国立国語研究所と国立情報学研究所が共同して，デジ
タル技術を活用しながら資料のアクセス性を高めていく。さまざまな分野における過去の現地調査成果を
現代において見直す作業を通して，学術の進展を加速させる。
▶ 実施機関：国立国語研究所，国立民族学博物館
▶ 国語研代表者：高田智和（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：15名
▶ 共同研究員所属機関：
筑波大学，東京大学，九州大学，公立はこだて未来大学，情報・システム研究機構，SOAS，University of
London

▶ 国立民族学博物館・国立情報学研究所と連携して音声・映像による言語の記録を言語資料として蓄積する
システムの開発に取り組むとともに，関連分野の研究者との協同により，音声・映像による言語の記録に
対するドキュメンテーション手法の精緻化，デジタル化手法の高度化をはかり，音声・動画資料の整備・
公開を促進する。

•日本関連在外資料調査研究「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融合的研究」
《研究目的および特色》
海外に点在する日本関連資料の中でも，19世紀以降のハワイで生み出された資料はその数も種類も多い
が，現地のスタッフに日本語を理解できる者が減少しているために，資料廃棄の危険が高くなっている。
本プロジェクトでは，現地の言語史，社会史，生活史を基点とした研究を推進するとともに，資料の所蔵
調査と関係者への聞き取り，および現地社会の人達との協働により，資料管理の現状と将来の見通しを得
ることを目指す。
▶ 実施機関：国立国語研究所
▶ 国語研代表者：朝日祥之（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：24名
▶ 共同研究員所属機関：
一橋大学，京都大学，大阪大学，東京都立大学，日本大学，明治大学，早稲田大学，名古屋外国語大学，同
志社大学，大阪工業大学，Austrian Academy of Sciences，ハワイ大学，国立国会図書館，海外移住資料館

▶ 本プロジェクトは，次の四つの班を設ける。
1.資料班：資料調査を担い，その成果をとりまとめる。
2.地域研究班：資料を支える地域社会の状況を調査し，資料状況とともにまとめる。
3.言語研究班：言語学に即した資料の分析を行い，研究成果をまとめる。
4.歴史研究班：ハワイへの移民史の再検討・調査を行い，研究成果をまとめる。
以上の 4班のうち，プロジェクトの核になるのは「1.資料班」と「2.地域研究班」である。そして，

「3.言語研究班」「4.歴史研究班」は，資料調査のなかで発掘した資料の評価に資する研究を行う。
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（3）共創先導プロジェクト（共創促進事業「知の循環促進事業」）
•開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーションの構築「市民科学文化の共創と発信」
《研究目的および特色》
人文機構の各機関が所有する資料・データ等を，デジタル技術を用いて整備し，博物館や様々な展示を活
用して可視化するとともに，研究のプロセスや成果を多様な方法や多様な場で共有・公開することにより，
本機構と大学等研究機関と社会との間に「知の循環」を生み出し，国内外の様々な人々との共創による開
かれた人間文化研究推進モデルの構築を目指す。また，視覚的あるいは聴覚的困難等のコミュニケーショ
ン課題を解決するための共同研究を実施し、その成果に基づき，多様性を踏まえた展示手法を開発する。
▶ 国語研代表者：大西拓一郎（研究系・教授），横山晶子（研究系・特任助教）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：18名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，名古屋大学，九州大学，獨協大学，神奈川大学，同志社女子大学，奈良大学，長野工業高等専門
学校，国立天文台，茅野市八ヶ岳総合博物館，茅野市尖石縄文考古館，和泊町歴史民俗資料館，長野市立
博物館

▶ 研究の概要
国立国語研究所では，展示を行うとともに，地域の言語文化の再発見と振興のために危機言語・方言等
のデジタルコンテンツのオンライン展示を実施し，市民科学の社会との共創を推進する。
学術は学界のみではなく，在野の研究者による市民科学とともに展開することがしばしばある。特に
近年，市民科学の実践が注目されてきている。市民科学は，学術コミュニティと一般社会の架け橋であ
り，学術の成果を社会に還元する窓口としての役割を持つ。
一方で，そのような従属的位置付けではなく，アカデミアには実現できない継続的長期的観察や観測，
特定の目的や目標に拘束されない広い対象設定，また，自由な発想により，その活動と実績が学術世界
から注目されることが少なくない。そのような市民科学は，最近始まったものではなく，長野県諏訪地
方のように，すでに 100年以上に及ぶ地域がある。
とりわけ，旧制諏訪中学校の教員であった三澤勝衛の活動は，専門としていた地理学だけではなく天
文学，なかでも太陽黒点観測において長期的実践をおこない，彼の影響下で，天文学者，地理学者，方
言地理学者が育ち，各々が学術世界と市民科学を実践してきた。学術への貢献や長期的継続・実践にもか
かわらず，見過ごされがちであった市民科学の歴史と現在に光をあて，博物館展示，デジタル展示，プ
ラネタリウム作品の上映をとおして，広く紹介するとともに，現在も継続されている市民科学への還元
をはかり，さらなる活性化を実現する。
更に，地域の言語文化の再発見と振興のために危機言語・方言等のデジタルコンテンツの展示（オンラ
インも含む）を実施するとともに，日本各地で話されている地域の言語をオンライン展示する「ことばの
ミュージアム」（https://museum.ninjal.ac.jp/‌）のコンテンツの充実を図るため，6年間を通じて新規
コンテンツの追加・公開をおこなう。
人文知コミュニケーターは，シンポジウムや展示（web展示も含む）を通した学術と社会との双方をつ

なぐ発信コンテンツの質ならびに手法の向上に寄与する役割を果たすとともに，その活動に根ざした能
力・技法を積み上げ，コミュニケーション能力と研究実践を兼ね備えた研究者の育成が実現できるように
はかる。
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3 外部資金による研究
科学研究費助成事業（科研費）

研究種目 研究代表者 研究課題名
直接経費
交付額
（千円）

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化（B））

迫田久美子
日本語学習者コーパスによる教育と研究のグローバルネットワークの構
築（延長）

0

基盤研究（A）木部暢子 日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究 7,600
基盤研究（A）石黒圭 海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究 6,700
基盤研究（A）小木曽智信 日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用 8,400

基盤研究（A）松下達彦
文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発　—日本語教育・国
語教育への応用—

6,700

基盤研究（A）山田真寛
琉球沖永良部語を中心とした消滅危機言語の記録保存と継承保存を並行
して進める研究

9,700

基盤研究（B）田窪行則 時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究 2,900
基盤研究（B）浅原正幸 日本語コーパスに対する単語心象性情報付与とその利用 4,800

基盤研究（B） Prashant Pardeshi
学習者のニーズを反映した大規模な動詞用法データベースとオンライン
教材の開発と公開

2,600

基盤研究（B）小磯花絵
子ども会話コーパスの開発とコミュニケーション能力の発達に関する実
証的研究

4,700

基盤研究（B）松本曜
百科事典的意味論に基づくレキシコンの研究：大規模コーパスを用いた
実証的研究

2,900

基盤研究（B）横山晶子 危機言語コミュニティにおけるNew Speakerの育成 4,100
基盤研究（B）窪薗晴夫 日本語および琉球語の重起伏音調に関する実証的・理論的研究 3,900

基盤研究（B）五十嵐陽介
日琉諸語比較言語学研究の高度化—同源性接続型日琉諸語語彙データ
ベース構築

3,600

基盤研究（B）前川喜久雄
リアルタイムMRI動画による日本語音素バランス文データベースの構
築と公開

5,600

基盤研究（C）山崎誠 シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用（延長） 0
基盤研究（C）朝日祥之 北海道北見市常呂町岐阜方言の方言敬語に関する調査研究（延長） 0
基盤研究（C）鑓水兼貴 首都圏における言語資料の高密度収集と言語動態分析（延長） 0

基盤研究（C）大島一
複数性の本質を求めて：統一的な枠組みで捉えた日本語諸方言における
「ら」の意味用法（延長）

0

基盤研究（C）籠宮隆之 韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築 0
基盤研究（C）福永由佳 言語レパートリーの構造と形成に関する研究（延長） 0

基盤研究（C）山口昌也
多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究
（延長）

0

基盤研究（C）窪田悠介 ハイブリッドCGパーザの開発 0
基盤研究（C）横山詔一 難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証 0
基盤研究（C）飛田良文 明治・大正・昭和の文学作品における外来語の分析 0
基盤研究（C）烏日哲 アカデミック・スキル育成を目指したオンライン縦断ゼミ談話の多角的分析 1,100
基盤研究（C）山口昌也 学習者ごとの評価指針を考慮したピア相互評価の支援手法に関する研究 1,400
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3 外部資金による研究
科学研究費助成事業（科研費）

研究種目 研究代表者 研究課題名
直接経費
交付額
（千円）

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化（B））

迫田久美子
日本語学習者コーパスによる教育と研究のグローバルネットワークの構
築（延長）

0

基盤研究（A）木部暢子 日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究 7,600
基盤研究（A）石黒圭 海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究 6,700
基盤研究（A）小木曽智信 日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用 8,400

基盤研究（A）松下達彦
文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発　—日本語教育・国
語教育への応用—

6,700

基盤研究（A）山田真寛
琉球沖永良部語を中心とした消滅危機言語の記録保存と継承保存を並行
して進める研究

9,700

基盤研究（B）田窪行則 時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究 2,900
基盤研究（B）浅原正幸 日本語コーパスに対する単語心象性情報付与とその利用 4,800

基盤研究（B） Prashant Pardeshi
学習者のニーズを反映した大規模な動詞用法データベースとオンライン
教材の開発と公開

2,600

基盤研究（B）小磯花絵
子ども会話コーパスの開発とコミュニケーション能力の発達に関する実
証的研究

4,700

基盤研究（B）松本曜
百科事典的意味論に基づくレキシコンの研究：大規模コーパスを用いた
実証的研究

2,900

基盤研究（B）横山晶子 危機言語コミュニティにおけるNew Speakerの育成 4,100
基盤研究（B）窪薗晴夫 日本語および琉球語の重起伏音調に関する実証的・理論的研究 3,900

基盤研究（B）五十嵐陽介
日琉諸語比較言語学研究の高度化—同源性接続型日琉諸語語彙データ
ベース構築

3,600

基盤研究（B）前川喜久雄
リアルタイムMRI動画による日本語音素バランス文データベースの構
築と公開

5,600

基盤研究（C）山崎誠 シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用（延長） 0
基盤研究（C）朝日祥之 北海道北見市常呂町岐阜方言の方言敬語に関する調査研究（延長） 0
基盤研究（C）鑓水兼貴 首都圏における言語資料の高密度収集と言語動態分析（延長） 0

基盤研究（C）大島一
複数性の本質を求めて：統一的な枠組みで捉えた日本語諸方言における
「ら」の意味用法（延長）

0

基盤研究（C）籠宮隆之 韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築 0
基盤研究（C）福永由佳 言語レパートリーの構造と形成に関する研究（延長） 0

基盤研究（C）山口昌也
多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究
（延長）

0

基盤研究（C）窪田悠介 ハイブリッドCGパーザの開発 0
基盤研究（C）横山詔一 難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証 0
基盤研究（C）飛田良文 明治・大正・昭和の文学作品における外来語の分析 0
基盤研究（C）烏日哲 アカデミック・スキル育成を目指したオンライン縦断ゼミ談話の多角的分析 1,100
基盤研究（C）山口昌也 学習者ごとの評価指針を考慮したピア相互評価の支援手法に関する研究 1,400
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基盤研究（C）田中弥生 修辞機能分析を用いた相関調査による文体的特徴の研究 1,200
基盤研究（C）井戸美里 現代日本語における評価的な言葉の「含み」が現れるメカニズムの分析 800

基盤研究（C）今井てるみ
東京方言話者を対象とした経年調査による母音の無声化の社会的意味に
ついての研究

1,700

基盤研究（C）柳原恵津子 記録体における助字類の用法の形成過程に関する記述的研究 1,700
基盤研究（C）鑓水兼貴 言語変化研究のための質問票調査データベースの構築と利用 1,600
挑戦的研究　（開拓） 大西拓一郎 古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開 3,000

挑戦的研究　（開拓） 松下達彦
問い生成先行型の複数テキスト読解が生む推論の探求　—考える市民
を育てるために—

3,100

挑戦的研究　（萌芽） 浅原正幸 文脈化単語埋め込みによる 1億語規模の比喩表現実態調査 2,000

挑戦的研究　（萌芽） 窪薗晴夫
言語と音楽のインターフェース：テキストセッティングに関する学際的
対照言語学的研究

2,800

挑戦的研究　（萌芽） 朝日祥之 リンガフランカとしての日本語の自然発話データを用いた言語変異研究 1,400
挑戦的研究　（萌芽） 高田智和 史的文字字形通覧基盤に基づく史的文字の字形情報記述法の確立 1,600
若手研究 田中雄 言語獲得バイアスと日本語の音声（延長） 0
若手研究 大村舞 日常対話コーパスにおける述語項構造アノテーションの作成と分析（延長） 0
若手研究 佐藤久美子 日本語諸方言におけるイントネーションの対照研究（延長） 0

若手研究 松平けあき
日本滞在経験を持つ日系二世の「アメリカ従軍」の意味—ライフヒス
トリーを中心に（延長）

0

若手研究 居關友里子 幼児のコミュニケーションにおける相互交渉の多様性に関する実証的研究 600
若手研究 川端良子 多様な談話状況における照応規則の解明 800
若手研究 黄海萍 消滅危機言語としてのチワン語諸方言の記述的研究 700

若手研究 市川章子
医療・福祉分野における通訳・言語専門家の国家資格の確立に向けた国
際比較研究

600

若手研究 Celik Kenan
琉球諸語を対象とした言語データ収集の大規模化：方言辞典作成ツール
の開発と応用

1,000

若手研究 小野春菜 幕末明治期における辞書体資料の受容に関する研究 1,000
若手研究 本多由美子 「書く方法」の違いが日本語学習者の作文執筆に与える影響の解明 1,000
研究活動　スター　ト支援　 氏家啓吾 日本語の名詞の複数性と相互性についての研究 300

研究活動　スター　ト支援　 林玟君
近世初中期における出版文化と和刻本漢籍の流通史—覆刻・翻刻・後印
を手掛かりに—

1,100

研究活動　スター　ト支援　 Topping Matthew.Wayne 八重山危機言語継承活動促進のためのコミュニティー構築および学習
ツールの作成と応用

1,000

研究成果公開促進費
（学術図書）

諸隈夕子 アヤクーチョ・ケチュア語の移動表現：実験的手法を用いた類型論的研究 1,400

研究成果公開促進費
（学術図書）

市川章子
東アジアから日本へ越境する人々の「言語」と経験—1980年代後半以
降を中心に

1,000

研究成果公開促進費
（データベース）

井上文子 日本の危機言語・方言データベース 2,200

研究成果公開促進費
（データベース）

石黒圭 国立国語研究所日本語研究・日本語教育文献データベース 600

奨励研究 井上雄介 人文社会科学系の研究評価指標の策定：学術界への直接・間接的な影響の測定 380
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特別研究員奨励費 諸隈夕子 通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析 1,000
特別研究員奨励費 鴨井修平 日本語諸方言の持続形式における総合的研究 1,100
特別研究員奨励費 Celik Kenan 日琉祖語で再建される語の語形成の解明 100

特別研究員奨励費 黒川茉莉
欧州文典類との相互参照データベース構築に基づくキリシタン版語学書
の研究

1,400

特別研究員奨励費 相良啓子 日本手話の地域的、社会的変異と変化に関する社会言語学的研究 1,100

上記の表は，2024年度に交付のあった研究課題および補助事業期間を 2024年度まで延長した研究課題を
掲載している。

寄附金（2024年度受入金額）
503,000円

4 2024年度公開中のコーパス・データベース
ウェブサイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパス，データベース，データセット，研究成果物，
ウェブアプリケーション等を公開しているが，2024年度は，下記の資料の公開（過年度から継続して公開し
ているものを含む。）をおこなった。

コーパス
国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉の資料

を体系的に収集し，研究用の情報を付与した言語資源）およびコーパスを利用するためのウェブアプリケー
ションを記す。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/bccwj/‌）
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり，現在，日本語について入手
可能な唯一の均衡コーパスであり，オンライン（無償版：登録不要で文字列検索（全文検索）をおこなう
ことができるシステム『少納言』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/‌）および登録が必要であるが形態
論情報を利用したコーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/‌））お
よびDVD（有償版）で公開している。書籍全般，雑誌全般，新聞，白書，ブログ，ネット掲示板，教科書，
法律などのジャンルにまたがって 1億 430万語のデータを格納しており，各ジャンルについて無作為に
サンプルを抽出している。収録対象の刊行年代は，最大 30年間（1976–2005年）であり，メインとなる
書籍の場合は，20年間（1986–2005年）である。すべてのサンプルは，長単位および短単位の二つの言
語単位を用いて形態素解析（テキストを語に区切って品詞に分類すること）されており，文書構造に関す
るタグや精密な書誌情報とともに，XML文書に整形してある。なお，著作権処理も施されている。

•日本語諸方言コーパス（COJADS）（https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html‌）
日本各地の方言の談話音声を大量に集めた，日本で初めての諸方言コーパスで，元のデータは，日本全国
47都道府県の 200地点あまりにおける，約 2500時間の方言談話の録音テープからなり，一部は『全国
方言談話データベース日本のふるさとことば集成』（2002–2008，国書刊行会）として刊行されている。
本コーパスは，コーパス検索アプリケーション『中納言』で利用可能であり，標準語と方言の両方で検索
することができる。標準語検索は，短単位検索と文字列検索を利用することができる。方言検索は，現
在のところ文字列検索のみ可能である。また，検索結果はダウンロードできる。

•日本語話し言葉コーパス（CSJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/csj/‌）
日本語の自発音声を大量に集めて，多くの研究用情報を付加した話し言葉研究用のデータベースであり，
国立国語研究所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業大学が共同開発した，質・量ともに世
界最高水準の話し言葉データベースである。オンライン（無償版：コーパス検索アプリケーション『中
納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/‌）で利用）およびUSBメモリーに格納したデータ（有償版）
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特別研究員奨励費 諸隈夕子 通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析 1,000
特別研究員奨励費 鴨井修平 日本語諸方言の持続形式における総合的研究 1,100
特別研究員奨励費 Celik Kenan 日琉祖語で再建される語の語形成の解明 100

特別研究員奨励費 黒川茉莉
欧州文典類との相互参照データベース構築に基づくキリシタン版語学書
の研究

1,400

特別研究員奨励費 相良啓子 日本手話の地域的、社会的変異と変化に関する社会言語学的研究 1,100

上記の表は，2024年度に交付のあった研究課題および補助事業期間を 2024年度まで延長した研究課題を
掲載している。

寄附金（2024年度受入金額）
503,000円

4 2024年度公開中のコーパス・データベース
ウェブサイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパス，データベース，データセット，研究成果物，
ウェブアプリケーション等を公開しているが，2024年度は，下記の資料の公開（過年度から継続して公開し
ているものを含む。）をおこなった。

コーパス
国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉の資料
を体系的に収集し，研究用の情報を付与した言語資源）およびコーパスを利用するためのウェブアプリケー
ションを記す。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/bccwj/‌）
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり，現在，日本語について入手
可能な唯一の均衡コーパスであり，オンライン（無償版：登録不要で文字列検索（全文検索）をおこなう
ことができるシステム『少納言』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/‌）および登録が必要であるが形態
論情報を利用したコーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/‌））お
よびDVD（有償版）で公開している。書籍全般，雑誌全般，新聞，白書，ブログ，ネット掲示板，教科書，
法律などのジャンルにまたがって 1億 430万語のデータを格納しており，各ジャンルについて無作為に
サンプルを抽出している。収録対象の刊行年代は，最大 30年間（1976–2005年）であり，メインとなる
書籍の場合は，20年間（1986–2005年）である。すべてのサンプルは，長単位および短単位の二つの言
語単位を用いて形態素解析（テキストを語に区切って品詞に分類すること）されており，文書構造に関す
るタグや精密な書誌情報とともに，XML文書に整形してある。なお，著作権処理も施されている。

•日本語諸方言コーパス（COJADS）（https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html‌）
日本各地の方言の談話音声を大量に集めた，日本で初めての諸方言コーパスで，元のデータは，日本全国
47都道府県の 200地点あまりにおける，約 2500時間の方言談話の録音テープからなり，一部は『全国
方言談話データベース日本のふるさとことば集成』（2002–2008，国書刊行会）として刊行されている。
本コーパスは，コーパス検索アプリケーション『中納言』で利用可能であり，標準語と方言の両方で検索
することができる。標準語検索は，短単位検索と文字列検索を利用することができる。方言検索は，現
在のところ文字列検索のみ可能である。また，検索結果はダウンロードできる。

•日本語話し言葉コーパス（CSJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/csj/‌）
日本語の自発音声を大量に集めて，多くの研究用情報を付加した話し言葉研究用のデータベースであり，
国立国語研究所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業大学が共同開発した，質・量ともに世
界最高水準の話し言葉データベースである。オンライン（無償版：コーパス検索アプリケーション『中
納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/‌）で利用）およびUSBメモリーに格納したデータ（有償版）
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にて公開しており，音声言語情報処理，自然言語処理，日本語学，言語学，音声学，心理学，社会学，日本
語教育，辞書編纂など幅広い領域で利用されている。

•日本語日常会話コーパス（CEJC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html‌）
日常場面の中で当事者たち自身の動機や目的によって自然に生じる会話を対象としたコーパスで，多様
な場面の会話（200時間の日常会話）をバランスよく集め，音声だけでなく映像まで含めて収録し，転記
テキスト，数種類のアノテーションも含まれる。形態論情報（短単位・長単位）での検索と文字列検索は，
コーパス検索アプリケーション『中納言』で無償で利用できる（要申請）。また，利用契約を結んだ上で，
音声・映像・転記・各種アノテーション・ツール・メタ情報等を有償で利用することができる。

•中国語・韓国語母語の日本語学習者横断コーパス（C-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/cjas-search-info.html‌）
日本語学習者 6人（中国語母語話者 3人，韓国語母語話者 3人）の 3年間の縦断的発話データをコーパス
検索アプリケーション『中納言』上で公開している。収録データ量は，約 46.5時間分で，総語数は約 57
万語であり，形態素単位や文字列で用例を検索することができる。

•多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/ijas-search-info.html‌）
日本を含む 20の国と地域で，異なった 12言語を母語とする日本語学習者 1000人および日本語母語話
者 50人の話し言葉および書き言葉の収集を完了し，コーパス検索アプリケーション『中納言』上で公開
している。発話データ（ストーリーテリング，ロールプレイ，対話，絵描写），作文データ（ストーリーラ
イティング，エッセイとメール文（任意）），発話の音声データを所収している。

•北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/bjas/bjasindex.html‌）
日本語を勉強している中国語母語の大学生の発話及び作文データを，4年間にわたって収集した縦断コー
パスである。大規模横断コーパス I-JASと対応するコーパスで，対話だけでなく，ロールプレイやストー
リーテリングなど，様々なタスクのデータを収集している。

•名大会話コーパス（NUCC）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nucc/‌）
科学研究費基盤研究（B）（2）「日本語学習辞書編纂に向けた電子化コーパス利用によるコロケーション研
究」（平成 13–15年度，研究代表者：大曽美恵子）の一環として作成された，129会話，合計約 100時間の
日本語母語話者同士の雑談を文字化したコーパスで，文字化テキストなどを公開している。

•現日研・職場談話コーパス（CWPC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/shokuba.html‌）
1993年 9月から 10月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職女性 19名（20–50代）を調査協力者
として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『女性のことば・職場編』
および 1999年 10月から 2000年 12月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職男性 21名（20–50
代）を調査協力者として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『男性の
ことば・職場編』の二つの調査研究を元に作成されたコーパスである。これら二つの調査研究は，1990
年代にいち早く行われた先駆的な試みで，職場での会話を調査協力者自身に録音してもらい，自然な談
話を収録するという方法で得られた，たいへん画期的なものであると評価されている。国立国語研究所
では，現代日本語研究会およびひつじ書房松本功氏のご理解，ご協力によりご提供いただいたこれらの
文字化テキストに形態論情報（短単位情報）を付与した上で，オンラインコーパス検索アプリケーショ
ン『中納言』で公開している。

•国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）（https://masayu-a.github.io/NWJC/‌）
ウェブを母集団として 100億語規模を目標として構築した日本語コーパスである。ウェブ上の日本語
テキストを利用して 100億語を超える規模の現代日本語コーパスを構築することによって，稀言語現象
の言語学的，心理学的および情報処理的視点からの究明の可能性を開くことを目的としている。具体的
な応用として，言語研究のための用例収集，日本語使用実態の定量的な把握などを想定している。一部
（86,277,772語）をコーパス検索アプリケーション『中納言』で公開している（収集時期と比べて，リン
ク切れのデータが増えてきたため，2024年 2月 29日で廃止。以降は，共同利用型共同研究（C）にて国
立国語研究所の所内サーバで利用可能。）ほか，2014年 10–12月収集データ（収集URL数：83,992,556；
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延べ文数：3,885,889,575；異なり文数：1,463,142,939；国語研短単位数：25,836,947,421）から構築し
た n-gramデータ，単語埋め込みデータ，事前学習モデルなどを言語資源協会より有償で公開している。

•近代語のコーパス（CMJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/cmj/‌）
明治・大正時代の日本語を研究するために構築されたコーパスであり，現代日本語の書き言葉が整備され
ていく過程をとらえることができる。これらのコーパスのデータを更新したものを，『日本語歴史コーパ
ス』の「明治・大正編 I雑誌」の一部としてコーパス検索アプリケーション『中納言』でも公開している。

•昭和話し言葉コーパス（SSC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/‌）
国立国語研究所は，1950年代の初頭から，「オープンリール型録音器」を使って，日常のさまざまな場
面における会話や，講演・講義・挨拶などの独話を録音している。当時の録音資料を再編したコーパスで
ある。本コーパスには，1950年代から 1970年代に録音された約 44時間分の音声データ（17時間分の
独話，27時間分の会話）と，その関連データ（転記テキスト，約 53万語分の形態論情報データ，メタデー
タなど）である。コーパス検索アプリケーション『中納言』および関連データ配布の二通りの方法で利
用することができる。

•日本語歴史コーパス（CHJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/‌）
日本語の歴史を研究するための資料を集めたコーパスであり，将来的に上代から近代までをカバーする
通時コーパスとすることを目標に開発が進められている。全てのテキストに読み・品詞などの形態論情
報が付与されているため，従来の紙の総索引の代わりになるだけでなく，より高度な検索や集計がおこ
なえる。構築済みで，公開中のものは以下のとおりである。
▶ 奈良時代編
　I 万葉集，　II 宣命，　III祝詞

▶ 平安時代編
　I 仮名文字
収録作品：古今和歌集，土佐日記，竹取物語，伊勢物語，落窪物語，大和物語，枕草子，源氏物語，
紫式部日記，和泉式部日記，平中物語，堤中納言物語，更級日記，讃岐典侍日記，蜻蛉日記，大鏡

　II 訓点資料
収録資料：西大寺本『金光明最勝王経』平安初期点巻一

▶ 鎌倉時代編
　I 説話・随筆
収録作品：今昔物語集（本朝部），宇治拾遺物語，十訓抄，方丈記，徒然草

　II 日記・紀行
収録作品：海道記，建礼門院右京大夫集，東関紀行，十六夜日記，とはずがたり

　III軍記
収録作品：保元物語，平治物語，平家物語

▶ 室町時代編
　I 狂言
収録作品：虎明本狂言集（底本：大塚光信編（2006）『大蔵虎明能狂言集翻刻注解』（清文堂出版））

　II キリシタン資料
収録作品：天草版平家物語，天草版伊曽保物語，天草版金句集

▶ 江戸時代編
　I 洒落本
収録作品：大坂：聖遊廓，月花余情，新月花余情，陽台遺編・𡝂閣秘言，異本郭中奇譚，短華蘂葉，
北華通情，南遊記，当世粋の曙，色深　　睡夢；京都：原柳巷花語，無論里問答，風流裸人形，青楼
阿蘭陀鏡，昇平楽，当世嘘之川，竊潜妻，誰が面影，河東方言箱まくら，興斗月；江戸：郭中奇譚，
侠者方言，南閨雑話，甲駅新話，当世左様候，深川新話，総籬，仕懸文庫，花街鑑，花街寿々女

　II 人情本
収録作品：比翼連理花迺志満台，春色梅児与美，おくみ惣次郎春色江戸紫，梅暦余興春色辰巳園，
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小三金五郎仮名文章娘節用，浮世新形恋の花染，春色連理の梅，浦里時次郎明烏後の正夢
　III近松浄瑠璃
収録作品：曾根崎心中，薩摩歌，心中二枚絵草紙，卯月紅葉，五十年忌歌念仏，丹波与作待夜のこ
むろぶし，卯月の潤色，心中重井筒，堀川波鼓，淀鯉出世滝徳，心中刃は氷の朔日，心中万年草，
冥途の飛脚，今宮の心中，夕霧阿波鳴渡，長町女腹切，生玉心中，大経師昔暦，鑓の権三重帷子，
博多小女郎波枕，山崎与次兵衛寿の門松，心中天の網島，女殺油地獄，心中宵庚申

　IV随筆・紀行
収録作品：紀行文：鹿島詣，野ざらし紀行，更科紀行，笈の小文，嵯峨日記，おくのほそ道；
随筆：養生訓，西洋紀聞，折りたく柴の記，駿台雑話，うひ山ぶみ，蘭学事始

　V 注釈書
収録作品：古今集遠鏡

　VI上方絵入狂言本
収録作品：うかれきやうげん，代々の御神楽，大雑書伊勢白粉，好色伝受

▶ 明治・大正編
　I 雑誌
収録雑誌：明六雑誌，東洋学芸雑誌，国民之友，太陽，女学雑誌，女学世界，婦人倶楽部

　II 教科書
◦小学校教科書（国定読本）
収録した期（使用開始年）と教科書名（小学校）：
第 1期（1904年）：尋常小学読本一～八
第 2期（1910年）：尋常小学読本巻一～十二
第 3期（1918年）：尋常小学国語読本巻一～十二
第 4期（1933年）：小学国語読本尋常科用巻一～十二
第 5期（1941年）：ヨミカタ一～二／よみかた三～四／初等科国語一～八
第 6期（1947年）：こくご一～四／国語第三学年～第六学年
収録した期（使用開始年）と教科書名（高等小学校）：
第 1期（1904年）：高等小学読本一～八

◦ハワイ日本語教科書
収録した期（使用開始年）と教科書名（ハワイ日本語学校）：
第 1期（1917年）：日本語読本尋常科用巻一～六
第 2期（1929年）：日本語読本巻一～六
第 3期（1936–1939年）：日本語読本巻一～十二

　III明治初期口語資料
収録作品：『交易問答』，『安愚楽鍋』初編／二編／三編，『開化のはなし』，『文明開化』初編／二編，
『よりあひばなし』初編，『百一新論』，『開化問答』初編／二編，『明治の光』，『文明田舎問答』
初編，『民権自由論』，『春秋雑誌会話篇』（『会話篇』第 3部）

　IV近代小説
収録作品：
二葉亭四迷『浮雲』（1887年），森鴎外『舞姫』（1890年），幸田露伴『五重塔』（1891年），
樋口一葉『たけくらべ』（1895年），広津柳浪『今戸心中』（1896年），国木田独歩『武蔵野』
（1898年），徳富蘆花『思出の記』（1900年），泉鏡花『高野聖』（1900年），夏目漱石『吾輩は
猫である』（1905年），田山花袋『蒲団』（1907年），正宗白鳥『何処へ』（1909年），有島武郎
『或る女』（1911年），徳田秋声『あらくれ』（1915年），永井荷風『腕くらべ』（1916年），佐
藤春夫『田園の憂鬱　』（1918　年），宇野浩二　『蔵の中　』（1919　年），志賀直哉　『暗夜行路　』（1921年），
瀧井孝作『無限抱擁』（1921年），宮本百合子『伸子』（1924年），梶井基次郎『檸檬』（1925年），
川端康成『伊豆の踊子』（1926年）
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　V 新聞
資料：『読売新聞』

1875年 5月 2，3，4，5，7，8，9日，11月 2，4，5，7，8，9，10日
1881年 5月 2，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1887年 5月 3，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1895年 5月 2日，11月 2，3日
1901年 5月 2，3日，11月 2日
1909年 5月 2日，11月 2日
1917年 5月 2日，11月 2日
1925年 5月 2日，11月 2日

　VI落語 SP盤
資料：金澤裕之・矢島正浩編（2019）『SP盤落語レコードがひらく近代日本語研究』（笠間書院）

▶ 和歌集編
収録作品：古今和歌集，後撰和歌集，拾遺和歌集，後拾遺和歌集，金葉和歌集，詞花和歌集，千載和
歌集，新古今和歌集

•昭和・平成書き言葉コーパス（SHC）（https://clrd.ninjal.ac.jp/shc/index.html‌）
昭和・平成期の日本語を通時的に研究できるように設計したコーパスである。上代から近代までの日本
語の歴史的変化を追うことのできる『日本語歴史コーパス』と，2001–2005年のデータを中心とする現
代語の書き言葉のコーパスである『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の間の空白期間をつなぐコーパ
スであるとともに，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』以降のデータも一部含む通時コーパスとなっ
ている。『昭和・平成書き言葉コーパス』には，（1）広く読まれて社会的な影響が大きい，（2）明治から平
成まで継続的に刊行されてきた，（3）『日本語歴史コーパス明治・大正編』や『現代日本語書き言葉均衡
コーパス』に収録されておりコーパスを接続可能である，という観点から雑誌・書籍・新聞の三つのレジ
スターを採用した。また，『日本語歴史コーパス明治・大正編 I雑誌』が 1874年から 1925年までのお
よそ 8年おきにデータが収録されていることを承けて，各レジスターの 1933年から 2013年までの 11
か年のデータを収録している。収録語数は，雑誌レジスター 2740万語，ベストセラー書籍レジスター
345万語，新聞レジスター 256万語であり，合計 3340万語である。

•アイヌ語口承文芸コーパス—音声・グロスつき—（https://ainu.ninjal.ac.jp/folklore/‌）
非常に優れたアイヌ語話者で語り部でもあった木村きみさん（1900–1988，沙流川上流域のペナコリ出
身）がアイヌ語で語った物語 23編（ウエペケㇾ（散文説話）20編，カムイユカㇻ（神謡）3編）約 7時間分の
音声およびアイヌ語千歳方言話者の小田イトさん（1908–2000）がアイヌ語で語った物語 15編（ウエペケ
ㇾ 9編，カムイユカㇻ 6編）156分間の音声に，日本語と英語による訳とグロスや注解を付けた，初めて
のアイヌ口承文芸デジタル集成である。本コーパスに含まれるアイヌ語の延べ語数は 59,002語である。

•オックスフォード・NINJAL上代語コーパス（https://oncoj.ninjal.ac.jp/front_page_Japanese.html‌）
オックスフォード大学と国立国語研究所との長期の共同研究プロジェクトで開発している上代日本語の
テキストを対象とした，包括的な形態・統語解析アノテーションを付与したコーパスである。現在では，
萬葉集を始め，上代日本語の歌謡テキストのすべてを収録している。収録作品は以下のとおりである。
▶ 古事記歌謡：112歌；2,527語；712年成立
▶ 日本書紀歌謡：133歌；2,444語；720年成立
▶ 風土記歌謡：20歌；271語；730年代成立
▶ 仏足石歌：21歌；337語；753年以降成立
▶ 萬葉集：4,685歌；83,706語；759年以降成立
▶ 続日本紀歌謡：8歌；134語；797年成立
▶ 上宮聖徳法王帝説：4歌；60語；成立年不明

•統語・意味解析情報付き現代日本語コーパス（NPCMJ）（https://www2.ninjal.ac.jp/npcmj/index.html‌）
現代日本語の書き言葉と話し言葉のテクストに対し，文の統語・意味解析情報を付与し，多様な日本語の
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　V 新聞
資料：『読売新聞』

1875年 5月 2，3，4，5，7，8，9日，11月 2，4，5，7，8，9，10日
1881年 5月 2，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1887年 5月 3，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1895年 5月 2日，11月 2，3日
1901年 5月 2，3日，11月 2日
1909年 5月 2日，11月 2日
1917年 5月 2日，11月 2日
1925年 5月 2日，11月 2日

　VI落語 SP盤
資料：金澤裕之・矢島正浩編（2019）『SP盤落語レコードがひらく近代日本語研究』（笠間書院）

▶ 和歌集編
収録作品：古今和歌集，後撰和歌集，拾遺和歌集，後拾遺和歌集，金葉和歌集，詞花和歌集，千載和
歌集，新古今和歌集

•昭和・平成書き言葉コーパス（SHC）（https://clrd.ninjal.ac.jp/shc/index.html‌）
昭和・平成期の日本語を通時的に研究できるように設計したコーパスである。上代から近代までの日本
語の歴史的変化を追うことのできる『日本語歴史コーパス』と，2001–2005年のデータを中心とする現
代語の書き言葉のコーパスである『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の間の空白期間をつなぐコーパ
スであるとともに，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』以降のデータも一部含む通時コーパスとなっ
ている。『昭和・平成書き言葉コーパス』には，（1）広く読まれて社会的な影響が大きい，（2）明治から平
成まで継続的に刊行されてきた，（3）『日本語歴史コーパス明治・大正編』や『現代日本語書き言葉均衡
コーパス』に収録されておりコーパスを接続可能である，という観点から雑誌・書籍・新聞の三つのレジ
スターを採用した。また，『日本語歴史コーパス明治・大正編 I雑誌』が 1874年から 1925年までのお
よそ 8年おきにデータが収録されていることを承けて，各レジスターの 1933年から 2013年までの 11
か年のデータを収録している。収録語数は，雑誌レジスター 2740万語，ベストセラー書籍レジスター
345万語，新聞レジスター 256万語であり，合計 3340万語である。

•アイヌ語口承文芸コーパス—音声・グロスつき—（https://ainu.ninjal.ac.jp/folklore/‌）
非常に優れたアイヌ語話者で語り部でもあった木村きみさん（1900–1988，沙流川上流域のペナコリ出
身）がアイヌ語で語った物語 23編（ウエペケㇾ（散文説話）20編，カムイユカㇻ（神謡）3編）約 7時間分の
音声およびアイヌ語千歳方言話者の小田イトさん（1908–2000）がアイヌ語で語った物語 15編（ウエペケ
ㇾ 9編，カムイユカㇻ 6編）156分間の音声に，日本語と英語による訳とグロスや注解を付けた，初めて
のアイヌ口承文芸デジタル集成である。本コーパスに含まれるアイヌ語の延べ語数は 59,002語である。

•オックスフォード・NINJAL上代語コーパス（https://oncoj.ninjal.ac.jp/front_page_Japanese.html‌）
オックスフォード大学と国立国語研究所との長期の共同研究プロジェクトで開発している上代日本語の
テキストを対象とした，包括的な形態・統語解析アノテーションを付与したコーパスである。現在では，
萬葉集を始め，上代日本語の歌謡テキストのすべてを収録している。収録作品は以下のとおりである。
▶ 古事記歌謡：112歌；2,527語；712年成立
▶ 日本書紀歌謡：133歌；2,444語；720年成立
▶ 風土記歌謡：20歌；271語；730年代成立
▶ 仏足石歌：21歌；337語；753年以降成立
▶ 萬葉集：4,685歌；83,706語；759年以降成立
▶ 続日本紀歌謡：8歌；134語；797年成立
▶ 上宮聖徳法王帝説：4歌；60語；成立年不明

•統語・意味解析情報付き現代日本語コーパス（NPCMJ）（https://www2.ninjal.ac.jp/npcmj/index.html‌）
現代日本語の書き言葉と話し言葉のテクストに対し，文の統語・意味解析情報を付与し，多様な日本語の
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機能語や句構造，節の諸類型および複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究に活用できる
ことを目的として構築したコーパスである。合計 90,069ツリー（文），1,304,508語を公開している。出
典並びにツリー数および語数は以下のとおりである。
▶ 青空文庫：12,810ツリー；246,568語 ▶ 聖書：1,664ツリー；26,089語
▶ ブログ：219ツリー；3,218語 ▶ 書籍：553ツリー；10,992語
▶ 辞書：26,279ツリー；141,297語 ▶ 国会会議録：1,698ツリー；32,715語
▶ エッセイ：3,264ツリー；70,167語 ▶ フィクション：7,597ツリー；84,169語
▶ 法律文：337ツリー；6,943語 ▶ ニュース：5,979ツリー；90,570語
▶ ノンフィクション：234ツリー；4,118語 ▶ 特許：261ツリー；8,636語
▶ 会話：2,382ツリー；12,720語 ▶ テッドトーク：1,453ツリー；21,420語
▶ 教科書：6,950ツリー；63,952語 ▶ 白書：13,433ツリー；398,347語
▶ ウィキペディア：2,745ツリー；59,833語 ▶ その他：2,211ツリー；22,754語

•BTSJ1000人日本語自然会話コーパス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/btsj/‌）
語用論的分析のため，514の自然会話（約 127時間）を文字化したコーパスである。トランスクリプトと
音声データを公開している。また，会話フォルダ 30から 32に含まれる 40会話については，共同構築型
多機能データベース「自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank：NCRB）」から
動画が視聴できる（https://isplad.jp/ncrb/‌）。

•コーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login‌）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，短単位・長単位・文字列の三つの方法によって
コーパスに付与された形態論情報を組み合わせた高度な検索を行うことができる。無償で利用すること
ができるが，著作権保護の観点から登録が必要である。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス　（BCCWJ　）全文検索サイト　『少納言　』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/‌）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，初心者でも簡単にBCCWJ内の文字列を検索
することができる。

•NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）（https://nlb.ninjal.ac.jp/‌）
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）を検索するために，Lago言語研究所と共同開発したオン
ライン検索システムである。レキシカルプロファイリングという手法を用いたコーパス検索ツールであ
り，名詞や動詞などの内容語の共起関係や文法的振る舞いを網羅的に表示できるのが最大の特長である。

オンライン辞書
オンラインで検索できる辞書・用例集である。

•基本動詞ハンドブック（https://verbhandbook.ninjal.ac.jp/‌）
日本語学習者・日本語教師が基本動詞の理解を深めることができるように，基本動詞の多義的な意味の広
がりを図解なども用いて分かりやすく解説したオンラインツールである。例文，コロケーションなどの
執筆には，国立国語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」（約 1億語）や筑波大学の
「筑波ウェブコーパス」（約 11億語）などの大規模日本語コーパスを積極的に活用し，他のレファレンス
には見られない生きた情報を提供している。

•複合動詞レキシコン（https://vvlexicon.ninjal.ac.jp/‌）
「光り輝く，投げ入れる，書き上げる」のように日常よく使われる動詞+動詞型の日本語複合動詞（2,700
語以上）に意味や用法の情報を付与した，言語研究および日本語学習用のオンライン辞書である。日本
語研究の専門家だけでなく，外国人日本語学習者を含む一般の利用者にも使っていただくことを意図し
ており，様々な検索方法が可能である。個々の複合動詞の見出しから，コーパス検索システム（NLB：
NINJAL-LWP for BCCWJ）にリンクを張り，現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）の例文と関
連づけることを可能とした。また，外国人学習者や，言語対照の研究者にも使っていただけるように，新
たに，意味定義と用例に英語・中国語・韓国語の翻訳を付け，利便性を向上させた。本データベースは，
国立国語研究所が基礎データを作成し，Lago NLP（旧 Lago言語研究所，赤瀬川史朗）がオンライン検
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索システムとして構築したものである。
•トピック別アイヌ語会話辞典（https://ainu.ninjal.ac.jp/topic/‌）

1898年に刊行された『アイヌ語會話字典』を底本とし，底本の表記のほか，口語訳，アイヌ語のローマ
字およびカナ表記，語釈（グロス），英訳など，アイヌ語学習の助けとなる項目を付け加えたコンテンツ
であり，アイヌ語沙流方言（貫気別）の音声も収録した上で，2010年にブエガワ（他）がロンドン大学の
ウェブサイトで公開した『音声付きアイヌ語辞典—新編金澤版アイヌ語会話辞典』のコンテンツにト
ピック検索（日本語・英語）と見出し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能を追加し，さらに未公開のビデ
オ資料（約 130見出し）と動植物や道具の写真（72見出し，86枚）も加え，見出し語数 3,510項目とした
新たなバージョンとして公開するものである。本データベースは，国立国語研究所が基礎データを作成
し，Lago言語研究所（赤瀬川史朗）がオンラインシステムとして構築したものである。

•Webデータに基づく形容詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/adj/‌）
形容詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなってい
る。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に配
慮している。

•Webデータに基づく複合動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/comp/‌）
複合動詞研究用の基礎データの提供を目的とした用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築し
た専用のWebコーパスからおこなっている。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集で
きること，（2）収集用例の偏りの軽減に配慮している。

•Webデータに基づくサ変動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/sahen/‌）
サ変動詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなって
いる。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に
配慮している。

•語誌情報ポータル（https://goshidb.ninjal.ac.jp/goshidb/‌）
『日本語歴史コーパス』と併用することにより，日本語史の理解をより深めることができるデータを検索
できるサイトとして公開している。コーパスからの統計情報，古辞書，言語地図，言語記事（言葉につい
て書かれた新聞・雑誌の記事）が収録されている。検索結果の多くはグラフや画像（外部サイトを含む。）
で確認できる。

•基礎日本語活用辞典（インドネシア語版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kamus/‌）
日本語の基礎語彙約 4,000語を収録を収録している。日本語の初級を終了した，インドネシア語を母語
とする日本語学習者のための辞書である。

•オンライン版鳩間方言辞典（https://ninda.ninjal.ac.jp/s/hatoma‌）
沖縄県八重山諸島・西表島の北に位置する鳩間島で話される南琉球八重山語鳩間方言の語彙および例文を
集成したデータセットをどなたでも容易に利用できる形で公開している。本辞典は，同島出身の研究者で
ある加治工真市氏が編纂され，2020年に国立国語研究所より出版された 1,800ページに及ぶ『鳩間方言
辞典』を下敷きに，氏自ら収録された約 18,000の全見出し語の音声に加え，約 35,000にのぼる例文音声
データを収録している。出典データは，『鳩間方言音声語彙データベース』（DOI：10.15084/00003209‌）
および『鳩間方言音声例文データベース』（DOI：10.15084/00003659‌）である。

言語地図
言語の多様性・分布を地図に表現した資料である。

•使役交替言語地図（WATP）（https://watp.ninjal.ac.jp‌）
世界の言語の形態的関連のある有対動詞を収集した地理類型論的なデータベースであり，約 80名の研究
者から提供された，日本語を含む諸言語（約 95言語）の有対自他動詞の類型論的な情報を，世界地図およ
びチャート（表）上で可視化し，有対自他動詞を個々の動詞対の派生型の選好（意味と形式の類像性の可
視化）および各言語の派生型の選好（各言語の「類型論的な特徴づけ：typological characterization」の
可視化）の 2つの観点から分析できる。データは，研究目的でダウンロードし，利用することができる。
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索システムとして構築したものである。
•トピック別アイヌ語会話辞典（https://ainu.ninjal.ac.jp/topic/‌）

1898年に刊行された『アイヌ語會話字典』を底本とし，底本の表記のほか，口語訳，アイヌ語のローマ
字およびカナ表記，語釈（グロス），英訳など，アイヌ語学習の助けとなる項目を付け加えたコンテンツ
であり，アイヌ語沙流方言（貫気別）の音声も収録した上で，2010年にブエガワ（他）がロンドン大学の
ウェブサイトで公開した『音声付きアイヌ語辞典—新編金澤版アイヌ語会話辞典』のコンテンツにト
ピック検索（日本語・英語）と見出し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能を追加し，さらに未公開のビデ
オ資料（約 130見出し）と動植物や道具の写真（72見出し，86枚）も加え，見出し語数 3,510項目とした
新たなバージョンとして公開するものである。本データベースは，国立国語研究所が基礎データを作成
し，Lago言語研究所（赤瀬川史朗）がオンラインシステムとして構築したものである。

•Webデータに基づく形容詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/adj/‌）
形容詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなってい
る。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に配
慮している。

•Webデータに基づく複合動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/comp/‌）
複合動詞研究用の基礎データの提供を目的とした用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築し
た専用のWebコーパスからおこなっている。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集で
きること，（2）収集用例の偏りの軽減に配慮している。

•Webデータに基づくサ変動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/sahen/‌）
サ変動詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなって
いる。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に
配慮している。

•語誌情報ポータル（https://goshidb.ninjal.ac.jp/goshidb/‌）
『日本語歴史コーパス』と併用することにより，日本語史の理解をより深めることができるデータを検索
できるサイトとして公開している。コーパスからの統計情報，古辞書，言語地図，言語記事（言葉につい
て書かれた新聞・雑誌の記事）が収録されている。検索結果の多くはグラフや画像（外部サイトを含む。）
で確認できる。

•基礎日本語活用辞典（インドネシア語版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kamus/‌）
日本語の基礎語彙約 4,000語を収録を収録している。日本語の初級を終了した，インドネシア語を母語
とする日本語学習者のための辞書である。

•オンライン版鳩間方言辞典（https://ninda.ninjal.ac.jp/s/hatoma‌）
沖縄県八重山諸島・西表島の北に位置する鳩間島で話される南琉球八重山語鳩間方言の語彙および例文を
集成したデータセットをどなたでも容易に利用できる形で公開している。本辞典は，同島出身の研究者で
ある加治工真市氏が編纂され，2020年に国立国語研究所より出版された 1,800ページに及ぶ『鳩間方言
辞典』を下敷きに，氏自ら収録された約 18,000の全見出し語の音声に加え，約 35,000にのぼる例文音声
データを収録している。出典データは，『鳩間方言音声語彙データベース』（DOI：10.15084/00003209‌）
および『鳩間方言音声例文データベース』（DOI：10.15084/00003659‌）である。

言語地図
言語の多様性・分布を地図に表現した資料である。

•使役交替言語地図（WATP）（https://watp.ninjal.ac.jp‌）
世界の言語の形態的関連のある有対動詞を収集した地理類型論的なデータベースであり，約 80名の研究
者から提供された，日本語を含む諸言語（約 95言語）の有対自他動詞の類型論的な情報を，世界地図およ
びチャート（表）上で可視化し，有対自他動詞を個々の動詞対の派生型の選好（意味と形式の類像性の可
視化）および各言語の派生型の選好（各言語の「類型論的な特徴づけ：typological characterization」の
可視化）の 2つの観点から分析できる。データは，研究目的でダウンロードし，利用することができる。
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なお，使役交替動詞対データのデータベースの構築およびシステムの設計・開発は，Lago NLP（赤瀬川
史朗，旧 Lago言語研究所）が担当した。

•『日本言語地図』地図画像（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/laj_map/‌）
各地の方言で，どのような　語形や発音がどこに現れるかを　表示した言語地図（方言地図）で，全国の方言の
地理的分布を一望できる基礎資料である『日本言語地図』所載の地図の画像（全 300図）を公開している。
また，『日本言語地図』各集の別冊・付録は国立国語研究所学術情報リポジトリで閲覧することおよびダ
ウンロードすることができる。

•『方言文法全国地図』地図画像（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/gaj-pdf/gaj-pdf_index.html‌）
文法事象の全国的な分布を展望できる言語地図（方言地図）で，方言研究における基本的な資料である『方
言文法全国地図』所載の地図の画像（全 350図）を公開している。

•言語地図データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/ladp/ladb_index.html‌）
日本語方言の言語地図集とそこに収録された言語地図のデータベースである。言語地図目録データベー
スと言語地図画像データベースの 2種類のデータベースで構成されている。
言語地図目録データベース：日本の方言学・言語地理学において 1905年から 2006年の間に作成された
言語地図集とそこに収録された言語地図および全国方言分布調査（FPJD：2010–2015年度実施）とその
準備調査（全国方言準備調査）の調査項目に関する情報も含まれている。
言語地図画像データベース：言語地図目録データベースで対象とした言語地図の画像データベースであ
る。各言語地図を閲覧するとともに，論文等での引用，GISソフトでの利用が可能になっている。著者・
編者等の許諾手続きを経た上で，順次追加する予定である。

•全国方言分布調査（FPJD）・新日本言語地図（NLJ）
（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html‌）
国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明のための全国方言分布調査」で実施した
全国方言分布調査（2010–2015年度実施，全国 554地点）のデータおよび　関連情報（調査項目，準備調査結
果，調査マニュアルなど　）に加え，調査結果を地図化した『新日本言語地図』関係のデータを　公開している　。
学術・教育での利用においては，自由に利用可能である。

•首都圏大学生の言語使用と言語意識の地域差に関する調査　（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_atlas/‌）
首都圏の大学生における言語使用・言語意識の調査結果を言語地図で示したものである。

画像・PDF
方言地図や貴重書の画像ファイル，論文の PDFファイルなどである。

•日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）（https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/‌）
国立国語研究所研究図書室蔵書および研究資料室収蔵資料のうち，日本語史資料として著名なものや，歴
史コーパスの原材料として利用できるものを選定し，デジタル画像を順次公開している。なお，デジタ
ル画像の IIIFマニフェストも公開している。

•米国議会図書館蔵『源氏物語』画像（https://cid.ninjal.ac.jp/lcgenji_image/‌）
米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（LC Control No.：2008427768）のうち，桐壺・
須磨・柏木の原本画像を閲覧できる。米国議会図書館から提供された原本画像を用いている。また，原
本画像と翻字本文を対照表示させることも可能である。現在は，試験公開中である。

•大英図書館蔵天草版　『平家物語　』『伊曽保物語　』『金句集　』画像　（https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/‌）
大英図書館提供の天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』「言葉の和らげ」「難語句解」（Shelfmark：
Or.59.aa.1）のカラー画像（JPEG形式）をパブリックドメインにて　公開している　。表紙から裏表紙まで，順番
に 1ページずつ並べることにより　，「三部合綴」と言われてきた大英図書館本の姿を実感できるようにした　。

•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/‌）
現代東京語でアクセントのゆれが予想された 12,803語について，年齢，地域（山の手と下町），性別に偏
りのないように考慮して選ばれた 19名の話者のアクセント型を個人別に記載した資料である。加えて，
準備段階でアクセントをチェックした 2名の話者と 4種のアクセント辞典記載のアクセント型が併記さ
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れている。原著は『文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集』であり，その pdf版のほか，
データ版（Excel形式），調査票も公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/‌）
字形データベースから，平仮名，片仮名，漢字，合字，踊り字，その他の字形画像を閲覧することができ
る。平仮名（変体仮名）を，音価，字母，Unicodeの 3階層に分類して示しており，音価，字母，Unicode
の各階層の見出しラベルから，「学術情報交換用変体仮名」サイトの該当文字（または検索結果）へのリ
ンクがある。また，個々の字形画像から，原資料の該当箇所にリンクしている（該当文字を矩形で表示し
ます。）。「資料一覧」にリストする資料名から，個々の原資料画像を閲覧することができる。原資料画像
に埋め込んだ翻刻テキストから，「変体仮名字形データベース」の字形一覧にリンクしている。以下の
作品の字形データを収録している。
▶ 春色梅児与美：巻一，巻二，巻三
▶ 比翼連理花廼志満台：初編上，初編中，初編下
▶ 諸国方言物類称呼：巻之一，巻之二，巻之三，巻之四，巻之五
▶ 和漢朗詠集：上巻，下巻
▶ 伊勢物語（国文研 200014445）
▶ 伊勢物語（嵯峨本第二種）

•雑誌『国語学』全文データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/SJL/‌）
日本語学会の（旧）機関誌『国語学』全巻（第 1輯：昭和 23年–終刊第 219号：平成 16年）の全文テキ
ストデータベースである。誌面の PDFファイルも公開している。

•「国研用漢字テレタイプ」資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kantere/‌）
語彙調査（用語用字調査）の大規模化のため，国立国語研究所は 1965（昭和 40）年に大型計算機と漢字テ
レタイプを導入した。その「国研用漢字テレタイプ」の関連資料を公開している。

ツール
言語資料を扱うためのプログラムやWeb上で利用するツールである。

•UniDic（https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/‌）
国立国語研究所の規定した斉一な言語単位（短単位）と，階層的見出し構造に基づく電子化辞書の（1）設計
方針およびその実装としてのリレーショナルデータベース，（2）UniDicデータベースとそのデータベー
スからエクスポートされた短単位をエントリ（見出し語）とする形態素解析器MeCab用の解析用辞書，
（3）解析用UniDic，の総称である。現代書き言葉UniDic，現代話し言葉UniDic，古文用UniDicS（近代
口語小説UniDic，旧仮名口語UniDic，近代文語UniDic，近世江戸口語UniDic，近世上方口語UniDic，
近世文語UniDic，中世口語UniDic，中世文語UniDic，和歌UniDic，中古和文UniDic，上代語UniDic）
の三つの解析用UniDicを公開・配布している。

•形態素解析ツールWeb茶まめ（https://chamame.ninjal.ac.jp‌）
各種のUniDicを使って形態素解析を行うためのツールであり，形態素解析に必要な一連の作業を，Web
上でわかりやすいインターフェイスによっておこなうことができる。

•方言研究の部屋データとプログラムの公開（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/dp_index.html‌）
全国方言分布調査（FPJD）・新日本言語地図（NLJ），『方言文法全国地図』全データ（1–6集），PDF版『方
言文法全国地図』（1–6集），『方言文法全国地図』作成の機械化（イラストレータ用プラグイン・白地図・
記号），『方言文法全国地図』準備調査（調査票と地図・データ），言語地図データベースを公開している。

•全文検索システム『ひまわり』（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?himawari‌）
言語研究用に設計された全文検索システムであり，XML文書（Unicodeに対応）から特定の文字列を高
速に全文検索し，検索結果のKWIC（KeyWord In Context）を表示し，資料に適した形で閲覧すること
ができる。『太陽コーパス』，『日本語話し言葉コーパス』，『分類語彙表』などの既存の言語資料に加え，
自分で作成したXML文書も検索することができる。
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•観察支援ツール FishWatchr（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fw‌）
ディスカッションやプレゼンテーション練習などの観察と振り返りを支援するためのツールである。本
システムでは，ディスカッションを観察対象としているが，進行中の活動に注釈づけする（FishWatchrで
録音，あるいは，別機器で録画し同期），録音・録画ファイルを再生しつつ，注釈づけするなどの状況で利
用することを想定しており，協調学習の観察，日本語教育，議事録作成支援などでの活用も考えている。

•観察支援ツール FishWatchr Mini（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fwm‌）
モバイルデバイス向けの観察支援ツールである。ボタン操作で，二つの属性（例：話者，評価）をリアル
タイムに記録することができる。また，複数の観察者が一斉に観察することができるほか，FishWatchr
に読み込んで，同時に撮影したビデオと同期する，観察者全員の結果をまとめてグラフに表示する，タブ
区切りのテキストとして保存することなどができる。ウェブアプリケーションであるため，インストー
ルは不要である。

•作文教育支援システム TEachOtherS（https://teachothers.ninjal.ac.jp/system.html‌）
グループでの作文教育向けに設計されたWebアプリケーションである。主な機能は，学習者間の相互コ
メント，グループでの振り返りなどのグループ活動の支援並びにアカウント・グループの作成および作文
から相互添削といった活動フェーズ管理の支援である。

•まとめて検索「KOTONOHA」（https://clrd.ninjal.ac.jp/kotonoha.html‌）
複数のコーパスを同時に検索し，その集計結果をグラフ化して視覚的に観察できるサービスである。言
語資源開発センターがこれまで提供してきた従来のコーパス検索システム『中納言』は，現代日本語書
き言葉均衡コーパス（BCCWJ）や日本語話し言葉コーパス（CSJ）などのコーパスをそれぞれ “個別”の
画面で検索し，結果を閲覧する（個別検索）のに対し，KOTONOHAは，「まとめて検索」の名前の通り，
中納言の中のコーパスを一度にまとめて検索し，その集計結果を表示する（これを専門的な用語で「包
括的検索」「串刺し検索」「横断検索」という）。

•一貫処理プログラム，日本語情報処理プログラム集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/mcl/‌）
国立国語研究所で開発された，日本語研究のための一貫処理プログラムおよび日本語研究用プログラム
集MCLである。1996年時点のプログラムおよびその説明を，計量国語学，特にパソコンによる日本語
研究の歴史の一つとして公開するものである。

データベース・データセット類
国立国語研究所が調査・研究で収集したデータを中心とする資料である。

•北海道調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hokkaido/‌）
国立国語研究所は，1958–1960年に「方言の共通語化」に注目した言語調査の一つとして，北海道に移
住した 1世から 3世を対象に調査を実施した。調査結果から，北海道に移住した 1世の出身地の方言の
影響は，2世では残っているが，3世ではほとんどなくなり，「北海道共通語」が形成されることが分かっ
た。一方で，「全国表通語」に近づく傾向もあったため，1959年に富良野町（現：富良野市）で調査を実施
した。さらに，同じ内容で，1986年に富良野市で，1987年に札幌市で 2回目の調査をおこない，地域社
会のことばの使い方が，社会構造の特性の違いによってどのように変化するかを明らかにした。これら
の北海道調査のうち，富良野市・札幌市における経年調査の結果を「北海道調査データベース」として公
開している。調査地点のインフォーマントはランダムサンプリングによって選んでいる。富良野市の調
査では，1959年に調査を受けた人に対しても再度調査をしており，同一個人の回答の変化を見ることが
できる。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。

•鶴岡調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tsuruoka/‌）
国立国語研究所が中心となって，1950，1971，1991，2011年の 4回にわたって山形県鶴岡市でおこなっ
た共通語化調査の回答データである。2011年調査（第 4回）は，国立国語研究所と統計数理研究所との
共同研究である。なお，第 3回調査の音声データは，国立情報学研究所を通じて利用することが可能で
ある。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。
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•岡崎敬語調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okazaki/‌）
国立国語研究所が中心となって，愛知県岡崎市でおこなった敬語調査のデータベースである。岡崎敬語
調査（OSH）は，1953（昭和 28）年，1972（昭和 47）年，2008（平成 20）年におこなわれ，戦後の 55年とい
う長いタイムスパンの実時間の変化が分かる。報告書は，国立国語研究所学術情報リポジトリで公開し
ている。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。

•甑島方言アクセントデータベース（https://www2.ninjal.ac.jp/koshikijima/‌）
甑島（鹿児島県薩摩川内市）の方言音声を教育研究に資する目的で公開している。甑島の各集落につい
て 2名ずつの話者のアクセントを，各話者の許諾を得て公開している。データベースのもととなったア
クセント資料は，10年間にわたる甑島アクセント合同調査で得られたものである。

•危機言語データベース（https://kikigengo.ninjal.ac.jp‌）
日本の消滅危機言語・方言の音声データを紹介しており，様々な方言の基礎語彙，生の方言で語られてい
るたくさんのお話（談話資料），文化庁が 1977–1985年度におこなった「各地方言収集緊急調査音声資
料」を公開している。

•「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zenkoku/‌）
研究プロジェクト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関
する多角的調査研究）」（2006–2009年度前期：国立国語研究所研究開発部門言語生活グループ）におけ
る，研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」（企画・実施：尾崎喜光）の調査結果デー
タである。

•「国語力観」に関する全国調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/krk_survey/‌）
何を「国語力」と見なすかは，人により立場によりいろいろな考えがあるため，国民が「国語力」とい
うものをどのようにとらえているか（国民の「国語力観」）を探る目的で，2006年 2月に国立国語研究所
が実施した意識調査および 2006年 8月に実施した補充調査の回答データである。

•「学校の中の敬語」アンケート調査データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gakkoukeigo/‌）
国立国語研究所が，「現代敬語行動の研究—学校生活における敬語の研究—」（1988–1990年度）および
「現代敬語行動の研究—小集団内の敬語行動—」（1991–1992年度）の研究課題で，東京・大阪・山形の
中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意識に関する調査のうち，無記名自記式によるアンケー
ト調査で得られたデータである。中学生は，東京：2,456名；山形：339名，高校生は，東京：2,222名；
大阪：1,004名が回答している。回答データ，調査票，設問対照表を公開している。

•「病院の言葉」にかかわる調査（https://www2.ninjal.ac.jp/byoin/tyosa/‌）
「病院の言葉」を分かりやすくする提案に取り上げる語彙の選定と，問題点の把握と改善の方法を検討す
るためにおこなった調査（医師に対する問題語記述調査，医療者に対する用語意識調査，非医療者に対す
る理解度等の調査）の集計データを公開している。

•『幼児・児童の連想語彙表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/rensougoi/‌）
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音連想語
彙調査表」を電子化（Excel形式）したものである。

•『方言談話資料』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_siryo/‌）
『方言談話資料』（国立国語研究所資料集 10）全 10巻（1978–1987年刊）の本文テキストデータを PDF
ファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルをデジタル化（wav形式）して公開している。

•『方言録音資料シリーズ』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogenrokuon_siryo/‌）
『方言録音資料シリーズ』全 15巻（1965–1973年刊）の本文テキス　トデータと　音声ファイルを　公開している　。
本文は PDFファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルはwav形式で公開している。

•『日本語教育のための基本語彙調査』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bvjsl84/‌）
国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙五十音順表」，「意味
分類体語彙表」および「分類項目一覧表」を電子化したものである。「留学生等外国人の日本語学習者
が，専門領域の研究または職業訓練に入る基礎として，はじめに学習すべき日本語の一般的・基本的な語
彙」選定のために妥当な標準を得ることを目的としている。
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国立国語研究所が中心となって，愛知県岡崎市でおこなった敬語調査のデータベースである。岡崎敬語
調査（OSH）は，1953（昭和 28）年，1972（昭和 47）年，2008（平成 20）年におこなわれ，戦後の 55年とい
う長いタイムスパンの実時間の変化が分かる。報告書は，国立国語研究所学術情報リポジトリで公開し
ている。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。

•甑島方言アクセントデータベース（https://www2.ninjal.ac.jp/koshikijima/‌）
甑島（鹿児島県薩摩川内市）の方言音声を教育研究に資する目的で公開している。甑島の各集落につい
て 2名ずつの話者のアクセントを，各話者の許諾を得て公開している。データベースのもととなったア
クセント資料は，10年間にわたる甑島アクセント合同調査で得られたものである。

•危機言語データベース（https://kikigengo.ninjal.ac.jp‌）
日本の消滅危機言語・方言の音声データを紹介しており，様々な方言の基礎語彙，生の方言で語られてい
るたくさんのお話（談話資料），文化庁が 1977–1985年度におこなった「各地方言収集緊急調査音声資
料」を公開している。

•「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zenkoku/‌）
研究プロジェクト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関
する多角的調査研究）」（2006–2009年度前期：国立国語研究所研究開発部門言語生活グループ）におけ
る，研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」（企画・実施：尾崎喜光）の調査結果デー
タである。

•「国語力観」に関する全国調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/krk_survey/‌）
何を「国語力」と見なすかは，人により立場によりいろいろな考えがあるため，国民が「国語力」とい
うものをどのようにとらえているか（国民の「国語力観」）を探る目的で，2006年 2月に国立国語研究所
が実施した意識調査および 2006年 8月に実施した補充調査の回答データである。

•「学校の中の敬語」アンケート調査データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gakkoukeigo/‌）
国立国語研究所が，「現代敬語行動の研究—学校生活における敬語の研究—」（1988–1990年度）および
「現代敬語行動の研究—小集団内の敬語行動—」（1991–1992年度）の研究課題で，東京・大阪・山形の
中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意識に関する調査のうち，無記名自記式によるアンケー
ト調査で得られたデータである。中学生は，東京：2,456名；山形：339名，高校生は，東京：2,222名；
大阪：1,004名が回答している。回答データ，調査票，設問対照表を公開している。

•「病院の言葉」にかかわる調査（https://www2.ninjal.ac.jp/byoin/tyosa/‌）
「病院の言葉」を分かりやすくする提案に取り上げる語彙の選定と，問題点の把握と改善の方法を検討す
るためにおこなった調査（医師に対する問題語記述調査，医療者に対する用語意識調査，非医療者に対す
る理解度等の調査）の集計データを公開している。

•『幼児・児童の連想語彙表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/rensougoi/‌）
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音連想語
彙調査表」を電子化（Excel形式）したものである。

•『方言談話資料』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_siryo/‌）
『方言談話資料』（国立国語研究所資料集 10）全 10巻（1978–1987年刊）の本文テキストデータを PDF
ファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルをデジタル化（wav形式）して公開している。

•『方言録音資料シリーズ』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogenrokuon_siryo/‌）
『方言録音資料シリーズ』全 15巻（1965–1973年刊）の本文テキス　トデータと　音声ファイルを　公開している　。
本文は PDFファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルはwav形式で公開している。

•『日本語教育のための基本語彙調査』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bvjsl84/‌）
国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙五十音順表」，「意味
分類体語彙表」および「分類項目一覧表」を電子化したものである。「留学生等外国人の日本語学習者
が，専門領域の研究または職業訓練に入る基礎として，はじめに学習すべき日本語の一般的・基本的な語
彙」選定のために妥当な標準を得ることを目的としている。
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•ことばに関する新聞記事見出しデータベース（DL版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/sinbunmidasi/‌）
国立国語研究所が作成した 1949年から 2009年 9月までのことばに関する新聞記事を集めた「切抜集」
に所収の新聞記事の発行日・新聞名・見出し等を収録した「見出し（目録）データベース」である。なお，
本データベースは，人間文化研究機構統合検索システム（nihuINT）にも登載されているため，nihuINT
を通じた検索も可能である。

•作文対訳データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/essay/‌）
日本語学習者による日本語作文，作文執筆者本人による母語訳，日本語教師等による添削，作文執筆者・
添削者の言語的履歴に関する情報を大量に収集し，相互に参照することが可能な形で電子化したもので
ある。作文データ数は 1,754件である。

•外来語に関する意識調査（全国調査）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_zenkoku/‌）
社会的な情報の伝達に使用されている外来語・略語およびそれらを使う場面のコミュニケーションにつ
いて，国民の意識と言語生活の実態を明らかにすることに加え，分かりにくい外来語・略語を分かりやす
く伝えるための，受け手に配慮した言葉遣いの工夫など，問題解決策の検討に資する科学的データを蓄
積・提供することを目的としている。調査は 2回（2003年 10月 9日–11月 11日，2004年 10月 6日–11
月 4日）おこなわれ，それぞれのデータ（外来語に関する意識調査（全国調査）データベース ver.1.0およ
び外来語に関する意識調査 II（全国調査）データベース ver.1.0）を Excel形式で公開している。また，そ
れぞれの報告書は，国立国語研究所学術情報リポジトリから公開している。

•尚書（古活字版第三種本）訓点情報データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/kunten-syousyo3/‌）
国立国語研究所蔵尚書（古活字版第三種本の巻 1–9）の加点情報（訓点情報：ヲコト点，音合符/訓合符，
声点，語順点など）のデータベースを公開している。

•日本語ブックレット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nihongo_bt/‌）
各年の日本語関連の話題についての動向を，図書，雑誌記事，新聞記事等の資料からまとめたものであ
り，文献目録をあわせて掲載している。2007年版，2006年版，2005年版，2004年版，2002年改訂版を
公開している。

•日本語史研究用テキストデータ集（https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/‌）
国立国語研究所共同研究プロジェクト等で作成した訓点資料，キリシタン資料，辞書類，洒落本・人情本，
日本語読本などのテキストデータ（TXT，XMLなど）を公開している。公開資料は以下のとおりである。
▶ 訓点資料：西大寺本金光明最勝王経平安初期点（巻一）
▶ キリシタン資料：大英図書館所蔵天草版平家物語，大英図書館所蔵天草版伊曽保物語，コンテムツス・
ムンヂ（ヘルツォーク・アウグスト図書館所蔵本）

▶ 辞書類：二十巻本和名類聚抄［古活字版］，諸国方言物類称呼，哲学字彙
▶ 洒落本・人情本：吉原楊枝，浦里時次郎明烏後の正夢，小三金五郎仮名文章娘節用，春色梅児与美，梅
暦余興春色辰巳園，浮世新形恋の花染，比翼連理花廼志満台，春色連理の梅，おくみ惣次郎春色江戸紫

▶ 源氏物語：米国議会図書館蔵源氏物語
▶ 日本語読本：日本語読本尋常科用［布哇教育会第 1期］，日本語読本［布哇教育会第 2期］，日本語読
本［布哇教育会第 3期］，日本語初歩［布哇教育局］

•日本語学習者会話ストラテジーデータ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/strategy/‌）
1981–1984年度にかけて国立国語研究所日本語教育センターでおこなわれた研究プロジェクト「日本語
教育における基本文型に関する研究」の一環としておこなわれた日本語学習者の会話の録音を基にして
作成した。英語を母語とするか英語能力の高い外国語母語話者である日本語学習者で日本語能力がある
程度ある者を対象として，外国語母語話者である対象者の日本語使用の実態を把握することを目的とし
たもので，外国語母語話者と日本語母語話者との日本語による会話の文字化データを公開している。

•日本語学習者会話データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kaiwa/‌）
日本語の学習を必要とする住民（言語生活者）の需要に応じた言語教育の充実へ向けた基礎資料として活
用されるべく，（1）多文化共生社会に対応した日本語教育方法・内容の構築に向けた基礎資料を提供する
こと，（2）多角的な観点からのデータベース作りを試み，成果を報告することによって，複合領域として
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の日本語会話研究や日本語教員養成の新たな展開に貢献すること，（3）口頭能力テストの重要性や多義
性について喚起するとともに，その評価の過程やフィードバック等を通じて得られる情報の有意義性に
関する認識の深化を促すこと，の 3点を目標として構築されるものであり，全米外国語教育協会認定の
面接式口頭能力テスト（ACTFL-OPI）を活用して収集されたものである。

•日本語学習者会話データベース横断調査編（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/judan_db/‌）
国立国語研究所日本語教育研究・情報センター（当時）では，ACTFL（全米外国語教育協会）の開発した
OPI（Oral Proficiency Interview）テストを活用し，日本の各地域に定住する外国人日本語学習者の会話
データの収集を進めてきた。本縦断調査では，外国人分散地域，集住地域の日本語学習者の 2年間にわ
たる会話データを収集し，整備（文字化等）することで，中・長期的な日本語学習や日本語習得，そして言
語生活の軌跡をたどるとともに，現場にフィードバックすることを目指している。日本語学習者とOPI
テスターの会話の文字化データを，テキスト（TXT）形式および PDFファイルで閲覧することができる
とともに，学習者の日本語レベル，母語，日本滞在期間等によるデータ検索，また言語生活や評価基準な
どの関連情報を提供している。

•文章理解研究「日本語学習者の文章理解過程データベース」
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章理解研究/ ‌）
日本語学習者がどのように　文章理解をおこなっているか　，その読解過程を調査・収集したデータベースであ
る。「語彙の理解」，「文脈の理解」，「全体の理解」，「アイ・トラッキング　」の 4種類のデータを公開している。

•文章表現研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章表現研究/ ‌）
作文や論文など，日本語学習者が長い文章を書く機会はたくさんある。「文章表現研究」では，日本語学
習者がひとまとまりの長い文章をどのような過程をたどって書いているのかを調査した。「プロダクト
としての作文」および「プロセスとしての作文」の 2種類の作文コーパスを，準備ができたものがから
順次公開している。

•教室談話研究「大学授業の教室談話データベース」　（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/教室談話研究/ ‌）
日本語を使用する場面はさまざま考えられますが，「教室における日本語でのコミュニケーションはど
のようになされているのか」を明らかにするために，教室場面でのコミュニケーションを対象に調査・収
集したデータや研究を次の 4種類公開している。
▶ ピア・リーディング：読んだ文章の内容をグループで話し合う読解の授業であるピア・リーディング活
動の談話をとおして，日本語学習者の文章理解過程を可視化する教室談話データ

▶ 留学生ピア・レスポンス：アカデミック・ライティング技術の習得を目的とした留学生のピア・レスポ
ンスの授業において，他の学習者のアドバイスや教師の添削・コメントが，学習者の作文の推敲にどの
ような影響を与えているか，日本語学習者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ

▶ 学部生ピア・レスポンス：アカデミック　・ライティング　技術の習得を目的とした日本人法学部生の初年次
教育のピア　・レスポンスの　授業において，他の学習者のアドバイスや　教師の添削・コメント　が，学習者の作
文の推敲にどのような　影響を与えているか　，日本語母語話者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ　

▶ 講義理解：日本語学習者　（一部，日本語母語話者を含む　。）が日本語の講義を聞　くときに　，講義の内容を　どのよう　
なまとまりで　理解しているのか　，語句の意味をどのように　理解しているのかを　可視化する講義ノートのデータ　

•専門日本語研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/専門日本語研究/ ‌）
ビジネス場面やアカデミック場面で必要になる専門的な日本語について，「ビジネス日本語」および「ア
カデミック日本語」の二つのプロジェクトで調査したデータを公開している。
▶ ビジネス日本語：「クラウドソーシング　」の日本語の調査・分析を通じて，これまで守秘義務の壁に阻まれ
てきたビジネス　日本語の実態を明らかにする産学共同のプロジェクトである　。わかりやすいビジネス文書の　
条件を言語学的に探り　，その成果を作文力の養成　につなげたいと考えている　。加えて　，「クラウドソーシング　」が
海外で日本語を学んだ経験のある元学習者への国境を越えた仕事の提供という面でも魅力　あるシステム　
であることから，日本語母語話者・非母語話者を問わず，労使双方に貢献するために，日本語ビジネス
文書に用いられる語彙リストや文型リストの公開も目指している。

▶ アカデミック日本語：商学，経済学，法学，社会学，国際政治学という社会科学の 5分野から，学部生が
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の日本語会話研究や日本語教員養成の新たな展開に貢献すること，（3）口頭能力テストの重要性や多義
性について喚起するとともに，その評価の過程やフィードバック等を通じて得られる情報の有意義性に
関する認識の深化を促すこと，の 3点を目標として構築されるものであり，全米外国語教育協会認定の
面接式口頭能力テスト（ACTFL-OPI）を活用して収集されたものである。

•日本語学習者会話データベース横断調査編（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/judan_db/‌）
国立国語研究所日本語教育研究・情報センター（当時）では，ACTFL（全米外国語教育協会）の開発した
OPI（Oral Proficiency Interview）テストを活用し，日本の各地域に定住する外国人日本語学習者の会話
データの収集を進めてきた。本縦断調査では，外国人分散地域，集住地域の日本語学習者の 2年間にわ
たる会話データを収集し，整備（文字化等）することで，中・長期的な日本語学習や日本語習得，そして言
語生活の軌跡をたどるとともに，現場にフィードバックすることを目指している。日本語学習者とOPI
テスターの会話の文字化データを，テキスト（TXT）形式および PDFファイルで閲覧することができる
とともに，学習者の日本語レベル，母語，日本滞在期間等によるデータ検索，また言語生活や評価基準な
どの関連情報を提供している。

•文章理解研究「日本語学習者の文章理解過程データベース」
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章理解研究/ ‌）
日本語学習者がどのように　文章理解をおこなっているか　，その読解過程を調査・収集したデータベースであ
る。「語彙の理解」，「文脈の理解」，「全体の理解」，「アイ・トラッキング　」の 4種類のデータを公開している。

•文章表現研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章表現研究/ ‌）
作文や論文など，日本語学習者が長い文章を書く機会はたくさんある。「文章表現研究」では，日本語学
習者がひとまとまりの長い文章をどのような過程をたどって書いているのかを調査した。「プロダクト
としての作文」および「プロセスとしての作文」の 2種類の作文コーパスを，準備ができたものがから
順次公開している。

•教室談話研究「大学授業の教室談話データベース」　（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/教室談話研究/ ‌）
日本語を使用する場面はさまざま考えられますが，「教室における日本語でのコミュニケーションはど
のようになされているのか」を明らかにするために，教室場面でのコミュニケーションを対象に調査・収
集したデータや研究を次の 4種類公開している。
▶ ピア・リーディング：読んだ文章の内容をグループで話し合う読解の授業であるピア・リーディング活
動の談話をとおして，日本語学習者の文章理解過程を可視化する教室談話データ

▶ 留学生ピア・レスポンス：アカデミック・ライティング技術の習得を目的とした留学生のピア・レスポ
ンスの授業において，他の学習者のアドバイスや教師の添削・コメントが，学習者の作文の推敲にどの
ような影響を与えているか，日本語学習者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ

▶ 学部生ピア・レスポンス：アカデミック　・ライティング　技術の習得を目的とした日本人法学部生の初年次
教育のピア　・レスポンスの　授業において，他の学習者のアドバイスや　教師の添削・コメント　が，学習者の作
文の推敲にどのような　影響を与えているか　，日本語母語話者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ　

▶ 講義理解：日本語学習者　（一部，日本語母語話者を含む　。）が日本語の講義を聞　くときに　，講義の内容を　どのよう　
なまとまりで　理解しているのか　，語句の意味をどのように　理解しているのかを　可視化する講義ノートのデータ　

•専門日本語研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/専門日本語研究/ ‌）
ビジネス場面やアカデミック場面で必要になる専門的な日本語について，「ビジネス日本語」および「ア
カデミック日本語」の二つのプロジェクトで調査したデータを公開している。
▶ ビジネス日本語：「クラウドソーシング　」の日本語の調査・分析を通じて，これまで守秘義務の壁に阻まれ
てきたビジネス　日本語の実態を明らかにする産学共同のプロジェクトである　。わかりやすいビジネス文書の　
条件を言語学的に探り　，その成果を作文力の養成　につなげたいと考えている　。加えて　，「クラウドソーシング　」が
海外で日本語を学んだ経験のある元学習者への国境を越えた仕事の提供という面でも魅力　あるシステム　
であることから，日本語母語話者・非母語話者を問わず，労使双方に貢献するために，日本語ビジネス
文書に用いられる語彙リストや文型リストの公開も目指している。

▶ アカデミック日本語：商学，経済学，法学，社会学，国際政治学という社会科学の 5分野から，学部生が

54 II 共同研究と共同利用

学ぶべき文献を 5–8冊，それぞれの　分野の専門教員がバランスよく　選んで作成した社会科学全体および
各分野のコーパスデータである。

•ヲコト点図データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb‌）
漢文訓読の記号であるヲコト点図のデータベースであり，ヲコト点図の種類，付与位置，記号形状，読み
などをキーに，ヲコト点を検索することができる。現在は，築島裕（編）『訓点語彙集成第 1巻』（汲古書
院，2007年）所載の主要ヲコト点図 26種をデータベース化している。今後，他のヲコト点図の情報を増
補収録していく予定である。

•全国方言談話データベース日本のふるさとことば集成（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_db/‌）
方言談話のテキストファイル（文字化テキストと共通語訳）と音声ファイルを収録したデータベース（国
立国語研究所（編），国書刊行会，全 20巻，CD-ROM付き書籍，2002–2008年）である。方言音声を試
聴することも可能である。

•分類語彙表—増補改訂版データベース（https://clrd.ninjal.ac.jp/goihyo.html‌）
分類語彙表とは，「語を意味によって分類・整理したシソーラス（類義語集）」である。書籍版（pdf）の
『分類語彙表—増補改訂版—』の元となったデータを，データベースソフトに取り込めるよう，CSV形
式に加工したものである。レコード総数は 101,070件である。なお，書籍版（有償）では，五十音順索引
や逆引き検索などの検索環境が整えられている。

•国立国語研究所言語処理データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/lanpro/‌）
『国立国語研究所言語処理データ集』（国立国語研究所（編），全 8巻，1985–2001年）を公開している。

•うちなーぐち活用辞典テキストデータベース（https://doi.org/10.15084/00003211‌）
「宮良信詳（編著）『うちなーぐち活用辞典』，東京：国立国語研究所言語変異研究領域，2021」を原本と
するデータベース（txtファイル）である。国立国語研究所学術情報リポジトリを通じて公開している。

•ビデオ刺激による言語行動意識調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/video-shigeki/‌）
国立国語研究所が 1996–1998年にかけておこなった母国と現住国における自分の言語行動，現住国の
人々の言語行動についての観察や予測について調べる意識調査（ブラジル，フランス，韓国，アメリカ，ベ
トナムの在外日本人，同 5か国出身の在日外国人を主な対象とした。）のうち「場面 6：頼みごとへの返事
（頼んだ側の用件のきりだし，頼まれた側の曖昧な返答）」のデータ（在外日本人 211人，在日外国人 159
人，国内日本人 60人）を公開している。本調査の成果報告書として，『「言語事象を中心とした我が国をと
りまく文化摩擦の研究」ビデオ刺激による言語行動意識調査報告書資料編』（DOI：10.15084/00002319‌）
および『「言語事象を中心とした我が国をとりまく文化摩擦の研究」ビデオ刺激による言語行動意識調
査報告書分析編』（DOI：10.15084/00002328‌）の 2冊が作成されており，国立国語研究所学術情報リポ
ジトリを通じて公開されている。

•リアルタイム日本語調音運動データベース第 2版（The real-time MRI articulatory movement database
Version 2.0：rtMRIDB_v2）（https://rtmridb.ninjal.ac.jp‌）
医療用MRI装置を特殊な設定で稼働させることによって，日本語分節音生成時の声道正中矢状断面の形
状変化を毎秒約 14ないし 27フレームの速度で記録した動画のデータベースである。調音運動の可視化
という調音音声学の夢を実現したデータであり，調音音声学理論の批判的検討や日本語音声の研究，日
本語音声の教育，声道形状からの音声合成などに広く活用できる可能性がある。話者 25名，約 3万発話
のデータを改良された検索系と共に公開している。検索したデータを 1本のmp4形式の動画に編集す
ることが可能で，この動画は，再生することに加え，ダウンロードすることも可能である。

•国立国語研究所が行った世界の言語研究機関調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/world/‌）
国立国語研究所が 2001年に CD-ROMで公開した世界の言語研究機関調査の結果をウェブ上で閲覧可
能にしたものである。（英文）

•外来語定着度調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_yoron/‌）
国立国語研究所が 2002–2004年にかけておこなった外来語定着度調査の集計データである。外来語 405
語について，うち 120語については 750人を，295語については 2111–2118人を対象に，認知率，理解
率，使用率を調査した。
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•日本語観国際センサス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/n_census/‌）
国立国語研究所が 1997年 1月–1998年 8月にかけておこなった日本語観，母語観，英語観についての国
際比較調査「日本語観国際センサス」（International Census on Attitudes toward Japanese：ICATJ）の
回答データである。調査は，日本を含む 28の国と地域（アメリカ，ブラジル，アルゼンチン，韓国，オー
ストラリア，シンガポール，タイ，イギリス，フランス，ドイツ，オランダ，ハンガリー，イタリア，スペ
イン，ポルトガル，ロシア，イスラエル，インド，インドネシア，フィリピン，ベトナム，モンゴル，トル
コ，ナイジェリア，エジプト，台湾，中国，日本）で 32,471名を対象に実施した。

•沖縄語辞典データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okinawago/‌）
国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』（第 9刷，1963年刊行，2001年改訂，DOI：10.15084/00002266‌）
の本文篇，索引篇，地名一覧表のデータ（Excel形式）である。

•発話対照データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/speech/‌）
日本語学習者（中国語，韓国語，タイ語母語話者）による日本語の発話と，それとほぼ同内容の母語発話
とを収集・整理するとともに，比較のため，同じ課題に基づく日本語母語話者の日本語発話データも収集
したものである。発話課題は，スピーチとロールプレイ（あらすじあり/あらすじなし）の二つのカテゴ
リに分かれている。それぞれの文字化データを公開している。

•行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）
（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zititai/‌）
自治体の首長・職員を対象とした，住民に分かりやすい言葉で伝える工夫や，住民との円滑なコミュニ
ケーションを図る工夫についての意識調査（2003年実施）の回答データ（Excel形式）である。

•寺村誤用例集データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/teramuradb/‌）
我が国の日本語教育研究の礎を築かれた故寺村秀夫教授（1928–1990）が大阪大学で残された最後の仕事
の一つである『外国人学習者の日本語誤用例集』（1990）を，先生のご遺族の承諾を得て電子化し，オ
ンラインで公開したものである。

•『日独仏西基本語彙対照表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/fvjgfs/‌）
日本語教育において必要とされる学習基本語彙設定のための基礎資料である。『日本語教育のための基
本語彙調査（国立国語研究所報告 78）』（1984（昭和 59）年刊行）で設定提示した語彙について，ドイツ語，
フランス語，スペイン語との対照表を作成したものである。

•教育基本語彙データベース・日本語教育基本語彙データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/brfvep/‌）
『教育基本語彙の基本的研究—増補改訂版—（国立国語研究所報告 127）』の付属CD-ROMに収録した
「教育基本語彙データベース」「日本語教育基本語彙データベース」を公開している。どちらも，教育基
本語彙選定のため，種々の教育基本語彙を対照し，品詞や『分類語彙表』の分類番号などの情報を加え
たデータベースである。

•連濁データベース・上代語連濁データベース
（https://www2.ninjal.ac.jp/past-projects/rendaku/database/‌）
国立国語研究所の共同研究プロジェクト「日本語レキシコン—連濁事典の編纂」の研究成果である。名
詞 +動詞で形成された複合語および奈良時代の文献に記録された複合語の連濁データベースである。

カタログ類
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料である。

•日本語研究・日本語教育文献データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/bunken/ja/‌）
日本語学，日本語教育研究に関する研究文献のデータベースである。国立国語研究所が発行していた『国
語年鑑』『日本語教育年鑑』に掲載されている文献情報を元にしており，1950年代から現在までに発行
された関係論文・図書が検索できる。

•国立国語研究所蔵書目録データベース（https://libgw.ninjal.ac.jp/drupal/‌）
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15万冊と雑誌約 5,800タイトルの目録・所蔵情報が検索で
きるデータベースである。また，貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報の検索ができる。
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•日本語観国際センサス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/n_census/‌）
国立国語研究所が 1997年 1月–1998年 8月にかけておこなった日本語観，母語観，英語観についての国
際比較調査「日本語観国際センサス」（International Census on Attitudes toward Japanese：ICATJ）の
回答データである。調査は，日本を含む 28の国と地域（アメリカ，ブラジル，アルゼンチン，韓国，オー
ストラリア，シンガポール，タイ，イギリス，フランス，ドイツ，オランダ，ハンガリー，イタリア，スペ
イン，ポルトガル，ロシア，イスラエル，インド，インドネシア，フィリピン，ベトナム，モンゴル，トル
コ，ナイジェリア，エジプト，台湾，中国，日本）で 32,471名を対象に実施した。

•沖縄語辞典データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okinawago/‌）
国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』（第 9刷，1963年刊行，2001年改訂，DOI：10.15084/00002266‌）
の本文篇，索引篇，地名一覧表のデータ（Excel形式）である。

•発話対照データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/speech/‌）
日本語学習者（中国語，韓国語，タイ語母語話者）による日本語の発話と，それとほぼ同内容の母語発話
とを収集・整理するとともに，比較のため，同じ課題に基づく日本語母語話者の日本語発話データも収集
したものである。発話課題は，スピーチとロールプレイ（あらすじあり/あらすじなし）の二つのカテゴ
リに分かれている。それぞれの文字化データを公開している。

•行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）
（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zititai/‌）
自治体の首長・職員を対象とした，住民に分かりやすい言葉で伝える工夫や，住民との円滑なコミュニ
ケーションを図る工夫についての意識調査（2003年実施）の回答データ（Excel形式）である。

•寺村誤用例集データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/teramuradb/‌）
我が国の日本語教育研究の礎を築かれた故寺村秀夫教授（1928–1990）が大阪大学で残された最後の仕事
の一つである『外国人学習者の日本語誤用例集』（1990）を，先生のご遺族の承諾を得て電子化し，オ
ンラインで公開したものである。

•『日独仏西基本語彙対照表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/fvjgfs/‌）
日本語教育において必要とされる学習基本語彙設定のための基礎資料である。『日本語教育のための基
本語彙調査（国立国語研究所報告 78）』（1984（昭和 59）年刊行）で設定提示した語彙について，ドイツ語，
フランス語，スペイン語との対照表を作成したものである。

•教育基本語彙データベース・日本語教育基本語彙データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/brfvep/‌）
『教育基本語彙の基本的研究—増補改訂版—（国立国語研究所報告 127）』の付属CD-ROMに収録した
「教育基本語彙データベース」「日本語教育基本語彙データベース」を公開している。どちらも，教育基
本語彙選定のため，種々の教育基本語彙を対照し，品詞や『分類語彙表』の分類番号などの情報を加え
たデータベースである。

•連濁データベース・上代語連濁データベース
（https://www2.ninjal.ac.jp/past-projects/rendaku/database/‌）
国立国語研究所の共同研究プロジェクト「日本語レキシコン—連濁事典の編纂」の研究成果である。名
詞 +動詞で形成された複合語および奈良時代の文献に記録された複合語の連濁データベースである。

カタログ類
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料である。

•日本語研究・日本語教育文献データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/bunken/ja/‌）
日本語学，日本語教育研究に関する研究文献のデータベースである。国立国語研究所が発行していた『国
語年鑑』『日本語教育年鑑』に掲載されている文献情報を元にしており，1950年代から現在までに発行
された関係論文・図書が検索できる。

•国立国語研究所蔵書目録データベース（https://libgw.ninjal.ac.jp/drupal/‌）
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15万冊と雑誌約 5,800タイトルの目録・所蔵情報が検索で
きるデータベースである。また，貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報の検索ができる。
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•国立国語研究所学術情報リポジトリ（https://repository.ninjal.ac.jp‌）
国立国語研究所における学術研究・教育活動の成果および国立国語研究所が所蔵する学術資料を電子的形
態で収集・保存し，ウェブ上で公開している。なお，従前から公開していた「国立国語研究所刊行物デー
タベース」（国立国語研究所の創立（1948年）から現在に至るまでの国立国語研究所の刊行物を検索する
ことができるデータベース）のデータについても，本レポジトリへの移管をおこなった。

•国立国語研究所研究資料室収蔵資料（https://rmr.ninjal.ac.jp‌）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の概要および目録類を公開している。

•研究資料室収蔵資料目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/itemlist/‌）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）を研究資料室で収蔵しており，収蔵資料の全点（2024年 8月 23日現在で 17,026点）目録をExcel
形式で公開している。

•中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/topographicmaplist/‌）
日本言語地図，方言文法全国地図の作成において，調査地点確定用に使用した地形図・地勢図の所蔵リス
トを Excel形式で公開している。

•中央資料庫映画台本所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/filmscriptlist/‌）
国立国語研究所の話しことばの調査の際に収集した映画台本の所蔵リストをExcel形式で公開している。

•中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/magazinelist/‌）
国立国語研究所の語彙調査等において収集した雑誌原本の所蔵リストを Excel形式で公開している。

•中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/dlingmaplist/‌）
『日本言語地図』・『方言文法全国地図』・その他各研究で作成された地図の草稿，参考地図などの所蔵リ
ストを Excel形式で公開している。

•国語学研究文献総索引データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bunkenkw/‌）
国語学会（現：日本語学会）と国立国語研究所の共同事業である「国語学研究文献総索引」のデータを公
開している。このデータは，1954–1991年版の『国語年鑑』に採録されている雑誌論文の一覧による文
献データ（約 12万件）である。なお，国立国語研究所では，文献データを引き続き，「日本語研究・日本
語教育文献データベース」として更新・整備をおこなっている。

•「語彙研究文献語別目録」データ（https://www2.ninjal.ac.jp/gobetsumokuroku/‌）
「語彙研究文献語別目録」（佐藤喜代治編『講座日本語の語彙別巻』（明治書院，1983年）に収録）の全文テ
キストデータ（Excel形式，TSV形式，PDF形式）を公開している。全文テキストデータは，著作権継承
者の許諾を得て，機関拠点型基幹研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」に
おいて作成した。

•海外における日本語研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kokusai1/‌）
科学研究費補助金国際学術研究「国際化時代における日本語研究文献情報の収集と分析」（1994–1995
年度，課題番号：05041017）において収集された，日本国内を覗く世界各地で発表，出版された日本語研
究文献（論文・図書）の 1997年当時の書誌データである。

•社会言語学関係報告書総合索引（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/ind/‌）
国立国語研究所が 1998年までに出版した研究所報告の社会言語学関係の報告書のうち，出版時に索引
がついていた 12冊の本について，索引をデータ化したもので，総件数は約 1万件である。

•首都圏の言語に関する研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_bunken/‌）
国立国語研究所の萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「首都圏の言語の実態と動向に関する研究」（2010
年 11月–2013年 10月）において作成した首都圏の言語研究および地名，地誌などの関連分野を含む研
究文献目録である。

その他データ
研究成果資料を含む種々のデータ類である。
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•先駆的名論文翻訳シリーズ（https://www2.ninjal.ac.jp/plwj/ja/‌）
日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語論文を選定し，英訳し
て公開している。

•学術情報交換用変体仮名（https://cid.ninjal.ac.jp/kana/‌）
国際文字コード規格に提案するために選定した「変体仮名」の文字画像と文字情報を公開している。ま
た，NINJAL変体仮名フォント（IPAmj明朝フォント（Ver.005.01以降）に包含されており，IPAmj明朝
フォントのサブセットである。）も配布している。

•寺村秀夫連体修飾論文英訳集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/adnominal-modification/ja/index.html‌）
1970年代から 1980年代にかけて日本語学・日本語教育の学術的基盤を築くのに大きく貢献した故・寺
村秀夫教授（1928–1990）が残した学術論文の幾つかを英語に翻訳して提供している。

•X線映画「日本語の発音」（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/x-sen/‌）
日本語発音時の調音運動を撮影したX線映画（1965，1967年撮影）である。

•日本語教育映像教材シリーズデータセット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/‌）
国立国語研究所が 1974–1995年に製作した 3種類の日本語教育のための映像教材（日本語教育映画基
礎編（1974–1983年製作），日本語教育映像教材中級編「伝えあうことば」（1986–1989年製作），日本語
教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」（1993–1995年製作））のデジタル化映像（要申請），シナ
リオ集データ，語彙表データを公開している。

•東京のことば研究者インタビュー（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_interview/‌）
東京・首都圏の言語研究の第一人者であり，自身がネイティブスピーカーである研究者 2名に対して，
「東京のことば」についてインタビューをし，一部の映像と文字化データを公開している。

•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/‌）
文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集である『東京語アクセント資料』上下 2巻（柴田武
監修，馬瀬良雄・佐藤亮一編，1985年）のデジタル化データを公開している。

•現代雑誌 200万字言語調査語彙表（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/mag200/‌）
「現代雑誌 200万字言語調査」（2001–2005年度実施）の成果として，学術研究・教育利用を目的として
語彙表を公開している。

•発声発語訓練例文集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/oral100/‌）
韓国人日本語学習者，タイ人日本語学習者，中国人日本語学習者，マレーシア・インドネシア人日本語学
習者のための発音学習用例文音声データ（WAVE形式）を聴くことができる。この例文は，2002–2005
年にかけておこなわれた e-Japan戦略対応事業の一環として作成された。

•コーパスアノテーションの基礎研究（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL2.html‌）
国立国語研究所基幹型共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの基礎研究」（平成 21（2009）年
10月–平成 27（2015）年 9月）の成果物を公開している。

•コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する基礎研究
（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL3.html‌）
国立国語研究所コーパス基礎研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する
基礎研究」（平成 28（2016）年 4月–令和 4（2022）年 3月）の成果物を公開している。

•擬音語って？擬態語って？—日本語を楽しもう！（https://www2.ninjal.ac.jp/Onomatope/‌）
日本語の擬音語と擬態語をマンガ，イラスト，例文を見ながら学習できるサイトである。

•ことばのミュージアム（https://museum.ninjal.ac.jp/‌）
日本各地で話されている色々なことばを見たり，聞いたり，学んだりできるウェブサイトである。日本
語共通語に似ていることばもあれば，まったく違うように見える /聞こえることばもあり，まずは興味の
あるタグをクリックして，出てきた記事を読んでみることで，地域を訪れて，そこで話されていることば
を少し話してみたい，と思えるようなウェブサイトを目指している。
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•先駆的名論文翻訳シリーズ（https://www2.ninjal.ac.jp/plwj/ja/‌）
日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語論文を選定し，英訳し
て公開している。

•学術情報交換用変体仮名（https://cid.ninjal.ac.jp/kana/‌）
国際文字コード規格に提案するために選定した「変体仮名」の文字画像と文字情報を公開している。ま
た，NINJAL変体仮名フォント（IPAmj明朝フォント（Ver.005.01以降）に包含されており，IPAmj明朝
フォントのサブセットである。）も配布している。

•寺村秀夫連体修飾論文英訳集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/adnominal-modification/ja/index.html‌）
1970年代から 1980年代にかけて日本語学・日本語教育の学術的基盤を築くのに大きく貢献した故・寺
村秀夫教授（1928–1990）が残した学術論文の幾つかを英語に翻訳して提供している。

•X線映画「日本語の発音」（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/x-sen/‌）
日本語発音時の調音運動を撮影したX線映画（1965，1967年撮影）である。

•日本語教育映像教材シリーズデータセット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/‌）
国立国語研究所が 1974–1995年に製作した 3種類の日本語教育のための映像教材（日本語教育映画基
礎編（1974–1983年製作），日本語教育映像教材中級編「伝えあうことば」（1986–1989年製作），日本語
教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」（1993–1995年製作））のデジタル化映像（要申請），シナ
リオ集データ，語彙表データを公開している。

•東京のことば研究者インタビュー（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_interview/‌）
東京・首都圏の言語研究の第一人者であり，自身がネイティブスピーカーである研究者 2名に対して，
「東京のことば」についてインタビューをし，一部の映像と文字化データを公開している。

•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/‌）
文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集である『東京語アクセント資料』上下 2巻（柴田武
監修，馬瀬良雄・佐藤亮一編，1985年）のデジタル化データを公開している。

•現代雑誌 200万字言語調査語彙表（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/mag200/‌）
「現代雑誌 200万字言語調査」（2001–2005年度実施）の成果として，学術研究・教育利用を目的として
語彙表を公開している。

•発声発語訓練例文集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/oral100/‌）
韓国人日本語学習者，タイ人日本語学習者，中国人日本語学習者，マレーシア・インドネシア人日本語学
習者のための発音学習用例文音声データ（WAVE形式）を聴くことができる。この例文は，2002–2005
年にかけておこなわれた e-Japan戦略対応事業の一環として作成された。

•コーパスアノテーションの基礎研究（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL2.html‌）
国立国語研究所基幹型共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの基礎研究」（平成 21（2009）年
10月–平成 27（2015）年 9月）の成果物を公開している。

•コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する基礎研究
（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL3.html‌）
国立国語研究所コーパス基礎研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する
基礎研究」（平成 28（2016）年 4月–令和 4（2022）年 3月）の成果物を公開している。

•擬音語って？擬態語って？—日本語を楽しもう！（https://www2.ninjal.ac.jp/Onomatope/‌）
日本語の擬音語と擬態語をマンガ，イラスト，例文を見ながら学習できるサイトである。

•ことばのミュージアム（https://museum.ninjal.ac.jp/‌）
日本各地で話されている色々なことばを見たり，聞いたり，学んだりできるウェブサイトである。日本
語共通語に似ていることばもあれば，まったく違うように見える /聞こえることばもあり，まずは興味の
あるタグをクリックして，出てきた記事を読んでみることで，地域を訪れて，そこで話されていることば
を少し話してみたい，と思えるようなウェブサイトを目指している。
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5 学術刊行物

（1）所員による著書・編書
•林洪，徐一平，迫田久美子（主編）；石黒圭，野山広，岩崎拓也（編著）
『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）と日本語の指導法）』，
中国国　　广播出版，2024.4，ISBN：9787507854220.

•石黒圭，吉甜，佐野彩子（編著）
『スマホは辞書になりうるか：日本語学習者の辞書引きの困難点と指導法』，明治書院，2024.5.23，ISBN：
9784625434556.

•Saki Miyazaki；Yoshiyuki Asahi（ed.）
Hawai Imin Shiryōkan Awā（The Hawaii Shima Immigrant Japanese Museum Hour，Collection at
Modern Japanese Political History Materials Room National Diet Library）Synopsis，National Institute
for Japanese Language and Linguistics，2024.8.27，DOI：10.15084/0002000286‌.

•朝日祥之（編）
『行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（2023年 2月調査）報告書』，国立国
語研究所，2024.10.3，DOI：10.15084/0002000320‌.

•秋田美帆，有田佳代子，市嶋典子，牛窪隆太，尾辻恵美，佐藤正則，白石佳和，田嶋美砂子，徳田淳子，中川
正臣，福永由佳，福村真紀子，細川英雄，松田真希子，三代純平（著）；牛窪隆太，福村真紀子，細川英雄（編）
『ことばの教育と公共性』，明石書店，2024.10.20，ISBN：9784750358383.

•木村護郎クリストフ，西島佑，山川和彦，原隆幸，サウクエン・ファン，高民定，上村圭介，嶋津拓，村岡英
裕，福永由佳，沓掛沙弥香，貞包和寛，寺沢拓敬，井佐原均，神崎享子，下絵津子，西山教行，杉本篤史，岩
田一成，松岡洋子，落合知子，加藤好崇，猿橋順子，岡本能里子（著）；村岡英裕，上村圭介（編）
『言語政策研究への案内』，くろしお出版，2024.10.25，ISBN：9784874249796.

•石黒圭，石黒愛（著）
『言語学者も知らない謎な日本語：研究者の父、大学生の娘に若者言葉を学ぶ』，教育評論社　，2024.10.28，
ISBN：9784866241074.

•宮崎早季（著）；朝日祥之（編）
『ハワイ大学ウエストオアフ校コレクション（ハワイ大学ウエストオアフ校所蔵）資料集』，国立国語研究
所，2024.11.5，DOI：10.15084/0002000340‌.

•Saki Miyazaki；Yoshiyuki Asahi and Marcia Kemble（eds.）
University of Hawai‘i at West O‘ahu Collection（Collection of UHWO）Synopses，National Institute for
Japanese Language and Linguistics，2024.11.5，DOI：10.15084/0002000341‌.

•宮崎早季（著）；朝日祥之（編）
『ハワイ大学ウエストオアフ校コレクション（ハワイ大学ウエストオアフ校所蔵）資料集』，国立国語研究
所，2024.11.5，DOI：10.15084/0002000340‌.

•松下達彦，札野寛子（編著）
『言語教育プログラムを可視化する：よりよいプログラム運営のために』，凡人社，2024.11.20，ISBN：
9784867460276.

•大島一，セリック・ケナン，五十嵐陽介，山田真寛（編）
『日琉諸語の記述・保存研究 III』，国立国語研究所，2025.1.27，DOI：10.15084/0002000469‌.

•Yo Matsumoto（ed.）
Motion Event Descriptions Across Languages：Vol 1. Case Studies of Linguistic Representations of
Motion，De Gruyter Mouton，2025.2.17，ISBN：9783110690866.

•大西拓一郎（監修）
『写真で読み解く都道府県別方言大辞典』，あかね書房，2025.2，ISBN：9784251066503.
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•松本曜，氏家啓吾（編）
『状態変化表現の類型論』，開拓社，2025.3.21，ISBN：9784758924153.

•石黒圭，呉丹，胡佳芮（編著）
『国立国語研究所機関拠点型基幹研究プロジェクト多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運
用の応用的研究 2024年度研究成果中間報告書中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の研究
と教育』，絢文社，2025.3.31.

（2）『国立国語研究所論集』（NINJAL Research Papers）
国立国語研究所における研究活動の活性化と成果の発表および所内若手研究者の育成を目的として，各年

度に 2回（原則として 7月と 1月），オンラインの形態で発刊している（ISSN：2186-1358）。

第 27号（2024年 7月）
•呉梅
「日本語学習者の作文における外来語の使用実態の考察：中国語母語話者の縦断コーパスの分析を通じ
て」，1–17頁，DOI：10.15084/0002000275‌.

•佐藤久美子
「関東・東北地域における動詞ラ行音節の撥音化と促音化の実態：日本語諸方言コーパス（COJADS）の
データより」，19–34頁，DOI：10.15084/0002000276‌.

•小西円
「上級日本語学習者は文章の文体をどのように把握するか」，35–55頁，DOI：10.15084/0002000277‌.

•眞野美穂，吉成祐子
「副詞的要素の分析から見た日英語学習者の特徴とその要因：移動表現における言語化傾向から」，57–76頁，
DOI：10.15084/0002000278‌.

•福嶋秩子
「裂き織り・サックリの分布図を読む：名称と指示物の分布，多様な裂き織りの視点から」，77–93頁，DOI：
10.15084/0002000279‌.

•伊集院郁子
「日本語母語話者と日本語学習者の接続表現の比較：日本語・中国語・韓国語・英語を母語とする大学生の
日本語作文を対象に」，95–113頁，DOI：10.15084/0002000280‌.

•セリック・ケナン，麻生玲子
「南琉球八重山語における三型アクセント体系のさらなる報告」，115–135頁，DOI：10.15084/0002000281‌.

第 28号（2025年 1月）
•五十嵐陽介，荻野千砂子，セリック・ケナン
「南琉球八重山語黒島方言の単純名詞のアクセント型の数は　 2か 3か」，1–25頁，DOI：10.15084/0002000451‌.

•小川晋史，金アリン
「徳之島金見方言のイントネーションと名前呼びかけ時に生じる長母音について」，27–49頁，DOI：
10.15084/0002000452‌.

•久屋愛実
「外来語化に関する実時間研究　：最近の大規模データから見えてくること　」，51–77頁，DOI：10.15084/0002000453‌.

•南部智史
「複数のコーパスを利用した言葉のバリエーションの研究：言語外的要因の探索」，79–94頁，DOI：
10.15084/0002000454‌.

•石川創
「「そうなんですね　」の使用の拡大と「そうですか　」との違いについて　」，95–110頁，DOI：10.15084/0002000455‌.
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•中井陽子
「オンライン日中交流会における中国人学生の調整行動と日本語の習得過程：参加調整ストラテジーの使
用の観点から」，111–125頁，DOI：10.15084/0002000456‌.

•邊姫京
「共通語と地域語の知覚における母音の無声化の役割：東北・関東・近畿の比較」，127–149頁，DOI：
10.15084/0002000457‌.

•本多由美子，井伊菜穂子
「日本語学習者の作文に対する安定した印象評価データの収集方法　」，151–166頁，DOI：10.15084/0002000458‌.

•久保柾子
「『古今集遠鏡』における完了の助動詞による強意の用法の俚言訳方針　」，167–177頁，DOI：10.15084/0002000459‌.

•菊池そのみ，片山久留美，髙橋雄太，小木曽智信
「『複数短単位対応版　「分類語彙表番号　–UniDic　」対応表　』の構築と活用　」，179–195頁，DOI：10.15084/0002000463‌.

•石川慎一郎
「小中高大生の作文に見る動詞使用パタンの変化：JASWRICの「鍵」作文の分析」，197–221頁，DOI：
10.15084/0002000464‌.

•董芸
「中国語母語話者の体験作文に見られる「開始部」と「終了部」の特徴：日本語母語話者との比較を通じ
て」，123–232頁，DOI：10.15084/0002000462‌.

6 研究成果の発信と普及
国立国語研究所では，研究成果を社会に発信・還元するために，各種のシンポジウムや研究会を開催して

いる。ここでは，専門家向けのものをあげる。

（1）国際シンポジウム
国立国語研究所が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた研究成果のうち，時宜

を得た課題を取り上げ，海外からの専門家も交えて，論旨を深めながら学術界に公表するため，国際シンポ
ジウムの開催や国際学会の共催をおこなっている。

NINJAL国際シンポジウム
北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）が拓く日本語教育の未来［2024.9.14，北京師範大学（北京・中国）］
出版記念国際シンポジウム
•開会のご挨拶（林洪（北京師範大学））
•第 1部招待講演（司会：費暁東（北京外国語大学））

▶ 林洪（北京師範大学）
「コーパスに現れた「成績」と教室での「成績」について」

▶ 徐一平（北京外国語大学）
「大　　模学　　者　　料　　的建　　与　　用展望」
「大規模学習者コーパスの構築と応用の展望」

▶ 迫田久美子（国立国語研究所/広島大学）
「B-JAS誕生の背景と日本語教育における学習者コーパスの役割と可能性」

•第 2部研究パネルセッション（司会：張林（北京師範大学））
▶ 石黒圭（国立国語研究所）
「縦断コーパスに見る学習者のディスコースマーカー使用の変容」

▶ 費暁東（北京外国語大学）
「中国語母語話者の日本語習得過程の特徴分析：B-JASの絵描写課題を用いた検討」
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▶ 野山広（国立国語研究所）
「縦断調査の意義と可能性について再考する—ビリーフ調査の結果を踏まえながら—」

•第 3部B-JAS講習会（司会：岩崎拓也（筑波大学））
▶ 岩崎拓也（筑波大学），須賀和香子（総合研究大学院大学），呉楚琦（国立国語研究所）
「B-JAS活用講習会：日本語学習者の話し言葉の分析法」

•質疑応答
•閉会のご挨拶（張林（北京師範大学））

中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育　［2024.9.15　，北京語言大学　（北京　・中国　）・オンライン　］
•北京語言大学のご挨拶（楊峻（北京語言大学））
•第 1部招待講演（司会：田昊（北京語言大学））

▶ 張宝林（北京語言大学）
「　　　　中介　　　　料　　的建　　与　　用研究」

▶ 迫田久美子（国立国語研究所/広島大学）
「日本語学習者の発話と作文における正確さと複雑さ」

▶ 石黒圭（国立国語研究所）
「学習者の成長が追体験できる作文コーパスの構築」

•第 2部研究パネルセッション（司会：石黒圭（国立国語研究所））
▶ 田昊（北京語言大学）
「中国語を母語とする学習者の作文執筆における学習リソースの利用」

▶ 呉丹（国立国語研究所）
「作文データから見られる学習者のヴォイスにおける困難点」

▶ 胡佳芮（国立国語研究所）
「中国人日本語学習者の作文における漢字使用の実態」

▶ 本多由美子（国立国語研究所）
「中国語話者の日本語作文から見る語彙の発達—印象評価データを用いた分析—」

▶ 劉澤軍（天津外国語大学）
「中国語を母語とする学習者の作文データにおける名詞句の省略及び非省略の諸相」

▶ 王麗莉（長春師範大学）
「学習者の作文における連体修飾節の使用実態」

•閉会の言葉（石黒圭（国立国語研究所））

国際シンポジウム・ワークショップ

「学習者の辞書資源使用の実態調査」国際シンポジウム/「關於日語學習者詞典資源使用的現狀分析研究」國際研討
會/International Symposium on Investigating Learners’ Use of Dictionary Resources［2024.11.3，
マカオ大学］
•マカオ大学のご挨拶（楊文江（マカオ大学））
•開催趣旨のご説明（石黒圭（国立国語研究所））
•発表 1

▶ 石黒圭（国立国語研究所）
「日本語学習者の語彙検索行動の実態」

•発表 2
▶ 李羽喆（マカオ大学）
「生成AIは辞書になりうるか—マカオの日本語学習者を対象に—」
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▶ 野山広（国立国語研究所）
「縦断調査の意義と可能性について再考する—ビリーフ調査の結果を踏まえながら—」

•第 3部B-JAS講習会（司会：岩崎拓也（筑波大学））
▶ 岩崎拓也（筑波大学），須賀和香子（総合研究大学院大学），呉楚琦（国立国語研究所）
「B-JAS活用講習会：日本語学習者の話し言葉の分析法」

•質疑応答
•閉会のご挨拶（張林（北京師範大学））

中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育　［2024.9.15　，北京語言大学　（北京　・中国　）・オンライン　］
•北京語言大学のご挨拶（楊峻（北京語言大学））
•第 1部招待講演（司会：田昊（北京語言大学））

▶ 張宝林（北京語言大学）
「　　　　中介　　　　料　　的建　　与　　用研究」

▶ 迫田久美子（国立国語研究所/広島大学）
「日本語学習者の発話と作文における正確さと複雑さ」

▶ 石黒圭（国立国語研究所）
「学習者の成長が追体験できる作文コーパスの構築」

•第 2部研究パネルセッション（司会：石黒圭（国立国語研究所））
▶ 田昊（北京語言大学）
「中国語を母語とする学習者の作文執筆における学習リソースの利用」

▶ 呉丹（国立国語研究所）
「作文データから見られる学習者のヴォイスにおける困難点」

▶ 胡佳芮（国立国語研究所）
「中国人日本語学習者の作文における漢字使用の実態」

▶ 本多由美子（国立国語研究所）
「中国語話者の日本語作文から見る語彙の発達—印象評価データを用いた分析—」

▶ 劉澤軍（天津外国語大学）
「中国語を母語とする学習者の作文データにおける名詞句の省略及び非省略の諸相」

▶ 王麗莉（長春師範大学）
「学習者の作文における連体修飾節の使用実態」

•閉会の言葉（石黒圭（国立国語研究所））

国際シンポジウム・ワークショップ

「学習者の辞書資源使用の実態調査」国際シンポジウム/「關於日語學習者詞典資源使用的現狀分析研究」國際研討
會/International Symposium on Investigating Learners’ Use of Dictionary Resources［2024.11.3，
マカオ大学］
•マカオ大学のご挨拶（楊文江（マカオ大学））
•開催趣旨のご説明（石黒圭（国立国語研究所））
•発表 1

▶ 石黒圭（国立国語研究所）
「日本語学習者の語彙検索行動の実態」

•発表 2
▶ 李羽喆（マカオ大学）
「生成AIは辞書になりうるか—マカオの日本語学習者を対象に—」
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•発表 3
▶ 佐野彩子（国立国語研究所）
「どのように機械翻訳を利用すると日本語学習に役に立つのか」

•発表 4
▶ 吉甜（国立国語研究所）
「なぜ中国語話者は漢語を検索するのか」

国際フレームネットワークショップ 2025（IFNW 2025）“Frames and Cognitively Grounded Language
Resources in Linguistics and AI”［2025.3.7–8，慶應義塾大学日吉キャンパス］
2025年 3月 7日
•Opening

•FrameNet/Constructicon Building
▶ Invited Talk 1：Benjamin Lyngfelt

“Connecting constructions：Network relations in the Swedish Constructicon”
▶ Nina Böbel

“The German FrameNet-Constructicon meets Universal Dependencies”
▶ Invited Talk 2：Marie-Claude L’Homme

“Domain-specific framenets：why it is a good idea and a few challenges”

•FrameNet Analysis
▶ Amanda Pestana and Tiago Torrent

“How Visual Elements in Manga Contribute to Meaning Construction of Onomatopoeias：A Multi-
modal FrameNet Analysis”

▶ Masaru Kanetani
“What and how do artifacts speak to us? A FrameNet analysis of object-to-human communication”

•Reception

2025年 3月 8日
•FrameNet and AI（Part 1）

▶ Invited Talk 3：Ryohei Sasano
“Building Semantic Frame Resources Using Large Language Models”

▶ Fabian Barteld，Susanne Triesch-Herrmann，Alexander Ziem，and Oliver Czulo
“Semi-automatic annotation of pragmatic frames using BERT”

▶ Anna Endresen，Valentina Zhukova，and Laura A. Janda
“We asked ChatGPT about 2200 multi-word constructions and this is what we found”

▶ Ran Iwamoto and Kyoko Ohara
“How to Improve Generative AI with Frame Name Annotation in Prompts”

•FrameNet/Constructicon Building and FrameNet Analysis
▶ Invited Talk 4：Alexander Ziem

“Extending the German FrameNet：using frames for identifying frame families and functional
similarity among constructions”

▶ Kazuho Kambara and Hajime Nozawa
“Frame Classification based on Nouns’ Participatability：A Case Study of Antonymic Verbs”

▶ Daria Mordashova，Valentina Zhukova，and Anna Endresen
“Comparing Russian comparatives to Berkeley FrameNet and Comparative Concepts”
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•FrameNet and AI（Part 2）
▶ Invited Talk 5：Tiago Timponi Torrent

“FrameNet for Responsible, Explainable AI”

•Round-table discussion

•Closing

国際研究発表会・国際研究交流会
プロジェクト合同研究会「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」
及び「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」［2024.5.25，東京大学本郷キャン
パス・オンライン］

▶ Gitanjali Bez（Gauhati University）
“Classifier Marking in Assamese：A Nominalization Perspective”

▶ ISHIKAWA Sakura（The University of Tokyo）
“Classifier and Gender System in Magahi：From the Perspective of the Nominalization Theory”

プロジェクト合同研究会「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」
及び「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」［2024.9.14，東京大学本郷キャン
パス・オンライン］

▶ Niranjan Uppoor（Tripura University（A Central University））
“Nominalization Hierarchy and Gender Marking：Evidence from Minor Dravidian Languages”

▶ Prashant PARDESHI（National Institute for Japanese Language and Linguistics（NINJAL））
“On the Distribution and Function of Classifier and Gender Marking in Marathi with Side Glances
at a Few Indo-Aryan Languages：A Nominalization Perspective”

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2024.11.24，オンライン］
▶ 開会の辞
▶ 南部智史（モナシュ大学）
「日本の言語景観：横浜中華街、大阪生野区の言語景観について」

▶ 閉会の辞

述語の意味と文法研究会［2025.1.22，国立国語研究所・オンライン］
▶ Laurene Barbier

“The spatial system of Negidal”

国際講演会
ブラッドリー・シェーファー博士に聞く「歴史天文学の最前線」［2024.9.28，茅野市八ヶ岳総合博物館］

▶ 大西浩次（「長野県は宇宙県」連絡協議会会長）
「「長野県は宇宙県」の天文史資料調査」

▶ 諏訪清陵高校天文気象部
「諏訪清陵高校三澤文庫について」
◦英語による発表

▶ Bradley Schaefer（ルイジアナ州立大学名誉教授）
“What we can learn from historical records for astrophysics”
◦英語による講演，通訳・解説：早川尚志（名古屋大学）

（2）合同シンポジウム・研究発表会
複数のプロジェクトが共同でおこなうシンポジウムや研究発表会。
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•FrameNet and AI（Part 2）
▶ Invited Talk 5：Tiago Timponi Torrent

“FrameNet for Responsible, Explainable AI”

•Round-table discussion

•Closing

国際研究発表会・国際研究交流会
プロジェクト合同研究会「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」
及び「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」［2024.5.25，東京大学本郷キャン
パス・オンライン］

▶ Gitanjali Bez（Gauhati University）
“Classifier Marking in Assamese：A Nominalization Perspective”

▶ ISHIKAWA Sakura（The University of Tokyo）
“Classifier and Gender System in Magahi：From the Perspective of the Nominalization Theory”

プロジェクト合同研究会「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」
及び「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」［2024.9.14，東京大学本郷キャン
パス・オンライン］

▶ Niranjan Uppoor（Tripura University（A Central University））
“Nominalization Hierarchy and Gender Marking：Evidence from Minor Dravidian Languages”

▶ Prashant PARDESHI（National Institute for Japanese Language and Linguistics（NINJAL））
“On the Distribution and Function of Classifier and Gender Marking in Marathi with Side Glances
at a Few Indo-Aryan Languages：A Nominalization Perspective”

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2024.11.24，オンライン］
▶ 開会の辞
▶ 南部智史（モナシュ大学）
「日本の言語景観：横浜中華街、大阪生野区の言語景観について」

▶ 閉会の辞

述語の意味と文法研究会［2025.1.22，国立国語研究所・オンライン］
▶ Laurene Barbier

“The spatial system of Negidal”

国際講演会
ブラッドリー・シェーファー博士に聞く「歴史天文学の最前線」［2024.9.28，茅野市八ヶ岳総合博物館］

▶ 大西浩次（「長野県は宇宙県」連絡協議会会長）
「「長野県は宇宙県」の天文史資料調査」

▶ 諏訪清陵高校天文気象部
「諏訪清陵高校三澤文庫について」
◦英語による発表

▶ Bradley Schaefer（ルイジアナ州立大学名誉教授）
“What we can learn from historical records for astrophysics”
◦英語による講演，通訳・解説：早川尚志（名古屋大学）

（2）合同シンポジウム・研究発表会
複数のプロジェクトが共同でおこなうシンポジウムや研究発表会。
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令和 6年度第 1回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会
［2024.6.15，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•研究発表

▶ マシュー・トッピング（国立国語研究所）
「八重山語の再生：イデオロギーと実践の学際的探究」

▶ 岩﨑典子（南山大学），高智子（独立行政法人国際交流基金関西国際センター）
「沖永良部語復興 can-doリスト作成の試み—「島むにサロン」参加者とのブレインストーミングに基
づいて」（オンライン発表）

▶ 山田真寛（国立国語研究所），横山晶子（国立国語研究所）
「コミュニティの主体的な記録保存と継承保存の例」

▶ 大島一（国立国語研究所），セリック・ケナン（国立国語研究所）
「宮古語諸方言における複数形式に関する継続調査—類型化に向けて—」

▶ 廣澤尚之（九州大学大学院人文科学府博士後期課程）
「文焦点（Thetic）文における主題標示とその条件の再検討：宮崎県椎葉村尾前方言を中心に」

▶ サルバトーレ・カルリノ（大東文化大学）
「北琉球沖縄語伊平屋方言の疑問文の構造とイントネーション」（オンライン発表）

▶ 佐藤久美子（国立国語研究所）
「九州方言における動詞ラ行音節の実現について—日本語諸方言コーパスに基づいた調査報告—」

2024年度NINJALシンポジウム「多様な語彙資源の共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」
［2024.11.23，オンライン］
•全体司会：柏野和佳子（国立国語研究所准教授）
•開会挨拶：前川喜久雄（国立国語研究所所長）
•第 1部

▶ 小木曽智信（国立国語研究所教授）
「国語研の語彙資源と「語彙資源プロジェクト」」

▶ 柏野和佳子（国立国語研究所准教授）
「BI（ビジネス・インテリジェンス）ツールを利用した学習者のための語彙資源の活用」

▶ 松下達彦（国立国語研究所教授）
「日本語教育・国語教育のための語彙データの統合・作成」

▶ 石黒圭（国立国語研究所教授）
「日本語学習者の語彙検索行動調査からわかること」

•第 2部
▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所教授）
「日本語基本動詞・格助詞の体系的な教育・学習に向けて：「日本語基本動詞・格助詞データベース」の
構築・公開」

▶ 大西拓一郎（国立国語研究所教授）
「語彙資源と方言地図」

▶ 高田智和（国立国語研究所教授）
「古辞書と語誌データベース」

▶ 小木曽智信（国立国語研究所教授）
「語彙資源・コーパスと国語辞典との結びつけ」

•閉会挨拶：小木曽智信（国立国語研究所教授）
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「国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究」研究集会
［2025.2.20，国立国語研究所］
•観光エフェメラ資料のデータベース作成に関する報告
•観光エフェメラ資料の全国版アーカイブの進捗に関する報告
•国立国語研究所における研究資料・研究データの保存と管理
•次年度の研究計画について

国立国語研究所異分野融合型共同研究 2024年度ワークショップ
［2025.2.27，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•セッション 1：テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築

▶ 新納浩幸（茨城大学）
「漢字列からカタカナ列への置き換えによるテキストへの読み付与システム」

▶ 大井恵奈，古宮嘉那子（東京農工大学），柏野和佳子，浅原正幸（国立国語研究所）
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの頻度表の作成」

▶ 白井清昭（北陸先端科学技術大学院大学）
「二種類の日本語読み推定タスク・データセットの構築」

•セッション 2：歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備とAI音声復元技術の開発
▶ 高道慎之介（東京大学/慶應義塾大学）
「プロジェクト概要」

▶ 高道慎之介（東京大学/慶應義塾大学），佐伯高明，中田亘（東京大学）
「歴史的音源のみから学習可能な音声復元技術」

▶ 丹治尚子　（東京大学），庄司潤子　（仙台文学館），佐藤照一　（昔話採訪家），高道慎之介　（東京大学/慶應義塾大学）
「東北方言昔話のオープンコーパス化」

•議論タイム
•クロージング

令和 6年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会
［2025.3.15，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•研究発表

▶ 髙城隆一（九州大学），下地理則（九州大学）
「日琉諸語を対象とした方言談話データベース試作版の概要」

▶ 小原雄次郎（大阪観光大学）
「秋田県能代山本方言の文法概略」

▶ 高智子（国際交流基金関西国際センター），岩﨑典子（南山大学）
「沖永良部島「しまむに LINEスタンプ作成会」に関する報告」

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所），荻野千砂子（福岡教育大学），五十嵐陽介（国立国語研究所）
「八重山語川平方言のアクセント体系に関する一報告」

▶ 新田哲夫（金沢大学名誉教授）
「南琉球伊良部島佐良浜方言のアクセント（初期報告）」

▶ 菅沼健太郎（金沢大学）
「高知県土佐方言の動詞アクセントに関する予備的考察」

▶ 小川晋史（熊本県立大学）
「阿蘇郡小国町の方言における異形態の出現パターンについて」

（3）プロジェクトのシンポジウム・ワークショップ・研究発表会
プロジェクト等の主催やプロジェクトに関する科学研究費助成事業（科研費）との共催で，日本各地を会
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「国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究」研究集会
［2025.2.20，国立国語研究所］
•観光エフェメラ資料のデータベース作成に関する報告
•観光エフェメラ資料の全国版アーカイブの進捗に関する報告
•国立国語研究所における研究資料・研究データの保存と管理
•次年度の研究計画について

国立国語研究所異分野融合型共同研究 2024年度ワークショップ
［2025.2.27，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•セッション 1：テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築

▶ 新納浩幸（茨城大学）
「漢字列からカタカナ列への置き換えによるテキストへの読み付与システム」

▶ 大井恵奈，古宮嘉那子（東京農工大学），柏野和佳子，浅原正幸（国立国語研究所）
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの頻度表の作成」

▶ 白井清昭（北陸先端科学技術大学院大学）
「二種類の日本語読み推定タスク・データセットの構築」

•セッション 2：歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備とAI音声復元技術の開発
▶ 高道慎之介（東京大学/慶應義塾大学）
「プロジェクト概要」

▶ 高道慎之介（東京大学/慶應義塾大学），佐伯高明，中田亘（東京大学）
「歴史的音源のみから学習可能な音声復元技術」

▶ 丹治尚子　（東京大学），庄司潤子　（仙台文学館），佐藤照一　（昔話採訪家），高道慎之介　（東京大学/慶應義塾大学）
「東北方言昔話のオープンコーパス化」

•議論タイム
•クロージング

令和 6年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会
［2025.3.15，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•研究発表

▶ 髙城隆一（九州大学），下地理則（九州大学）
「日琉諸語を対象とした方言談話データベース試作版の概要」

▶ 小原雄次郎（大阪観光大学）
「秋田県能代山本方言の文法概略」

▶ 高智子（国際交流基金関西国際センター），岩﨑典子（南山大学）
「沖永良部島「しまむに LINEスタンプ作成会」に関する報告」

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所），荻野千砂子（福岡教育大学），五十嵐陽介（国立国語研究所）
「八重山語川平方言のアクセント体系に関する一報告」

▶ 新田哲夫（金沢大学名誉教授）
「南琉球伊良部島佐良浜方言のアクセント（初期報告）」

▶ 菅沼健太郎（金沢大学）
「高知県土佐方言の動詞アクセントに関する予備的考察」

▶ 小川晋史（熊本県立大学）
「阿蘇郡小国町の方言における異形態の出現パターンについて」

（3）プロジェクトのシンポジウム・ワークショップ・研究発表会
プロジェクト等の主催やプロジェクトに関する科学研究費助成事業（科研費）との共催で，日本各地を会
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場として公開研究発表会や学術シンポジウム等を開催している。2024年度は，現地開催のほか，オンライ
ンあるいは現地開催とオンライン併用のハイブリッド形式で開催した。

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2024.5.18，オンライン］
•開会の辞
•研究発表

▶ 朝日祥之（国立国語研究所）
「自治体職員と住民とのコミュニケーション意識の 20年」

▶ 鑓水兼貴（国立国語研究所）
「自治体広報担当者の言葉遣いに関する意識」

▶ 前田忠彦（情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設/統計数理研究所）
「高難度語の許容度に対する連関要因の分析—自治体職員の意識調査の経年比較を通じて」

•閉会の辞

日本方言研究会第 118回研究発表会［2024.5.31，国立国語研究所］
午前の部
•開会の辞：大橋純一
•研究発表

▶ 中村堯
「関西方言との接触による移住者の言語変化—会話データによる分析—」

▶ 上林葵
「首都圏在住の大阪出身若年層による言語実践の事例的検討」

▶ 榎本暁
「愛知県における語アクセント動態について」

午後の部
•研究発表

▶ 坂井美日
「日琉諸語・諸方言の生成に向けた手法の提案—鹿児島方言を例に—」

▶ セリック・ケナン，荻野千砂子，五十嵐陽介
「八重山語西表西部諸方言における音調発生」

▶ 佐藤栄作，久保博雅，宮岡大
「愛媛県旧三崎町与侈（よぼこり）の三つ仮名弁について」

•会場校ご挨拶
•研究発表

▶ 荻野千砂子
「八重山黒島方言の指示詞体系について」

▶ 松丸真大
「京都市方言の文末詞ガナの用法」

•閉会の辞：竹田晃子
•研究発表会委員会：
大橋純一（委員長），高木千恵（副委員長），佐々木冠，津田智史，久保博雅，坂喜美佳，又吉里美，三樹陽介

関西言語学会第 49回大会ワークショップ「日本語研究の知見を格助詞の教育・学習に生かす：「日本語格助
詞データベース」構築の現状と今後の展望」［2024.6.8，関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス］
•代表者：プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
尾沼玄也（拓殖大学），赤瀬川史朗（Lago NLP），岸本秀樹（神戸大学），齋藤諒弥（神戸大学大学院），嘉藤優

II 共同研究と共同利用 67



太（神戸大学大学院），安下尚吾（神戸大学大学院）

プロジェクト合同研究会「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」及び「学習者のニーズを反映した大規
模な動詞用法データベースとオンライン教材の開発と公開」［2024.6.22，オンライン］

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「日本語自他動詞・格助詞の教育・学習に役立つオンラインデータベースの構築にむけて」

▶ 尾沼玄也（拓殖大学）
「「日本語格助詞データベース」の語釈および用例執筆の中間報告と今後の課題」

▶ 岸本秀樹（神戸大学）
「「日本語格助詞データベース」における意味役割の設定とその課題について」

▶ 堀内仁（国際教養大学）
「日本語学習者の書き言葉における格助詞混同の実態調査—「日本語学習者作文コーパス」に基づく
分析—」

言語資源ワークショップ 2024［2024.8.28–29，オンライン］
2024年 8月 28日
•オープニング
•口頭発表（1）

▶ 泉大輔（立教大学）
「会話データにおける「文の包摂」の出現状況」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

▶ 石川慎一郎（神戸大学）
「中間言語対照分析（CIA）のための I-JASダウンロードデータの加工—I-JAS for CIAの整備—」
使用する言語資源：
多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS），Web茶まめ，UniDic

▶ Irena Srdanovic（Juraj Dobrila University of Pula）
「日本語日常会話コーパスにおける推量副詞とモダリティ形式の働き」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

•口頭発表（2）
▶ 小滝主紀（茨城大学大学院理工学研究科），佐々木稔（茨城大学工学部）
「カタカナ語の意味分類に対する大規模言語モデルの有効性検証」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

▶ 谷口悠（同志社大学大学院文学研究科）
「和語動詞が前接する「化」の使用動態について：新語「見える化」を中心に」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語話し言葉コーパス（CSJ），日本語日常会話コー
パス（CEJC），昭和話し言葉コーパス（SSC），名大会話コーパス（NUCC），現日研・職場談話コーパス
（CWPC），日本語歴史コーパス（CHJ），昭和・平成書き言葉コーパス（SHC），NINJAL-LWP for TWC

▶ 陳迪（神戸大学大学院）
「漢語動名詞を含む名詞節の構造パターンの分析—BCCWJデータに基づいて—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語日常会話コーパス（CEJC），分類語彙表，Lancaster
Corpus of Mandarin Chinese
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太（神戸大学大学院），安下尚吾（神戸大学大学院）

プロジェクト合同研究会「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」及び「学習者のニーズを反映した大規
模な動詞用法データベースとオンライン教材の開発と公開」［2024.6.22，オンライン］

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「日本語自他動詞・格助詞の教育・学習に役立つオンラインデータベースの構築にむけて」

▶ 尾沼玄也（拓殖大学）
「「日本語格助詞データベース」の語釈および用例執筆の中間報告と今後の課題」

▶ 岸本秀樹（神戸大学）
「「日本語格助詞データベース」における意味役割の設定とその課題について」

▶ 堀内仁（国際教養大学）
「日本語学習者の書き言葉における格助詞混同の実態調査—「日本語学習者作文コーパス」に基づく
分析—」

言語資源ワークショップ 2024［2024.8.28–29，オンライン］
2024年 8月 28日
•オープニング
•口頭発表（1）

▶ 泉大輔（立教大学）
「会話データにおける「文の包摂」の出現状況」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

▶ 石川慎一郎（神戸大学）
「中間言語対照分析（CIA）のための I-JASダウンロードデータの加工—I-JAS for CIAの整備—」
使用する言語資源：
多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS），Web茶まめ，UniDic

▶ Irena Srdanovic（Juraj Dobrila University of Pula）
「日本語日常会話コーパスにおける推量副詞とモダリティ形式の働き」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

•口頭発表（2）
▶ 小滝主紀（茨城大学大学院理工学研究科），佐々木稔（茨城大学工学部）
「カタカナ語の意味分類に対する大規模言語モデルの有効性検証」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

▶ 谷口悠（同志社大学大学院文学研究科）
「和語動詞が前接する「化」の使用動態について：新語「見える化」を中心に」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語話し言葉コーパス（CSJ），日本語日常会話コー
パス（CEJC），昭和話し言葉コーパス（SSC），名大会話コーパス（NUCC），現日研・職場談話コーパス
（CWPC），日本語歴史コーパス（CHJ），昭和・平成書き言葉コーパス（SHC），NINJAL-LWP for TWC

▶ 陳迪（神戸大学大学院）
「漢語動名詞を含む名詞節の構造パターンの分析—BCCWJデータに基づいて—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語日常会話コーパス（CEJC），分類語彙表，Lancaster
Corpus of Mandarin Chinese
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•招待講演（1）
▶ 橋田浩一（理化学研究所）
「言語資源とAI」

•口頭発表（3）
▶ 篠崎秀紀（大阪大学人文学研究科），于拙（大阪大学人文学研究科），陳宇鍇（大阪大学人文学研究科）
「『中国語動画音声コーパス』の構築—複数モダリティによる正確な書き起こしを目指して—」
使用する言語資源：
自作のコーパス

▶ 鈴木あすみ（国立障害者リハビリテーションセンター研究所/東北大学大学院文学研究科），幕内充（国立
障害者リハビリテーションセンター研究所），和田真（国立障害者リハビリテーションセンター研究所），
中村仁洋（国立障害者リハビリテーションセンター研究所），石井亨視（国立障害者リハビリテーション
センター研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「日本語を母語とする自閉スペクトラム症者の公開コーパス構築」
使用する言語資源：

UniDic，自閉スペクトラム症者・定型発達者（各 6名）の会話の映像・音声付きコーパス（現在構築中，
国立国語研究所から公開予定）

▶ 山崎由佳（京都大学大学院人間・環境学研究科）
「携帯メイルにおける絵文字の登場位置」
使用する言語資源：
加藤安彦ケータイメイルコーパス

▶ 吉田真大（千葉大学大学院人文公共学府），伝康晴（千葉大学）
「「象は鼻が長い」構文が使われるのはいつか：文内要因の検討」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），Universal Dependenciesのデータ

•インタラクティブセッション（1）
▶ Aルーム
◦秦周漢（総合研究大学院大学日本語言語科学コース）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』データに基づく字音接辞の共起成分データベースの構築」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），分類語彙表

◦浦温美（筑波大学人文社会科学研究群）
「BCCWJと LINEにおける文末の三点リーダーと感嘆符「...！」の使用実態」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

◦寒川仁衣菜（University of Ljubljana，Faculty of Computer and Information Science），Jan Hrastnik
（University of Ljubljana，Faculty of Mathematics and Physics），and Kristina Hmeljak Sangawa
（University of Ljubljana，Faculty of Arts）
「日本語学習者用の日本語・スロベニア語辞書のための読みやすいアクセント表記の試み」
使用する言語資源：

UniDic，Web茶まめ
▶ Bルーム
◦丁若峰（総合研究大学院大学日本語言語科学コース）
「使用実態から見た複合動詞の「非用」：『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』に基づく分析」
使用する言語資源：
多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）
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◦王琳軒（中国人民大学）
「ダイナミック　・システムズ　理論から見た中国人日本語学習者が産出した作文の統語的複雑さの経時変化　」
使用する言語資源：
湖南大学学習者中間言語コーパス

◦廉沢奇（神戸大学国際文化学研究科）
「パタンマッチングによるオノマトペ　候補語抽出の試み—オノマトペ形態変換プログラムを用いて　—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語日常会話コーパス（CEJC）

▶ Cルーム
◦相良かおる（奈良先端科学技術大学院大学）
「医療記録に含まれる医療縮約表現の語構成と意味的な分類」
使用する言語資源：
分類語彙表，MeSH，CINAHL，日本語語彙体系

◦山崎誠（国立国語研究所）
「日本語における外来語として取り入れられていない英語語彙の特徴」
使用する言語資源：

NGSL（New General Service List）
◦神谷佳那（杏林大学大学院国際協力研究科），山田京子（早稲田大学），Noriko K. Williams（前American

University），小山真理（文化学園大学），小山由記（フリーランスエンジニア），永澤よしゆき（ジャパ
ン・ビット・イノベーション［JBI］），徳弘康代（名古屋大学）
「字源から語彙を拡げる漢字学習方法研究における『分類語彙表』の活用」 　
使用する言語資源：
分類語彙表

▶ Dルーム
◦山本晃子（立命館大学大学院文学研究科）
「日本語日常会話コーパスにおける助数詞の使用実態に関する分析—〈つ〉〈個〉への置き換えに注
目して—」

使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦下山田周平（江戸川大学基礎・教養教育センター），納谷耕世（一橋大学大学院言語社会研究科博士後期
課程），浦野歩（国立国語研究所），長田祥一（城西学園），井上雄太（国立国語研究所）
「議論の様相を可視化するモデル構築に向けたアノテーション方法の検討」
使用する言語資源：
収集した議論データベース

◦田中弥生（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），加藤祥（目白大学）
「修辞機能と脱文脈化による書籍の文体的特徴の分析—専門度に焦点をあてて—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

2024年 8月 29日
•インタラクティブセッション（2）

▶ Aルーム
◦麻子軒（関西大学）
「『日本語ゲームコーパス（JGC）』の構築に関する中間報告—前期のアクションゲームに見られる
量的特徴—」

使用する言語資源：
ゲームコーパス
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◦王琳軒（中国人民大学）
「ダイナミック　・システムズ　理論から見た中国人日本語学習者が産出した作文の統語的複雑さの経時変化　」
使用する言語資源：
湖南大学学習者中間言語コーパス

◦廉沢奇（神戸大学国際文化学研究科）
「パタンマッチングによるオノマトペ　候補語抽出の試み—オノマトペ形態変換プログラムを用いて　—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語日常会話コーパス（CEJC）

▶ Cルーム
◦相良かおる（奈良先端科学技術大学院大学）
「医療記録に含まれる医療縮約表現の語構成と意味的な分類」
使用する言語資源：
分類語彙表，MeSH，CINAHL，日本語語彙体系

◦山崎誠（国立国語研究所）
「日本語における外来語として取り入れられていない英語語彙の特徴」
使用する言語資源：

NGSL（New General Service List）
◦神谷佳那（杏林大学大学院国際協力研究科），山田京子（早稲田大学），Noriko K. Williams（前American

University），小山真理（文化学園大学），小山由記（フリーランスエンジニア），永澤よしゆき（ジャパ
ン・ビット・イノベーション［JBI］），徳弘康代（名古屋大学）
「字源から語彙を拡げる漢字学習方法研究における『分類語彙表』の活用」 　
使用する言語資源：
分類語彙表

▶ Dルーム
◦山本晃子（立命館大学大学院文学研究科）
「日本語日常会話コーパスにおける助数詞の使用実態に関する分析—〈つ〉〈個〉への置き換えに注
目して—」

使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦下山田周平（江戸川大学基礎・教養教育センター），納谷耕世（一橋大学大学院言語社会研究科博士後期
課程），浦野歩（国立国語研究所），長田祥一（城西学園），井上雄太（国立国語研究所）
「議論の様相を可視化するモデル構築に向けたアノテーション方法の検討」
使用する言語資源：
収集した議論データベース

◦田中弥生（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），加藤祥（目白大学）
「修辞機能と脱文脈化による書籍の文体的特徴の分析—専門度に焦点をあてて—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

2024年 8月 29日
•インタラクティブセッション（2）

▶ Aルーム
◦麻子軒（関西大学）
「『日本語ゲームコーパス（JGC）』の構築に関する中間報告—前期のアクションゲームに見られる
量的特徴—」

使用する言語資源：
ゲームコーパス
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◦岡田祥平（新潟大学）
「「国会図書館デジタル化資料全文テキストデータ」を利用した日本語研究の試み—特に「現代日本
語」の通時変化をとらえることを念頭に置いて—」

使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），昭和・平成書き言葉コーパス（SHC），日本語歴史コー
パス（CHJ），国会図書館デジタル化資料全文テキストデータ・ジャパンナレッジ

◦柏野和佳子（国立国語研究所），大阿久志緒理
「『分類語彙表』番号の多義語コードとしての検討—『計算機用日本語基本辞書 IPAL』最重要動詞
を用いて—」

使用する言語資源：
分類語彙表，情報処理振興事業協会（IPA）GSK配布版「計算機用日本語基本辞書 IPAL—動詞・形
容詞・名詞—」（2007年）

◦青山文啓（桜美林大学大学院）
「文法用語：翻訳と造語をめぐって」
使用する言語資源：

IPAL
▶ Bルーム
◦柳原恵津子（国立国語研究所）
「『金光明最勝王経』平安初期点コーパスによる音便形の分析」
使用する言語資源：
日本語歴史コーパス（CHJ），ひまわり

◦宮嵜由美（昭和女子大学），鈴木雅弓（昭和女子大学），竹下琴海（昭和女子大学）
「昭和女子大学近代文庫所蔵　「與謝野晶子書簡　」コーパス　—晩年の晶子の師弟関係と近江家を中心に　—」
使用する言語資源：
昭和女子大学近代文庫所蔵「與謝野晶子書簡」コーパス

◦卿学童
「ポップアップ辞書に向けての日本語形態素解析システムの設計・実装・運用」
使用する言語資源：

UniDic，日本語非辞書形辞典（NonJiShoKei）
◦王琳軒（中国人民大学）
「日本語の統語構造から見た副詞の種類ごとの位置と分布」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），cabocha

▶ Cルーム
◦向坂卓也（外交学院（中国））
「文学論文における思考動詞の使用状況　—医学・農学・工学論文における使用状況との比較を通して　—」
使用する言語資源：

J-stage（国立研究開発法人科学技術振興機構）
◦山口昌也（国立国語研究所），徐煉（国立国語研究所），張曦冉（国立国語研究所）
「学習者コーパス構築機構としての作文教育支援システム TEachOtherS」
使用する言語資源：
作文教育支援システム TEachOtherS

◦加藤恵梨（愛知教育大学），角谷昌範（愛知教育大学附属岡崎小学校）
「詩を通してみる中学生の日常の捉え方」
使用する言語資源：
愛知教育大学附属岡崎中学校の年間文集　『つくし　』，愛知教育大学附属岡崎小学校の年間文集　『ひばり　』

II 共同研究と共同利用 71



◦本多由美子（国立国語研究所）
「高校生の手書き漢字における書き誤りの傾向」
使用する言語資源：
東京都高校生縦断作文データベース

▶ Dルーム
◦天谷晴香（神奈川工科大学），臼田泰如，大野剛
「Never-ending sentencesにおける「話し手のうなずき」」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦千葉小百合
「テ節終わりの形態とその節内に現れる副助詞の傾向について—オンラインコーパスBCCWJ，CSJ，
CEJCを対象として—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語話し言葉コーパス（CSJ），日本語日常会話コー
パス（CEJC）

◦森高楓（千葉大学文学部），松香敏彦
「曖昧な情報要求・その言語的表現の特徴の探索」
使用する言語資源：

UniDic，Yahoo!知恵袋データ（第 3版）
◦川端良子（国立国語研究所），中野幹生（株式会社C4A研究所）
「日常会話の中のシーンの移行に関する分析」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

•口頭発表（4）
▶ 田窪洋介（新居浜工業高等専門学校・電気情報工学科），浅原正幸（国立国語研究所），山崎誠（国立国語研
究所）
「ビット表現を用いた日本語テキストの正規数性の評価」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

▶ 小川満梨奈（愛知淑徳大学），山本裕子（愛知淑徳大学），岩﨑理紗（愛知淑徳大学グローバルカルチャー・
コミュニケーション研究科）
「アニメ・ゲームのスクリプト分析における形態素解析の問題点」
使用する言語資源：
アニメ，ゲームのスクリプト

▶ 小磯花絵（国立国語研究所），石本祐一（ものつくり大学/国立国語研究所），居關友里子（国立国語研究所），
江口典子（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），川端良子（国立国語研究所），田中真理子（国
立国語研究所），田中弥生（国立国語研究所），西川賢哉（国立国語研究所）
「『子ども版日常会話コーパス』モニター版の概要」
使用する言語資源：
子ども版日本語日常会話コーパス

•招待講演（2）
▶ 佐野大樹（Google合同会社）
「生成AIとの対話を深める言語学」

•インタラクティブセッション（3）
▶ Aルーム
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◦本多由美子（国立国語研究所）
「高校生の手書き漢字における書き誤りの傾向」
使用する言語資源：
東京都高校生縦断作文データベース

▶ Dルーム
◦天谷晴香（神奈川工科大学），臼田泰如，大野剛
「Never-ending sentencesにおける「話し手のうなずき」」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦千葉小百合
「テ節終わりの形態とその節内に現れる副助詞の傾向について—オンラインコーパスBCCWJ，CSJ，
CEJCを対象として—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），日本語話し言葉コーパス（CSJ），日本語日常会話コー
パス（CEJC）

◦森高楓（千葉大学文学部），松香敏彦
「曖昧な情報要求・その言語的表現の特徴の探索」
使用する言語資源：

UniDic，Yahoo!知恵袋データ（第 3版）
◦川端良子（国立国語研究所），中野幹生（株式会社C4A研究所）
「日常会話の中のシーンの移行に関する分析」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

•口頭発表（4）
▶ 田窪洋介（新居浜工業高等専門学校・電気情報工学科），浅原正幸（国立国語研究所），山崎誠（国立国語研
究所）
「ビット表現を用いた日本語テキストの正規数性の評価」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

▶ 小川満梨奈（愛知淑徳大学），山本裕子（愛知淑徳大学），岩﨑理紗（愛知淑徳大学グローバルカルチャー・
コミュニケーション研究科）
「アニメ・ゲームのスクリプト分析における形態素解析の問題点」
使用する言語資源：
アニメ，ゲームのスクリプト

▶ 小磯花絵（国立国語研究所），石本祐一（ものつくり大学/国立国語研究所），居關友里子（国立国語研究所），
江口典子（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），川端良子（国立国語研究所），田中真理子（国
立国語研究所），田中弥生（国立国語研究所），西川賢哉（国立国語研究所）
「『子ども版日常会話コーパス』モニター版の概要」
使用する言語資源：
子ども版日本語日常会話コーパス

•招待講演（2）
▶ 佐野大樹（Google合同会社）
「生成AIとの対話を深める言語学」

•インタラクティブセッション（3）
▶ Aルーム
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◦李海琪（浙江大学日本語科）
「上昇下降調と会話形式の関連性—「日本語日常会話コーパス」を用いて—」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦石本祐一（ものつくり大学/国立国語研究所）
「日本語日常会話コーパスにおける会話場面と発話速度の関係」
使用する言語資源：
日本語話し言葉コーパス（CSJ），日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦Katarina Hitomi Gerl（University of Ljubljana，Faculty of Arts，Japanese Studies）
「日本語における/ei/母音連続の発音」
使用する言語資源：
この調査のために収集した音声データ

▶ Bルーム
◦Jieun Ahn（長崎外国語大学（非常勤講師））
「中上級日本語学習者の振り返り要素の変化—日本語学習者の振り返りコーパス（RCLJ）から—」
使用する言語資源：
日本語学習者の振り返りコーパス（RCLJ）

◦丁文静（國學院大学）
「対象を示す格助詞性複合辞とそれに対応する中国語表現」
使用する言語資源：
日中論文抜粋コーパス

◦クリスティナ・フメリャク寒川（リュブリャナ大学），Laura Barovič Božjak，Nadja Bostič，Katarina
Hitomi Gerl，Jan Hrastnik，Nina Kališnik，Sara Kleč，Eva Kovač，Nina Sangawa Hmeljak，Jure
Tomše，and Tomaž Erjavec
「辞書反転とオープンデータを元にしたスロベニア語・日本語学習辞典の構築」
使用する言語資源：
日本語・スロベニア語辞典（jaSlo），日本語・スロベニア語パラレルコーパス

▶ Cルーム
◦髙橋圭子（東洋大学・慶應義塾大学），東泉裕子（東洋大学）
「漢語「是非」の用法の拡張：語用論的配慮の表現」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

◦落合哉人（国立国語研究所）
「個人的な緊急事態：X（Twitter）における「待って」の分析」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），X（Twitter）の投稿データ，自作LINEデータベース，
Yahoo!リアルタイム検索

◦岩崎拓也（筑波大学），市江愛（東京都立大学），井上雄太（国立国語研究所）
「チャットにおける符号使用の印象評価のための予備的分析」
使用する言語資源：

UniDic，符号印象評価テキストデータベース
▶ Dルーム
◦居關友里子（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「ごっこ遊びにおける養育者の関与」
使用する言語資源：

CEJC-Child
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◦田中弥生（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「家庭における子どもの談話の脱文脈度の観点からの分析」
使用する言語資源：
『子ども版日常会話コーパス』内部公開版

◦江口典子（国立国語研究所）
「パン作りの場面における親子の会話から見るオノマトペの使用についての考察」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

•口頭発表（5）
▶ 庵功雄（一橋大学）
「漢語の連体形の諸相—辞書記述の精密化に向けて—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

▶ WangHaitao　（KyotoUniversity　），HuangHaihong　（KyotoUniversity　），and　ZhongYong　（NanjingUniversity　
ofAeronauticsandAstronautics　）

“A corpus-based cognitive semantic analysis of the polysemy of the Japanese temperature adjective tsumetai　”
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），Child Language Data Exchange System（CHILDES）

▶ 佐藤理史（名古屋大学大学院工学研究科）
「小説のセリフの書き分けに使われる文末形式」
使用する言語資源：
小説のセリフを抽出したデータ（自作）

•クロージング

2024年度共同利用セミナー［2024.9.6，オンライン］
•開会挨拶（石黒圭（国立国語研究所共同利用推進センター長））
•研究紹介　◯1　　

▶ 久屋愛実（立命館大学）
「言語接触における英語のインパクト：語彙の英語化に関するウェルフェア・リングイスティクスの視
点から /見かけ時間と実時間を統合的に活用する言語変異・変化の研究」

•研究紹介　◯2　　
▶ 久野雅樹（電気通信大学）
「日本語に関する社会調査資料の系統的整備と現代的再解釈」

•研究紹介　◯3　　
▶ 安岡孝一（京都大学）
「現代漢字における異体字の諸相」

•リソース紹介　◯1　　
▶ 大西拓一郎（国立国語研究所）
「言語地理学資料」

•リソース紹介　◯2　　
▶ 中島彩花（女子美術大学美術館/元国立国語研究所）
「国立国語研究所研究資料室所蔵写真資料紹介　：白河調査　（1949）・長岡調査　（1962）・第 2回岡崎調査　（1972）」

•リソース紹介　◯3　　
▶ 高田智和（国立国語研究所）
「漢字テレタイプ資料」
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◦田中弥生（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「家庭における子どもの談話の脱文脈度の観点からの分析」
使用する言語資源：
『子ども版日常会話コーパス』内部公開版

◦江口典子（国立国語研究所）
「パン作りの場面における親子の会話から見るオノマトペの使用についての考察」
使用する言語資源：
日本語日常会話コーパス（CEJC）

•口頭発表（5）
▶ 庵功雄（一橋大学）
「漢語の連体形の諸相—辞書記述の精密化に向けて—」
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）

▶ WangHaitao　（KyotoUniversity　），HuangHaihong　（KyotoUniversity　），and　ZhongYong　（NanjingUniversity　
ofAeronauticsandAstronautics　）

“A corpus-based cognitive semantic analysis of the polysemy of the Japanese temperature adjective tsumetai　”
使用する言語資源：
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ），Child Language Data Exchange System（CHILDES）

▶ 佐藤理史（名古屋大学大学院工学研究科）
「小説のセリフの書き分けに使われる文末形式」
使用する言語資源：
小説のセリフを抽出したデータ（自作）

•クロージング

2024年度共同利用セミナー［2024.9.6，オンライン］
•開会挨拶（石黒圭（国立国語研究所共同利用推進センター長））
•研究紹介　◯1　　

▶ 久屋愛実（立命館大学）
「言語接触における英語のインパクト：語彙の英語化に関するウェルフェア・リングイスティクスの視
点から /見かけ時間と実時間を統合的に活用する言語変異・変化の研究」

•研究紹介　◯2　　
▶ 久野雅樹（電気通信大学）
「日本語に関する社会調査資料の系統的整備と現代的再解釈」

•研究紹介　◯3　　
▶ 安岡孝一（京都大学）
「現代漢字における異体字の諸相」

•リソース紹介　◯1　　
▶ 大西拓一郎（国立国語研究所）
「言語地理学資料」

•リソース紹介　◯2　　
▶ 中島彩花（女子美術大学美術館/元国立国語研究所）
「国立国語研究所研究資料室所蔵写真資料紹介　：白河調査　（1949）・長岡調査　（1962）・第 2回岡崎調査　（1972）」

•リソース紹介　◯3　　
▶ 高田智和（国立国語研究所）
「漢字テレタイプ資料」
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•公募研究募集案内（研究推進課（国立国語研究所））
•閉会挨拶（前田忠彦（情報・システム　研究機構データサイエンス　共同利用基盤施設社会データ　構造化センター　長））

定住外国人のよみかき研究プロジェクト 2024年度研究集会「エスニックコミュニティと日本語のよみか
き—茨城県の多文化共生を支えるキーパーソンの語りから—」［2024.9.7，オンライン］
•開会・趣旨説明（福永由佳（国立国語研究所））
•基調講演

▶ 加藤雅春（茨城県国際交流協会）
「茨城県に暮らす外国人の状況とことばについての課題」

•パネルディスカッション「エスニックコミュニティの意味と日本語のよみかきをめぐる課題」
司会：福村真紀子（茨城大学）
▶ パネル 1
◦小笠原紀子（しもつま外国人支援ネットワーク TOMODACHI代表）
「支援者の立場から茨城県西部エスニックコミュニティとことばを考える—外国人は TOMODACHI」

▶ パネル 2
◦ウォンプラシット・ウィチュダコン（茨城国際親善厚生財団）
「筑西市のタイ寺院を中心としたコミュニティとことば」

▶ フロアからの質疑とディスカッション
ディスカッサント：池上摩希子（早稲田大学）

「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会［2024.9.17，オンライン］
▶ はじめに（柏野和佳子（国立国語研究所））
▶ 柏野和佳子（国立国語研究所），平本智弥（国立国語研究所）
「IPAL Power BIレポートの公開と活用」

▶ 丁若峰（総合研究大学院大学大学院学生）
「中国人学習者による複合動詞の使用実態に基づく「非用」の再定義」

▶ 武中清香（一橋大学大学院学生）
「小学生の作文コーパスから見られるカタカナ語の特徴—小学生男子の作文を中心に—」

▶ 劉時珍（国立国語研究所）
「小学生の副詞の習得の特徴」

▶ 木下瞳（総合研究大学院大学大学院学生），松下達彦（国立国語研究所）
「第二言語の語彙学習に関する辞書引きの効果—先行研究からわかること—」

▶ 新井智大（明治大学大学院学生），岩下智彦（電気通信大学大学院学生），松下達彦（国立国語研究所）
「大規模コーパスとの比較に基づく国語教科書語彙の特徴」

▶ 質疑応答・全体討論

科研費研究「問い生成先行型の複数テキスト読解が生む推論の探求—考える市民を育てるために—」第 1回
公開研究会［2024.9.19，オンライン］

▶ 科研の紹介（松下達彦）
▶ ご講演（三宮真智子先生）
▶ 質疑応答

Evidence-based Linguistics Workshop 2024［2024.9.21，国立国語研究所］
•オープニング
•セッション 1：口頭発表

▶ 伊藤薫（九州大学）
「「構成の反復」における反復単位の認定基準に関する考察」
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▶ 木村一馬（筑波大学：学生）
「BE動詞とHAVE動詞の統語的特性：自己ペース読み課題と容認性判断実験による検証」

•セッション 2：招待講演
▶ 鈴木彩香（千葉大学）
「日本語副詞節のテンス解釈メカニズムについて」

•セッション 3：ポスター発表
▶ 楊棟文（東北大学：学生），小泉政利（東北大学）
「VOS言語における予測メカニズム：セデック語を中心に」

▶ 橋本大樹（上越教育大学）
「語彙認識に対する異形選択確率の効果」

▶ Osamu Sawada（神戸大学）
“The meanings of the Japanese numerical additive particles “ato” and “moo”：Their interaction with
eventuality and intensional operators”

▶ 西内沙恵（北海道教育大学）
「多義語の語義間類似度の地域差に見る多義ネットワークの構成：現代日本語形容詞「あまい」を題材に」

•セッション 4：国立国語研究所プロジェクト紹介
▶ プラシャントパルデシ（国立国語研究所）
サブプロジェクト「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」

▶ 松本曜（国立国語研究所）
サブプロジェクト「述語の意味と文法に関する実証的類型論」

•セッション 5：クロージング
▶ クロージング・優秀発表賞表彰

「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会［2024.11.24，オンライン］
▶ 松下達彦（国立国語研究所/総合研究大学院大学）
「科研費プロジェクト「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育へ
の応用—」の紹介」

▶ 木下瞳（総合研究大学院大学博士課程生）
「日本語・韓国語・ベトナム語における中国語からの借用語（漢語）の量的調査研究の概観と今後の課
題—漢語・同根語の割合、同根語の意味対応による割合を中心に—」

▶ 橋本直幸（福岡女子大学）
「日本語読解教材コーパスの構築とレベル別・話題別の語彙の分析」

▶ 松下達彦（国立国語研究所/総合研究大学院大学），岩下智彦（電気通信大学大学院学生），新井智大（明治
大学大学院学生），ABUELLIL Nora（早稲田大学大学院学生），田中祐輔（筑波大学），中俣尚己（大阪大
学），スルダノヴィッチイレーナ（ユライ・ドブリラ大学プーラ），松田真希子（東京都立大学），劉瑞利（中
山大学），陳夢夏（寧波大学），柏野和佳子（国立国語研究所/総合研究大学院大学），石黒圭（国立国語研究
所/総合研究大学院大学），橋本直幸（福岡女子大学），小熊利江（ルーヴァン・カトリック大学）
「日本語教育のための初級語彙をどう定めるべきか」

▶ 田中祐輔（筑波大学）
「国語教科書コーパスを用いた国語力診断システムの開発」

▶ 質疑応答・全体討論

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2024.11.24，オンライン］
▶ 開会の辞
▶ 南部智史（モナシュ大学）
「日本の言語景観：横浜中華街、大阪生野区の言語景観について」
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▶ 木村一馬（筑波大学：学生）
「BE動詞とHAVE動詞の統語的特性：自己ペース読み課題と容認性判断実験による検証」

•セッション 2：招待講演
▶ 鈴木彩香（千葉大学）
「日本語副詞節のテンス解釈メカニズムについて」

•セッション 3：ポスター発表
▶ 楊棟文（東北大学：学生），小泉政利（東北大学）
「VOS言語における予測メカニズム：セデック語を中心に」

▶ 橋本大樹（上越教育大学）
「語彙認識に対する異形選択確率の効果」

▶ Osamu Sawada（神戸大学）
“The meanings of the Japanese numerical additive particles “ato” and “moo”：Their interaction with
eventuality and intensional operators”

▶ 西内沙恵（北海道教育大学）
「多義語の語義間類似度の地域差に見る多義ネットワークの構成：現代日本語形容詞「あまい」を題材に」

•セッション 4：国立国語研究所プロジェクト紹介
▶ プラシャントパルデシ（国立国語研究所）
サブプロジェクト「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」

▶ 松本曜（国立国語研究所）
サブプロジェクト「述語の意味と文法に関する実証的類型論」

•セッション 5：クロージング
▶ クロージング・優秀発表賞表彰

「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会［2024.11.24，オンライン］
▶ 松下達彦（国立国語研究所/総合研究大学院大学）
「科研費プロジェクト「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育へ
の応用—」の紹介」

▶ 木下瞳（総合研究大学院大学博士課程生）
「日本語・韓国語・ベトナム語における中国語からの借用語（漢語）の量的調査研究の概観と今後の課
題—漢語・同根語の割合、同根語の意味対応による割合を中心に—」

▶ 橋本直幸（福岡女子大学）
「日本語読解教材コーパスの構築とレベル別・話題別の語彙の分析」

▶ 松下達彦（国立国語研究所/総合研究大学院大学），岩下智彦（電気通信大学大学院学生），新井智大（明治
大学大学院学生），ABUELLIL Nora（早稲田大学大学院学生），田中祐輔（筑波大学），中俣尚己（大阪大
学），スルダノヴィッチイレーナ（ユライ・ドブリラ大学プーラ），松田真希子（東京都立大学），劉瑞利（中
山大学），陳夢夏（寧波大学），柏野和佳子（国立国語研究所/総合研究大学院大学），石黒圭（国立国語研究
所/総合研究大学院大学），橋本直幸（福岡女子大学），小熊利江（ルーヴァン・カトリック大学）
「日本語教育のための初級語彙をどう定めるべきか」

▶ 田中祐輔（筑波大学）
「国語教科書コーパスを用いた国語力診断システムの開発」

▶ 質疑応答・全体討論

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2024.11.24，オンライン］
▶ 開会の辞
▶ 南部智史（モナシュ大学）
「日本の言語景観：横浜中華街、大阪生野区の言語景観について」
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▶ 閉会の辞

人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 102回研究会「第 15回対話システムシンポジウム」
［2024.11.28–29，国立国語研究所講堂・オンライン（ポスターセッション，デモセッションを除く）］
2024年 11月 28日
•開会挨拶
•一般口頭発表 1

▶ 彭子豪，傅雅慧，ラーラーディベッシュ，エルマーズマイキー，井上昂治，河原達也（京都大学）
「アンドロイド ERICAによる国際会議におけるインタビュー対話システム」

▶ 前田詞緒，野間紘久，室井慧（筑波大学），宋龍平（岡山県精神科医療センター），中島俊（筑波大学）
「AIによる次世代心理療法エージェントの開発」

▶ 坂井美日（鹿児島大学）
「生成AIを活用した九州・琉球の方言対話システムの開発—言語継承支援への応用—」

•デモセッション 1（発表紹介）
•デモセッション 1

▶ 彭子豪，傅雅慧，ラーラーディベッシュ，エルマーズマイキー，井上昂治，河原達也（京都大学）
「アンドロイド ERICAによる国際会議におけるインタビュー対話システム」

▶ 前田詞緒，野間紘久，室井慧（筑波大学），宋龍平（岡山県精神科医療センター），中島俊（筑波大学）
「AIによる次世代心理療法エージェントの開発」

▶ 坂井美日（鹿児島大学）
「生成AIを活用した九州・琉球の方言対話システムの開発—言語継承支援への応用—」

▶ 水本武志（ハイラブル株式会社）
「対面・オンラインの会話可視化技術Hylable Discussionとコミュニケーション空間可視化技術Bamiel
によるコミュニケーション計測製品の紹介」

▶ 川端良子，居關友里子，小磯花絵（国立国語研究所）
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版」

▶ 鈴木裕一郎（ユカイ工学株式会社）
「コンシューマー向けコミュニケーションロボットBOCCO emoにおける LLM活用例紹介」

▶ 丸橋得真，高島類（Starley株式会社）
「おしゃべりAI Cotomoの紹介デモ」

▶ 小栗賢章，三上崇志（AVITA株式会社）
「リモート接客サービス「AVACOM」のご紹介」

▶ 小林優佳，渡辺奈夕子，田中大貴，吉田尚水（株式会社東芝）
「ユーザの要望に基づく教育コンテンツ推薦システム」

▶ 池上由樹，安藤沙絵子（Allganize Japan）
「生成AI・LLMアプリケーションプラットフォーム「Alli LLM App Market」による知識労働者解放
（Knowledge Workers’ Liberation Movement）の実現」

•招待講演
▶ 杉浦孔明（慶應義塾大学）
「マルチモーダル言語処理は世界を変えるのか？」

•一般口頭発表 2
▶ 住田龍宇一，井上昂治，河原達也（京都大学）
「RAGチャットボットは重要でない会話を忘れるべきか？ 心理学における発見を用いた重要度と忘
却の探究」

▶ 中畔彪雅（NAIST/理研GRP），河野誠也（理研GRP/NAIST），Canasai Kruengkrai，Angel Contreras（理
研GRP），千葉祐弥，杉山弘晃（NTTコミュニケーション科学基礎研究所），吉野幸一郎（東京科学大学/
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理研GRP/NAIST）
「パラ言語情報を考慮可能な Speech-to-Text対話システムの検討」

▶ 今井唯，飯尾尊優（同志社大学）
「感謝日記におけるChatbotとの対話がユーザの人生満足度に与える影響」

•ポスターセッション 1
▶ 岩田伸治，伊原滉也，佐藤志貴，馬場淳，邊土名朝飛（サイバーエージェント），山﨑眞洋，塩塚勇気（QualiArts）
，吉本暁文（サイバーエージェント）
「ゲームの台詞を題材としたキャラクターらしさに寄与する要素の選定」

▶ 佐藤拓真（NAIST/理研GRP），河野誠也（理研GRP/NAIST），吉野幸一郎（東京科学大学/理研GRP/NAIST）
「実際的な語用論的推論評価のためのデータセット構築に向けて」

▶ 奥野竜斗（同志社大学/理研GRP），吉野幸一郎（東京科学大学/理研GRP）飯尾尊優（同志社大学/理研GRP）
「対話システムの柔軟な話題変更に向けたユーザーの興味を推定するプロンプトの検討」

▶ 小野関宏己，稲葉通将（電気通信大学）
「対話破綻検出と知識の興味深さに基づく雑談応答生成手法の提案」

▶ 佐々木陸生，稲葉通将（電気通信大学）
「説得対話におけるエージェントによる同調効果の分析」

▶ 林貴斗，基村竜晟（JAIST），石井亮（NTT），岡田将吾（JAIST）
「マルチモーダルラポール推定におけるBigFive性格特性の役割の調査」

▶ 伊藤瞭介，滝口哲也，平田充宏（神戸大学），森祐美子（認定NPO法人こまちぷらす），堀田聰子（慶應義
塾大学），有木康雄（神戸大学）
「戦略的思考の連鎖により気づきを促し悩みの解決を支援する対話システム」

▶ 中江海斗，稲葉通将（電気通信大学）
「共同作業におけるユーザの習熟度に基づく対話分析」

▶ 籾井裕貴，滝口哲也，有木康雄（神戸大学）
「正確な応答のための質問生成による情報検索精度の向上」

▶ 大中緋慧（NAIST/理研GRP），河野誠也（理研GRP/NAIST），大西一誉（NAIST/理研GRP），吉野幸一
郎（東京科学大学/理研GRP/NAIST）
「情報案内・傾聴対話における対話行為とターン交替時間の関係分析」

▶ 寺尾光一郎（岡山県立大学），相良陸成（静岡県立大学），岩橋直人（岡山県立大学）
「身体化エージェントの共同行為のための大規模言語モデルを用いた動的相互計画調整」

▶ 田尻愛斗，稲葉通将（電気通信大学）
「対話に基づく観光地推薦のためのDPOを用いた情報抽出性能の改善」

•一般口頭発表 3
▶ 森清忠（NAIST/理研GRP），河野誠也（理研GRP/NAIST），劉超然（国立情報学研究所/理研GRP），石
井カルロス寿憲（理研GRP），吉野幸一郎（東京科学大学/理研GRP/NAIST）
「人間の選択的聴取を考慮した音声対話システムのための音声認識評価手法の検討」

▶ 濱健太（NTT），基村竜晟（JAIST），大塚淳史，中辻真（NTT）
「発話意図の同時生成によるユーザ情報抽出を目的とした LLMエージェントの対話戦略学習」

▶ 吉田快（NAIST/　理研GRP　），水上雅博（NTT　コミュニケーション　科学基礎研究所），河野誠也（理研GRP/NAIST　），
Canasai Kruengkrai（理研GRP），杉山弘晃（NTTコミュニケーション科学基礎研究所），吉野幸一郎（東
京科学大学/理研GRP/NAIST）
「対話印象の自動評価と対話印象向上のためのシステム学習」

2024年 11月 29日
•一般口頭発表 4

▶ 山本賢太，駒谷和範（大阪大学）
「人間の認知傾向を考慮した音声対話システムの性格表現：テキスト対話と音声対話の比較」
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▶ 佐々木陸生，稲葉通将（電気通信大学）
「説得対話におけるエージェントによる同調効果の分析」
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▶ 濱健太（NTT），基村竜晟（JAIST），大塚淳史，中辻真（NTT）
「発話意図の同時生成によるユーザ情報抽出を目的とした LLMエージェントの対話戦略学習」
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「対話印象の自動評価と対話印象向上のためのシステム学習」

2024年 11月 29日
•一般口頭発表 4

▶ 山本賢太，駒谷和範（大阪大学）
「人間の認知傾向を考慮した音声対話システムの性格表現：テキスト対話と音声対話の比較」
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▶ 倉田楓真，江口政貴（早稲田大学），佐伯真於（株式会社エキュメノポリス），鈴木駿吾（早稲田大学），松山
洋一（株式会社エキュメノポリス）
「インタビューエージェントの関係構築的対話戦略が言語パフォーマンスに与える影響」

▶ 松原真弓，後藤悠斗，能勢将樹，本林正裕（株式会社リコー）
「商談を支援する音声対話型AIエージェントへの取り組み」

▶ 森大河，伝康晴（千葉大学）
「反復的うなずきのセグメンテーション単位に関する分析」

•デモセッション 2（発表紹介）
•デモセッション 2

▶ 三輪拓真（NAIST/理研GRP），平澤寅庄（オムロンサイニックエックス），吉野幸一郎（東京科学大学/理
研GRP/NAIST），馬場雪乃（東京大学），藤吉弘亘（中部大学），坂口慶祐（東北大学），松原誠二郎（京都大
学），宮尾知幸（NAIST），椴山儀恵（分子科学研究所/総合研究大学院大学），布施新一郎（名古屋大学），小
野寛太（大阪大学），牛久祥孝（オムロンサイニックエックス）
「化学における知識発見を加速する対話エージェント」

▶ 石川真也（ugo株式会社）
「接客ロボットの社会実装とその課題」

▶ 相良陸成（静岡県立大学），寺尾光一郎，岩橋直人（岡山県立大学）
「ジョイントビリーフネスト：心の理論を持つ身体化エージェントの共同行為シミュレーター」

▶ 前橋祐斗，山崎貴宏，村田稔樹（沖電気工業株式会社）
「LLMとグラフ文書技術を用いたイノベーション創出支援システム」

▶ 沢田慶，藤田達也，三井健太郎，法野行哉，若月駿尭，石川翔，オーカールターレック，陳心琪（rinna株
式会社）
「テキスト・音声・動画生成を活用した低コストでスケーラブルなリアルタイム音声対話」

▶ 片岡敬志郎，山添隆文，德永陽子，住谷哲夫（株式会社NTTドコモ）
「メタバースにおける多様な対話AIキャラクターの動的制御を実現するプラットフォーム」

▶ Mao Saeki，Sadahiro Yoshikawa，Kevin Heng，Taiki Watai，Jun Inagaki，Hiroaki Takatsu，Masaki
Eguchi，Shungo Suzuki，Fuma Kurata，Max Thomson，Elliott Bruce Castro，Anastasia Ramjag，Weronika
Demkow，Daniel Travin，and Yoichi Matsuyama（株式会社エキュメノポリス）

“InteLLA：Multimodal Dialogue Agent System for Language Proficiency Assessment”
▶ 宮澤幸希，佐藤可直（フェアリーデバイセズ株式会社）
「音声対話システムのための機械学習モデルmimiおよびウェアラブルデバイス THINKLET」

▶ 西田慶，安田喬一（カサナレ株式会社）
「特許技術による行動拡張生成（Action Augmented Generation）」

•ポスターセッション 2のデモ発表紹介
•ポスターセッション 2

▶ 松本朱加，野本済央，中辻真，佐藤吉秀（NTT人間情報研究所）
「ブラックボックス LLMに対する知識活用型プロンプト最適化」

▶ 石垣龍馬，前田英作（東京電機大学）
「継続知識編集のための評価手法について」

▶ 小松秀輔（NAIST/理研GRP），河野誠也（理研GRP/NAIST），吉野幸一郎（東京科学大学/理研GRP/NAIST）
「ロボットによる親密行動の許容予測に向けたエントレインメントの活用」

▶ 薛強，滝口哲也，有木康雄（神戸大学）
「DialCopy：検索情報の効果的活用と重複応答の削減を目指したデータ拡張手法」

▶ 大竹真太（株式会社AI Shift）
「リアルタイム性と柔軟性を兼ね備えた音声対話システムのための軽量かつ高速な処理手法の検討　」（デモあり）
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▶ 秋山海登，高橋和暉（筑波大学）
「ユーザーの変化を促すカウンセリング対話システム：動機づけ面接アプローチの応用」（デモあり）

▶ 堅田俊，駒谷和範（大阪大学）
「音声認識誤りに起因する対話破綻に対する大規模言語モデルによる修復の分析」

▶ 東佑樹，干飯啓太（株式会社AI Shift）
「模範的なクレーム対応のモデル化のための二話者間の通話分析」

▶ Weiwen Su（東京大学），吉永直樹，豊田正史（東京大学生産技術研究所）
“Can LLMs Identify Information Required to Respond to Decision-Seeking Utterances in Dialogue?”

▶ 三河多聞，若林佑幸（豊橋技術科学大学），太田健吾（阿南工業高等専門学校），西村良太（徳島大学），北岡
教英（豊橋技術科学大学）
「マルチモーダル対話システムの構築に向けたマルチモーダル日本語雑談対話データセットの構築と分析」

▶ 松岡竜輝（慶應義塾大学），熊野史朗（NTTコミュニケーション科学基礎研究所），今井倫太（慶應義塾大
学），成松宏美（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）
「意味的類似性にもとづく主観的印象テキストからの画像生成」（デモあり）

•国際会議報告
▶ SIGDIAL：斉志揚，田中義規（電気通信大学）
▶ ICMI：岡田将吾（JAIST）
▶ INTERSPEECH：関健太郎（東京大学）
▶ EMNLP：古舞千暁（KDDI総合研究所）

•一般口頭発表 5
▶ 井上昂治，Divesh Lala（京都大学），Gabriel Skantze（スウェーデン王立工科大学），河原達也（京都大学）
「Voice Activity Projectionモデルを用いたリアルタイム相槌予測」

▶ 吉川禎洋，佐伯真於，高津弘明，倉田楓真，松山洋一（株式会社エキュメノポリス）
「DialOps：大規模な対話システムの継続的開発・運用管理の枠組みの検討と実践」

•表彰・閉会

「資料横断的な漢字音・漢語音データベース（DHSJR）」を用いた研究成果報告会
［2024.11.30，国立国語研究所多目的室］

▶ 趣旨説明
▶ 大島英之（国立国語研究所）
「DHSJRにおける漢字字体の正規化の試み」

▶ 高田智和（国立国語研究所）
「資料横断的な漢字音・漢語音データベースの語彙資源化」

▶ 浅田健太朗（島根大学）
「資料横断的な漢字音・漢語音データベース（DHSJR）における連声濁」

▶ 加藤大鶴（早稲田大学）
「漢語アクセントにおける低起上昇型の揺れ」

▶ 坂水貴司（広島経済大学）
「呉音資料における漢音去声の上声化」

▶ 佐々木勇（広島大学）
「妙一記念館本『仮名書き法華経』の声点—同時期の字音直読資料との比較から知られること—」

▶ 石山裕慈（神戸大学）
「近現代の外国語辞書における日本漢字音」

▶ 中澤信幸（山形大学）
「漢字音・漢語音データベースと『大般若経字抄』」
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学），成松宏美（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）
「意味的類似性にもとづく主観的印象テキストからの画像生成」（デモあり）
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▶ SIGDIAL：斉志揚，田中義規（電気通信大学）
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▶ INTERSPEECH：関健太郎（東京大学）
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「Voice Activity Projectionモデルを用いたリアルタイム相槌予測」

▶ 吉川禎洋，佐伯真於，高津弘明，倉田楓真，松山洋一（株式会社エキュメノポリス）
「DialOps：大規模な対話システムの継続的開発・運用管理の枠組みの検討と実践」

•表彰・閉会

「資料横断的な漢字音・漢語音データベース（DHSJR）」を用いた研究成果報告会
［2024.11.30，国立国語研究所多目的室］

▶ 趣旨説明
▶ 大島英之（国立国語研究所）
「DHSJRにおける漢字字体の正規化の試み」

▶ 高田智和（国立国語研究所）
「資料横断的な漢字音・漢語音データベースの語彙資源化」

▶ 浅田健太朗（島根大学）
「資料横断的な漢字音・漢語音データベース（DHSJR）における連声濁」

▶ 加藤大鶴（早稲田大学）
「漢語アクセントにおける低起上昇型の揺れ」

▶ 坂水貴司（広島経済大学）
「呉音資料における漢音去声の上声化」

▶ 佐々木勇（広島大学）
「妙一記念館本『仮名書き法華経』の声点—同時期の字音直読資料との比較から知られること—」

▶ 石山裕慈（神戸大学）
「近現代の外国語辞書における日本漢字音」

▶ 中澤信幸（山形大学）
「漢字音・漢語音データベースと『大般若経字抄』」
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▶ 肥爪周二（東京大学）
「石山寺本守護国界主陀羅尼経の漢字音」

▶ 終わりの挨拶

述語の意味と文法研究会［2025.1.22，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
▶ Lauréne Barbier（Université Lumière Lyon 2）

“Towards the forest upwards，away from the river：Upper Negidal absolute orientation system and
the role or rivers in the expression of deixis and direction”

言語学フェス 2025［2025.2.1，オンライン］
•挨拶
•コアタイムA

▶ 坂井美日（鹿児島大学）
「方言AIプロジェクトの現在地」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 中谷健太郎（甲南大学）
「パソコンがあればできる！ことばの実験研究の方法」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 瀧澤純（宮城学院女子大学）
「本音・嘘・皮肉・冗談・照れ隠しを区別する仕組みを知りたい」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 江村玲（東北大学/JSPS特別研究員），河地庸介，小泉政利（東北大学）
「なぜ我々は誤解するのか—人間の小さなワーキング・メモリと言語理解—」【プロジェク　ト・研究室紹介】

▶ 安田哲也，広瀬友紀（representing UH-UT CSLAD corpus作成チーム，東京大学）
「使ってみよう子ども L2英語自然発話コーパスUH-UT CSLAD corpus」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 申貞恩（筑波大学），今井新悟（（一社）日本語教育支援協会）
「日本語・韓国語のオノマトペの対照」【研究発表】

▶ 白鳥詩織（中央大学学部生）
「エ列甲乙の合流は最適性理論の夢を見るか？」【研究発表】

▶ 張明（川村学園女子大学），江口匠（なし），
「単文と複文の連続性」【研究発表】

▶ 山下大希（名古屋大学大学院博士後期課程）
「<動詞連用形 +動詞>以外の<複合動詞>の連濁について」【研究発表】

▶ 梶川康平（東京大学/国立国語研究所）
「言語の起源はコミュニケーションか？：計算心理言語学の観点から」【研究発表】

▶ 吉田大一（茨城大学）
「日本語可能文における格助詞の交替」【研究発表】

▶ 長尾明洋，李嘉輝，細井昌代（四国大学大学院生）久保博雅（四国大学）
「徳島方言における「いける」の使用範囲と他方言との対照」【研究発表】

▶ 山岡翔（筑波大学）
「譜面で教えるベトナム語」【研究発表】

▶ 落合いずみ（帯広畜産大学）
「「樺太」の語源について」【研究発表】

▶ 文昶允（筑波大学），黄竹佑（名古屋学院大学）
「音楽とことばの不思議な交差点—母語は音楽の認知能力にどう影響するか—」【研究発表】

▶ 森田真緒（神田外語大学）
「日本語の形容詞「おいしい」とインドネシア語の形容詞「enak」における意味拡張の差について」【研
究発表】

▶ 井原駿（津田塾大学）
「ゲームの技名における尺度性とネーミングストラテジー」【研究発表】
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▶ 王白鷺（城西国際大学大学院），鈴木一徳（城西国際大学）
「第二言語としての日本語の話しことばにおける名詞句の使用実態—中国語を母語とする日本語学習
者を対象とした調査—」【研究発表】

▶ 向井歩（東京大学）
「建築空間の印象評価手法について」【研究発表】

▶ 小林祐太（大田区立馬込中学校）
「分解した人工言語」【研究発表】

▶ 折田奈甫（早稲田大学）
「「外国人」ぽい見た目の人が日本語を流暢に話すとき、「日本人」（大学生）はどんなふうにその発話
を認識するか実験してみた」【研究発表】

▶ 吉川正人（群馬大学）
「野菜を語る女性，「要するに」と言いたがる男性：『日本語日常会話コーパス』に見るジェンダーギャッ
プ」【研究発表】

▶ 成田智也（大阪大学）
「確率論的な視点から見た弛緩したソの領域」【研究発表】

▶ 日山和也（関西大学）
「近畿方言の素材待遇語（ヤ）イス・（ヤ）ンスにおける語形の縮約について」【研究発表】

▶ 上田地平（関西大学大学院）
「動詞「終わる」の意味拡張について」【研究発表】

▶ 泉大輔（立教大学）
「逸脱的な造語—そんなことないよ待ちするかまってちゃん vs話しかけるなオーラ全開の絶対関わり
たくないマン—」【研究発表】

▶ 中崎ひかり（早稲田大学）
「ポライトネス誘因から考える第一提示者の「ちょっと」の使用」【研究発表】

▶ 大庭明莉（JSPS PD/明治学院大学）
「子どもによる「だけ」の解釈について：新しい実験方法とパイロット実験報告」【研究発表】

▶ 磯野真之介（東京大学）
「文法を横向きに：文法ベースの文理解モデルの成果と課題」【研究発表】

▶ 淺尾仁彦（情報通信研究機構）
「「ネーミング構文」について考えようキャンペーン」【研究発表】

▶ 清水泰行（大手前大学（非））
「ドラゴンクエストのモンスター名に見られる音象徴：ひらがな・カタカナ表記との関連」【研究発表】

▶ 鈴木成典（国際基督教大学大学院/日本学術振興会），坂本誓（国際基督教大学），鎌野慈人（ストーニーブ
ルック大学大学院），遠藤歩華（国際基督教大学），柳田拓郎（国際基督教大学），鎌倉欧亮（国際基督教大学）
「アーカイブデータを用いた日本語の有声音と無声音の区別の方言差の研究」【研究発表】

▶ 三浦景星（立命館大学言語教育情報研究科院生）
「ベトナム人日本語学習者の促音知覚—脳波を用いた探索的研究—」【研究発表】

▶ 中野義之（東京大学）
「第二言語における structural priming効果に対して習熟度が及ぼす影響についての実験」【研究発表】

▶ 鎌野慈人（ストーニーブルック大学）
「関西弁のプロソディー、勉強してんねんやんか：ピッチアクセント、イントネーション、文末助詞」
【研究発表】

▶ 杉原奏音，手嶋優花，原田麻未，永田るの，松本菜月，白砂里桜，檜垣沙也菜，中村結香，伊藤優希，星野
莉那，増森乙華，高木愛莉，丸山花（フェリス女学院大学学生），鎌野慈人（フェリス女学院大学）
「「無声C+狭V+無声C＋非狭V」構造を持つ 2拍発話の母音無声化傾向—「1拍語＋ 1拍語」と「2
拍語」における音環境を考慮した計量的類型化—」【研究発表】
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▶ 王白鷺（城西国際大学大学院），鈴木一徳（城西国際大学）
「第二言語としての日本語の話しことばにおける名詞句の使用実態—中国語を母語とする日本語学習
者を対象とした調査—」【研究発表】

▶ 向井歩（東京大学）
「建築空間の印象評価手法について」【研究発表】

▶ 小林祐太（大田区立馬込中学校）
「分解した人工言語」【研究発表】

▶ 折田奈甫（早稲田大学）
「「外国人」ぽい見た目の人が日本語を流暢に話すとき、「日本人」（大学生）はどんなふうにその発話
を認識するか実験してみた」【研究発表】

▶ 吉川正人（群馬大学）
「野菜を語る女性，「要するに」と言いたがる男性：『日本語日常会話コーパス』に見るジェンダーギャッ
プ」【研究発表】

▶ 成田智也（大阪大学）
「確率論的な視点から見た弛緩したソの領域」【研究発表】

▶ 日山和也（関西大学）
「近畿方言の素材待遇語（ヤ）イス・（ヤ）ンスにおける語形の縮約について」【研究発表】

▶ 上田地平（関西大学大学院）
「動詞「終わる」の意味拡張について」【研究発表】

▶ 泉大輔（立教大学）
「逸脱的な造語—そんなことないよ待ちするかまってちゃん vs話しかけるなオーラ全開の絶対関わり
たくないマン—」【研究発表】

▶ 中崎ひかり（早稲田大学）
「ポライトネス誘因から考える第一提示者の「ちょっと」の使用」【研究発表】

▶ 大庭明莉（JSPS PD/明治学院大学）
「子どもによる「だけ」の解釈について：新しい実験方法とパイロット実験報告」【研究発表】

▶ 磯野真之介（東京大学）
「文法を横向きに：文法ベースの文理解モデルの成果と課題」【研究発表】

▶ 淺尾仁彦（情報通信研究機構）
「「ネーミング構文」について考えようキャンペーン」【研究発表】

▶ 清水泰行（大手前大学（非））
「ドラゴンクエストのモンスター名に見られる音象徴：ひらがな・カタカナ表記との関連」【研究発表】

▶ 鈴木成典（国際基督教大学大学院/日本学術振興会），坂本誓（国際基督教大学），鎌野慈人（ストーニーブ
ルック大学大学院），遠藤歩華（国際基督教大学），柳田拓郎（国際基督教大学），鎌倉欧亮（国際基督教大学）
「アーカイブデータを用いた日本語の有声音と無声音の区別の方言差の研究」【研究発表】

▶ 三浦景星（立命館大学言語教育情報研究科院生）
「ベトナム人日本語学習者の促音知覚—脳波を用いた探索的研究—」【研究発表】

▶ 中野義之（東京大学）
「第二言語における structural priming効果に対して習熟度が及ぼす影響についての実験」【研究発表】

▶ 鎌野慈人（ストーニーブルック大学）
「関西弁のプロソディー、勉強してんねんやんか：ピッチアクセント、イントネーション、文末助詞」
【研究発表】

▶ 杉原奏音，手嶋優花，原田麻未，永田るの，松本菜月，白砂里桜，檜垣沙也菜，中村結香，伊藤優希，星野
莉那，増森乙華，高木愛莉，丸山花（フェリス女学院大学学生），鎌野慈人（フェリス女学院大学）
「「無声C+狭V+無声C＋非狭V」構造を持つ 2拍発話の母音無声化傾向—「1拍語＋ 1拍語」と「2
拍語」における音環境を考慮した計量的類型化—」【研究発表】
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▶ 中村晴希
「ねじれた冗長文「今回紹介するのはこの例文を紹介します」の考察」【研究発表】

•コアタイムB
▶ 広瀬友紀，安田哲也（representing UH-UT CSLAD corpus作成チーム，東京大学）
「使ってみたよ子ども L2英語自然発話コーパス UH-UT CSLAD corpus」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 作本大祐（京都大学大学院）
「アルザス語ってどんな言語？—概説とリソース案内—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 吉村大樹（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）
「「アゼルバイジャン語の疑問標識」小考」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 井田浩之（城西大学），設楽成実（京都大学），永井裕子（ScholAgora），大谷周平（琉球大学附属図書館），
山之城チルドレス智子（Taylor & Francis Group）
「オープンサイエンスと学術出版の関係：新しい言語生活の創出を見据えて」【プロジェク　ト・研究室紹介】

▶ 太田裕子，小林京香，滕越，松平のどか，宮内しおん（早稲田大学）
「子どものための Translanguaging授業案と複言語複文化教材の試作—大学生・大学院生と創る全学
オープン科目の実践報告」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 太田真理（九州大学）
「脳科学×言語学で言語の謎に挑む！ 九大太田研究室の紹介」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 森下裕三（桃山学院大学）
「コーパス言語学の探索と検証：データとどう向き合うか？」【研究発表】

▶ 中村明裕（國學院大学大学院）
「荷田春満はどんな音調で話していたの？」【研究発表】

▶ 黒木邦彦（神戸松蔭女子学院大学）
「現代日本語方言の基層に有る方言：いつどこで話されていた方言か」【研究発表】

▶ 浅利みなと（東京都立大学）
「嘘をつかずに不都合な情報を相手に開示しない発話の仕方とその分析」【研究発表】

▶ ランス陽子（グリフィス大学）
「豪州における日本人在住者（1世）の日本語：言語接触と借用語」【研究発表】

▶ 黄綺萍（香港城市大学）
「音声知覚実験における適切な測定基準とは–日本語の長母音の習得を例に–」【研究発表】

▶ 乾将崇（東京大学）
“Phonological Approach to the brJod bde ba in Tibetan Traditional Grammar”【研究発表】

▶ 岩崎加奈絵（東京外国語大学アジア・アフリカ言語言語文化研究所ジュニアフェロー）
「ハワイ語テキスト資料の「対話」性と文法」【研究発表】

▶ 野村涼（Stanford University）
“Why Are You Talking Like Yoda?　—Enregisterment of Yoda Speech and Its Sociolinguistic Effects　—”
【研究発表】

▶ 江口匠
「埋没する日本語複文研究（史）を掘り起こす　：「連体修飾」を含めない　「複文」論とその　周縁」【研究発表】

▶ 柯怡廷，高橋康徳（神戸大学）
「台湾の「土木借用語」の音韻体系」【研究発表】

▶ 菱山湧人（新潟大学），ファイズエワザリナ（なし）
「ネット　世界での文字コミュニケーション　：話し言葉のサマルカンド　・タジク　語はどう　書かれる　？」【研究発表】

▶ 中川奈津子（九州大学）
「SNSなどにおいてGriceの会話の格率が想定以上に破られている件について」【研究発表】

▶ 小濱瑠七，木村崇是（宇都宮大学）
「日本人英語学習者による英語間接受身文の判断について—「私は財布を盗まれた」を英語で何と言

II 共同研究と共同利用 83



うか？—」【研究発表】
▶ 虞皪盈，鈴木一徳（城西国際大学大学院）
「日本語反復型オノマトペの副詞用法と動詞用法について—中国語を母語とする日本語学習者を対象
とした」【研究発表】

▶ 石沢琳，鈴木一徳（城西国際大学大学院）
「中国語話者による日本語の格助詞の使用実態—省略現象を中心に—」【研究発表】

▶ 清水響（早稲田大学法学部）
「複数言語コミュニティにおけるコードスイッチング（言語のミックス）は、口頭でのスイッチングと
どう違うのか？」【研究発表】

▶ 岡本舞夏（関西学院大学大学院）
「記憶整理における幼児の言語利用の可能性：調査方法の検討」【研究発表】

▶ 松浦年男（北星学園大学）
「高校生に記述言語学を体験させてみたら…？」【研究発表】

▶ 山泉実（大阪大学）
「絶対存在文の主語は変項名詞句か？」【研究発表】

▶ 須藤優空（北海道函館中部高等学校）
「強調をあらわす程度副詞の使用実態」【研究発表】

▶ 安田哲也（東京大学）
「「○○を持っていないお友達がいます」はどのように言語学的に考察すべきか」【研究発表】

▶ 田川拓海（筑波大学）
「現代日本語における接尾辞 -erの形と意味」【研究発表】

▶ 松田俊介（東京大学），萩澤大輝（近畿大学）
「「言語とは何か」とは何か：『言語の本質』の批判的検討」【研究発表】

▶ 西畑千哲（東京電機大学大学院），小林春美（東京電機大学）
「含意解釈の仕方は現実と仮想現実（VR）で変わるのか」【研究発表】

▶ 中村丞汰（名古屋大学大学院）
「コピー形成操作の適用対象と移動の制約」【研究発表】

▶ 黄楚儀（筑波大学大学院）
「日本語の属性叙述受動文を成立させる動詞の類型化」【研究発表】

▶ 本村駿乃介（感性AI株式会社）
「日本語と韓国語オノマトペ：意味も音も似てるものを見つけたい」【研究発表】

▶ 橋本優美，山下暖乃花，吉田穂乃香，佐藤妃来，羽太琴寧，秋葉紗良，堀内優花，濱田鈴夏，早坂菜々音，榎
美等乃，西村涼音，宮田ひかる，杉原奏音，小川円，海作理穂，河手美汐，山本姫菜乃，佐藤ももこ（フェ
リス女学院大学学生），斎藤孝滋（フェリス女学院大学）
「首都圏在住女子大学生における「濃い・すごい・黒い」における形容詞活用の特徴—拍数・語彙的事
情・使用頻度による考察—」【研究発表】

▶ 細谷諒太（慶應義塾大学大学院）
「現代英語における逸脱的な名詞の前置修飾」【研究発表】

▶ TRAN VAN TAI（筑波大学）
「「～てみたい」の願望疑問文についての研究」【研究発表】

•コアタイムC
▶ 折田奈甫（早稲田大学），窪田悠介（国立国語研究所），次田瞬（富山大学）
「人間の言語能力とはなにか—岩波書店『科学』連載を振り返っておしゃべりします—」【プロジェ
クト・研究室紹介】

▶ 山崎悠貴，山下里香（関東学院大学）
「日本人は「ラーメン」がお好き？—Jurafsky（2014）The Language of Foodの検証」【プロジェクト・
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うか？—」【研究発表】
▶ 虞皪盈，鈴木一徳（城西国際大学大学院）
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▶ 清水響（早稲田大学法学部）
「複数言語コミュニティにおけるコードスイッチング（言語のミックス）は、口頭でのスイッチングと
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▶ 山泉実（大阪大学）
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▶ TRAN VAN TAI（筑波大学）
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•コアタイムC
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「人間の言語能力とはなにか—岩波書店『科学』連載を振り返っておしゃべりします—」【プロジェ
クト・研究室紹介】

▶ 山崎悠貴，山下里香（関東学院大学）
「日本人は「ラーメン」がお好き？—Jurafsky（2014）The Language of Foodの検証」【プロジェクト・
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研究室紹介】
▶ 岸山健　（東京大学大学院　），野口大斗　（東京医科歯科大学　），黄竹佑　（名古屋学院大学　），佐藤俊樹　（沖田耳鼻咽喉科　）
「音声知覚のシミュレーションによる異聴の予測と評価」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 山下里香，飛鳥馬良介（関東学院大学）
「エスニック料理店の言語景観を分析する」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 岩隈航男，加藤稚菜（東京外国語大学言語文化学部），小林剛士，宮川寛人（東京外国語大学大学院）
「風間ゼミ記述言語学研究室について」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 尹熙洙（総合研究大学院大学先端学術院博士後期課程）
「日本語の中の古代朝鮮語借用語に見られる謎の濁音について」【研究発表】

▶ 李海琪（浙江大学）
「節境界別に見た上昇下降調の使用率」【研究発表】

▶ 春日勇人（なし），WEST Stephen（岡山大学）
「エージェントベースシミュレーションを　用いた先史時代の日本列島における　言語分布の復元」【研究発表】

▶ 山田昇平（奈良大学）
「昔の人が発音について云々いった記述を集めてみた（かったのだけど）」【研究発表】

▶ 萩澤大輝（近畿大学）
「意味記述の改善に向けて：ラベル・訳語との関係性」【研究発表】

▶ 榮谷温子（慶應義塾大学），丸小野壮太（常磐大学高等学校）
「高大連携授業「アラビア語クルアーンの文字と音」から考える歴史教育」【研究発表】

▶ 梁為棟（ヘルシンキ大学）
「与那国方言の「してしまった」～なんと四つもある？！～」【研究発表】

▶ 稲澤知優（東洋大学附属牛久高等学校）
「人工言語の普及に必要なこと。—エスペラントが第 2言語になるには—」【研究発表】

▶ 溝口礼奈（関西大学大学院）
「談話資料に見る兵庫県播磨方言のアスペクト表現」【研究発表】

▶ 岩崎心音（東洋大学附属牛久高等学校）
「French」【研究発表】

▶ 佐久間篤（南山大学大学院），下駄真奈美（名古屋外国語大学大学院）
「日本語形容詞の構造とその習得」【研究発表】

▶ 秦郁萌，鈴木一徳（城西国際大学大学院）
「中国語を母語とする日本語学習者による複合動詞の誤用分析」【研究発表】

▶ 濱野綾（放送大学）
「近づけ・軽んじ・遠ざける，呼称「ちゃん」の考察—ジェンダーとパワーの　観点から—」【研究発表】

▶ 張琴琴（北海道大学）
「数量詞付加による限界性からの動詞分類について」【研究発表】

▶ 数納風香（北海道大学）
「アパレル店員の言語学」【研究発表】

▶ 谷口雅弥（理化学研究所）
「人工知能は形式言語を理解できるか?」【研究発表】

▶ 松井琴美（目白大学）
「日本語の撥音「ん」におけるハングル表記と発音の関係性について」【研究発表】

▶ 田中太一（東京農工大学）
「間スペース対応存在文は存在するか」【研究発表】

▶ パターソンレベッカ（京都大学）
「腹外側前頭前野の賦活と外国語不安の関連性：fNIRSを用いた探索的研究」【研究発表】
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▶ 加幡栞里，井原駿（津田塾大学）
「嫌味として使われる褒め言葉の意味」【研究発表】

▶ ヤマザキトーマス（在オマーン日本大使館）
「現代南アラビア語におけるコードスイッチング（政治的：経済的話題の場合）」【研究発表】

▶ 本橋麻衣（津田塾大学）
「個人の性格は、チャットにおける句点「。」への印象に影響を与えるか？」【研究発表】

▶ 盧捷（東京大学）
「単語ベクトルを用いた語の意味の計量的な研究」【研究発表】

▶ 下山うらら，木村崇是（宇都宮大学）
「日本人学習者による不定詞と動名詞の使い分けにおける傾向—造語を用いた実験的アプローチ—」
【研究発表】

▶ 伊藤みらい（北海学園大学）
「ヒット曲におけるアクセントと旋律の関係性」【研究発表】

▶ 谷口悠（同志社大学［院］）
「今日聞く発表はこれ一択！—新語「一択」の使用とその背景」【研究発表】

▶ 木村陽菜（東京電機大学大学院），小林春美（東京電機大学）
「ジェスチャーは統語構造を補完できるのか」【研究発表】

▶ 青木柚奈（国分寺高校）
「既存の形態素解析ソフトの性能分析」【研究発表】

▶ 手嶋優花，杉原奏音，永田るの（フェリス女学院大学学生&ダジャレ・ヌーボー），橋本優美，林彩花，関美
成，高木愛莉，丸山花，吉川心遥，森美優，伊藤優希，秋葉紗良，佐々木穂乃花，高橋あす花，堀内優花，
田沼葵（フェリス女学院大学学生），田中伶音（ダジャレ・ヌーボー），斎藤孝滋（フェリス女学院大学&ダ
ジャレ・ヌーボー）
「AIを用いたダジャレ表現の画像化における指示表現の認知言語学的考察」【研究発表】

▶ 江原遥（東京学芸大学）
「Flesch-Kincaid型リーダビリティ指標はほぼ平均文中音節数だったという話～理論的に比較可能な
日本語 FKGLに向けて～」【研究発表】

▶ 玄慧璘，広瀬友紀（representing UH-UT CSLAD作成チーム/東京大学）
「アスペクト要因は足場になれるのか：動詞形態素獲得への旅」【研究発表】

▶ 日髙晋介（筑波大学）
「中央アジアチュルク諸語五言語の談話コーパスの構築」【プロジェクト・研究室紹介】

•ブース
▶ ひつじ書房「なんでも企画相談」
◦時間帯：

14–16時
◦説明：
「なんでも企画相談」を行います。なんでもいいのですが，一応推しの企画として，これまでの記述
文法を超えるぞみたいな企画（基本概念でも用語でも研究方法でも可）をお待ちしています。フェ
ス参加者限定の書籍セールも開催予定。

▶ くろしお出版
▶ 大阪大学出版会
▶ 中谷裕子（イラスト作成）

第 9回学習者コーパス・シンポジウム「学習者コーパス・データで広がる研究と教育の可能性—日本語研究
から指導まで—」［2025.2.1，国立国語研究所講堂（分科会：多目的室・セミナー室）］
•開会挨拶
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▶ 中谷裕子（イラスト作成）

第 9回学習者コーパス・シンポジウム「学習者コーパス・データで広がる研究と教育の可能性—日本語研究
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•招待講演
▶ 石川慎一郎（神戸大学）
「学習者コーパスで広がる研究と教育の可能性—今後の I-JASに期待すること—」

•分科会
▶ テーマ「日本語研究とコーパス」
担当：石黒圭（国立国語研究所），李在鎬（早稲田大学）

▶ テーマ「習得研究とコーパス」
担当：迫田久美子（広島大学/国立国語研究所），大関浩美（麗澤大学）

▶ テーマ「指導法と学習者データ」
担当：奥野由紀子（東京都立大学），小柳かおる（上智大学）

•全体討議
司会進行：迫田久美子（広島大学/国立国語研究所）

•閉会挨拶

シンポジウム「郷土に向かい合う人々—信州・諏訪の市民科学—」
［2025.2.11，諏訪市駅前交流テラスすわっチャオ・オンライン（ハイブリッド）］
•発表 1

▶ 大西拓一郎（国立国語研究所）
概要説明・「牛山初男氏の方言学と市民科学の実践」

•発表 2
▶ 安室知（神奈川大学）
「長野県民俗の会の発足と現在」

•発表 3
▶ 小口高（東京大学）
「諏訪と信州の地学—背景・研究・教育—」

•発表 4
▶ 北澤潔（長野県上田高等学校前校長）
「三澤勝衛先生の教えとその継承」

•総合討論

シンポジウム「対人コミュニケーションとメディア研究の展開—メディアを介したコミュニケーションに焦
点をあてて—」［2025.2.15，国立国語研究所講堂］
•開会の辞
•講演 1

▶ 佐藤広英（信州大学）
「情報プライバシーとインターネット上のコミュニケーション」

•講演 2
▶ 黒川雅幸（愛知教育大学）
「いじめ・ネットいじめにおけるミスコミュニケーションの問題」

•口頭発表
▶ 岡本能里子（東京国際大学）
「安心安全な多文化共生社会構築に向けたビジュアルコミュニケーションの課題」

▶ 東照二（ユタ大学）
「インターネットと政治言語：百田尚樹と飯山あかりのケース」

•全体討論
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•閉会の辞

空間接続プロジェクト公開研究発表会［2025.2.20，国立国語研究所大会議室・オンライン（ハイブリッド）］
▶ 大西拓一郎（国立国語研究所）
「辛い酒とはどんな味か—味覚表現の分布から考える」

▶ 福嶋秩子（新潟県立大学）
「アジア・アフリカ言語地図の「きょうだいの体系」—分析の方法と地図の解釈」

▶ 峪口有香子（四国大学）
「瀬戸内海地域における実時間上の言語変化—『瀬戸内海言語図巻』との比較を通じて」

▶ フィリップ・デルジューディチェ（コートダジュール大学）
「シュミットの波動説について」

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2025.2.22，オンライン］
•開会の辞
•研究発表

▶ 濱岡佑帆（国立国語研究所）
「中国語母語話者による日本語発話時の鼻音化率における男女差と地域差」

•閉会の辞

次世代言語科学研究センター開所式及び第 1回研究会
［2025.3.3，国立国語研究所講堂・オンライン（ハイブリッド）］

▶ 機構長挨拶：木部暢子（人間文化研究機構機構長）
▶ 来賓挨拶：助川隆（文部科学省研究振興局振興企画課学術企画室長）
▶ 所長挨拶：前川喜久雄（国立国語研究所所長）
▶ 浅原正幸（国立国語研究所）
「次世代言語科学研究センターの概要」

▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「会話コーパスがもたらす研究の可能性」

▶ 窪田悠介（国立国語研究所）
「自然言語には何故統語変換があるのか？」

▶ 横井祥（国立国語研究所）
「コーパスを丸呑みしたモデルから言語の何がわかるか」

▶ 持橋大地（国立国語研究所（クロスアポイントメント）/統計数理研究所）
「方言解析のための空間的インド料理店過程」

▶ 総合討論
▶ クロージング

「通時コーパス」シンポジウム 2025［2025.3.8，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
•口頭発表（ロング）セッション 1

▶ 小木曽智信（国立国語研究所）
「CHJ ver.2025.3 + OpenCHJ：通時コーパス拡張進捗報告」

▶ 山田伸武（大阪大学大学院）
「「ゾ～指定ナル」型係り結びの推移」

▶ 北野勇太（北海道大学大学院情報科学院），横山想一郎（北海道大学大学院情報科学院），山下倫央（北海
道大学大学院情報科学院），川村秀憲（北海道大学大学院情報科学院），小木曽智信（国立国語研究所），
伊藤孝行（北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院）
「帝国議会・国会会議録を用いた可能表現の定量分析」
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•閉会の辞

空間接続プロジェクト公開研究発表会［2025.2.20，国立国語研究所大会議室・オンライン（ハイブリッド）］
▶ 大西拓一郎（国立国語研究所）
「辛い酒とはどんな味か—味覚表現の分布から考える」

▶ 福嶋秩子（新潟県立大学）
「アジア・アフリカ言語地図の「きょうだいの体系」—分析の方法と地図の解釈」

▶ 峪口有香子（四国大学）
「瀬戸内海地域における実時間上の言語変化—『瀬戸内海言語図巻』との比較を通じて」

▶ フィリップ・デルジューディチェ（コートダジュール大学）
「シュミットの波動説について」

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2025.2.22，オンライン］
•開会の辞
•研究発表

▶ 濱岡佑帆（国立国語研究所）
「中国語母語話者による日本語発話時の鼻音化率における男女差と地域差」

•閉会の辞

次世代言語科学研究センター開所式及び第 1回研究会
［2025.3.3，国立国語研究所講堂・オンライン（ハイブリッド）］

▶ 機構長挨拶：木部暢子（人間文化研究機構機構長）
▶ 来賓挨拶：助川隆（文部科学省研究振興局振興企画課学術企画室長）
▶ 所長挨拶：前川喜久雄（国立国語研究所所長）
▶ 浅原正幸（国立国語研究所）
「次世代言語科学研究センターの概要」

▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「会話コーパスがもたらす研究の可能性」

▶ 窪田悠介（国立国語研究所）
「自然言語には何故統語変換があるのか？」

▶ 横井祥（国立国語研究所）
「コーパスを丸呑みしたモデルから言語の何がわかるか」

▶ 持橋大地（国立国語研究所（クロスアポイントメント）/統計数理研究所）
「方言解析のための空間的インド料理店過程」

▶ 総合討論
▶ クロージング

「通時コーパス」シンポジウム 2025［2025.3.8，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
•口頭発表（ロング）セッション 1

▶ 小木曽智信（国立国語研究所）
「CHJ ver.2025.3 + OpenCHJ：通時コーパス拡張進捗報告」

▶ 山田伸武（大阪大学大学院）
「「ゾ～指定ナル」型係り結びの推移」

▶ 北野勇太（北海道大学大学院情報科学院），横山想一郎（北海道大学大学院情報科学院），山下倫央（北海
道大学大学院情報科学院），川村秀憲（北海道大学大学院情報科学院），小木曽智信（国立国語研究所），
伊藤孝行（北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院）
「帝国議会・国会会議録を用いた可能表現の定量分析」
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•ショート発表セッション（質疑はまとめておこないます。）
▶ 高橋雄太（国立国語研究所）
「近現代における名詞カラダの表記」

▶ 近藤明日子（東京大学）
「明治前期口語体実用文データセットの構築（最終報告）」

▶ 久保柾子（国立国語研究所/総合研究大学院大学），市村太郎（京都府立大学），小木曽智信（国立国語研究所）
「『古今集遠鏡』コーパスの構築と公開」

▶ 小木曽智信（国立国語研究所）
「OpenCHJ「源氏物語」（渋谷栄一版）の公開」

•口頭発表（ロング）セッション 2
▶ 片山歩希（奈良先端科学技術大学院大学），東山翔平（情報通信研究機構/奈良先端科学技術大学院大学），
大内啓樹（奈良先端科学技術大学院大学/理化学研究所），坂井優介（奈良先端科学技術大学院大学），竹内
綾乃（国文学研究資料館），坂東諒（国立国語研究所），橋本雄太（国立歴史民俗博物館），小木曽智信（国立
国語研究所），渡辺太郎（奈良先端科学技術大学院大学）
「言語モデルの場所参照表現抽出性能の評価—近世・近代・現代日本語テキストを対象として—」

▶ 尾崎太亮（東京農工大学），古宮嘉那子（東京農工大学），浅原正幸（国立国語研究所），小木曽智信（国立国
語研究所）
「深層学習による日本語長単位解析」

▶ 近藤泰弘（青山学院大学名誉教授）
「生成AIによる通時コーパスの操作方法」

HNG公開 20周年記念連続研究集会「字体史研究と文字情報データベース」（第 1回）［2025.3.8，オンライン］
•趣旨説明：高田智和（国立国語研究所）
•発表 1

▶ 守岡知彦（国文学研究資料館）
「歴史的漢字関連資料の統合と保存について」

•発表 2
▶ 岡墻裕剛（神戸女子大学）
「HNGを用いた漢字字体研究の授業実践報告」

•発表 3
▶ 鈴木俊哉（広島大学）
「UCS小篆標準化における字形正規化と統合方針の議論」

•発表 4
▶ 上地宏一（大東文化大学）
「グリフウィキに登録された IDSおよび異体字グリフの活用について」

公開シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 13」［2025.3.19，早稲田大学］
•開会挨拶
•講演 1

▶ 臼田泰如（静岡理工科大学）
「身体感覚の仮構／再構：クライミングにおけるクライマーと周囲のやりとり」

•招待講演 1
▶ 酒井晴香（東京国際大学）
「地域高齢者のコミュニケーションと空間的な近接性」
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•講演 2
▶ 門田圭祐（早稲田大学）
「日本語の指示詞選択に指示対象の見えやすさが及ぼす影響」

•招待講演 2（オンライン発表）
▶ 井上昂治（京都大学）
「対話システムの最前線と可能性：「できる」から「わかる」へ」

•総合討論

シンポジウム「日常会話コーパス」X［2025.3.24，オンライン］
•開会挨拶
•口頭発表 1

▶ 杉浦秀行（同志社大学）
「日常会話における間投詞「ほら」を利用した行為の再定式化—情報不均衡の解消のプラクティス—」

•口頭発表 2
▶ 井上雅史（東北工業大学）
「日常会話コーパスを種とした会話AIによる発話事例作成」

•ポスターセッションA
▶ 山本真理（関西学院大学）
「知識の非対称性を顕在化する働きかけ—「わかる」「知っている」を用いた発話に注目して—」

▶ 宮澤幸希，佐藤可直（フェアリーデバイセズ株式会社）
「音声対話システムの応答タイミング決定のための話者移行適格場の予測—日本語日常会話コーパス
を用いた検討—」

▶ 宮城信（富山大学）
「小学生話し合い活動における合意形成の方略」

▶ 川端良子，居關友里子，小磯花絵（国立国語研究所）
「日本語日常会話コーパス談話行為の発話末要素の特徴」

•ポスターセッションB
▶ 森大河，梅村弥生，千田真緒，髙橋亜里沙（千葉大学），執行治平（東京大学）
「マルチユニットターンに埋め込まれた話し手の「うん」と「そう」」

▶ 李海琪（浙江大学）
「年齢層と場面別の上昇下降調と上昇調の使用率—CEJCとCSJを用いて—」

▶ 加藤隆聖，大浦杏奈，菊池英明（早稲田大学）
「日常会話における音声からの speaking style自動推定とパラ言語情報分類」

▶ 裴緯桐，伝康晴（千葉大学）
「オーバーラップにおける　発話権予測モデルの　構築—同時発話開始時の「で」から始まる発話を対象に—」

•ポスターセッションC
▶ 石川創（駒沢女子大学）
「CEJC-Childにみる大人から子どもへの「そう」系あいづちの特徴」

▶ 神長伸幸（ミイダス株式会社），菊池英明（早稲田大学）
「セールス音声対話コーパスの構築と日常会話コーパスとの比較」

▶ 田中弥生，居關友里子（国立国語研究所）
「修辞機能分析からみる親子のやりとり—行為要求発話に着目したパイロットスタディ—」

▶ 江口典子，西川賢哉（国立国語研究所）
「子ども版日常会話コーパスに出現するオノマトペについての予備的調査」
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•講演 2
▶ 門田圭祐（早稲田大学）
「日本語の指示詞選択に指示対象の見えやすさが及ぼす影響」

•招待講演 2（オンライン発表）
▶ 井上昂治（京都大学）
「対話システムの最前線と可能性：「できる」から「わかる」へ」

•総合討論

シンポジウム「日常会話コーパス」X［2025.3.24，オンライン］
•開会挨拶
•口頭発表 1

▶ 杉浦秀行（同志社大学）
「日常会話における間投詞「ほら」を利用した行為の再定式化—情報不均衡の解消のプラクティス—」

•口頭発表 2
▶ 井上雅史（東北工業大学）
「日常会話コーパスを種とした会話AIによる発話事例作成」

•ポスターセッションA
▶ 山本真理（関西学院大学）
「知識の非対称性を顕在化する働きかけ—「わかる」「知っている」を用いた発話に注目して—」

▶ 宮澤幸希，佐藤可直（フェアリーデバイセズ株式会社）
「音声対話システムの応答タイミング決定のための話者移行適格場の予測—日本語日常会話コーパス
を用いた検討—」

▶ 宮城信（富山大学）
「小学生話し合い活動における合意形成の方略」

▶ 川端良子，居關友里子，小磯花絵（国立国語研究所）
「日本語日常会話コーパス談話行為の発話末要素の特徴」

•ポスターセッションB
▶ 森大河，梅村弥生，千田真緒，髙橋亜里沙（千葉大学），執行治平（東京大学）
「マルチユニットターンに埋め込まれた話し手の「うん」と「そう」」

▶ 李海琪（浙江大学）
「年齢層と場面別の上昇下降調と上昇調の使用率—CEJCとCSJを用いて—」

▶ 加藤隆聖，大浦杏奈，菊池英明（早稲田大学）
「日常会話における音声からの speaking style自動推定とパラ言語情報分類」

▶ 裴緯桐，伝康晴（千葉大学）
「オーバーラップにおける　発話権予測モデルの　構築—同時発話開始時の「で」から始まる発話を対象に—」

•ポスターセッションC
▶ 石川創（駒沢女子大学）
「CEJC-Childにみる大人から子どもへの「そう」系あいづちの特徴」

▶ 神長伸幸（ミイダス株式会社），菊池英明（早稲田大学）
「セールス音声対話コーパスの構築と日常会話コーパスとの比較」

▶ 田中弥生，居關友里子（国立国語研究所）
「修辞機能分析からみる親子のやりとり—行為要求発話に着目したパイロットスタディ—」

▶ 江口典子，西川賢哉（国立国語研究所）
「子ども版日常会話コーパスに出現するオノマトペについての予備的調査」
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•ポスターセッションD
▶ 瀋涵宇，伝康晴（千葉大学）
「談話マーカー「でも」から見る日本語会話の多層的対立構造の分析」

▶ 李琦（一橋大学）
「ジャンルによる換言の接続表現の使い分け—BCCWJ，CSJ，CEJCの出現頻度別の特徴—」

▶ 萬谷和樹，菊池英明（早稲田大学）
「日常会話音声においてポップアウト評価に影響を与える音響特徴量の検討」

▶ 梅村弥生，伝康晴（千葉大学）
「ここについてるよ：代理物によるさし示し」

•ポスターセッション E
▶ 加藤恵梨（愛知教育大学）
「CEJC-Childにみる子どもが用いる「あの」」

▶ 増田一暁（かえつ有明中高），宮城信（富山大学）
「聞き手を意識した意見の述べ方—高校での話し合い活動の場合—」

▶ 松田謙次郎（神戸松蔭女子学院大学）
「CEJCに見る係り受け距離の社会言語学的分布」

▶ 柏野和佳子（国立国語研究所）
「「になります」と「でございます」」

▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「終助詞使用の経年変化—SSCとCEJCを活用して—」

•口頭発表 3
▶ 丸山直子（東京女子大学）
「育児語・感情語・オノマトペ—CEJC-Childを用いて」

•口頭発表 4
▶ 南部智史（モナッシュ大学）
「コーパスを利用した言葉のバリエーション研究」

2024年度国立国語研究所 IRシンポジウム「研究成果の学術への貢献を使われ方で測る—幅広さと長さに注
目して—」［2024.3.27，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
•開会挨拶
•趣旨説明と国立国語研究所からの報告：井上雄介（国立国語研究所 IR推進室・特任専門職員）
•招待講演 1

▶ 梅川通久（人間文化研究機構・特任准教授）
「教学・研究 IRにおける分析と人間文化研究の評価について」

•招待講演 2
▶ 泉水仁（琉球大学総合技術部/研究基盤統括センター・技術専門職員）
「琉球大学の全学共用機器に対する成果収集等の取り組み」

•招待講演 3
▶ 嶌田敏行（大学改革支援・学位授与機構研究開発部・教授）
「すぐれた研究成果とは何なのか、ということを考える」

•全体討論（オンライン配信はおこなわない。）
▶ パネリスト：
嶌田敏行（大学改革支援・学位授与機構研究開発部・教授），泉水仁（琉球大学総合技術部/研究基盤統括
センター・技術専門職員），梅川通久（人間文化研究機構・特任准教授），小磯花絵（国立国語研究所・副
所長/教授）
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▶ 司会：
井上雄介（国立国語研究所 IR推進室・特任専門職員）

•閉会挨拶

（4）NINJALコロキウム
日本語学・言語学・日本語教育の様々な分野における最先端の研究をテーマとした国内外の優れた研究者

による講演会をNINJALコロキウムとしておこなっている。原則として月 1回，国立国語研究所にて開催
し，研究者・大学院学生のみならず，一般にも公開している。2024年度は，総合研究大学院大学日本語言
語科学特別講義として開催したものも含め，オンライン併用（ハイブリッド）形式で 9回開催した。
•第 143回（2024年 9月 3日）

▶ Holger Diessel（Professor，University of Jena（ドイツ））
“The Acquisition of Demonstratives in Cross-linguistic Perspective”
（国立国語研究所セミナー室・オンライン（ハイブリッド開催），使用言語：英語）

•第 144回（2024年 10月 29日）
▶ 木山幸子（東北大学准教授）
「間接発話行為の認知過程：加齢変化と個人差」
（国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド開催））

•第 145回（2024年 11月 5日）
▶ 今井むつみ（慶應義塾大学環境情報学部教授）
「言語習得を可能にするのは何か—記号接地、アブダクション、ブートストラッピング」
（総合研究大学院大学日本語言語科学特別講義　，国立国語研究所　多目的室　・オンライン　（ハイブリッド　開催　））
◦講義動画URL：https://www.youtube.com/watch?v=2AoSAazI43o‌

•第 146回（2024年 11月 26日）
▶ Umberto Ansaldo（Honorary Professor of Linguistics，The University of Hong Kong/Adjunct Professor，

University of Western Australia）
“A Sociological Theory of Creolization”
（国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド開催），使用言語：英語）

•第 147回（2024年 12月 3日）
▶ 小林隆（東北大学名誉教授）
「働きかけ方の地域差—行為実現系の言語行動について—」
（国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド開催））

•第 148回（2025年 1月 14日）
▶ 青木博史（九州大学教授）
「歴史的観点から見た「スル」の意味・用法」
（国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド開催））

•第 149回（2025年 1月 21日）
▶ 松田謙次郎（神戸松蔭女子学院大学教授）
「『日本語日常会話コーパス』（CEJC）における係り受け距離の分析」
（国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド開催））

•第 150回（2024年 2月 6日）
▶ 田窪行則（国立国語研究所名誉教授兼客員教授/京都大学名誉教授）
「危機言語の維持・再生と公共的使用の諸問題」
（総合研究大学院大学日本語言語科学特別講義　，国立国語研究所　多目的室　・オンライン　（ハイブリッド　開催　））
◦講義動画URL：https://www.youtube.com/watch?v=rvQ9tJIDWvo‌
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•第 151回（2025年 3月 25日）
▶ Rachel Walker（Professor of Linguistics，University of California，Santa Cruz）

“Stress and Non-transparency in Vowel Harmony：The Role of Prosodic Gestures and Locality”
（国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド開催），使用言語：英語）

（5）NINJALサロン
国立国語研究所の研究者（共同研究員を含む）を中心として，おのおのの研究内容を紹介することによっ

て情報交換をおこなう場である。原則として，火曜日の 15時 10分から 16時 10分に開催する。一部を除
き，外部からの聴講も歓迎している。2024年度は，第 269回から第 280回まで，12回（うち，所内限定ま
たは所内および共同研究員限定としたものは 6回）開催した。
•第 269回（2024年 4月 16日）

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所特任助教），大島一（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員），松
倉昂平（金沢大学講師）
「山形県真室川町の語彙資源　および　映像付き民話　コーパスの　構築　：東北一方言の総括的言語記述に向けて　」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，申込者限定の録画配信あり）

•第 270回（2024年 4月 23日）
▶ 尹熙洙（総合研究大学院大学博士後期課程）
「日琉祖語における母音の脱落と延長」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，申込者限定の録画配信あり）

•第 271回（2024年 5月 28日）
▶ 沈希津（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員）
「学習者の作文に見られる音韻の知識と使用—韓国人学習者の動詞テ形に着目して—」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，所内限定公開）

•第 272回（2024年 6月 4日）
▶ 落合哉人（国立国語研究所助教）
「日本語環境におけるCMCの分類とX（Twitter）の特徴に関して」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，申込者限定の録画配信あり）

•第 273回（2024年 6月 11日）
▶ 横山詔一（国立国語研究所名誉教授），石川慎一郎（神戸大学教授），井田浩之（城西大学助教），相澤正夫
（国立国語研究所名誉教授）
「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」
（オンライン開催，申込者限定の録画配信あり）

•第 274回（2026年 6月 18日）
▶ 相良啓子（日本学術振興会特別研究員（PD））
「数詞体系からみた日本手話、台湾手話、韓国手話の関係性」
（所内限定公開，発表は日本手話でおこない，手話通訳を伴う。）

•第 275回（2024年 6月 25日）
▶ 田中雄（国立国語研究所准教授）
「言語獲得バイアスと苗字の連濁」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，申込者限定の録画配信あり）

•第 276回（2024年 7月 2日）
▶ 松下達彦（国立国語研究所教授）
「小中学校の学年別語彙配当をどう定めるか—基礎データの扱い方について—」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，所内および共同研究員限定公開）
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•第 277回（2024年 7月 9日）
▶ James TANNER（国立国語研究所共同研究員/グラスゴー大学（英国））

“Speech Rate Effects on the Japanese Stop Voicing Contrast”
（対面とオンラインのハイブリッド開催，申込者限定の録画配信あり，発表は英語でおこなう。）

•第 278回（2027年 7月 23日）
▶ 窪田悠介（国立国語研究所教授）
「Successive cyclicityについて」
（所内限定公開）

•第 279回（2024年 10月 8日）
▶ 山崎誠（国立国語研究所客員教授），小木曽智信（国立国語研究所教授）
「BCCWJ2の構築について」
（対面とオンラインのハイブリッド開催，所内限定公開，所内限定で録画配信あり）

•第 280回（2024年 11月 12日）
▶ 陳夢夏（国立国語研究所外来研究員）
「cross-language interactionsについて」
（所内限定公開）

（6）講習会・チュートリアル・セミナー
第 3回音声生成に関する計測技術ハンズオンセミナー［2024.8.20–21，国立国語研究所多目的室］
2024年 8月 20日
•概要説明
• rtMRIデータベースの特徴とその活用法：
前川喜久雄（国立国語研究所），浅井拓也（早稲田大学），竹本浩典（千葉工業大学）

•カメラによる顔ランドマーク抽出：
北村達也（甲南大学）

•質疑応答

2024年 8月 21日
•超音波画像診断装置の解説とデータ解析実習・研究紹介：
解析実習：孫静（神戸大学）
研究紹介：溝口愛（前橋工科大学）

•EPGによる舌-口蓋接触計測：
前川喜久雄（国立国語研究所）

•EMAによる調音運動の計測とデータ解析実習：
北村達也（甲南大学），能田由紀子（国立国語研究所）

•EGGによる声帯振動計測とデータ解析：
北村達也（甲南大学）

•質疑応答

NINJAL日本語教師セミナー（海外）「日本語・日本文化学習における多読の原理と方法：中級レベル以上へ
の橋渡しとしてどれほど有効か？」［2024.8.30，レスター大学 College Court Conference Centre，オンライ
ン（ハイブリッド）］
•講師：松下達彦（国立国語研究所教授）

NINJAL日本語教師セミナー（海外）「日本語・日本文化学習における多読の原理と方法：中級レベル以上へ
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の橋渡しとしてどれほど有効か？」［2024.9.3，在ベルギー日本国大使館］
•講師：松下達彦（国立国語研究所教授）

2024年度NINJALチュートリアル「日本語語彙の学習・教育・研究に役立つウェブツールの使用法」
［2024.10.26，梨花女子大学校（ソウル・韓国）］
•講師：松下達彦（国立国語研究所教授）

オンライン検索システム『中納言』講習会【初級編】［2024.11.24，オンライン］
▶ 挨拶
▶『中納言』について
▶ BCCWJ/CEJCを使用した検索方法について
▶ 講師：
柏野和佳子（国立国語研究所准教授），
小磯花絵（国立国語研究所教授）

第 9回学習者コーパス・ワークショップ
［2025.2.1，国立国語研究所多目的室（初心者コース）・セミナー室（初心者応用コース）］
•初心者コース

▶ 定員：30名
▶ 担当：細井陽子，須賀和香子
▶ 対象者：
◦I-JASというコーパスについてよく知らない方
◦I-JAS中納言（検索システム）の基本的な使い方を学びたい方

•初心者応用コース
▶ 定員：20名
▶ 担当：佐々木藍子
▶ 対象者：
◦I-JASの初心者向けワークショップや講習を受講したことのある方
◦『日本語学習者コーパス I-JAS入門』で独学で中納言を使っているが，I-JASの検索方法をもっと練習
してみたい方

▶ 初心者コースで説明する I-JASの仕様（どのようなデータがあるのか等）に関しては，ご存じのものとし
て進めます。

令和 6年度NINJAL日本語教師セミナー（国内）「作文教育のための学習者コーパス活用法」
［2025.3.22，琉球大学人文社会学部文系講義棟 112教室］

▶ 開会挨拶
名嶋義直（琉球大学グローバル教育支援機構教授）

▶ 石黒圭（国立国語研究所教授）
「学習者の作文をどのように収集・分析するか」

▶ 参加者による添削・評価ワーク体験
▶ 井上雄太（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員）
「生成AIは学習者の作文をどう添削するか」

▶ 井伊菜穂子（琉球大学人文社会学部琉球アジア文化学科准教授）
「人間は学習者の作文をどう評価するか」

▶ 作文の添削・評価方法の共有（ディスカッション）
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NINJALチュートリアル『日本語日常会話コーパス』の活用入門—『中納言』の使い方—
［2025.3.27，オンライン］

▶ あいさつ
▶ オンライン検索システム『中納言』について
▶ 検索システムを活用して日常会話の特徴を調べる

2024年度第 2回ハンズオンセミナー『分類語彙表』に関するハンズオンセミナー
［2025.3.31，国立国語研究所多目的室］
•講師：浅原正幸（国立国語研究所教授）

7 センター・研究図書室の活動

（1）共同利用推進センター
日本語をはじめとする諸言語，日本語教育等を専門とする研究者が共同研究を推進する環境を提供する。
研究文献（研究図書室）および研究資料（研究資料室）の収集・整理・保存をおこなうと同時に，来室閲覧利用や
ウェブページを通して，また，構築済み言語資源の受入・提供等により，共同利用環境の整備を推進している。
•共同利用・共同研究については，以下の活動をおこなった。
　◯1　　オープンアクセス方針に沿って「国立国語研究所学術情報リポジトリ」での研究成果の登録・公開を推
進した（追加 159件，総数 3,362件，ダウンロード回数 58.0万）。

　◯2　　日本語研究・日本語教育研究分野の図書・雑誌論文等の書誌情報を整備し，「日本語研究・日本語教育文献
データベース」を増補拡充した（追加 8,036件，総データ件数 294,852件，セッション数 8.4万）。研究
文献のオープンアクセス化が進行する状況に鑑み，研究図書室収蔵の文献に加え，日本語研究・日本語
教育研究分野のオンラインジャーナル（日本語・英語・中国語・韓国語）の文献の採録も積極的におこなっ
た。今年度，研究成果公開促進費（データベース）が採択され，中国国内の学術誌を中心に 500件を追
加登録した。

　◯3　　研究図書室収蔵図書資料の利活用のため，図書資料の整備を進め，「国立国語研究所蔵書目録データベー
ス」を増補拡充した（図書の受入数は冊子のみで 1,554件，電子ブックを含めると 1,643件）。
　◯4　　貴重図書等のデジタル化を進め，「日本語史研究資料［国立国語研究所蔵］」に 14件追加公開した。
　◯5　　研究資料室収蔵資料目録の整備を進め，「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」データベースを増補拡
充した（資料群の新規公開 6件，収蔵資料目録試行版の追加登録 7,413件）。
　◯6　　研究資料室収蔵資料の保全と再利用のため，「長岡調査」等の紙媒体資料のデジタル撮影（32,117枚）と
音声・映像資料の媒体変換（247点）をおこなった。また，所内専用試視聴システム「所蔵音声・映像デー
タベース」を運用し，共同利用環境を整備した。

　◯7　　人間文化研究機構の「令和 6年度社会との共創によるデジタル・ヒューマニティーズ（DH）の推進」公
募事業（データ構築補助）に申請・採択され，nihuBridge向けに『日本言語地図』全 300図の IIIFマニ
フェストを作成した。

　◯8　　国文学研究資料館の「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」に協力し，国立国語
研究所が所蔵する歴史的典籍 204冊を貸出，画像データ化がおこなわれた。後継の「データ駆動による
課題解決型人文学の創成プロジェクト」にも協力し，歴史的典籍 668冊を貸し出した。画像データ化は
2025年度におこなわれる予定。また，「国書データベース」で公開されている国立国語研究所所蔵資料
の利用条件を「パブリックドメイン」に変更した。

　◯9　　併任教員 4名を配置し，言語資源開発センターとの連携のもと，有償版コーパスの管理・公開を継続し
ておこなった。

　◯10　　人間文化研究機構共創先導プロジェクト共創促進研究「学術知デジタルライブラリの構築」と連携し，
国立国語研究所デジタルアーカイブサイト（NINDA）の構築を進めた。

96 II 共同研究と共同利用



NINJALチュートリアル『日本語日常会話コーパス』の活用入門—『中納言』の使い方—
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•講師：浅原正幸（国立国語研究所教授）
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　◯11　　「『速記叢書講談演説集』データ原文編全文テキスト」「現代雑誌九十種の用語用字五十音順語彙表・採集
カード」「『日本言語地図』注記一覧（JPEG画像）」を公開した。

　◯12　　「異分野融合による総合書物学の構築」など，第 3期中期目標期間中に実施した研究課題を中心に研究
資料（新規 7件，補遺 1件，追加 6件）を受け入れ，研究資料室に来室利用ができるよう資料整備をお
こなった。
　◯13　　情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センターとの共催で，2024
年 9月 6日に 2024年度共同利用セミナーをWeb開催でおこない，「言語地理学資料」「所蔵写真資料」
「漢字テレタイプ資料」の紹介をおこなった（参加者 99名，うち海外 13名，学生 17名）。
　◯14　　所外で研究資料室の資料の紹介を 2件おこなった（図書館総合展，専門日本語教育学会研究討論会のシ
ンポジウム）。

•地域・社会連携については，『国立国語研究所論集』（オンラインジャーナル）を 2回発行し，論文および関
連データに，クリエイティブ・コモンズのライセンスを付けて公開をおこなった。
•グローバル化に関しては，以下を実施した。
　◯1　　韓国日語教育学会，韓國日本語學會と連携し，韓国国内で刊行されている日本語学関連文献の情報の収
集を継続した。
　◯2　　学術交流協定を結んでいる北京外国語大学北京日本学研究センターと連携し，中国国内で刊行されてい
る日本語学関連の文献の情報の収集に着手した。
　◯2　　コーパスを活用した国際的な日本語研究促進のために，ELDAによる「日本語話し言葉コーパス（CSJ）」
（有償版コーパス）の配付を継続した。

•その他，研究資料（研究データを含む）および研究情報の共同利用体制を整備し，2024年度共同利用型共
同研究の採択課題（共同利用型共同研究（A）7件，同（B）3件）に対して，研究資料および研究情報を提
供した。

（2）言語資源開発センター
言語資源開発センターは，研究系や研究者コミュニティと連携してコーパス，アーカイブ等の言語資源の

整備・開発およびその研究・教育への活用を通して言語資源学の創成に寄与することを目的とする。令和 6年
度は以下の活動を実施した。
• 1.共同利用・共同研究に関する計画
　◯1　　複数の共同研究プロジェクトと共同で形態素解析用辞書UniDicを整備した。
　◯2　　コーパス検索ツール「中納言」を安定的に運用し，データの新規公開（CEJC-Child子ども版日本語日
常会話コーパス），データの増補公開（BCCWJ現代日本語書き言葉均衡コーパス，CHJ日本語歴史コー
パス，COJADS日本語諸方言コーパス，オープンCHJ），および機能拡張をおこなった。利用者数は年
間で 72,797名増加した。

　◯3　　外部公募の共同利用型共同研究（C）を 11件実施し，所外研究者との交流を図った。
　◯4　　言語資源に関する知識・技術の普及を図るため，国語研次世代言語科学研究センターとの共催により，
「第 3回音声生成に関する計測技術ハンズオンセミナー」（日本音声学会協賛），「『分類語彙表』に関す
るハンズオンセミナー」を開催した。また，「中納言」講習会を複数の共同研究プロジェクトと連携し
て 3回開催した。

　◯5　　言語資源開発センター専任職員・研究員による研究発表 5件，論文刊行 4件をおこなった。
• 2.大学院教育・若手育成に関する計画
総研大及び連携大学院で言語資源に関する知見・技術の普及を図った。また若手研究者への発表の機会
の確保や研究交流の場として「言語資源ワークショップ 2024」（言語資源協会共催，国立情報学研究所後
援）を開催した。発表の実績を記録するため『言語資源ワークショップ 2024発表論文集』にまとめ，国
立国語研究所学術情報リポジトリに登録・公開した。
• 3.地域・社会との連携に関する計画
コーパス検索ツール「中納言」の大学等での活用を促進するために，授業用アカウントを発行した（150

件，対象者（受講者）は 4,971名）。
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• 4.グローバル化に関する計画
「中納言」授業用アカウントの発行対象を全世界に広げた。また，英文ページ未設置の各コーパス特設
サイト（「昭和話し言葉コーパス」「現日研・職場談話コーパス」）について英文ページ作成し公開した。

（3）研究図書室
全国で唯一の日本語に関する専門図書館で，日本語研究および日本語に関する研究文献・言語資料を中心

に，日本語教育，言語学など，関連分野の文献・資料を収集・所蔵している。
閲覧室には，新着コーナーを設け，新着雑誌・図書を利用しやすい環境を整えている。
カードキーによる入退室の管理および照明の人感センサーを整備し，所内教職員は夜間・休日も利用可能

である。
電子ジャーナルの契約や電子ブックの拡充も進めており，所内教職員はこれら電子資料の大半を所外から

も利用可能である。
•開室日時　：月曜日～金曜日　 9時 30分～17時（土曜日　・日曜日　・祝日　・夏季休業　・年末年始　・毎月最終金曜日は休室　）
•主なコレクション：

▶ 東条操文庫（方言）
▶ 大田栄太郎文庫（方言）
▶ 保科孝一文庫（言語問題）
▶ 見坊豪紀文庫（辞書）
▶ カナモジカイ文庫（文字・表記）
▶ 藤村靖文庫（音声科学）
▶ 林大文庫（国語学）
▶ 輿水実文庫（国語教育）
▶ 中村通夫文庫（国語学）

•「国立国語研究所蔵書目録データベース」をウェブ検索できる。
•図書館間相互協力サービス（NACSIS-ILL）により，所属機関の図書館を通して複写物の取り寄せや図書
の貸出を受けることができる。
•所蔵資料数（2025年 4月 1日現在）

図 書 雑 誌 電子ブック 電子ジャーナル
日 本 語 131,534冊 5,463種 3件 1種
外 国 語 33,963冊 540種 1,663件 83種
計 165,497冊 6,003種 1,666件 84種

※視聴覚資料など 7,863点を含む。
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III 国際的研究協力
国立国語研究所全体の研究テーマである「開かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」をグロー

バルな観点から推進するため，国際的な研究連携体制の多様化を図っている。

1 世界の大学・研究機関との提携
世界各地の大学や研究機関等と，共同研究の促進や研究者の交流等を目的とした学術交流協定を締結して

いる。協定先は，海外で日本語や日本語教育を研究している機関に加え，言語学や情報科学の研究機関にも
及び，これらの協定により，日本語研究から世界の言語研究へ，世界の言語研究から日本語研究へ，という
両方向の交流を強化し，世界規模で研究を促進することをめざしている。
協定締結先（2025年 3月 31日時点）
•中央研究院（台湾）：2014.3–
•北京外国語大学北京日本学研究センター（中国）：2014.6–
•オックスフォード大学人文科学部（イギリス）：2015.7–
•東呉大學日本語文學系（台湾）：2018.1–
•ハワイ大学マノア校（アメリカ）：2018.2–
•ティラク・マハラシュトラ大学日本語学科（インド）：2018.5–
•インド工科大学マドラス校人文社会科学部（インド）：2018.6–
•韓国日語教育学会（韓国）：2018.7–
•韓國日本語學會（韓国）：2018.7–
•オーストリア科学アカデミー・デジタル人文学センター（オーストリア）：2020.3–
•天津外国語大学（中国）：2021.4–
•韓国外国語大学校（韓国）：2021.11–
•デカン・カレッジ（インド）：2022.7–
•福建師範大学外国語学院（中国）：2023.12–
•西安外国語大学（中国）：2024.1–
•ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム）：2024.1–
•フエ大学外国語大学（ベトナム）：2024.1–
•ドンア大学（ベトナム）：2024.1–
•武漢大学外国語言文学学院（中国）：2024.5–
•ライプニッツ・ドイツ語研究所（ドイツ）：2025.2–
•カレル大学芸術哲学部（チェコ共和国）：2025.3–

2 国際シンポジウム・国際会議の開催
世界における日本語・日本語教育研究の発展のため，国際シンポジウムを毎年数回開催すると同時に，海

外に拠点を持つ国際学会を国語研に招致している（2024年度開催のものは 61ページに掲載）。

3 日本語研究英文ハンドブック
言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードするDe Gruyter Mouton（ドゥ・グロイター・
ムートン社：ベルリン/ボストン）からの申し出により，国立国語研究所（国語研）の優れた研究成果を英文で出
版する包括的な協定を 2012年 7月に締結した。この協定に基づき，2014年から，日本語および日本語言語
学の研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese Language and Linguistics
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シリーズ（全 12巻）を刊行している。
このシリーズは，それぞれの領域におけるこれまでの重要な研究成果を俯瞰し，現在における最先端の研
究状況をまとめるとともに，今後の研究方向にも示唆を与えるもので，国語研関係者（専任教員および客員
教員，諸大学の共同研究員）だけでなく，各領域における国内外の第一線の研究者が執筆を担当し，国語研
が中心となって編集をおこなう大規模な国際的プロジェクトである。これにより大学共同利用機関としての
国語研の知名度を世界的に高めるだけでなく，日本語研究の成果ならびに動向を世界に広く問うことによっ
て言語学の発展に資するとともに，日本語研究自体の進展にも寄与することとなる。
編集主幹
柴谷方良（ライス大学名誉教授）Masayoshi Shibatani（Professor Emeritus，Rice University）
影山太郎（国立国語研究所元所長　・名誉教授　）Taro Kageyama　（FormerDirector-GeneralandProfessorEmeritus　，NINJAL　）
シリーズの構成（全巻英文，各巻 600–700ページ）
Vol. 1： Handbook of Japanese Historical Linguistics

Edited by Bjarke Frellesvig，Satoshi Kinsui，and John Whitman
（既刊，Print ISBN：9781614514015，eISBN：9781614512851）

Vol. 2： Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
Edited by Haruo Kubozono
（既刊，Print ISBN：9781614512523，eISBN：9781614511984）

Vol. 3： Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
Edited by Taro Kageyama and Hideki Kishimoto
（既刊，Print ISBN：9781614512752，eISBN：9781614512097）

Vol. 4： Handbook of Japanese Syntax
Edited by Masayoshi Shibatani，Shigeru Miyagawa，and Hisashi Noda
（既刊，Print ISBN：9781614517672，eISBN：9781614516613）

Vol. 5： Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
Edited by Wesley Jacobsen and Yukinori Takubo
（既刊，Print ISBN：9781614512882，eISBN：9781614512073）

Vol. 6： Handbook of Japanese Contrastive Linguistics
Edited by Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
（既刊，Print ISBN：9781614515692，eISBN：9781614514077）

Vol. 7： Handbook of Japanese Dialects
Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta

Vol. 8： Handbook of Japanese Sociolinguistics
Edited by Fumio Inoue，Mayumi Usami，and Yoshiyuki Asahi
（既刊，Print ISBN：9781501507472，eISBN：9781501501470）

Vol. 9： Handbook of Japanese Psycholinguistics
Edited by Mineharu Nakayama
（既刊，Print ISBN：9781614511656，eISBN：9781614511212）

Vol. 10：Handbook of Japanese Applied Linguistics
Edited by Masahiko Minami
（既刊，Print ISBN：9781614512455，eISBN：9781614511830）

Vol. 11：Handbook of the Ryukyuan Languages
Edited by Patrick Heinrich，Shinsho Miyara，and Michinori Shimoji
（既刊，Print ISBN：9781614511618，eISBN：9781614511151）

Vol. 12：Handbook of the Ainu Languages
Edited by Anna Bugaeva
（既刊，Print ISBN：9781501510885，eISBN：9781501502859）
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4 Mouton-NINJAL言語学ライブラリー
Mouton-NINJAL言語学ライブラリー（The Mouton-NINJAL Library of Linguistics：MNLL）シリーズ
は，ドイツのDe Gruyter Mouton社と国立国語研究所（国語研）による新たな共同出版事業である。12巻か
らなるMouton Handbooks of Japanese Language and Linguistics シリーズの成功に続く共同企画として，
国語研が推進している共同研究プロジェクトの成果を単著・共著の研究書あるいは論文集として出版する。日
本語および琉球語の言語学とその関連分野について英語で出版される初の学術的叢書シリーズであり，この
分野の中心的な問題について最先端の視点を紹介している。
このシリーズの著者・編集者は，国語研の常勤研究者だけでなく，国語研の客員教授や共同研究プロジェ

クトに参加する研究者も含まれている。研究成果を世界中の研究者に広く紹介することを共通の目標とする
シリーズである。
編集主幹
田窪行則（国立国語研究所前所長　・名誉教授　）Yukinori Takubo　（FormerDirector-GeneralandProfessorEmeritus　，NINJAL　）
窪薗晴夫（国立国語研究所客員教授　・名誉教授　）Kubozono Haruo　（Invited Professor and Professor Emeritus　，NINJAL　）
刊行リスト（全巻英文，各巻 300–530ページ）
Vol. 1： Motion Event Descriptions Across Languages，Volume 1：Case Studies of Linguistic Representa-

tions of Motion
Edited by Yo Matsumoto
（既刊，Print ISBN：9783110690828，eISBN：9783110690866）

Vol. 3： The Theory and Practice of Language Faculty Science
Edited by HOJI Hajime，Daniel Plesniak，and TAKUBO Yukinori
（既刊，Print ISBN：9783110724677，eISBN：9783110724790）

Vol. 4： Irregular Phonological Marking of Japanese Compounds：Benjamin Smith Lyman’s Pioneering
Research on Rendaku
By Timothy J. Vance
（既刊，Print ISBN：9783110755015，eISBN：9783110755107）

Vol. 5： Cross-Linguistic Studies（Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives
Volume 1）
Edited by KOIZUMI Masatoshi
（既刊，Print ISBN：9783110778809，eISBN：9783110778946）

Vol. 6： Interaction Between Linguistic and Nonlinguistic Factors（Issues in Japanese Psycholinguistics
from Comparative Perspectives Volume 2）
Edited by KOIZUMI Masatoshi
（既刊，Print ISBN：9783110778816，eISBN：9783110778939）

Vol. 7： Polarity-Sensitive Expressions：Comparisons Between Japanese and Other Languages
Edited by KISHIMOTO Hideki，SAWADA Osamu，and IMANI Ikumi
（既刊，Print ISBN：9783110754995，eISBN：9783110755121）

Vol. 8： Formal Perspectives on Secondary Predication
Edited by Marcel den Dikken and KISHIMOTO Hideki
（既刊，Print ISBN：9783110995619，eISBN：9783110981742）

5 Endangered and Lesser-Studied Languages and Dialects
本シリーズはBrill社と国立国語研究所との協定に基づき，ハワイ大学マノア校言語学科の協力を得て，世

界の消滅危機言語および記述・記録・分析が進んでいない諸言語（およびその変種）の出版をおこなうことを
目的としている。
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刊行リスト（全巻英文，各巻 270–330ページ）
Vol. 1： An Introduction to the Japonic Languages：Grammatical Sketches of Japanese Dialects and

Ryukyuan Languages
Edited by SHIMOJI Michinori
（既刊，Print ISBN：978-90-04-51888-9，eISBN：978-90-04-51910-7）

Vol. 2： Endangered Compound Prosody in Kansai Japanese：Implications for the Syntax-Prosody Interface
By Andrew Angeles
（既刊，Print ISBN：978-90-04-64464-9，eISBN：978-90-04-67764-7）

Vol. 3： Western Subanon Grammar
By Sharon Bulalang
（既刊，Print ISBN：978-90-04-70300-1，eISBN：978-90-04-70305-6）

6 海外の研究者の招聘・受入
海外の研究者を専任や客員教員として招聘すると同時に，研究プロジェクトに共同研究員として多数の参

画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して研究をおこなう，外来研究員（2024年度
海外機関からの受入 5名）や特別共同利用研究員（2023年度海外機関からの受入 2名）として受け入れている。
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IV 社会連携と広報
1 地方自治体との連携

•地方自治体と締結している交流協定
▶ 鹿児島県大島郡和泊町：2019.1–
▶ 鹿児島県大島郡知名町：2019.1–
▶ 鹿児島県薩摩川内市：2019.5–
▶ 長野県茅野市教育委員会：2023.3–
▶ 沖縄県宮古島市：2023.10–

•地方自治体と共催・連携した催し物
▶ 知名町中央公民館講座「しまむにサロン」
◦毎月 1回（知名町中央公民館）
講師：横山晶子（研究系特任助教），山田真寛（研究系准教授）

▶ 和泊町役場職員方言講習会
◦2024年 8月 16日，昨年度までは町職員組合主催の任意参加研修であったが，今年度は，町役場職員
研修として実施し，各課から 2名ずつの参加が義務付けられた。

▶ プラネタリウム番組投影
◦「あの夏の太陽が教えてくれたこと」：
茅野市八ヶ岳総合博物館，2024.5.12–2024.9.29.

◦「トモエゴゼンは眠らない」：
茅野市八ヶ岳総合博物館，2024.10.5–2024.12.22，
長野市立博物館，2024.10.5–2024.12.28.

▶ ロビー展示「知らなかった！諏訪ことば」
◦2024.5.14–2024.5.31（茅野市中央公民館）

▶ 展示「追悼、藤森賢一氏」
◦2024.5.25–2024.7.5（茅野市八ヶ岳総合博物館）

▶「諏訪で見つかった「星の和名」、信州で発見された新天体—星の名前と市民科学—」
◦企画展：2024.7.7–2024.9.8（茅野市八ヶ岳総合博物館）
◦パネル展示：2024.7.7–2024.9.8（長野市立博物館）

▶ しまくとぅばシンポジウム（うまんちゅ実践報告未来んかい一歩（ちゅひさ）っんじゃさな）
◦2024.9.18（沖縄県立博物館・美術館講堂）

▶ 小惑星イトカワ・リュウグウダブルサンプル展示
◦2024.9.28–2024.10.14（茅野市八ヶ岳総合博物館）
◦会期中の講演会：2024.9.28，「Bradley Shaefer博士に聞く超新星爆発・考古天文学」（茅野市八ヶ岳
総合博物館）

▶ ミニ展示「まだまだあったよ知らなかった！諏訪ことば」
◦2025.1.14–2025.3.16（茅野市八ヶ岳総合博物館）
◦会期中のミニトーク：2025.2.24，「ことばの地図を読む」（講師：大西拓一郎）

2 見学・研修・視察等
視察対応：4件（文部科学省大臣官房文部科学戦略官，文部科学省研究振興局長，同振興企画課長，同学術企
画室長，文化庁国語課課長ほか）
研修対応：1件（文部科学省関係機関職員研修生実地研修）
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◦2024.9.18（沖縄県立博物館・美術館講堂）

▶ 小惑星イトカワ・リュウグウダブルサンプル展示
◦2024.9.28–2024.10.14（茅野市八ヶ岳総合博物館）
◦会期中の講演会：2024.9.28，「Bradley Shaefer博士に聞く超新星爆発・考古天文学」（茅野市八ヶ岳
総合博物館）

▶ ミニ展示「まだまだあったよ知らなかった！諏訪ことば」
◦2025.1.14–2025.3.16（茅野市八ヶ岳総合博物館）
◦会期中のミニトーク：2025.2.24，「ことばの地図を読む」（講師：大西拓一郎）

2 見学・研修・視察等
視察対応：4件（文部科学省大臣官房文部科学戦略官，文部科学省研究振興局長，同振興企画課長，同学術企
画室長，文化庁国語課課長ほか）
研修対応：1件（文部科学省関係機関職員研修生実地研修）
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3 学会等の後援・共催
•中高生日本語研究コンテスト（2024.9.1–25）
主催者：日本語学会
後援者：人間文化研究機構，国立国語研究所，言語系学会連合
開催地：オンライン
•計量国語学会第 68回大会（2024.9.28）
主催者：計量国語学会
後援者：国立国語研究所
開催地：国立国語研究所講堂
•日本語教育能力検定試験（2024.10.27）
主催者：日本国際教育支援協会
後援者：文化庁，日本語教育学会，国立国語研究所，国際交流基金，日本語教育振興協会，国際日本語普及協会
開催地：各試験会場
•令和 6年度危機的な状況にある言語・方言サミット（八丈島大会）（2022.12.7，8）
主催者：文化庁，東京都教育委員会，八丈町，八丈町教育委員会，国立国語研究所，琉球大学
開催地：八丈町多目的ホールおじゃれ
•第 22回全養協公開講座（2025.1.25）
主催者：全国日本語教師養成協議会
後援者：国際協力機構，国際交流基金，国立国語研究所，大学日本語教員養成課程研究協議会，日本語教育

学会
協賛者：アルク，スリーエーネットワーク，凡人社
開催地：帝京平成大学池袋キャンパス 714教室
•第 16回産業日本語研究会・シンポジウム（2025.2.5）
主催者：高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN），一般財団法人日本特許情報機構（Japio）
後援者：総務省，文部科学省，経済産業省，特許庁，国立国語研究所，情報通信研究機構，工業所有権情報・

研修館，情報処理学会，人工知能学会，言語処理学会，日本知的財産協会，アジア太平洋機械翻訳
協会，大学技術移転協議会，株式会社産業経済新聞社

開催地：オンライン

4 広報

（1）刊行物
『ことばの波止場』
ことばを研究することの面白さ・大切さや，国語研の活動に関する情報を，専門家でない方も読んで楽し
める広報誌。ウェブ上で年 2回公開，その内容をまとめた冊子版を年 1回発行している。
•Vol. 14（冊子版発行：2025.3，ウェブ版公開：Vol. 14-1：2024.11，Vol. 14-2：2025.4）

▶ 特集：言葉と文化と生成AIと（窪田悠介，荒瀬由紀，古田徹也）
▶ 特集：「方言AI」を開発しています（坂井美日，横山晶子）
▶ 特集：日本語は多様です！
　◯1　　家族に対して敬語を使うか。そこには地域差がある（大西拓一郎）
　◯2　　多様化の進む日本社会に生じる言語問題に挑む（朝日祥之，鑓水兼貴）

▶ 特集：ニホンゴ探検 2024開催報告国語研のとびら開いてます！
▶ エッセイ：外来語増加の実態は？ 自作コーパスで調べてみました（金愛蘭）
▶ エッセイ：アイヌ語がゴローニン事件解決に貢献（ブガエワ・アンナ）
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▶ インタビュー：知的好奇心に駆られた研究をしていきたい（井戸美里）
▶ インタビュー：ことばだけでは、ことばは理解できない（持橋大地）
▶ 書籍紹介
▶ 研究室訪問：研究室を飛び出して（大西拓一郎）

『国立国語研究所要覧 2024/2025』
発行：2024年 6月

（2）Web発信等
国語研ウェブサイト（https://www.ninjal.ac.jp/‌）
各種催し物，データベース等，国語研の最新情報からこれまでに蓄積された研究成果まで，幅広いコンテ

ンツを紹介。

国語研ポータルサイト『ことば研究館』（https://kotobaken.jp/‌）
ことばに関する一問一答式の記事「ことばの疑問」や，各種催し物，メディア掲載情報など，一般の方を

対象に，ことば・日本語に関する様々なコンテンツをわかりやすく紹介。

国語研からの御案内（メールマガジン）
シンポジウム，コロキウム等のイベント，データベース紹介，公募情報など国語研からお知らせしたい事

項について登録者に発信。月 1～2回発行。

国語研公式 X（旧 Twitter）（https://twitter.com/kokugoken‌）
各種催し物，コーパス，データベースの最新情報や，研究所の日常風景などを紹介。

国語研公式 YouTubeチャンネル（https://www.youtube.com/c/NINJAL-kokugoken‌）
国語研の活動紹介や催し物，教材などの動画を配信。2024年度は以下の動画を新規公開した。
•言語学レクチャーシリーズ

▶ Vol.29「定住外国人の日本語会話習得に関する縦断的研究から見えてきたこと～日本語使用者の高齢化
や言語摩滅の過程に注目しながら～」（野山広）

▶ Vol.30「シンタクスの論理 II—I（アイ）-言語とは何か：人間言語の中核としてのシンタクス—」（福井
直樹）

▶ Vol.31「シンタクスの論理 III—シンタクスの理論の進展と展望—」（福井直樹）
▶ Vol.32「空間移動表現の類型論」（松本曜）
▶ Vol.33「言語理論はどうあるべきか？」（窪田悠介，インタビュアー：落合哉人，対談者：井戸美里）
▶ Vol.34「社会的言語問題のデータ分析入門」（横山詔一）

•総研大日本語言語科学特別講義シリーズ
▶「言語学習のメカニズム—第二言語習得における記憶の役割—」（小柳かおる）
▶「言語習得を可能にするのは何か—記号接地、アブダクション、ブートストラッピング」（今井むつみ）

• 2024年度NINJALシンポジウム　「多様な語彙資源の共創　—言語研究　・教育　・情報処理　・辞書編纂」　発表　：全 8本
•第 3回音声生成に関する計測技術に関するハンズオンセミナー講義：全 6本
•国立国語研究所ことばのミニ講義 &研究者トーク（ニホンゴ探検 2024）
•宣伝会議賞×国立国語研究所「キャッチコピーの表情はどのように生まれる？【比喩の活用術】」
•ぷらっと国語研第 6回「40代で仕事を辞めて博士号を目指した熱血教師：松下達彦先生の研究室を訪問」
•「星砂の話（ふしぬいんのぬはなし）」【音声あり・音声なし】
•【2024年版】国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」の使い方（共同利用推進セン
ター今村志紀）
•「学習者コーパスを「作って」みよう　！—I-JAS構築から学ぶ—」「学習者コーパスを「使って」みよう　！—I-JAS
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▶ Vol.33「言語理論はどうあるべきか？」（窪田悠介，インタビュアー：落合哉人，対談者：井戸美里）
▶ Vol.34「社会的言語問題のデータ分析入門」（横山詔一）

•総研大日本語言語科学特別講義シリーズ
▶「言語学習のメカニズム—第二言語習得における記憶の役割—」（小柳かおる）
▶「言語習得を可能にするのは何か—記号接地、アブダクション、ブートストラッピング」（今井むつみ）

• 2024年度NINJALシンポジウム　「多様な語彙資源の共創　—言語研究　・教育　・情報処理　・辞書編纂」　発表　：全 8本
•第 3回音声生成に関する計測技術に関するハンズオンセミナー講義：全 6本
•国立国語研究所ことばのミニ講義 &研究者トーク（ニホンゴ探検 2024）
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108 IV 社会連携と広報

利用から学ぶ—」

（3）一般向けイベント
NINJALフォーラム
国語研が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた成果を学術界だけでなく，広く
一般の方々に知っていただくとともに，社会との連携を積極的に推進して社会貢献に資するという観点から
開催。

第 19回「子どもたちが大人になったときにも、島のことばが聞こえる世界を残すために」
［2025.3.16，国立国語研究所およびオンライン開催］
•トーク「方言の絵本と紙芝居をつくる話」

▶ 山田真寛（国立国語研究所）
「「いま何もしなければ」なくなってしまうことばを残すために」

▶ 半嶺まどか（デンバー大学・名桜大学）
「小浜島の昔話『神さまとムッカラの鳥』の絵本をつくりました」

▶ 山本史（京都工芸繊維大学）
「ことばと文化を残し伝えるための絵本のデザイン」

▶ 藤田ラウンド幸世（大東文化大学）
「昔話やことわざを多言語で伝えています」

▶ 下地賀代子（沖縄国際大学）
「多良間島の昔話『ブナジェーウガンの物語』の紙芝居をつくっています」

▶ 谷口ジョイ（静岡理工科大学）
「静岡県北部・井川の民話『てしゃまんく』の紙芝居をつくりました」

•ブース「研究者の出し物を見ながらお話ししましょう」
担当者：
▶ 山田真寛（国立国語研究所）
▶ 半嶺まどか（デンバー大学・名桜大学）
▶ 谷口ジョイ（静岡理工科大学）
▶ 下地賀代子（沖縄国際大学）
▶ 藤田ラウンド幸世（大東文化大学）
▶ 岩﨑典子（南山大学）
▶ 高智子（国際交流基金関西国際センター）
▶ 横山晶子（国立国語研究所）
▶ 山本史（京都工芸繊維大学）
▶ 安元悠子（琉球大学）

•展示（終日実施）
　◯1　　方言オノマトペの世界展
　◯2　　方言絵本の図書館と読書スペース
　◯3　　方言動画視聴コーナー

国立国語研究所オープンハウス　「ニホンゴ　探検 2024」［2024.7.20，国立国語研究所および一部オンライン　開催］
一般市民を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるイベント。2024年
度は 2019年度以来 5年ぶりに対面で開催。
•ことばのミニ講義「ことばを「残す」には？」（横山晶子）
•研究者トーク「人の移動を表す言語表現：実験から言語を比較する」（松本曜）
•にほんご☆スタンプラリークイズ
•図書室・資料室ツアー
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•辞書引きコーナー
•琉球ことばの旅
•使える！「コーパス」
•れきみんワークショップ
•総合研究大学院大学日本語言語科学コース紹介・相談コーナー
•各種展示

教えて国語研！ニホンゴ探検
JR立川駅直結の商業施設グランデュオ　立川 25周年イベントの　一環として展示およびワークショップを　実施。
展示［2024.7.3–7.9，グランデュオ立川］
ワークショップ［2024.7.6，グランデュオ立川］

大学共同利用機関シンポジウム 2024「現代の社会課題に挑む日本の科学」（ポスター出展）
［2024.11.9，JAXA相模原キャンパスおよびオンライン開催］

（4）児童・生徒向けイベント
NINJAL職業発見プログラム
中学生や高校生向けに，言語学や日本語あるいは日本語教育を研究することを通じて，学問のたのしさや

素晴らしさを知ってもらうためのプログラム。
• 2024　. 6　.18　，半田市立成岩中学校（研究所訪問）
• 2024　. 9　.10　，埼玉県立浦和第一女子高等学校（オンラインインタビュー）
• 2024　. 9　.27　，立川市立立川第五中学校（研究所訪問）
• 2025　. 1　.31　，東京都立立川高等学校（出前授業）
• 2025　. 2　.14　，西大和学園中学校・高等学校（研究所訪問）

NINJALジュニアプログラム
主に小学生を対象に，子どもたちの身近にある題材を取り上げ，楽しみながら普段使っている日本語につ

いて考えられるような，ワークショップや出前授業などを実施している。
• 2024　. 6　.15　，和歌山市民図書館（出前授業）
• 2024　. 8　. 6　，子ども大学☆ふじみ【富士見市】（出前授業）
• 2025　. 2　. 6　，青梅市立第三小学校（出前授業）
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V 大学院教育と若手研究者育成
1 総合研究大学院大学

総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」を 2023年 4月に開設し，第 1期生として 4名（募集人員 3
名）を，第 2期生として 4名を受け入れた。第 3期生の受け入れに向けて，2024年 9月 27日に大学院説明
会をハイブリッド開催したほか，言語処理学会などでブース出展し，広報をおこなった。

2 連携大学院
一橋大学大学院言語社会研究科

2005年度から，一橋大学との連携大学院プログラムを実施している。この連携大学院（日本語教育学位取
得プログラム）は，日本語教育学，日本語学，日本文化に関する専門的な知識を備えた研究者や日本語教育
者を育成することを目指している。

3 特別共同利用研究員制度
国立国語研究所では，国内外の大学の要請に応じて，日本語研究・日本語教育研究などの分野を専攻する

大学院生を特別共同利用研究員として受け入れている。国立国語研究所の設備，文献等の利用や，国立国語
研究所の研究者から研究指導を受けることができる制度である。
• 2024年度受入：2名

▶ リヨン第二大学（1名）
▶ 山東大学（1名）

4 NINJALチュートリアル
日本語学・言語学・日本語教育研究の諸分野における最新の研究成果や研究方法を，第一線の教授陣によっ

て，大学院生を中心とした若手研究者等に教授する講習会で，若手研究者の育成・サポートを目的としてい
る。大学共同利用機関である国立国語研究所の特色を活かしたテーマを積極的に取り上げ，国際連携協定に
基づき実施している。2024年度は，韓国で開催した。
受講対象：原則として，大学院学生レベル
•大学院学生（修士課程または博士課程に在籍する者）
•修士課程または博士課程を修了後，原則として 6年未満の者
•当該諸分野を専門とした職務に従事している者
•大学院進学を目指す学部学生等

•［2024.10.26（共催：韓国日語教育学会，韓国日本語学会），梨花女子大学校（ソウル・韓国）］
「日本語語彙の学習・教育・研究に役立つウェブツールの使用法」
講師：松下達彦（研究系教授），

また，国際連携協定に関わらず　，共同研究プロジェクト　等が主体となって　開催したものは　以下のとおりである　。

•［2025.2.3，Damle Hall（Pune・インド）］
“Special lecture for Teachers & Students of Japanese Language at Pune”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授）
共同主催：Japanese Language Teachers Association of Pune
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•［2025.2.5，Indian Institute of Technology Madras（Chennai・インド）］
“On the Distribution and Function of Classifier and Gender Marking in Marathi with Side Glances at a
Few Indo-Aryan Languages：A Nominalization Perspective”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授）
•［2025.2.13，Deccan College Post-Graduate and Research Institute（Pune・インド）］

“A preliminary report on the distribution and function of classifier and gender marking in Southern
Marathi spoken in Tamil Nadu：A nominalization perspective”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授）
•［2025.2.24，The University of Ljubljana（スロベニア）］

“A preliminary analysis of the Distribution and Function of Gender Marking in Slovene：A Nominalization
Perspective”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授），Andrej Bekeš（The University of Ljubljana（リュブリャナ

大学）名誉教授）
•［2025.2.27，Faculty of Arts，Department of Asian Studies，The University of Ljubljana（スロベニア）］

“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，
“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief introduction
to a few developed at NINJAL”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授）
•［2025.3.5，Japanese Language and Literature Department，University of Bucharest（ルーマニア）］

“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，
“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief introduction
to a few developed at NINJAL”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授）
•［2025.3.7，The Japanese Studies Department，Sofia University “St. Kliment Ohridski”（ブルガリア）］

“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，
“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief introduction
to a few developed at NINJAL”
講師：プラシャント・パルデシ（研究系教授）
•［2025.3.27，オンライン］
「『日本語日常会話コーパス』の活用入門—『中納言』の使い方—」
講師：小磯花絵（研究系教授），柏野和佳子（研究系准教授）
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VI 教員の研究活動と成果
前川喜久雄（まえかわきくお）所長
【学位】博士（学術）（東京工業大学，2011）
【学歴】上智大学外国語学部フランス語学科卒業（1980），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士前

期課程修了（1982），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士後期課程中退（1984）
【職歴】鳥取大学教育学部助手（1984），同講師（1987），国立国語研究所言語行動研究部第二研究室研究

員（1989），同主任研究官（1992），同室長（1994），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第二領
域領域長（2001），同言語資源グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系
教授，コーパス開発センター長（2009），同研究系長（2009–2016），同副所長（2013–2016），同研究系
（音声言語研究領域）教授（2016），一橋大学連携教授（2005–2014），国立国語研究所名誉教授（2022），
同客員教授（2022–2023），同所長（2023–）

【専門領域】音声学，言語資源
【所属学会】 ISCA，IPA，日本音声学会，日本言語学会，日本音響学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本音声学会会長（2019–2021），International Phonetic Association（IPA）：council

member

【受賞歴】
2023：ISCA Fellow
2021：国立国語研究所第 23回所長賞
2012：日本音声学会優秀論文賞（「PNLPの音声的形状と言語的機能」，『音声研究』，15（1））
2012：国立国語研究所第 4回所長賞
2011：日本音声学会優秀論文賞（「日本語有声破裂音における閉鎖調音の弱化」，『音声研究』，14（2））
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「リアルタイムMRI動画による日本語音素バランス文データベースの構築と公開」，

24K00071：研究代表者
【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Yukiko Nota，Tatsuya Kitamura，Hironori Takemoto，and Kikuo Maekawa
“Mapping palatal shape to electromagnetic articulography data：An approach using 3D scanning and
sensor matching”，JASA Express Letters，4（1），2024.1.2，DOI：10.1121/10.0024215‌.

Tsukasa Yoshinaga，Kikuo Maekawa，and Akiyoshi Iida
“Sound source locations and their roles in Japanese voiceless ‘glottal’ fricative production”，The Jour-
nal of the Acoustical Society of America，156（5），pp. 2935–2948，2024.11，DOI：10.1121/10.0034229‌.

Kikuo Maekawa
“Real-time MRI articulatory movement database and its application to articulatory phonetics”，
Acoustical Science and Technology，46（1），pp. 45–54，2025.1，DOI：10.1250/ast.e24.22‌.

James Tanner，Yosuke Igarashi，and Kikuo Maekawa
“Speech rate effects on the realisation of multiple acoustic cues to the Japanese stop voicing
contrast”，The Journal of the Acoustical Society of America，157（4），pp. 2624–2635，2025.4，DOI：
10.1121/10.0036393‌.

【講演・口頭発表】
脇田真子，竹本浩典，平井啓之，前川喜久雄
「F0推定に寄与する声道の輪郭成分の検討」，日本音響学会第 152回（2024年秋季）研究発表会，関西
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大学，2024.9.4.
梶浦一真，脇田真子，竹本浩典，平井啓之，前川喜久雄
「音声から調音状態への逆問題における非一意性に関する検討」，日本音響学会第 152回（2024年秋季）
研究発表会，関西大学，2024.9.4.
常盤朔也，竹本浩典，前川喜久雄
「rtMRI動画への歯列補填の精度を向上させる手法の検討」，日本音響学会第 152回（2024年秋季）研
究発表会，関西大学，2024.9.4.
陸鳴宇，北村達也，前川喜久雄
「Wav2lipモデルのファインチューニングによる rtMRI動画の生成」，日本音響学会第 152回（2024年
秋季）研究発表会，関西大学，2024.9.4.
小松梨華，竹本浩典，能田由紀子，前川喜久雄
「発話明瞭度に差のある話者の舌運動の比較」，日本音響学会第 152回（2024年秋季）研究発表会，関
西大学，2024.9.4.

前川喜久雄
「リアルタイムMRIデータからみた日本語の母音組織」，招待講演，日本音響学会第 153回（2025年
春季）研究発表会，埼玉大学，2025.3.17.

【その他の学術的・社会的活動】
•文化庁文化審議会国語分科会言語資源小委員会委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
前川喜久雄，浅井卓也，竹本浩典
「rtMRIデータベースの特徴とその活用法」，第 3回音声生成に関する計測技術ハンズオンセミナー，
国立国語研究所，2024.8.20.
前川喜久雄
「EPGによる舌–口蓋接触計測」，第 3回音声生成に関する計測技術ハンズオンセミナー，国立国語研
究所，2024.8.21.

VI 教員の研究活動と成果 117



松本曜（まつもとよう）副所長，研究系教授
【学位】Ph D（言語学）（米国スタンフォード大学，1992）
【学歴】上智大学外国語学部英語学科卒業（1983），上智大学外国語学研究科博士課程前期課程修了（1985），

スタンフォード大学言語学科博士課程修了 (1992)

【職歴】東京基督教大学神学部専任講師（1992–1994），明治学院大学文学部専任講師（1995），明治学院大学文
学部助教授（1996–2001），明治学院大学文学部教授（2002–2003），神戸大学文学部教授（2004–2006），
神戸大学人文学研究科教授（2007–2017），人間文化研究機構国立国語研究所理論・対照研究領域教授
（2017–2021），同副所長・研究系教授（2022–）

【専門領域】意味論，認知言語学
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本認知言語学会，アメリカ言語学会，国際認知言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，日本英語学会評議員
【受賞歴】

2021：令和 3年度前期所長特別賞（Yo Matsumoto “The semantic differentiation of verb-te verb com-
plexes and verb-verb compounds in Japanese.” Taro Kageyama，Peter E. Hook，and Prashant
Pardeshi（eds.）Verb-Verb Complexes in Asian Languages. pp. 139–164，Oxford University Press）

2020：令和 2年度後期所長特別賞（Yo Matsumoto and Kazuhiro Kawachi（eds.）Broader Perspectives
on Motion Event Descriptions，John Benjamins）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：サブプロジェクトリーダー（「述語
の意味と文法に関する実証的類型論」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「百科事典的意味論に基づくレキシコンの研究：大規模コーパスを用いた実証的研究」，

23H00629：研究代表者
【研究業績】
《著書・編書》

Yo Matsumoto（ed.）
Motion Event Descriptions Across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Representations
of Motion，De Gruyter Mouton，2025.2.17，DOI：10.1515/9783110690866‌，ISBN：9783110690866.
松本曜，氏家啓吾（編）
『状態変化表現の類型論』，開拓社，2025.3.21，ISBN：978-4-7589-2415-3.

《論文・ブックチャプター》
松本曜，氏家啓吾
「日本語における状態変化の表現　」，『言語研究　』，166巻，29–57頁，2024.8　，DOI：10.11435/gengo.166.0_29‌.

Monica Kahumburu and Yo Matsumoto
“A Corpus-Based Study of the Externality of Emotions in Swahili and Japanese，” Judit Baranyiné
Kóczy and Veronika Szelid（eds.）Cultural Linguistics and（Re）conceptualized Tradition，pp. 119–
142，Springer Nature Singapore，2024.12.17.

Yo Matsumoto
“Chapter 1 Introduction：NINJAL　 project on motion event descriptions across languages（MEDAL　），”
Yo Matsumoto（ed.）Motion Event Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of
Linguistic Representations of Motion，pp. 1–52，De Gruyter Mouton，2025.2.17.

Yo Matsumoto and Monica Kahumburu
“Chapter 2 Motion event descriptions in Mombasa Swahili：An experimental study，” Yo Matsumoto
（ed.）Motion Event Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Represen-
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松本曜（まつもとよう）副所長，研究系教授
【学位】Ph D（言語学）（米国スタンフォード大学，1992）
【学歴】上智大学外国語学部英語学科卒業（1983），上智大学外国語学研究科博士課程前期課程修了（1985），

スタンフォード大学言語学科博士課程修了 (1992)

【職歴】東京基督教大学神学部専任講師（1992–1994），明治学院大学文学部専任講師（1995），明治学院大学文
学部助教授（1996–2001），明治学院大学文学部教授（2002–2003），神戸大学文学部教授（2004–2006），
神戸大学人文学研究科教授（2007–2017），人間文化研究機構国立国語研究所理論・対照研究領域教授
（2017–2021），同副所長・研究系教授（2022–）

【専門領域】意味論，認知言語学
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本認知言語学会，アメリカ言語学会，国際認知言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，日本英語学会評議員
【受賞歴】

2021：令和 3年度前期所長特別賞（Yo Matsumoto “The semantic differentiation of verb-te verb com-
plexes and verb-verb compounds in Japanese.” Taro Kageyama，Peter E. Hook，and Prashant
Pardeshi（eds.）Verb-Verb Complexes in Asian Languages. pp. 139–164，Oxford University Press）

2020：令和 2年度後期所長特別賞（Yo Matsumoto and Kazuhiro Kawachi（eds.）Broader Perspectives
on Motion Event Descriptions，John Benjamins）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：サブプロジェクトリーダー（「述語
の意味と文法に関する実証的類型論」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「百科事典的意味論に基づくレキシコンの研究：大規模コーパスを用いた実証的研究」，

23H00629：研究代表者
【研究業績】
《著書・編書》

Yo Matsumoto（ed.）
Motion Event Descriptions Across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Representations
of Motion，De Gruyter Mouton，2025.2.17，DOI：10.1515/9783110690866‌，ISBN：9783110690866.
松本曜，氏家啓吾（編）
『状態変化表現の類型論』，開拓社，2025.3.21，ISBN：978-4-7589-2415-3.

《論文・ブックチャプター》
松本曜，氏家啓吾
「日本語における状態変化の表現　」，『言語研究　』，166巻，29–57頁，2024.8　，DOI：10.11435/gengo.166.0_29‌.

Monica Kahumburu and Yo Matsumoto
“A Corpus-Based Study of the Externality of Emotions in Swahili and Japanese，” Judit Baranyiné
Kóczy and Veronika Szelid（eds.）Cultural Linguistics and（Re）conceptualized Tradition，pp. 119–
142，Springer Nature Singapore，2024.12.17.

Yo Matsumoto
“Chapter 1 Introduction：NINJAL　 project on motion event descriptions across languages（MEDAL　），”
Yo Matsumoto（ed.）Motion Event Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of
Linguistic Representations of Motion，pp. 1–52，De Gruyter Mouton，2025.2.17.

Yo Matsumoto and Monica Kahumburu
“Chapter 2 Motion event descriptions in Mombasa Swahili：An experimental study，” Yo Matsumoto
（ed.）Motion Event Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Represen-
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tations of Motion，pp. 55–90，De Gruyter Mouton，2025.2.17.
Mizuki Tanigawa，Ryosuke Takahashi，and Yo Matsumoto

“Motion event descriptions in English，German，and Norwegian，” Yo Matsumoto（ed.）Motion Event
Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Representations of Motion，
pp. 169–212，De Gruyter Mouton，2025.2.17.

Yo Matsumoto and Anna Bordilovskaya
“Chapter 11 Motion event descriptions in Russian：An experimental study，” Yo Matsumoto（ed.）
Motion Event Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Representations
of Motion，pp. 398–434，De Gruyter Mouton，2025.2.17.

Yo Matsumoto and Badema
“Chapter 13 Motion event descriptions in Khorchin Mongolian，” Yo Matsumoto（ed.）Motion Event
Descriptions across Languages：Volume 1. Case Studies of Linguistic Representations of Motion，
pp. 477–505，De Gruyter Mouton，2025.2.17.

氏家啓吾，松本曜
「状態変化の言語表現とその類型論的考察」，氏家啓吾，松本曜（編）『状態変化表現の類型論』，開拓社，
1–24頁，2025.3.21.

眞野美穂，古賀裕章，松本曜
「英語の状態変化表現—〈着座〉，〈覚醒〉，〈開放〉，〈赤色化〉について—」，氏家啓吾，松本曜（編）『状
態変化表現の類型論』，開拓社，25–69頁，2025.3.21.

【講演・口頭発表】
Yo Matsumoto and Mizuki Tanigawa

“Progressive aspect and goal phrases：evidence from English and Norwegian，” 57th Annual Meeting
of the Societas Linguistica Europaea（SLE 57），University of Helsinki（フィンランド），2024.8.22.

Kiyoko Eguchi，Miho Mano，and Yo Matsumoto
“Acquisition of path encoding in L2 Japanese by speakers of English and Hungarian：Focusing on
the variation of path types，” The 21st International Congress of Linguists，Poznan（ポーランド），
2024.9.9.

Yo Matsumoto
“The Nature of Deictic Verbs in Japanese，Chinese，English，and Other Languages，”招待講演，East
Asian Linguistics Workshop，Stanford University（米国），2024.10.17.
松本曜
「他言語（日本語・英語）との比較」，シンポジウムパネル，日本中国語学会，関西外国語大学，2024.11.1.

Yo Matsumoto　，Anna Bordilovskaya　，Kiyoko Eguchi　，Sakura Ishikawa　，Yuko Morokuma　，and Yuko Yoshinari　
“The progressive and the attainment of a goal in motion-event descriptions: evidence from a
crosslinguistic experimental study，” 15th Biennial Conference of the Association for Linguistic
Typology（ALT 15），Nanyang Technological University（シンガポール），2024.12.7.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•述語の意味と文法研究会（主催：国立国語研究所，共催：リヨン第二大学言語動態ラボ），国立国語研究
所，2025.1.22.
• International FrameNet Workshop 2025（主催：国立国語研究所，共催：慶應義塾大学），慶應義塾大
学，2025.3.7–8.

【一般向けの講演・セミナーなど】
松本曜
「人の移動を表す言語表現：実験から言語を比較する」，ニホンゴ探検 2024（研究者トーク），国立国語
研究所，2024.7.20.
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松本曜
「日本語及び諸言語の　COMEとGO　」，関西大学外国語教育学研究科主催学術講演会　，関西大学　，2024.10.3　.

【その他の学術的・社会的活動】
•東京言語研究所：理論言語学講座講師
•新日本聖書刊行会：日本語主任

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『言語研究基礎論 IIIA』，『理論・対照言語学』，『先端学術院特別研究 IIIA』，『先端学術院特別
研究 IIIB』
•指導学生 1名（主担当 1名）

《若手研究者の受入》
•日本学術振興会外国人特別研究員：1名
•日本学術振興会特別研究員（PD）：1名
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松本曜
「日本語及び諸言語の　COMEとGO　」，関西大学外国語教育学研究科主催学術講演会　，関西大学　，2024.10.3　.

【その他の学術的・社会的活動】
•東京言語研究所：理論言語学講座講師
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•授業科目『言語研究基礎論 IIIA』，『理論・対照言語学』，『先端学術院特別研究 IIIA』，『先端学術院特別
研究 IIIB』
•指導学生 1名（主担当 1名）
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•日本学術振興会特別研究員（PD）：1名
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小磯花絵（こいそはなえ）副所長，研究系教授
【学位】博士（理学）（奈良先端科学技術大学院大学，1998）
【学歴】千葉大学文学部卒業（1994），千葉大学大学院文学研究科修士課程修了（1996），奈良先端科学技術

大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（1998）
【職歴】ATR知能映像通信研究所研修研究員（1996），国立国語研究所言語行動研究部研究員（1998），同

主任研究員（2009），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系准教授（2009），一橋大学言語
社会研究科連携教授（2015），国立国語研究所研究系（音声言語研究領域）准教授，領域代表（2016），同
研究系教授（2018），同副所長（2021）理化学研究所客員研究員（2022），総合研究大学院大学日本
語言語科学コース教授（2023）

【専門領域】コーパス言語学，談話分析，認知科学
【所属学会】社会言語科学会，日本認知科学会，人工知能学会，言語処理学会，日本言語学会，日本音声学会，

日本語学会，日本語教育学会
【学会等の役員・委員】人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会主査，音声学会評議員，国立情報学研

究所音声資源コンソーシアム委員
【受賞歴】

2022：言語処理学会・言語資源協会言語資源賞（小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，
柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川賢哉，渡邊友香「『日本語日常会話コーパス』の設
計と特徴」）

2002：情報処理学会山下記念研究賞
1996：人工知能学会大会論文賞
1996：人工知能学会研究奨励賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：リーダー
•共創先導プロジェクト共創促進研究「コミュニケーション共生科学の創成」：分担者
•共同利用型共同研究（C）「指標性に着目した日本語記述」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「子ども会話コーパスの開発とコミュニケーション能力の発達に関する実証的研究」，

23H00630：研究代表者
•基盤研究（B）「多様な場面の日常会話データに基づく子どものコミュニケーション行動の解明　」，20H01264　：
研究代表者
•特別推進研究「アジアと欧米：コミュニケーションの文化差から言語の獲得過程を探る」，20H05617：
研究分担者
•基盤研究（A）「高齢者のマルチモーダル日常会話コーパスの開発」，22H00544：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「精神障害患者の会話コーパス構築と発話特徴に基づいた診断支援AIの開発」，

22K18480：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「小学校における児童の合意形成の包括的研究」，23K17586：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

SUZUKI　 Asumi，MAKUUCHI　Michiru，KOISO　 Hanae，KIYAMA　 Sachiko，and NAKAMURA　 Kimihiro
“Fixed Responses to Utterances with Japanese Sentence-Final Particles：A Corpus-Based Study”，
Tohoku psychologica folia，83，pp. 23–37，2025.3.28，DOI：10.50974/0002003648‌.

小磯花絵
「発音のバリエーション」，丸山岳彦（編）『コーパスで学ぶ日本語学日本語の文法・音声』，朝倉書店，
103–121頁，2025.3.1.
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丸山岳彦，小磯花絵
「リレーショナルデータベース概説」，丸山岳彦（編）『コーパスで学ぶ日本語学日本語の文法・音声』，
朝倉書店，170–180頁，2025.3.1.

《コーパス・データベース類》
小磯花絵，柏野和佳子
「子ども版日本語日常会話コーパスモニター版」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc-‌
childM.html‌，2025.3.28.

丸山岳彦，小磯花絵
「昭和話し言葉コーパス語彙表・語数表Ver.2025.03」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/‌
showaCorpus/ssc-wc.html‌，2025.3.28.

小磯花絵
「子ども版日本語日常会話コーパス 2024年度プロジェクト内限定公開版」，2025.3.31.

【講演・口頭発表】
鈴木あすみ，幕内充，小磯花絵，中村仁洋
「発話連鎖効力をもつ終助詞「よ」「ね」に対する応答のエントロピーと自閉傾向の相関」，日本言語学
会第 170回大会，明海大学，2024.6.28.
鈴木あすみ，幕内充，和田真，中村仁洋，石井亨視，小磯花絵
「日本語を母語とする自閉スペクトラム症者の公開コーパス構築」，言語資源活用ワークショップ 2024，
オンライン，2024.8.28.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の概要」，言語資源活用ワークショップ 2024，オン
ライン，2024.8.29.

居關友里子，小磯花絵
「ごっこ遊びにおける養育者の関与」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2024，オンライン，
2024.8.29.

田中弥生，小磯花絵
「家庭における子どもの談話の脱文脈度の観点からの分析」，ポスター発表，言語資源活用ワークショッ
プ 2024，オンライン，2024.8.29.
鈴木あすみ，幕内充，和田真，中村仁洋，石井亨視，小磯花絵
「ASD者の間投助詞・終助詞「ね」使用の特徴—コーパス言語学の手法に基づいて—」，ポスター発
表，日本発達神経科学会，国立障害者リハビリテーションセンター，2024.11.9.

川端良子，居關友里子，小磯花絵
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版」，ポスター発表，人工知能学会第 15回対話システ
ムシンポジウム（第 102回 SLUD研究会），国立国語研究所，2024.11.28.

小磯花絵
「会話コーパスがもたらす研究の可能性」，次世代言語科学研究センター第 1回研究会，国立国語研究
所，2025.3.3.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の構築」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッ
セ長崎，2025.3.13.

越智景子，小磯花絵，幕内充，河原達也
「自閉傾向と話者交替の特徴—『日本語日常会話コーパス』分析を通じて—」，人工知能学会言語・音
声理解と対話処理研究会（SLUD）第 103回研究会，早稲田大学，2025.3.22.
鈴木あすみ，幕内充，和田真，中村仁洋，石井亨視，小磯花絵
「日本語母語話者の自閉スペクトラム症者を対象とする公開コーパス活用の可能性—間投助詞・終助詞
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丸山岳彦，小磯花絵
「リレーショナルデータベース概説」，丸山岳彦（編）『コーパスで学ぶ日本語学日本語の文法・音声』，
朝倉書店，170–180頁，2025.3.1.

《コーパス・データベース類》
小磯花絵，柏野和佳子
「子ども版日本語日常会話コーパスモニター版」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc-‌
childM.html‌，2025.3.28.

丸山岳彦，小磯花絵
「昭和話し言葉コーパス語彙表・語数表Ver.2025.03」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/‌
showaCorpus/ssc-wc.html‌，2025.3.28.

小磯花絵
「子ども版日本語日常会話コーパス 2024年度プロジェクト内限定公開版」，2025.3.31.

【講演・口頭発表】
鈴木あすみ，幕内充，小磯花絵，中村仁洋
「発話連鎖効力をもつ終助詞「よ」「ね」に対する応答のエントロピーと自閉傾向の相関」，日本言語学
会第 170回大会，明海大学，2024.6.28.
鈴木あすみ，幕内充，和田真，中村仁洋，石井亨視，小磯花絵
「日本語を母語とする自閉スペクトラム症者の公開コーパス構築」，言語資源活用ワークショップ 2024，
オンライン，2024.8.28.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の概要」，言語資源活用ワークショップ 2024，オン
ライン，2024.8.29.

居關友里子，小磯花絵
「ごっこ遊びにおける養育者の関与」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2024，オンライン，
2024.8.29.

田中弥生，小磯花絵
「家庭における子どもの談話の脱文脈度の観点からの分析」，ポスター発表，言語資源活用ワークショッ
プ 2024，オンライン，2024.8.29.

鈴木あすみ，幕内充，和田真，中村仁洋，石井亨視，小磯花絵
「ASD者の間投助詞・終助詞「ね」使用の特徴—コーパス言語学の手法に基づいて—」，ポスター発
表，日本発達神経科学会，国立障害者リハビリテーションセンター，2024.11.9.

川端良子，居關友里子，小磯花絵
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版」，ポスター発表，人工知能学会第 15回対話システ
ムシンポジウム（第 102回 SLUD研究会），国立国語研究所，2024.11.28.

小磯花絵
「会話コーパスがもたらす研究の可能性」，次世代言語科学研究センター第 1回研究会，国立国語研究
所，2025.3.3.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の構築」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッ
セ長崎，2025.3.13.

越智景子，小磯花絵，幕内充，河原達也
「自閉傾向と話者交替の特徴—『日本語日常会話コーパス』分析を通じて—」，人工知能学会言語・音
声理解と対話処理研究会（SLUD）第 103回研究会，早稲田大学，2025.3.22.
鈴木あすみ，幕内充，和田真，中村仁洋，石井亨視，小磯花絵
「日本語母語話者の自閉スペクトラム症者を対象とする公開コーパス活用の可能性—間投助詞・終助詞
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「ね」の使用率・用法の比較—」，人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 103回研
究会，早稲田大学，2025.3.22.

小磯花絵
「終助詞使用の経年変化—SSCとCEJCを活用して—」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コー
パス」X，オンライン，2025.3.24.

川端良子，居關友里子，小磯花絵
「日本語日常会話コーパス（CEJC）談話行為の発話末要素の特徴—各種アノテーションを組み合わせた
結果から分かること—」，ポスター発表，シンポジウム　「日常会話コーパス」X，オンライン　，2025.3.24.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 101回研究会（主催：人工知能学会 SLUD
研究会，共催：名古屋大学大学院情報学研究科），名古屋大学，2024.9.9–10.
•人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 102回研究会「第 15回対話システムシン
ポジウム」（主催：人工知能学会 SLUD研究会，共催：多世代会話コーパスプロジェクト），国立国語
研究所，2024.11.28–29.
•シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 13」（共催：科研費基盤（B）：23K21926，多世代会話
コーパスプロジェクト），早稲田大学，2025.3.19.
•人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 103回研究会（主催：人工知能学会 SLUD
研究会），早稲田大学，2025.3.20–22.
•シンポジウム「日常会話コーパス」X（主催：多世代会話コーパスプロジェクト），オンライン，2025.3.24.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材を受けた記事：「私たちの　話し言葉は本当に変わってきたのか　？『日本語日常会話コーパス』の開発
者、国立国語研究所の小磯先生に聞いてみた」，ほとんど　 0円大学，2024.9.24　，https://hotozero.com/‌
knowledge/ninjal_corpus/‌.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
小磯花絵
「社会言語科学会講習会 2024秋：研究倫理審査にチャレンジ！：人を対象として映像・音声データを
収録する研究を例に」，早稲田大学，2024.9.2.

柏野和佳子，小磯花絵
「オンライン検索システム『中納言』講習会【初級編】」，オンライン，2024.11.24.
柏野和佳子，小磯花絵
「NINJALチュートリアル『日本語日常会話コーパス』の活用入門—『中納言』の使い方—」，オンラ
イン，2025.3.27.

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『言語資源学』，『言語資源学演習 2』

《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科連携教授
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小木曽智信（おぎそとしのぶ）研究主幹，研究系教授
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2014）
【学歴】東京大学文学部第 3類（語学文学）卒業（1995），東京大学大学院人文社会系研究科修士課程日本文

化研究専攻修了（1997），東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得退学（2001），奈良先端科
学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（2014）

【職歴】明海大学外国語学部講師（2001），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門研究員（2006），人間
文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系准教授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授，領
域代表（2016），同教授，領域代表（2017），東京外国語大学大学院国際日本学研究院准教授（クロスア
ポイントメント）（2016），同教授（2017）

【専門領域】日本語学，自然言語処理
【所属学会】日本語学会，言語処理学会，情報処理学会，日本語文法学会，日本言語学会，近代語学会，東京大

学国語国文学会
【学会等の役員・委員】日本語学会評議員・大会企画運営委員（副委員長），言語処理学会代議員
【受賞歴】

2011：国立国語研究所第 2回所長賞
2011：情報処理学会山下記念研究賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：リーダー
•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：リーダー
•共同利用型共同研究（B）「歴史的日本語資料のためのジオパージング」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「文頭における接続表現の通時的研究」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「尾張洒落本コーパスの構築」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用」，23H00007：研究代表者
•基盤研究（A）「「抄物コーパス」の構築とコーパスを応用した日本語史研究」，21H04349：研究分担者
•基盤研究（B）「帝国議会議事速記録のコーパス化とテキストマイニングによる近代日本語史の解明」，

23H00632：研究分担者
•挑戦的研究（開拓）「古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開」，20K20501：
研究分担者
•Oxford NINJAL Corpus of Old Japanese Project：Committee Member

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Hiroaki Ozaki，Komiya Kanako，Masayuki Asahara，and Toshinobu Ogiso
“Long Unit Word Tokenization and Bunsetsu Segmentation of Historical Japanese”，Proceedings of
the 1st Workshop on Machine Learning for Ancient Languages（ML4AL 2024），pp. 48–55，2024.8，
DOI：10.18653/v1/2024.ml4al-1.6‌.

Ayuki Katayama，Yusuke Sakai，Shohei Higashiyama，Hiroki Ouchi，Ayano Takeuchi，Ryo Bando，
Yuta Hashimoto，Toshinobu Ogiso，and Taro Watanabe

“Evaluating Language Models in Location Referring Expression Extraction from Early Modern and
Contemporary Japanese Texts”，Proceedings of the 4th International Conference on Natural Language　
Processing for Digital Humanities，pp. 331–338，2024.11，DOI：10.18653/v1/2024.nlp4dh-1.33‌.

HajimeKiyama　，TaichiAida　，MamoruKomachi　，ToshinobuOgiso　，HiroyaTakamura　，andDaichiMochihashi　
“Analyzing Continuous Semantic Shifts with Diachronic Word Similarity Matrices”，Proceedings of
the 31st International Conference on Computational Linguistics，pp. 1613–1631，2025.1，https://‌
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小木曽智信（おぎそとしのぶ）研究主幹，研究系教授
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2014）
【学歴】東京大学文学部第 3類（語学文学）卒業（1995），東京大学大学院人文社会系研究科修士課程日本文

化研究専攻修了（1997），東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得退学（2001），奈良先端科
学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（2014）

【職歴】明海大学外国語学部講師（2001），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門研究員（2006），人間
文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系准教授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授，領
域代表（2016），同教授，領域代表（2017），東京外国語大学大学院国際日本学研究院准教授（クロスア
ポイントメント）（2016），同教授（2017）

【専門領域】日本語学，自然言語処理
【所属学会】日本語学会，言語処理学会，情報処理学会，日本語文法学会，日本言語学会，近代語学会，東京大

学国語国文学会
【学会等の役員・委員】日本語学会評議員・大会企画運営委員（副委員長），言語処理学会代議員
【受賞歴】

2011：国立国語研究所第 2回所長賞
2011：情報処理学会山下記念研究賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：リーダー
•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：リーダー
•共同利用型共同研究（B）「歴史的日本語資料のためのジオパージング」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「文頭における接続表現の通時的研究」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「尾張洒落本コーパスの構築」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用」，23H00007：研究代表者
•基盤研究（A）「「抄物コーパス」の構築とコーパスを応用した日本語史研究」，21H04349：研究分担者
•基盤研究（B）「帝国議会議事速記録のコーパス化とテキストマイニングによる近代日本語史の解明」，

23H00632：研究分担者
•挑戦的研究（開拓）「古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開」，20K20501：
研究分担者
•Oxford NINJAL Corpus of Old Japanese Project：Committee Member

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Hiroaki Ozaki，Komiya Kanako，Masayuki Asahara，and Toshinobu Ogiso
“Long Unit Word Tokenization and Bunsetsu Segmentation of Historical Japanese”，Proceedings of
the 1st Workshop on Machine Learning for Ancient Languages（ML4AL 2024），pp. 48–55，2024.8，
DOI：10.18653/v1/2024.ml4al-1.6‌.

Ayuki Katayama，Yusuke Sakai，Shohei Higashiyama，Hiroki Ouchi，Ayano Takeuchi，Ryo Bando，
Yuta Hashimoto，Toshinobu Ogiso，and Taro Watanabe

“Evaluating Language Models in Location Referring Expression Extraction from Early Modern and
Contemporary Japanese Texts”，Proceedings of the 4th International Conference on Natural Language　
Processing for Digital Humanities，pp. 331–338，2024.11，DOI：10.18653/v1/2024.nlp4dh-1.33‌.

HajimeKiyama　，TaichiAida　，MamoruKomachi　，ToshinobuOgiso　，HiroyaTakamura　，andDaichiMochihashi　
“Analyzing Continuous Semantic Shifts with Diachronic Word Similarity Matrices”，Proceedings of
the 31st International Conference on Computational Linguistics，pp. 1613–1631，2025.1，https://‌
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aclanthology.org/2025.coling-main.109/‌.
菊池そのみ，片山久留美，髙橋雄太，小木曽智信
「『複数短単位対応版「分類語彙表–UniDic」対応表』の構築と活用」，『国立国語研究所論集』，28巻，
179–195頁，2025.1，DOI：10.15084/0002000463‌.

髙橋雄太，相田太一，小木曽智信
「単語分散表現による日本語和語動詞の書き分けの研究」，『デジタル・ヒューマニティーズ』，4巻 1号，
1–11頁，2025.2.28，DOI：10.24576/jadh.4.1_1‌.

《コーパス・データベース類》
小木曽智信，堤智昭
「Web茶まめ」（更新），https://chamame.ninjal.ac.jp/‌，2024.9.30.
久保柾子，市村太郎，小木曽智信，髙橋雄太
「日本語歴史コーパス江戸時代編V注釈書 ver.1.0」，https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/meiji_tai‌
sho.html#kyokasho‌，2025.3.29.

小木曽智信
「関西方言UniDic」，関係者限定公開，2025.3.
小木曽智信
「現代書き言葉UniDic ver.202503」，関係者限定公開，2025.3.
小木曽智信
「現代話し言葉UniDic ver.202503」，関係者限定公開，2025.3.

【講演・口頭発表】
久保柾子，小木曽智信
「助動詞の意味を表す文法用語から見た戦後国語教科書のクラスター分析」，ポスター発表，第 135回
人文科学とコンピュータ研究発表会 ，京都大学，2024.5.18.

菊池そのみ，片山久留美，髙橋雄太，小木曽智信
「複数短単位版「分類語彙表番号–UniDic」対応表を用いた『分類語彙表』の分析」，ポスター発表，日
本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.
黒川茉莉，片山久留美，小木曽智信
「『日本語歴史コーパス室町時代編 IIキリシタン資料』の拡張—天草版『金句集』の公開—」，ポスター
発表，日本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

山崎誠，小木曽智信，高田智和
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』の拡張計画について—BCCWJ2の構築に向けて—」，
ポスター発表，日本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

ヤロシュ島田むつみ，竹内綾乃，高田智和，小木曽智信
「日本語歴史コーパス明治・大正編 II教科書の拡張—ハワイ日本語教科書第 1期公開について—」，ポ
スター発表，日本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

尾崎太亮，古宮嘉那子，浅原正幸，小木曽智信
「歴史的日本語資料を対象とした長単位・文節解析器Monakaの開発と検証」，ポスター発表，日本語学
会 2024年度春季大会（オープン学生セッション），東京外国語大学，2024.6.2.

Masako Kubo，Taro Ichimura，and Toshinobu Ogiso
“Design and Construction of the corpus of “Kokinshu-Tōkagami”：An Early Modern Annotated
Book on Classical Japanese Poetry Anthology”，ポスター発表，Digital Humanities 2024，ワシント
ンDC（米国），2024.8.8.

Mari KUROKAWA，Kurumi KATAYAMA，and Toshinobu OGISO
“Construction of a Corpus of the Jesuit Mission Press “Qincuxǔ”（1593）”，ポスター発表，Digital
Humanities 2024 ，ワシントンDC（米国），2024.8.8.
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Hisao Usui，Kanako Komiya，and Toshinobu Ogiso
“Document Classification to Select Appropriate Dictionaries for Morphological Analysis of Japanese
Old Documents”，Digital Humanities 2024 ，ワシントンDC（米国），2024.8.9.

Hiroaki Ozaki，Kanako Komiya，Masayuki Asahara，and Toshinobu Ogiso
“Long Unit Word Tokenization and Bunsetsu Segmentation of Historical Japanese”，ML4AL，
Workshop of ACL 2024，バンコク（タイ），2024.9.4.

木山朔，相田太一，小町守，小木曽智信，高村大也，持橋大地
「日本語の単語を対象とした複数時期の意味変化パターン分析」，第 19回YANSシンポジウム，梅田
スカイビル，2024.9.6.
小木曽智信，山崎誠
「BCCWJ2の構築について」，第 238回NINJALサロン，国立国語研究所，2024.10.8.
伊藤孝行，山下倫央，横山想一郞，川村秀憲，北野勇太，平間友大，小木曽智信
「帝国議会議事速記録のコーパス構築に向けた翻刻・文字起こし支援システムの開発」，シンポジウムパ
ネル，日本語学会 2024年度秋季大会，オンライン，2024.10.27.
小木曽智信，山崎誠
「現代語書き言葉コーパスと著作権処理—BCCWJ2の構築に向けて—」，ポスター発表，日本語学会
2024年度秋季大会，オンライン，2024.10.27.

小木曽智信
「国語研の語彙資源と「語彙資源プロジェクト」」，2024年度NINJALシンポジウム「多様な語彙資源
の共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」，オンライン，2024.11.23.

小木曽智信
「語彙資源・コーパスと国語辞典との結びつけ」，2024年度NINJALシンポジウム「多様な語彙資源の
共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」，オンライン，2024.11.23.

久保柾子，小木曽智信
「国語教科書助動詞分類データベースの構築」，ポスター発表，じんもんこん 2024，東北大学，2024.12.6.
木山朔，相田太一，小町守，小木曽智信，高村大也，持橋大地
「単語の通時的な類似度行列による意味変化パターンの分析」，NL研第 262回研究発表会，名古屋大
学オークマホール，2024.12.14.

HajimeKiyama　，TaichiAida　，MamoruKomachi　，ToshinobuOgiso　，HiroyaTakamura　，andDaichiMochihashi　
“Analyzing Continuous Semantic Shifts with Diachronic Word Similarity Matrices”，COLING2025，
アブダビ（アラブ首長国連邦），2025.1.21.

呉子凡，小木曽智信
「助字の頻度からみた日本漢文の和習分析—古記録と『日本書紀』を例として—」，第 137回人文科
学とコンピュータ研究発表会，オンライン，2025.2.8.

小木曽智信
「CHJ ver.2025.3 + OpenCHJ：通時コーパス拡張進捗報告」，「通時コーパス」シンポジウム 2025，国
立国語研究所，2025.3.8.

北野勇太，横山想一郎，山下倫央，川村秀憲，小木曽智信，伊藤孝行
「帝国議会・国会会議録を用いた可能表現の定量分析」，「通時コーパス」シンポジウム 2025，国立国
語研究所，2025.3.8.
久保柾子，市村太郎，小木曽智信
「『古今集遠鏡』コーパスの構築と公開」，「通時コーパス」シンポジウム　 2025，国立国語研究所，2025.3.8.
小木曽智信
「OpenCHJ「源氏物語」（渋谷栄一版）の公開」，「通時コーパス」シンポジウム 2025，国立国語研究
所，2025.3.8.
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Hisao Usui，Kanako Komiya，and Toshinobu Ogiso
“Document Classification to Select Appropriate Dictionaries for Morphological Analysis of Japanese
Old Documents”，Digital Humanities 2024 ，ワシントンDC（米国），2024.8.9.

Hiroaki Ozaki，Kanako Komiya，Masayuki Asahara，and Toshinobu Ogiso
“Long Unit Word Tokenization and Bunsetsu Segmentation of Historical Japanese”，ML4AL，
Workshop of ACL 2024，バンコク（タイ），2024.9.4.

木山朔，相田太一，小町守，小木曽智信，高村大也，持橋大地
「日本語の単語を対象とした複数時期の意味変化パターン分析」，第 19回YANSシンポジウム，梅田
スカイビル，2024.9.6.
小木曽智信，山崎誠
「BCCWJ2の構築について」，第 238回NINJALサロン，国立国語研究所，2024.10.8.
伊藤孝行，山下倫央，横山想一郞，川村秀憲，北野勇太，平間友大，小木曽智信
「帝国議会議事速記録のコーパス構築に向けた翻刻・文字起こし支援システムの開発」，シンポジウムパ
ネル，日本語学会 2024年度秋季大会，オンライン，2024.10.27.

小木曽智信，山崎誠
「現代語書き言葉コーパスと著作権処理—BCCWJ2の構築に向けて—」，ポスター発表，日本語学会
2024年度秋季大会，オンライン，2024.10.27.

小木曽智信
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小木曽智信
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片山歩希，東山翔平，大内啓樹，坂井優介，竹内綾乃，坂東諒，橋本雄太，小木曽智信，渡辺太郎
「言語モデルの場所参照表現抽出性能の評価—近世・近代・現代日本語テキストを対象として—」，「通
時コーパス」シンポジウム 2025，国立国語研究所，2025.3.8.

尾崎太亮，古宮嘉那子，浅原正幸，小木曽智信
「深層学習による日本語長単位解析」，「通時コーパス」シンポジウム　 2025，国立国語研究所，2025.3.8.
臼井久生，古宮嘉那子，小木曽智信
「BERTによる辞書推定システムを用いた近代以前の日本語文書の形態素解析の精度向上」，言語処理
学会第 31回年次大会，出島メッセ長崎，2025.3.11.

尾崎太亮，古宮嘉那子，浅原正幸，小木曽智信
「日本語長単位語における語彙素推定」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ長崎，2025.3.11.
片山歩希，東山翔平，大内啓樹，坂井優介，竹内綾乃，坂東諒，橋本雄太，小木曽智信，渡辺太郎
「近世・近代・現代日本語テキストに対する場所参照表現抽出」，言語処理学会第 31回年次大会，出島
メッセ長崎，2025.3.11.
相田太一，小町守，小木曽智信，高村大也，持橋大地
「ガウス過程による埋め込み点集合の時間遷移のモデル化」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッ
セ長崎，2025.3.11.
尹熙洙，王竣磊，岡田純子，小木曽智信
「短単位版「関西弁コーパス」の構築と予備的分析」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次大会，
出島メッセ長崎，2025.3.11.

山崎誠，髙橋雄太，小木曽智信
「「現代日本語書き言葉均衡コーパス」の拡張—BCCWJ2の構築—」，ポスター発表，言語処理学会第
31回年次大会，出島メッセ長崎，2025.3.11.

小木曽智信，尹熙洙，王竣磊，岡田純子
「関西方言を対象とした形態素解析用辞書の拡張」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ長崎，
2025.3.13.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•NINJALシンポジウム「多様な語彙資源の共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」（主催：国立
国語研究所），オンライン，2024.11.23.
•「通時コーパス」シンポジウム 2025（主催：「通時コーパス」プロジェクト，共催：抄物コーパス科研），
オンライン，2025.3.8.

【一般向けの講演・セミナーなど】
小磯花絵，小木曽智信，髙橋雄太
「使える！「コーパス」」，ニホンゴ探検，国立国語研究所，2024.7.20.
小木曽智信
「中津川市の言葉と日本語の歴史」，中津川市民大学講座（第 4回），中津川市ひと・まちテラス　，2025.3.22　.

【その他の学術的・社会的活動】
•国立歴史民俗博物館機関拠点型基幹研究プロジェクトアドバイザリーボード委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
小木曽智信
「「中納言」講習会」，九州大学伊都キャンパス，2024.5.9.
小木曽智信
「古典語コーパスを活用した語彙研究—本文種別情報と語の位相差—」，信州大学日本語学夏季セミ
ナー，オンライン，2024.9.17.
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《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『言語科学基礎論 IIIA』，『言語資源学』，『言語資源学演習 1』
•指導学生 3名（主担当 1名，副担当 2名）

《若手研究者の受入》
•日本学術振興会特別研究員：1名
•特別共同利用研究員（AHRC），オックスフォード大学：1名
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浅原正幸（あさはらまさゆき）次世代言語科学研究センター長，研究系教授
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2003）
【学歴】京都大学総合人間学部基礎科学科卒業（1998），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士前

期課程修了（2001），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程短期修了（2003）
【職歴】奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科助手・助教（2004），国立国語研究所コーパス開発セン

ター特任准教授（2012），同言語資源研究系准教授（2014），同コーパス開発センター准教授（2016），
同コーパス開発センター教授（2019），同次世代言語科学研究センター長（2024）

【専門領域】自然言語処理
【所属学会】言語処理学会，日本言語学会，日本語学会，日本認知科学会
【学会等の役員・委員】言語処理学会論文誌副編集長，日本言語学会大会運営委員
【受賞歴】

2025：言語処理学会第 31回年次大会委員特別賞（浅原正幸「whole-NWJC：『国語研日本語ウェブコー
パス』全データ」，言語処理学会）

2025：言語処理学会第 31回年次大会委員特別賞（磯野真之介，梶川康平，杉本侑嗣，浅原正幸，大関洋
平「CCGによる日本語脳波データのモデリング」，言語処理学会）

2024：Outstanding Senior Area Chairs，The 2024 Conference on Empirical Methods in Natural Language　
Processing（Masayuki Asahara，Association for Computational Linguistics）

2024：言語処理学会 30周年記念論文賞（浅原正幸，金山博，宮尾祐介，田中貴秋，大村舞，村脇有吾，松
本裕治「Universal Dependencies日本語コーパス」，言語処理学会）

2024：言語処理学会第 30回年次大会優秀発表賞（大村舞，川端良子，小西光，浅原正幸，竹内誉羽「地
図を刺激に用いた位置情報参照表現の収集」，言語処理学会）

2024：言語処理学会第 30回年次大会委員特別賞（船曳日佳里，持橋大地，浅原正幸，小林一郎「潜在的
正規分布によるイベントの時間関係の推定」，言語処理学会）

2021：言語処理学会第 27回年次大会委員特別賞（栗林樹生，大関洋平，伊藤拓海，吉田遼，浅原正幸，乾
健太郎「予測の正確な言語モデルがヒトらしいとは限らない」，言語処理学会）

2021：電気情報通信学会言語理解とコミュニケーション研究会 2020年優秀発表賞（久本空海，山村崇，
勝田哲弘，竹林佑斗，高岡一馬，内田佳孝，岡照晃，浅原正幸「chiVe：製品利用可能な日本語単語
ベクトル資源の実現へ向けて～形態素解析器 Sudachiと超大規模ウェブコーパスNWJCによる
分散表現の獲得と改良～」，電気情報通信学会）

2020：言語処理学会第 26回年次大会言語資源賞（浅原正幸，加藤祥「BERTed-BCCWJ：多層文脈化単
語埋め込み情報を付与した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』データ」，言語資源協会・言語処
理学会）

2019：言語処理学会論文誌『自然言語処理』2018年度論文賞（浅原正幸「名詞句の情報の状態と読み時
間について」）

2019：言語処理学会第 25回年次大会言語資源賞（浅原正幸「クラウドソーシングによる単語親密度の推
定」，言語資源協会・言語処理学会）

2014：言語処理学会論文誌『自然言語処理』2013年度論文賞（吉川克正，浅原正幸，松本裕治「Markov
Logicによる日本語述語項構造解析」）

2011：Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and
Knowledge Engineering（Yanyan Luo，Masayuki Asahara，and Yuji Matsumoto “Dual Decom-
position for Predicate-Argument Structure Analysis”）

2010：The Best Paper Award of the SMBM2010（the Fourth International Symposium on Semantic
Mining in Biomedicine）（Katsumasa Yoshikawa，Tsutomu Hirao，Sebastian Riedel，Masayuki
Asahara，Yuji Matsumoto “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on Biomed-
ical Text”）
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2008：言語処理学会第 14回年次大会優秀発表賞（岩立将和，浅原正幸，松本裕治「トーナメントモデル
を用いた日本語係り受け解析」）

2003：平成 15年度情報処理学会山下記念研究賞（浅原正幸「日本語固有表現抽出における冗長的な形態
素解析の利用」）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：プロジェクトリーダー（サブプロ
ジェクト「アノテーションデータを用いた実証的計算心理言語学」：プロジェクトリーダー，サブプロ
ジェクト「述語の意味と文法に関する実証的類型論」：メンバー）
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー（サブプロ
ジェクト「学習者用辞書資源の構築」：メンバー）
•共同利用型共同研究（B）「大規模言語モデルによる日本語古典語の生成」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「発話のしにくさの感覚に関連する脳活動の抽出の試み」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的
研究」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「BCCWJ/CSJへの生理指標アノテーション付加」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「統計的指標を用いた日本語テキストの数理的解明」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「Corpus Research on Clausal Center-embedding」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「オープンかつ日本語に強い大規模言語モデルの構築」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「可搬性に優れた大規模言語モデル技術の開発」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「日本語汎用大規模言語モデルの追加学習と学術・医療ドメインへの適応」：
コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「日本語コーパスに対する単語心象性情報付与とその利用」，22H00663：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「文脈化単語埋め込みによる 1億語規模の比喩表現実態調査」，22K18483：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「素粒子実験のデータ解析技術を応用した日本語テキストの数理的解明」，23K17512：
研究協力者
•挑戦的研究（萌芽）「連想情報の収集による日本語語彙における意味関係の解明」，24K21361：研究分担者
•国立情報学研究所大規模言語モデル研究開発センター「生成AIモデルに資する言語資源の研究開発」
•共同研究（株式会社ワークスアプリケーションズ　）「日本語事前学習モデル chiTraの研究開発」
•共同研究（株式会社リクルート）「日本語版Universal Dependencies解析器に関する共同研究」
•共同研究（LINE株式会社/SB Intuitions株式会社）「汎用大規模言語モデルを用いた知的データの構
築・活用に関連する研究」
•共同研究（ホンダリサーチインスティチュートジャパン）「多様性のある場所の連想表現」
•共同研究（シェルパ・アンド・カンパニー）「日本語形態素解析器の研究開発」

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Hiroaki Ozaki，Kanako Komiya，Masayuki Asahara，and Toshinobu Ogiso
“Long Unit Word Tokenization and Bunsetsu Segmentation of Historical Japanese”，First Machine
Learning for Ancient Languages Workshop（ML4AL），pp. 48–55，2024.8.15，DOI：10.18653/v1/‌
2024.ml4al-1.6‌.

Lis Pereira，Fei Cheng，Wan Jou She，Masayuki Asahara，and Ichiro Kobayashi
“Prior Knowledge-Guided Adversarial Training”，ACL 2024 9th Workshop on Representation Learn-
ing for NLP，pp. 51–57，2024.8.15，https://aclanthology.org/2024.repl4nlp-1.5‌.

Yoshiko Kawabata，Mai Omura，Hikari Konishi，Masayuki Asahara，and Johane Takeuchi
“Collection of Japanese Route Information Reference Expressions Using Maps as Stimuli”，the
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2008：言語処理学会第 14回年次大会優秀発表賞（岩立将和，浅原正幸，松本裕治「トーナメントモデル
を用いた日本語係り受け解析」）

2003：平成 15年度情報処理学会山下記念研究賞（浅原正幸「日本語固有表現抽出における冗長的な形態
素解析の利用」）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：プロジェクトリーダー（サブプロ
ジェクト「アノテーションデータを用いた実証的計算心理言語学」：プロジェクトリーダー，サブプロ
ジェクト「述語の意味と文法に関する実証的類型論」：メンバー）
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー（サブプロ
ジェクト「学習者用辞書資源の構築」：メンバー）
•共同利用型共同研究（B）「大規模言語モデルによる日本語古典語の生成」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「発話のしにくさの感覚に関連する脳活動の抽出の試み」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的
研究」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「BCCWJ/CSJへの生理指標アノテーション付加」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「統計的指標を用いた日本語テキストの数理的解明」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「Corpus Research on Clausal Center-embedding」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「オープンかつ日本語に強い大規模言語モデルの構築」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「可搬性に優れた大規模言語モデル技術の開発」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「日本語汎用大規模言語モデルの追加学習と学術・医療ドメインへの適応」：
コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「日本語コーパスに対する単語心象性情報付与とその利用」，22H00663：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「文脈化単語埋め込みによる 1億語規模の比喩表現実態調査」，22K18483：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「素粒子実験のデータ解析技術を応用した日本語テキストの数理的解明」，23K17512：
研究協力者
•挑戦的研究（萌芽）「連想情報の収集による日本語語彙における意味関係の解明」，24K21361：研究分担者
•国立情報学研究所大規模言語モデル研究開発センター「生成AIモデルに資する言語資源の研究開発」
•共同研究（株式会社ワークスアプリケーションズ　）「日本語事前学習モデル chiTraの研究開発」
•共同研究（株式会社リクルート）「日本語版Universal Dependencies解析器に関する共同研究」
•共同研究（LINE株式会社/SB Intuitions株式会社）「汎用大規模言語モデルを用いた知的データの構
築・活用に関連する研究」
•共同研究（ホンダリサーチインスティチュートジャパン）「多様性のある場所の連想表現」
•共同研究（シェルパ・アンド・カンパニー）「日本語形態素解析器の研究開発」

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Hiroaki Ozaki，Kanako Komiya，Masayuki Asahara，and Toshinobu Ogiso
“Long Unit Word Tokenization and Bunsetsu Segmentation of Historical Japanese”，First Machine
Learning for Ancient Languages Workshop（ML4AL），pp. 48–55，2024.8.15，DOI：10.18653/v1/‌
2024.ml4al-1.6‌.

Lis Pereira，Fei Cheng，Wan Jou She，Masayuki Asahara，and Ichiro Kobayashi
“Prior Knowledge-Guided Adversarial Training”，ACL 2024 9th Workshop on Representation Learn-
ing for NLP，pp. 51–57，2024.8.15，https://aclanthology.org/2024.repl4nlp-1.5‌.

Yoshiko Kawabata，Mai Omura，Hikari Konishi，Masayuki Asahara，and Johane Takeuchi
“Collection of Japanese Route Information Reference Expressions Using Maps as Stimuli”，the
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4th Workshop on Spatial Language Understanding and Grounded Communication for Robotics
（SpLU-RoboNLP 2024　），pp. 30–35，2024.8.16　，https://aclanthology.org/2024.splurobonlp-1.3‌.
川端良子，大村舞，浅原正幸，竹内誉羽
「Double Cross Modelに基づく相対位置情報アノテーション　」，『自然言語処理　』，31巻 3号，1356–1375頁，
2024.9.15，DOI：10.5715/jnlp.31.1356‌.

Sachi Kato and Masayuki Asahara
“Assigning Impression Rating Information to the ‘Balanced Corpus of Contemporary Written
Japanese’”，Proceedings of PACLIC 38，pp. 1129–1136，2024.12.7，https://aclanthology.org/‌
2024.paclic-1.108‌.

大村舞，若狭絢，松田寛，浅原正幸
「日本語日常会話コーパスの　Universal Dependencies　：UD_Japanese-CEJC　」，『自然言語処理　』，32巻 1号，
55–90頁，2025.3.15，DOI：10.5715/jnlp.32.55‌.

【講演・口頭発表】
芝山直希，古宮嘉那子，浅原正幸，新納浩幸
「大規模言語モデルを利用した語義定義文からの用例の自動構築　」，第 260回自然言語処理研究会，北陸先端
科学技術大学院大学金沢駅前オフィス，2024.6.29　，https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/records/235108‌.

田窪洋介，浅原正幸，山崎誠
「ビット表現を用いた日本語テキストの正規数性の評価」，言語資源ワークショップ 2024，オンライン，
2024.8.29，DOI：10.15084/0002000376‌.

田窪洋介，浅原正幸，山崎誠
「日本語話し言葉における形態素の出現数に対する統計的不定性の評価」，言語処理学会第 31回年次大
会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_‌
dir/B1-5.pdf ‌.

大井恵奈，古宮嘉那子，柏野和佳子，浅原正幸
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの対応表の作成」，
言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/‌
annual_meeting/2025/pdf_dir/C1-6.pdf ‌.

尾崎太亮，古宮嘉那子，浅原正幸，小木曽智信
「日本語長単位語における語彙素推定」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，
https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_dir/E3-1.pdf‌.

黒澤友哉，高山隼矢，綿岡晃輝，小林滉河，浅原正幸，西内沙恵
「大規模言語モデルのための日本語安全性境界テスト」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ，
2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_dir/A4-1.pdf‌.

磯野真之介，梶川康平，杉本侑嗣，浅原正幸，大関洋平
「CCG　による日本語脳波データのモデリング　」，言語処理学会　第 31回年次大会，出島メッセ　，2025.3.10–14，
https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_dir/E-10-2.pdf‌.

吉野幸一郎，李相明，波部英子，大村舞，浅原正幸，若狭絢，赤間怜奈，鈴木潤
「JDD-PAS：規範的な日本語日常対話コーパスへの意味役割ラベル・述語項構造付与」，言語処理学会第
31回年次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/‌
2025/pdf_dir/B10-4.pdf ‌.

加藤祥，浅原正幸
「BCCWJ-WLSP-LUW：『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する長単位語義情報アノテーショ
ン」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.‌
jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_dir/Q1-2.pdf ‌.
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加藤祥，菊地礼，浅原正幸
「BCCWJ-Metaphorにおける比喩表現認定と情報付与作業手順」，ポスター発表，言語処理学会第 31回
年次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/‌
pdf_dir/Q1-11.pdf ‌.

浅原正幸
「Bayesian Linear Mixed Modelを用いた単語習得時期推定」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年
次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/‌
pdf_dir/P4-1.pdf ‌.

Ganbat Naranbuuvei，尾崎太亮，古宮嘉那子，浅原正幸
「系列ラベリングを用いた日本語の比喩表現抽出　」，ポスター発表　，言語処理学会第　 31回年次大会　，出島メッセ　，
2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_dir/P4-18.pdf‌.

古宮嘉那子，宇野良子，浅原正幸
「BERTベクトルを用いたオノマトペ由来の新動詞の検出　」，ポスター発表　，言語処理学会第 31回年次大
会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_‌
dir/P4-19.pdf ‌.

Zhu Hang，古宮嘉那子，浅原正幸
「分類語彙表の基本義を利用した日本語メタファー検出」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次大
会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_‌
dir/P4-22.pdf ‌.

浅原正幸
「whole-NWJC：『国語研日本語ウェブコーパス』全データ」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次
大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_‌
dir/Q6-20.pdf ‌.

Rowan Hall Maudslay，古宮嘉那子，浅原正幸，Simone Teufel
“Towards a Comparison of Japanese and English Metaphor”，ポスター発表，言語処理学会第 31回年
次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/‌
pdf_dir/Q9-15.pdf ‌.

【その他の学術的・社会的活動】
•国際会議の運営委員等：

▶ ALP 2025：Second Workshop on Ancient Language Processing：Program Committee Member
▶ The 31st International Conference on Computational Linguistics　：COLING　 2025 Program Committee

Member
▶ EMNLP　 2024 Workshop，The Eighth Widening NLP Workshop　（WiNLP 2024）：Program Committee

Member
▶ The 2024 Conference on Empirical Methods in Natural Language Processing（EMNLP　 2024）：Senior

Area Chair（SAC　）
▶ 25th Meeting of the Special Interest Group on Discourse and Dialogue（SIGDIAL　 2024）：Program

Committee Member
▶ ACL 2024 Workshop：Machine Learning for Ancient Languages：Program Committee Member
▶ 2024 Annual Conference of the North American Chapter of the Association for Computational

Linguistics（NAACL 2024）：Senior Area Chair（SAC）：Resources and Evaluation
▶ The 2024 Joint International Conference on Computational Linguistics，Language Resources and

Evaluation（LREC-COLING 2024），Program Committee member
•言語学フェス 2025：実行委員
•言語処理学会：年次大会NLP2025ワークショップ日本語言語資源の構築と利用性の向上，提案者
•言語処理学会：30周年記念事業委員会委員
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会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_‌
dir/P4-22.pdf ‌.

浅原正幸
「whole-NWJC：『国語研日本語ウェブコーパス』全データ」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次
大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/pdf_‌
dir/Q6-20.pdf ‌.

Rowan Hall Maudslay，古宮嘉那子，浅原正幸，Simone Teufel
“Towards a Comparison of Japanese and English Metaphor”，ポスター発表，言語処理学会第 31回年
次大会，出島メッセ，2025.3.10–14，https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2025/‌
pdf_dir/Q9-15.pdf ‌.

【その他の学術的・社会的活動】
•国際会議の運営委員等：

▶ ALP 2025：Second Workshop on Ancient Language Processing：Program Committee Member
▶ The 31st International Conference on Computational Linguistics　：COLING　 2025 Program Committee

Member
▶ EMNLP　 2024 Workshop，The Eighth Widening NLP Workshop　（WiNLP 2024）：Program Committee

Member
▶ The 2024 Conference on Empirical Methods in Natural Language Processing（EMNLP　 2024）：Senior

Area Chair（SAC　）
▶ 25th Meeting of the Special Interest Group on Discourse and Dialogue（SIGDIAL　 2024）：Program
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Linguistics（NAACL 2024）：Senior Area Chair（SAC）：Resources and Evaluation
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【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学先端学術院数理情報科学領域会議》
•副議長

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•副コース長
•授業科目『言語研究基礎論 IIIA』，『言語研究基礎論 IIIB』，『言語研究演習 III』，『言語研究演習 IV』，
『日本語情報処理』，『日本語情報処理演習』
•指導学生 2名（主担当 1名，副担当 1名）

《大学院非常勤講師》
•東京外国語大学大学院総合国際学研究科

《博士論文審査委員》
•京都大学人間・環境学研究科：1名，2025.1.
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朝日祥之（あさひよしゆき）研究系教授
【学位】博士（文学）（大阪大学，2004）
【学歴】関西外国語大学外国語学部英米語学科卒業（1997），エセックス大学大学院言語・言語学研究科社会言

語学専攻修士課程修了（1998），大阪大学大学院文学研究科文化表現論専攻博士課程後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第二領域研究員（2004），同研究開発部門言語生活グルー

プ研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授（2009），同研究系（言
語変異研究領域）准教授（2016），同研究系教授（2023）

【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，日本言語政策学会，

日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，日本移民学会，日本言語学会，マイグレーション研究会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会世話人，NWAV-AP Steering committee member，International As-

sociation of Urban Studies Scientific committee member，北海道方言研究会 副会長，社会言語科学会
理事・編集委員会委員長・徳川宗賢賞選考委員会委員，日本言語政策学会理事

【受賞歴】
2024：国立国語研究所第 29回所長賞
2022：国立国語研究所第 25回特別所長賞
2013：国立国語研究所第 6回所長賞
2010：第 9回徳川宗賢優秀賞（社会言語科学会）
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト　「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：プロジェクトリーダー　
•共創先導プロジェクト共創促進研究「コミュニケーション共生科学の創成」：メンバー
•共創先導プロジェクト共創促進研究「日本関連在外資料調査研究「ハワイにおける日系社会資料に関
する資料調査と社会調査の融合的研究」」：代表者

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「北海道北見市常呂町岐阜方言の尊敬語に見られる言語変容の研究」，19K00639　：研究代表者　
•挑戦的研究（萌芽）「リンガフランカとしての　日本語の自然発話データを　用いた言語変異研究」，24K21367　：
研究代表者
•基盤研究（C）「地方議会会議録の発展的研究」，22K00582：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》

Yoshiyuki Asahi（ed.）
Hawai Imin Shiryōkan Awā（The Hawaii Shima Immigrant Japanese Museum Hour，Collection at
Modern Japanese Political History Materials Room National Diet Library）Synopsis，国立国語研究
所，2024.8.27，DOI：10.15084/0002000286‌.

朝日祥之（編）
『行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（2023年 2月調査）報告書』，国立
国語研究所，2024.10.3，DOI：10.15084/0002000320‌.

朝日祥之（編）
『ハワイ大学ウエストオアフ校コレクション（ハワイ大学ウエストオアフ校所蔵）資料集』，国立国語研
究所，2024.11.5，DOI：10.15084/0002000340‌.

Yoshiyuki Asahi（ed.）
University of Hawai’i at West ’Oahu Collection（Collection of UHWO）Synopses，国立国語研究所，
2024.11.5，DOI：10.15084/0002000341‌.
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朝日祥之（あさひよしゆき）研究系教授
【学位】博士（文学）（大阪大学，2004）
【学歴】関西外国語大学外国語学部英米語学科卒業（1997），エセックス大学大学院言語・言語学研究科社会言

語学専攻修士課程修了（1998），大阪大学大学院文学研究科文化表現論専攻博士課程後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第二領域研究員（2004），同研究開発部門言語生活グルー

プ研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授（2009），同研究系（言
語変異研究領域）准教授（2016），同研究系教授（2023）

【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，日本言語政策学会，

日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，日本移民学会，日本言語学会，マイグレーション研究会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会世話人，NWAV-AP Steering committee member，International As-

sociation of Urban Studies Scientific committee member，北海道方言研究会 副会長，社会言語科学会
理事・編集委員会委員長・徳川宗賢賞選考委員会委員，日本言語政策学会理事

【受賞歴】
2024：国立国語研究所第 29回所長賞
2022：国立国語研究所第 25回特別所長賞
2013：国立国語研究所第 6回所長賞
2010：第 9回徳川宗賢優秀賞（社会言語科学会）
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト　「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：プロジェクトリーダー　
•共創先導プロジェクト共創促進研究「コミュニケーション共生科学の創成」：メンバー
•共創先導プロジェクト共創促進研究「日本関連在外資料調査研究「ハワイにおける日系社会資料に関
する資料調査と社会調査の融合的研究」」：代表者

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「北海道北見市常呂町岐阜方言の尊敬語に見られる言語変容の研究」，19K00639　：研究代表者　
•挑戦的研究（萌芽）「リンガフランカとしての　日本語の自然発話データを　用いた言語変異研究」，24K21367　：
研究代表者
•基盤研究（C）「地方議会会議録の発展的研究」，22K00582：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》

Yoshiyuki Asahi（ed.）
Hawai Imin Shiryōkan Awā（The Hawaii Shima Immigrant Japanese Museum Hour，Collection at
Modern Japanese Political History Materials Room National Diet Library）Synopsis，国立国語研究
所，2024.8.27，DOI：10.15084/0002000286‌.

朝日祥之（編）
『行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（2023年 2月調査）報告書』，国立
国語研究所，2024.10.3，DOI：10.15084/0002000320‌.

朝日祥之（編）
『ハワイ大学ウエストオアフ校コレクション（ハワイ大学ウエストオアフ校所蔵）資料集』，国立国語研
究所，2024.11.5，DOI：10.15084/0002000340‌.

Yoshiyuki Asahi（ed.）
University of Hawai’i at West ’Oahu Collection（Collection of UHWO）Synopses，国立国語研究所，
2024.11.5，DOI：10.15084/0002000341‌.

134 VI 教員の研究活動と成果

《論文・ブックチャプター》
Yoshiyuki Asahi

“Multi-language service as omotenashi and tatemae”，Aeneas Zi Wang，Aimi Muranaka，and Florian
Coulmas（eds.）Immigration and Quality of Life in Ageing Societies，pp. 77–84，Routledge，2024.8.15.

Yoshiyuki Asahi
“Hokkaido Dialect”，Nobuko Kibe，Tetsuo Nitta，and Kan Sasaki（eds.）Handbook of Japanese
Dialects，pp. 485–516，Mouton de Gruyter，2025.1.13，DOI：10.1515/9781501501937-017‌.

朝日祥之
「北海道の地方自治体職員による住民とのコミュニケーション意識の変容」，『北海道方言研究会会報』，
101号，1–10頁，2025.2.20.

朝日祥之，黄叢叢，星川睦
「滞日外国人の言語生活における言語選択と言語問題意識の実態：中国・韓国・ネパール・フィリピン出
身者の場合」，大鐘秀峰，佐々木冠（編）『北海道方言研究会 50周年記念論集生活語の半世紀（北海道
方言研究会叢書第 7号）』，北海道方言研究会，1–10頁，2025.3.31.

《コーパス・データベース類》
朝日祥之，鑓水兼貴
「自治体調査データベース」，https://www2.ninjal.ac.jp/lpdb/‌，2024.8.27.
朝日祥之，鑓水兼貴
「外来語使用実態調査ローデータ」，https://www2.ninjal.ac.jp/lpdb/‌，2025.3.25.

《展示など》
•展示「海を渡った日本映画戦前のハワイで上映された日本作品」，和歌山市民図書館，2025.2.15–3.16.

【講演・口頭発表】
Shoji Takano and Yoshiyuki Asahi

“Excavating NINJAL’s real-time panel corpora：A multivariate analysis of idiolectal changes in
Hokkaido（Furano）Japanese over 25 years”，Sociolinguistics Symposium 25　，Curtin University　（オー
ストラリア），2024.6.24.

Asahi Yoshiyuki，Cong Cong Huang，Mutsumi Hoshikawa，and Patricio Varela Almiron
“Language choice and strategies of non- Japanese residents in Japan：Evidence from a nationwide
survey to Chinese　，Korean　，Nepalese　，and Filipinos　”，Sociolinguistics Symposium 25　，Curtin University　
（オーストラリア），2024.6.26.

Yoshiyuki Asahi
“Japanese mayor’s ways of using dialect in his political discourse：An analysis of a mayor of Nagoya”，
Methods in Dialectology 18，La Trobe University（オーストラリア），2024.7.1.

Shoji Takano and Yoshiyuki Asahi
“What constrains the malleability of idiolects over time?：A multivariate analysis of NINJAL’s real-
time panel corpora of the standardization of Hokkaido（Furano）Japanese”，Methods in Dialectology
18，La Trobe University（オーストラリア），2024.7.2.

朝日祥之，鑓水兼貴，前田忠彦，石橋拳
「行政情報発信時における外来語・略語使用意識の実時間変容一般行政職員を対象とした大規模全国調
査データを活用して」，ポスター発表，第 77回数理社会学会，東北大学，2024.8.30.
朝日祥之
（指定討論）「モビリティとことば」，シンポジウムパネル（招待），社会言語科学会第 6回シンポジウム，
大阪大学，2024.9.14.

Yoshiyuki Asahi，Kanetaka Yarimizu，Tadahiko Maeda，and Aguru Ishibashi
“Real-time change of Municipal Employees’ Awareness and Usage of Loanwords and Abbreviated
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Words in Japan”，NWAV52，Miami Beach Convention Center（米国），2024.11.8.
前田忠彦，石橋挙，朝日祥之，鑓水兼貴
「コロナ関連用語の許容度・使用度に関する 2種の調査手法による結果の比較分析」，日本世論調査協
会 2024年度研究大会，同志社大学，2025.1.17.

朝日祥之
「北海道の自治体による言語サービスの実態と課題」，北海道方言研究会第 242回例会，札幌市北区民
センター，2025.1.26.

前田忠彦，石橋挙，朝日祥之，鑓水兼貴
「新型コロナ感染症関連用語の社会的許容度に関する経時変化の分析—4回にわたる反復調査の結果
から—」，ポスター発表，第 78回数理社会学会，青山学院大学，2025.3.14.

【研究調査】
•北海道北見市常呂町
•神奈川県愛川町
•神奈川県秦野市
•静岡県静岡市
•静岡県浜松市
•群馬県太田市
•群馬県館林市
•アメリカ合衆国ハワイ州（オアフ島・ハワイ島）

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会（主催：朝日祥之（「多言語・多文化社
会における言語問題に関する研究」共同研究プロジェクト　）），オンライン　，2024.5.18　，2024.11.24　，2025.2.22　.
•AJAPE-NINJAL Project conferencia “La Enseñanza y Mantenimiento del Español en Nuestros

Hijos：¿Es el Español tan Importante como el Japonés y el Inglés?”（主催：特定非営利活動法人日本
ペルー共生協会神奈川（AJAPE），共催：「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研
究プロジェクト），大和市文化創造拠点シリウス，2024.11.17.
•シンポジウム対人コミュニケーションとメディア研究の展開—メディアを介したコミュニケーション
に焦点をあてて—（主催：朝日祥之（「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究
プロジェクト）），国立国語研究所，2025.2.15.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之
「見つけてみりん！愛知の方言」，招待講演，刈谷市民大学講座，刈谷市総合文化センター，2024.9.16.
朝日祥之
「日本を見るニッケイ人、ハワイを見る日本人日本映画作成から見るハワイと日本の面白い関係」，招
待講演，和歌山市民図書館トークイベント，和歌山市民図書館，2025.2.23.

朝日祥之
「備中の小京都高梁と方言その魅力を味わう」，招待講演，高梁市図書館，2025.2.24.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材を受けた記事：「和歌山に敬語はない？司馬遼太郎が注目した平等主義掘り下げ！関西白書」，日
本経済新聞，2025.1.16.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•教授
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Words in Japan”，NWAV52，Miami Beach Convention Center（米国），2024.11.8.
前田忠彦，石橋挙，朝日祥之，鑓水兼貴
「コロナ関連用語の許容度・使用度に関する 2種の調査手法による結果の比較分析」，日本世論調査協
会 2024年度研究大会，同志社大学，2025.1.17.
朝日祥之
「北海道の自治体による言語サービスの実態と課題」，北海道方言研究会第 242回例会，札幌市北区民
センター，2025.1.26.

前田忠彦，石橋挙，朝日祥之，鑓水兼貴
「新型コロナ感染症関連用語の社会的許容度に関する経時変化の分析—4回にわたる反復調査の結果
から—」，ポスター発表，第 78回数理社会学会，青山学院大学，2025.3.14.

【研究調査】
•北海道北見市常呂町
•神奈川県愛川町
•神奈川県秦野市
•静岡県静岡市
•静岡県浜松市
•群馬県太田市
•群馬県館林市
•アメリカ合衆国ハワイ州（オアフ島・ハワイ島）

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会（主催：朝日祥之（「多言語・多文化社
会における言語問題に関する研究」共同研究プロジェクト　）），オンライン　，2024.5.18　，2024.11.24　，2025.2.22　.
•AJAPE-NINJAL Project conferencia “La Enseñanza y Mantenimiento del Español en Nuestros

Hijos：¿Es el Español tan Importante como el Japonés y el Inglés?”（主催：特定非営利活動法人日本
ペルー共生協会神奈川（AJAPE），共催：「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研
究プロジェクト），大和市文化創造拠点シリウス，2024.11.17.
•シンポジウム対人コミュニケーションとメディア研究の展開—メディアを介したコミュニケーション
に焦点をあてて—（主催：朝日祥之（「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究
プロジェクト）），国立国語研究所，2025.2.15.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之
「見つけてみりん！愛知の方言」，招待講演，刈谷市民大学講座，刈谷市総合文化センター，2024.9.16.
朝日祥之
「日本を見るニッケイ人、ハワイを見る日本人日本映画作成から見るハワイと日本の面白い関係」，招
待講演，和歌山市民図書館トークイベント，和歌山市民図書館，2025.2.23.

朝日祥之
「備中の小京都高梁と方言その魅力を味わう」，招待講演，高梁市図書館，2025.2.24.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材を受けた記事：「和歌山に敬語はない？司馬遼太郎が注目した平等主義掘り下げ！関西白書」，日
本経済新聞，2025.1.16.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•教授
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五十嵐陽介（いがらしようすけ）研究系教授
【学位】博士（言語学）（東京外国語大学，2005）
【学歴】東京外国語大学外国語学部ロシア東欧課程ロシア科卒業（2001），東京外国語大学大学院地域文化研

究科博士前期課程修了（2002），東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程修了（2005）
【職歴】国立国語研究所研究開発部門言語資源グループ非常勤研究員（2005–2006），理化学研究所脳科学総

合研究センターテクニカルスタッフ（2005–2006），日本学術振興会特別研究員 PD（2006–2009），広
島大学大学院文学研究科准教授（2009–2015），一橋大学大学院社会学研究科准教授（2015–2019），一
橋大学大学院社会学研究科教授（2019–2020），一橋大学大学院社会学研究科特任教授（2020–2021），
国立国語研究所研究系（言語変異研究領域）教授（2020–2023），国立国語研究所研究系教授（2023–），
総合研究大学院大学先端学術院先端学術選考日本語言語科学コース教授（2023–）

【専門領域】言語学，音声学
【所属学会】日本言語学会，日本音声学会，西日本言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，日本音声学会理事・編集委員会委員長・評議員，西日本言語学

会運営委員
【受賞歴】

2017：日本音声学会優秀発表賞（日本音声学会第 30回全国大会，受賞発表：「「肩・種・汗・雨」と「息・
舟・桶・鍋」がアクセント型で区別される日本語本土方言—佐賀県杵島方言と琉球語の比較—」）

2017：日本音声学会優秀論文賞（日本音声学会，受賞論文：「名詞の意味が関わるアクセントの合流—南
琉球宮古語池間方言の事例—」）

2013：日本音声学会優秀論文賞（日本音声学会，受賞論文：「琉球宮古語池間方言のアクセント体系は三
型であって二型ではない」）

2005：日本　ロシア　文学会賞　（日本　ロシア　文学会　：�������� � ����
�	�� ��������� � ��
������
���


����
������
 � ������� �����）
2001：日本ロシア文学会学会報告奨励賞（日本ロシア文学会第 51回研究発表会，受賞発表：「ロシア語

イントネーションの中和」）
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：サブプロジェクトリーダー（「日本・
琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研究」）
•基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機言語の保存研究」：メンバー
•異分野融合型共同利用型共同研究プロジェクト「歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの
整備とAI音声復元技術の開発」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（B）「東北・東京方言における有声性の対立への音響指標の影響」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用」，23H00007：研究分担者
•基盤研究（A）「文法記述と比較研究による琉球諸語と九州方言の歴史言語学的研究」，22H00007：研
究分担者
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究」，24H04351：研究分担者
•基盤研究（B）「日琉諸語比較言語学研究の高度化—同源性接続型日琉諸語語彙データベース構築」，

24K00070：研究代表者
【研究業績】
《著書・編書》
大島一，セリック・ケナン，五十嵐陽介，山田真寛（編）
『日琉諸語の記述・保存研究 III』，国立国語研究所，2025.1.27，DOI：10.15084/0002000469‌.
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《論文・ブックチャプター》
五十嵐陽介，荻野千砂子，セリックケナン
「南琉球八重山語黒島方言の単純名詞のアクセント　型の数は 2か 3か」，『国立国語研究所論集』，28巻，
1–25頁，2025.1.24，DOI：10.15084/0002000451‌.

Yosuke Igarashi
“7 Intonation in Japanese dialects”，Nobuko Kibe，Tetsuo Nitta，and Kan Sasaki（eds.）Handbook of
Japanese Dialects，pp. 181–230，De Gruyter Mouton，2025.1.27，DOI：10.1515/9781501501937-008‌.

Yosuke Igarashi
“Tracing Japonic Lineages through Matryoshka Distribution：Phylogeny，Migration，and Language
Replacement in Eastern Japan”，『日本語・日本学研究』，15巻，151–170頁，2025.3.31.

【講演・口頭発表】
セリック・ケナン，荻野千砂子，五十嵐陽介
「八重山語西表西部諸方言における音調発生」，日本方言研究会第 118回，国立国語研究所，2024.5.31.
セリック・ケナン，荻野千砂子，五十嵐陽介
「八重山語川平方言のアクセント体系に関する一報告」，令和 6年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸
語のプロソディー」合同研究発表会，国立国語研究所，2025.3.15.

【研究調査】
•大野方言の基礎語彙と韻律に関する方言調査（福井県大野市），2025.3.5–8.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•令和 6年度「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会（主催：「消滅危機言語の保
存研究（山田真寛）」，「日本語・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研
究（五十嵐陽介）」），国立国語研究所・オンライン，2024.6.15（第 1回），2025.3.15（第 2回）.

【その他の学術的・社会的活動】
•「沖縄県宮古島市と大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所との連携・協力に関する協
定」に基づく宮古島の言語資源のデジタルアーカイブ化
•取材を受けた記事：「大野弁継承へ調査国立国語研究所金沢大語彙や発音学生ら記録、録音」，福井
新聞，2025.3.8.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『フィールド言語学』，『フィールド言語学演習』，『言語研究基礎論 IIIA』
•指導学生 1名（主担当 1名）

《大学・大学院非常勤講師》
•上智大学外国語学部（授業科目『一般音声学』，『言語と人間』）
•東京大学文学部・大学院人文社会系研究科（授業科目『国語学特殊講義』）
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《論文・ブックチャプター》
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1–25頁，2025.1.24，DOI：10.15084/0002000451‌.

Yosuke Igarashi
“7 Intonation in Japanese dialects”，Nobuko Kibe，Tetsuo Nitta，and Kan Sasaki（eds.）Handbook of
Japanese Dialects，pp. 181–230，De Gruyter Mouton，2025.1.27，DOI：10.1515/9781501501937-008‌.
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•令和 6年度「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会（主催：「消滅危機言語の保
存研究（山田真寛）」，「日本語・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研
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【その他の学術的・社会的活動】
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定」に基づく宮古島の言語資源のデジタルアーカイブ化
•取材を受けた記事：「大野弁継承へ調査国立国語研究所金沢大語彙や発音学生ら記録、録音」，福井
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【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『フィールド言語学』，『フィールド言語学演習』，『言語研究基礎論 IIIA』
•指導学生 1名（主担当 1名）

《大学・大学院非常勤講師》
•上智大学外国語学部（授業科目『一般音声学』，『言語と人間』）
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石黒圭（いしぐろけい）研究系教授，共同利用推進センター長
【学位】博士（文学）（早稲田大学，2008）
【学歴】一橋大学社会学部卒業（1993），早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了（1995），早稲田大学大

学院文学研究科博士後期課程研究指導修了（1999）
【職歴】一橋大学留学生センター　講師（1999），同助教授（2004），一橋大学国際教育センター　准教授（2010），

同教授（2013），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター准教授（2015），同
教授（2015），同 研究系（日本語教育研究領域）教授，領域代表（2016），同 研究情報発信センター長
（2018），同共同利用推進センター長（2022），総合研究大学院大学教授（2023）

【専門領域】日本語学，日本語教育学
【所属学会】社会言語科学会，専門日本語教育学会，日本語学会，日本語教育学会，日本語文法学会，表現学

会，早稲田日本語学会
【学会等の役員・委員】専門日本語教育学会会長，日本語学会評議員，日本語文法学会評議員，表現学会理事
【受賞歴】

2025：『専門日本語教育研究』第 26号論文賞
2024：令和 6年度文化庁長官表彰（文化庁）
2024：第 29回国立国語研究所所長賞
2020：第 20回国立国語研究所所長賞
2019：2018年度秋学期早稲田大学ティーチングアワード
2018：第 15回日本語教育学会学会活動貢献賞
2018：第 16回国立国語研究所所長賞
2009：第 7回日本語教育学会奨励賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェクト
リーダー（「学習者の辞書資源使用の実態調査」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」：
リーダー・サブプロジェクトリーダー（「日本語学習者の作文の縦断コーパス研究」・「日本語学習者の
談話の縦断コーパス研究」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究　」，21H04417　：
研究代表者
•基盤研究（A）「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発　—日本語教育・国語教育への応
用—」，23H00072：研究分担者
•基盤研究（B）「人と物語が出会う次元の開拓—短編物語データベース　構築を通した分野横断的研究—」，

20H01764：研究分担者
•基盤研究（C）「文章の執筆過程の分析に基づく大学初年次生の文章産出能力の実証的研究」，23K02509：
研究分担者
•基盤研究（C）「アカデミック　・スキル育成を目指したオンライン　縦断ゼミ談話の多角的分析」，22K00655　：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
石黒圭，吉甜，佐野彩子（編）
『スマホは　辞書になりうるか　：日本語学習者の辞書引きの困難点と指導法　』，明治書院　，2024.5.23，ISBN：
9784625434556.
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石黒圭，石黒愛
『言語学者も知らない謎な日本語　：研究者の父　、大学生の娘に若者言葉を学ぶ　』，教育評論社　，2024.10.28，
ISBN：9784866241074.

石黒圭，呉丹，胡佳芮（編）
『国立国語研究所機関拠点型基幹研究プロジェクト多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語
運用の応用的研究 2024年度研究成果中間報告書中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の
研究と教育』，絢文社，2025.3.31.

《論文・ブックチャプター》
石黒圭
「中国語話者の依頼メール文に見る待遇表現の実態と指導による変化—件名・宛名・書き出しの観点か
ら—」，『待遇コミュニケーション研究』，21巻，66–81頁，2024.4，DOI：10.32252/tcg.21.0_66‌.

石黒圭
「序章学習者はどのように言葉を検索するのか—辞書使用の適切な指導のために—」，石黒圭，吉甜，
佐野彩子（編）『スマホは辞書になりうるか—日本語学習者の辞書引きの困難点と指導法—』，明治書
院，7–28頁，2024.5.23.
吉甜，佐野彩子，石黒圭
「日本語学習者の辞書リソース利用の拡張—韓国語・中国語話者によるスマホを用いた語彙検索行動の
実態」，『専門日本語教育研究』，26巻，51–58頁，2024.12.31，DOI：10.11448/jtje.26.51‌.

李羽喆，石黒圭
「ポスター発表に見られる学術日本語授業の課題—論理的思考力の育成を目指して—」，『専門日本語
教育研究』，26巻，75–82頁，2024.12.31，DOI：10.11448/jtje.26.71‌.

《総説・解説・プレプリントなど》
石黒圭
「総説」（特集 1：2022年・2023年における日本語学界の展望　（1）），『日本語の研究　』，20巻 2号，1–4頁，
2024.8，DOI：10.20666/nihongonokenkyu.20.2_1‌.

《コーパス・データベース類》
石黒圭，佐野彩子，吉甜
「日本語学習者の語彙検索行動情報シートのデータセット」，https://www2.ninjal.ac.jp/jll/word_‌
search/survey-data/information-sheet.html‌，2025.3.27.

《その他の出版物・記事》
石黒圭
「「悪文」に名著が多い理由『悪文の構造』解説」，『webちくま』，2024.10.11.
石黒圭
「AIによる監視と表現の自由」，『毎日ことば plus』，2025.1.24.
石黒圭
「解説：『言語学者も知らない謎な日本語—―研究者の父、大学生の娘に若者言葉を学ぶ—』」，『早稲
田日本語研究』，38–39頁，2025.3.

【講演・口頭発表】
石黒圭
「書くことの指導—プロダクトの指導からプロセスの指導へ—」，招待講演，大養協 2024年度春季大
会シンポジウム，オンライン，2024.5.12.

石黒圭
「日本語教育の現場に役立つ作文の研究　」，招待講演　，高麗大学校講演　，高麗大学（ソウル・韓国），2024.5.23.
石黒圭
「日本語作文の表現選択に見る中国語母語の影響」，招待講演，第十五届　　日　　比　　言学研　　会，上海建
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石黒圭，石黒愛
『言語学者も知らない謎な日本語　：研究者の父　、大学生の娘に若者言葉を学ぶ　』，教育評論社　，2024.10.28，
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石黒圭
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吉甜，佐野彩子，石黒圭
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李羽喆，石黒圭
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「総説」（特集 1：2022年・2023年における日本語学界の展望　（1）），『日本語の研究　』，20巻 2号，1–4頁，
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石黒圭，佐野彩子，吉甜
「日本語学習者の語彙検索行動情報シートのデータセット」，https://www2.ninjal.ac.jp/jll/word_‌
search/survey-data/information-sheet.html‌，2025.3.27.

《その他の出版物・記事》
石黒圭
「「悪文」に名著が多い理由『悪文の構造』解説」，『webちくま』，2024.10.11.
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「解説：『言語学者も知らない謎な日本語—―研究者の父、大学生の娘に若者言葉を学ぶ—』」，『早稲
田日本語研究』，38–39頁，2025.3.

【講演・口頭発表】
石黒圭
「書くことの指導—プロダクトの指導からプロセスの指導へ—」，招待講演，大養協 2024年度春季大
会シンポジウム，オンライン，2024.5.12.

石黒圭
「日本語教育の現場に役立つ作文の研究　」，招待講演　，高麗大学校講演　，高麗大学（ソウル・韓国），2024.5.23.
石黒圭
「日本語作文の表現選択に見る中国語母語の影響」，招待講演，第十五届　　日　　比　　言学研　　会，上海建
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橋学院（上海・中国），2024.8.17.
石黒圭
「縦断コーパスに見る学習者のディスコースマーカー使用の変容」，シンポジウムパネル，NINJAL国
際シンポジウム，北京師範大学（北京・中国），2024.9.14.

石黒圭
「学習者の成長が追体験できる作文コーパスの構築」，シンポジウムパネル，NINJAL国際シンポジウ
ム「中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育」，北京語言大学（北京・中国），
2024.9.15.

石黒圭
「学習者コーパスに見る中国語話者の日本語の発達—学習者縦断コーパス B-JASを用いた研究—」，
招待講演，第 1回マカオ大学日本研究国際シンポジウム，マカオ大学（澳門・中国），2024.10.26.

石黒圭
「日本語の文章理解の方法と戦略」，招待講演，福建師範大学日本語学科主催特別講演会，福建師範大学
（福建・中国），2024.10.28.
石黒圭
「生成AIによる日本語作文の推敲」，招待講演，中山大学外国語学院日本語科主催ゲストレクチャー，
中山大学（広州・中国），2024.10.30.

石黒圭
「日本語作文の修正における生成AI活用の可能性と限界」，招待講演，華南師範大学外国語言文化学院
日本語学科講演会，華南師範大学（広州・中国），2024.10.31.

石黒圭
「日本語学習者の語彙検索行動の実態」，招待講演，マカオ大学・国立国語研究所共同開催国際シンポジ
ウム「学習者の辞書資源使用の実態調査」，マカオ（中国），2024.11.3.
石黒圭
「日本語学習者の語彙検索行動調査からわかること」，シンポジウムパネル，NINJALシンポジウム「多
様な語彙資源の共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」，オンライン，2024.11.23.

石黒圭
「学習者コーパスを用いた話し言葉の研究—フィラーの習得を例に—」，シンポジウムパネル，第 9回
学習者コーパス・ワークショップ&シンポジウム「学習者コーパス・データで広がる研究と教育の可能
性—日本語研究から指導まで—」，国立国語研究所，2025.2.1.

石黒圭，吉甜，佐野彩子
「日本語学習者用の辞書に求められる情報とは—情報の提示順序に着目して—」，専門日本語教育学会
第 27回研究討論会，江戸川大学駒木キャンパス，2025.3.8.

【研究調査】
•海外作文調査（国立国語研究所プロジェクト「日本語学習者の作文の縦断コーパス研究」および科研
費プロジェクト「海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究」にお
けるデータ収集：中国 7大学，台湾 2大学，韓国 2大学，ベトナム 3大学，タイ 2大学，フランス 1大
学，スロヴェニア 1大学，イギリス 1大学），本年度 3回，作文データ合計 1,691本.
•海外談話調査（I-JASに準拠した内容の談話・作文のオンライン縦断調査：中国・ベトナム・タイ・韓国
各 1大学），本年度 2回，談話データ 97時間分，作文データ合計 252本.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•NINJAL国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）が拓く日本語教育の未来（北京
日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学研　　会）」（主催：国立国語研究所・北京外国語大学・北京師範大学），
北京師範大学（北京・中国），2024.9.14.
•中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育　（主催：国立国語研究所・北京語言大学），
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北京語言大学（北京・中国），2024.9.15.
•学習者の辞書資源使用の実態調査（主催：国立国語研究所・マカオ大学），マカオ大学（マカオ・中国），

2024.11.3.
•令和 6年度国立国語研究所　NINJAL日本語教師セミナー　（国内）（主催：国立国語研究所　・琉球大学グロー
バル教育支援機構国際教育センター・琉球大学人文社会学部琉球アジア文化学科　），琉球大学　，2025.3.22　.

【一般向けの講演・セミナーなど】
石黒圭
「日本語（にほんご）のオノマトペ」，招待講演，韓国外国語大学校講演会，韓国外国語大学（ソウル・韓
国），2024.5.24.
石黒圭
「副詞の不思議な魅力」，招待講演，韓国外国語大学校講演会，韓国外国語大学（ソウル・韓国），2024.5.24.
石黒圭
「メールの書き方のポイント」，招待講演，華南農業大学講演会，オンライン（中国），2024.6.5.
石黒圭
「世界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達接続詞の使用から見た日本語習得の科学」，招待講演，
大手町アカデミア，オンライン，2024.9.25.
石黒圭
「接続詞の考え方・使い方」，招待講演，第 33回日 JTF翻訳祭 2024，オンライン，2024.10.29.
石黒圭，井伊菜穂子，井上雄太
「作文教育のための学習者コーパス活用法」，令和 6年度国立国語研究所NINJAL日本語教師セミナー
（国内），琉球大学，2025.3.22.
石黒圭
「若者言葉の社会言語学」，招待講演，政治大学特別授業，政治大学（台北・台湾），2025.3.27.
石黒圭
「社会言語学を考える—若者言葉を例に—」，招待講演，台湾大学日本語科特別授業，台湾大学（台北・
台湾），2025.3.28.

石黒圭
「若者言葉を科学する」，招待講演，東呉大学特別授業，東呉大学（台北・台湾），2025.3.28.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材を受けた記事

▶「なぜ「謝罪」したのに相手が怒ってしまうのか？」，DIAMOND ONLINE　，2024.6.20.
▶「既読スルーが「返事」であると知らない人へ」，DIAMOND ONLINE　，2024.10.04.
▶「大手町アカデミア×人間文化研究機構世界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達—接続詞の使
用から見た日本語習得の科学講演要旨（上）」，読売新聞オンライン，2024.10.08.

▶「大手町アカデミア×人間文化研究機構世界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達—接続詞の使
用から見た日本語習得の科学講演要旨（下）」，読売新聞オンライン，2024.10.08.

▶「「三位一体」の使われ方に対するクリスチャンの　違和感について　」，DIAMOND ONLINE　，2024.10.24.
▶「「子どもっぽい接続詞」とその言い換え一覧」，DIAMOND ONLINE　，2024.10.30.
▶「「えぐい」「やばい」「すごい」に見る言葉の “世代交代”全部ほぼ同じ意味だが “発展段階”が異な
る！」，東洋経済ONLINE　，2024.12.28.

▶「流行語が「死語」にならず世代を超えて定着する条件「真逆」「夜ご飯」もかつては一般的ではな
かった」，東洋経済ONLINE　，2024.12.29.

▶「「だよね　」の地位を奪った　「それな　」の正しい使い方　言語学者が　10代娘から学ぶ　 “謎な日本語　”たち　」，
東洋経済ONLINE　，2024.12.30.

•文部科学省中央教育審議会生涯学習分科会日本語教育部会委員

142 VI 教員の研究活動と成果



北京語言大学（北京・中国），2024.9.15.
•学習者の辞書資源使用の実態調査（主催：国立国語研究所・マカオ大学），マカオ大学（マカオ・中国），

2024.11.3.
•令和 6年度国立国語研究所　NINJAL日本語教師セミナー　（国内）（主催：国立国語研究所　・琉球大学グロー
バル教育支援機構国際教育センター・琉球大学人文社会学部琉球アジア文化学科　），琉球大学　，2025.3.22　.

【一般向けの講演・セミナーなど】
石黒圭
「日本語（にほんご）のオノマトペ」，招待講演，韓国外国語大学校講演会，韓国外国語大学（ソウル・韓
国），2024.5.24.
石黒圭
「副詞の不思議な魅力」，招待講演，韓国外国語大学校講演会，韓国外国語大学（ソウル・韓国），2024.5.24.
石黒圭
「メールの書き方のポイント」，招待講演，華南農業大学講演会，オンライン（中国），2024.6.5.
石黒圭
「世界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達接続詞の使用から見た日本語習得の科学」，招待講演，
大手町アカデミア，オンライン，2024.9.25.

石黒圭
「接続詞の考え方・使い方」，招待講演，第 33回日 JTF翻訳祭 2024，オンライン，2024.10.29.
石黒圭，井伊菜穂子，井上雄太
「作文教育のための学習者コーパス活用法」，令和 6年度国立国語研究所NINJAL日本語教師セミナー
（国内），琉球大学，2025.3.22.
石黒圭
「若者言葉の社会言語学」，招待講演，政治大学特別授業，政治大学（台北・台湾），2025.3.27.
石黒圭
「社会言語学を考える—若者言葉を例に—」，招待講演，台湾大学日本語科特別授業，台湾大学（台北・
台湾），2025.3.28.

石黒圭
「若者言葉を科学する」，招待講演，東呉大学特別授業，東呉大学（台北・台湾），2025.3.28.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材を受けた記事

▶「なぜ「謝罪」したのに相手が怒ってしまうのか？」，DIAMOND ONLINE　，2024.6.20.
▶「既読スルーが「返事」であると知らない人へ」，DIAMOND ONLINE　，2024.10.04.
▶「大手町アカデミア×人間文化研究機構世界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達—接続詞の使
用から見た日本語習得の科学講演要旨（上）」，読売新聞オンライン，2024.10.08.

▶「大手町アカデミア×人間文化研究機構世界で学ぶ日本語学習者の「書く力」の発達—接続詞の使
用から見た日本語習得の科学講演要旨（下）」，読売新聞オンライン，2024.10.08.

▶「「三位一体」の使われ方に対するクリスチャンの　違和感について　」，DIAMOND ONLINE　，2024.10.24.
▶「「子どもっぽい接続詞」とその言い換え一覧」，DIAMOND ONLINE　，2024.10.30.
▶「「えぐい」「やばい」「すごい」に見る言葉の “世代交代”全部ほぼ同じ意味だが “発展段階”が異な
る！」，東洋経済ONLINE　，2024.12.28.

▶「流行語が「死語」にならず世代を超えて定着する条件「真逆」「夜ご飯」もかつては一般的ではな
かった」，東洋経済ONLINE　，2024.12.29.

▶「「だよね　」の地位を奪った　「それな　」の正しい使い方　言語学者が　10代娘から学ぶ　 “謎な日本語　”たち　」，
東洋経済ONLINE　，2024.12.30.

•文部科学省中央教育審議会生涯学習分科会日本語教育部会委員
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•教科書編集委員
▶『小学校国語』（光村図書出版）
▶『精選現代の国語』（明治書院）
▶『精選論理国語』（明治書院）

•特定非営利活動法人日本語検定審議委員
【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
石黒圭，布施悠子，呉楚琦
「学習者コーパスを用いた話し言葉の研究—フィラーの習得を例に—」，NINJALチュートリアル，オ
ンライン，2024.12.5.
石黒圭
「接続詞とジャンル—日本語文法の新しい研究のヒント—」，2025年「日本語文法の研究と教育」大
学院生ワークショップ，台湾大学（台北・台湾），2025.3.29.

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•教授

《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科連携教授（主指導担当：博士課程 9名，修士課程 4名）

《博士論文審査委員》
•一橋大学大学院（主査）：1件，2024.7.
•明治大学大学院（副査）：1件，2025.3.

《若手研究者の受入》
•特別共同利用研究員：1名（山東大学大学院）
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大西拓一郎（おおにしたくいちろう）研究系教授
【学位】修士（文学）（東北大学，1987）
【学歴】東北大学文学部卒業（1985），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2年の課程国文学国語学日本

思想史学専攻修了（1987），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3年の課程国文学国語学日本思想
史学専攻単位取得退学（1989）

【職歴】東北大学文学部助手（1991），国立国語研究所言語変化研究部第一研究室研究員（1993），同主任
研究官（1996），同室長（1999），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系教授（2009），同
研究系（言語変化研究領域）教授（2016）

【専門領域】方言学，言語地理学，日本語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics　（SIDG），

日本地理言語学会，変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研
究会，九州方言研究会，日本文芸研究会

【学会等の役員・委員】日本語学会評議員，SIDG committee of accountants，日本語文法学会学会誌委員
【受賞歴】

2016：国立国語研究所第 13回所長賞
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェクト
リーダー（「言語資源の空間接続」）
•人間文化研究機構創発センター　基幹研究プロジェクト　「横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな
社会の創発を目指して」国語研ユニット「地域における市民科学文化の再発見と現在」：ユニット代表
•人間文化研究機構共創先導プロジェクト「開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーショ
ンの構築」：研究分担者

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究　（開拓　）「古辞書　・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開　」，20K20501：研究代表者　
•基盤研究（A）「『方言文法辞典』データベース拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的展開」，

20H00015：研究分担者
•基盤研究（B）「紀伊半島沿岸部の漁労集団と言語」，24K00075：研究分担者
•基盤研究（B）「『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図の作成と言語変容の研究　」，21H00530a：
研究分担者
•基盤研究（C）「市民科学で読み解く「長野県は宇宙県」」，22K02956：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
大西拓一郎（監修）
『写真で読み解く都道府県別方言大辞典』，あかね書房，2025.2，ISBN：978-4-251-06650-3.

《論文・ブックチャプター》
大西拓一郎
「信州諏訪における市民科学としての言語地理学—牛山初男、土川正男、浅川清栄—」，『方言の研
究』，10号，265–284頁，2024.7.31.

Ttakuichiro Onishi
“Geolinguistics of Japanese”，Nobuko Kibe　，Tetsuo Nitta　，and Kan Sasaki　（eds.）Handbook of Japanese
Dialects，pp. 89–106，De Gruyter Mouton，2025.1.15，DOI：10.1515/9781501501937-004‌.

《総説・解説・プレプリントなど》
大西拓一郎
「三澤勝衛『風土産業』はどう　受け継がれてきたのか　」，『市民科学ニューズレター　』，5号，1–4頁，2024.10.25　.

144 VI 教員の研究活動と成果



大西拓一郎（おおにしたくいちろう）研究系教授
【学位】修士（文学）（東北大学，1987）
【学歴】東北大学文学部卒業（1985），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2年の課程国文学国語学日本

思想史学専攻修了（1987），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3年の課程国文学国語学日本思想
史学専攻単位取得退学（1989）

【職歴】東北大学文学部助手（1991），国立国語研究所言語変化研究部第一研究室研究員（1993），同主任
研究官（1996），同室長（1999），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系教授（2009），同
研究系（言語変化研究領域）教授（2016）

【専門領域】方言学，言語地理学，日本語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics　（SIDG），

日本地理言語学会，変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研
究会，九州方言研究会，日本文芸研究会

【学会等の役員・委員】日本語学会評議員，SIDG committee of accountants，日本語文法学会学会誌委員
【受賞歴】

2016：国立国語研究所第 13回所長賞
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェクト
リーダー（「言語資源の空間接続」）
•人間文化研究機構創発センター　基幹研究プロジェクト　「横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな
社会の創発を目指して」国語研ユニット「地域における市民科学文化の再発見と現在」：ユニット代表
•人間文化研究機構共創先導プロジェクト「開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーショ
ンの構築」：研究分担者

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究　（開拓　）「古辞書　・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開　」，20K20501：研究代表者　
•基盤研究（A）「『方言文法辞典』データベース拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的展開」，

20H00015：研究分担者
•基盤研究（B）「紀伊半島沿岸部の漁労集団と言語」，24K00075：研究分担者
•基盤研究（B）「『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図の作成と言語変容の研究　」，21H00530a：
研究分担者
•基盤研究（C）「市民科学で読み解く「長野県は宇宙県」」，22K02956：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
大西拓一郎（監修）
『写真で読み解く都道府県別方言大辞典』，あかね書房，2025.2，ISBN：978-4-251-06650-3.

《論文・ブックチャプター》
大西拓一郎
「信州諏訪における市民科学としての言語地理学—牛山初男、土川正男、浅川清栄—」，『方言の研
究』，10号，265–284頁，2024.7.31.

Ttakuichiro Onishi
“Geolinguistics of Japanese”，Nobuko Kibe　，Tetsuo Nitta　，and Kan Sasaki　（eds.）Handbook of Japanese
Dialects，pp. 89–106，De Gruyter Mouton，2025.1.15，DOI：10.1515/9781501501937-004‌.

《総説・解説・プレプリントなど》
大西拓一郎
「三澤勝衛『風土産業』はどう　受け継がれてきたのか　」，『市民科学ニューズレター　』，5号，1–4頁，2024.10.25　.
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大西拓一郎
「茅野市の方言学者、牛山初男氏の資料」，『市民科学ニューズレター』，6号，1–4頁，2025.3.25.

《展示など》
•プラネタリウム　番組「あの夏の太陽が教えてくれたこと　」投影，茅野市八ヶ岳総合博物館，2024.5.12–9.29.
•ロビー展示「知らなかった！諏訪ことば」，茅野市中央公民館，2024.5.14–31，ウェブブック　：https://‌
www.city.chino.lg.jp/book/list/book321.html‌.
•展示「追悼、藤森賢一氏」，茅野市八ヶ岳総合博物館，2024.5.25–7.5.
•企画展「諏訪で見つかった「星の和名」、信州で発見された新天体—星の名前と市民科学—」，茅野市
八ヶ岳総合博物館，2024.7.7–9.8.
•パネル展示「諏訪で見つかった「星の和名」、信州で発見された新天体—星の名前と市民科学—」，長
野市立博物館，2024.7.7–9.8.
•「小惑星イトカワ・リュウグウ」ダブルサンプル展示，茅野市八ヶ岳総合博物館，2024.9.28–10.14.
•プラネタリウム番組「トモゴゼンは眠らない」投影，茅野市八ヶ岳総合博物館，2024.10.5–12.22.
•プラネタリウム番組「トモゴゼンは眠らない」投影，長野市立博物館，2024.10.5–12.28.
•ミニ展示「まだまだあったよ知らなかった！諏訪ことば」，茅野市八ヶ岳総合博物館，2025.1.4–3.16.

【講演・口頭発表】
大西拓一郎
「地図で見る食の方言の多様性—調理物・調理法・味覚のことばの分布」，シンポジウムパネル，味の素
食の文化センター・人間文化研究機構シンポジウム食で味わう郷土食の多様性—変化と継承が紡ぐス
トーリーをたずねて，TKPガーデンシティ，2024.12.13.
大西拓一郎
「牛山初男氏の方言学と市民科学の実践」，シンポジウムパネル，市民科学シンポジウム郷土に向かい
合う人々—信州・諏訪の市民科学，諏訪市駅前交流テラスすわっチャオ，2025.2.11.
大西拓一郎
「辛い酒とはどんな味か—味覚表現の分布から考える」，空間接続プロジェクト公開研究発表会，国立
国語研究所，2025.2.20.

【研究調査】
•長野県諏訪地方を中心とした地域における市民科学文化資料の調査・研究（長野県諏訪地方）.

【一般向けの講演・セミナーなど】
大西拓一郎
「方言「ン」はなぜここに—富士川舟運が運んだことばを考える—」，招待講演，富士川町立図書館文
学・歴史セミナー，富士川町図書館，2025.1.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•著書に対する書評等

▶ 2023年 11月出版の著書『方言はなぜ存在するのか』に対する書評：
『図書新聞』（2024.8.31，著者：安部清哉）
▶ 2016年 9月出版の著書『ことばの地理学』の引用：
山梨日日新聞の 1面コラム「風林火山」（2024.9.14）

▶ 2023年 11月出版の著書『方言はなぜ存在するのか』の引用：
読売新聞の記事「ホームルーム」（2024.11.28，著者：前田友和）

•茅野市八ヶ岳総合博物館市民研究員
【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『方言と空間情報』，『方言と言語変化』
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高田智和（たかだともかず）研究系教授，言語資源開発センター長
【学位】博士（文学）（北海道大学，2004）
【学歴】北海道大学文学部卒業（1999），北海道大学大学院文学研究科国文学専攻修士課程修了（2001），北

海道大学大学院文学研究科言語文学専攻博士後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研究員

（2006），同言語生活グループ研究員（2007），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系准教
授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016），同研究系（言語変化研究領域）教授（2021）
同研究系教授（2022）

【専門領域】日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
【所属学会】日本語学会，訓点語学会，計量国語学会，情報処理学会，日本漢字学会
【学会等の役員・委員】訓点語学会運営委員長，計量国語学会理事，日本語学会評議員，日本漢字学会評議

員，情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会運営委員，情報処理学会情報規格調査会 SC2専門委員
会委員

【受賞歴】
2022：情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文
2019：2019年度山下記念研究賞
2016：2016年度日本語学会春季大会発表賞
2013：北海道大学文学部同窓会楡文賞
2010：情報処理学会情報規格調査会標準化貢献賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：日本規格協会標準化貢献賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェクト
リーダー（「語彙資源ポータル拡張」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：メンバー
•異分野融合型共同利用型共同研究プロジェクト「国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向
けた基盤構築および実証研究」：メンバー
•広領域連携型基幹研究「横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな社会の創発を目指して」国
語研ユニット「地域における市民科学文化の再発見と現在」：メンバー
•広領域連携型基幹研究「異分野融合による総合書物学の拡張的研究」国語研ユニット「古辞書類に基
づく語彙資源の拡張と語彙・表記の史的変遷」：ユニット代表者
•共創先導プロジェクト共創促進研究「学術知デジタルライブラリの構築（国語研拠点）」：代表者
•共創先導プロジェクト共創促進研究「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融
合的研究」：共同研究員
•共同利用型共同研究　（A）「日本語に関する社会調査資料の系統的整備と現代的再解釈　」：コーディネーター　
•共同利用型共同研究（A）「点本片仮名字形を精緻に記述できるデータベース構築手法の研究」：コー
ディネーター
•共同利用型共同研究　（A）「林大氏寄贈資料から明らかにする戦後の国語施策の展開　」：コーディネーター　
•共同利用型共同研究（A）「現代漢字における異体字の諸相」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（A）「古本点図集・古写本記載のヲコト点図の電子化方法の検討及び実践」：コー
ディネーター
•共同利用型共同研究（B）「文頭における接続表現の通時的研究」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究（萌芽）「史的文字字形通覧基盤に基づく史的文字の字形情報記述法の確立」，24K21368：
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高田智和（たかだともかず）研究系教授，言語資源開発センター長
【学位】博士（文学）（北海道大学，2004）
【学歴】北海道大学文学部卒業（1999），北海道大学大学院文学研究科国文学専攻修士課程修了（2001），北

海道大学大学院文学研究科言語文学専攻博士後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研究員

（2006），同言語生活グループ研究員（2007），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系准教
授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016），同研究系（言語変化研究領域）教授（2021）
同研究系教授（2022）

【専門領域】日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
【所属学会】日本語学会，訓点語学会，計量国語学会，情報処理学会，日本漢字学会
【学会等の役員・委員】訓点語学会運営委員長，計量国語学会理事，日本語学会評議員，日本漢字学会評議

員，情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会運営委員，情報処理学会情報規格調査会 SC2専門委員
会委員

【受賞歴】
2022：情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文
2019：2019年度山下記念研究賞
2016：2016年度日本語学会春季大会発表賞
2013：北海道大学文学部同窓会楡文賞
2010：情報処理学会情報規格調査会標準化貢献賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：日本規格協会標準化貢献賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェクト
リーダー（「語彙資源ポータル拡張」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：メンバー
•異分野融合型共同利用型共同研究プロジェクト「国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向
けた基盤構築および実証研究」：メンバー
•広領域連携型基幹研究「横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな社会の創発を目指して」国
語研ユニット「地域における市民科学文化の再発見と現在」：メンバー
•広領域連携型基幹研究「異分野融合による総合書物学の拡張的研究」国語研ユニット「古辞書類に基
づく語彙資源の拡張と語彙・表記の史的変遷」：ユニット代表者
•共創先導プロジェクト共創促進研究「学術知デジタルライブラリの構築（国語研拠点）」：代表者
•共創先導プロジェクト共創促進研究「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融
合的研究」：共同研究員
•共同利用型共同研究　（A）「日本語に関する社会調査資料の系統的整備と現代的再解釈　」：コーディネーター　
•共同利用型共同研究（A）「点本片仮名字形を精緻に記述できるデータベース構築手法の研究」：コー
ディネーター
•共同利用型共同研究　（A）「林大氏寄贈資料から明らかにする戦後の国語施策の展開　」：コーディネーター　
•共同利用型共同研究（A）「現代漢字における異体字の諸相」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（A）「古本点図集・古写本記載のヲコト点図の電子化方法の検討及び実践」：コー
ディネーター
•共同利用型共同研究（B）「文頭における接続表現の通時的研究」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究（萌芽）「史的文字字形通覧基盤に基づく史的文字の字形情報記述法の確立」，24K21368：
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研究代表者
•基盤研究（A）「断片的史料情報の集積と歴史知識情報の相互参照体制の確立による新たな史料学構築
研究」，21H04356：研究分担者
•基盤研究（A）「東アジアを俯瞰した日本列島かな文字確立に関する総合的研究」，24H00115：研究分担者
•基盤研究（B）「資料横断的な漢字音・漢語音データベースの　拡充と運用に向けた基礎的研究」，22H00665　：
研究分担者
•基盤研究（B）「地域の言語文化ネットワークのモデル構築」，24K03232：研究分担者
•基盤研究（C）「訓点資料の解読過程の可視化と解読文の自動生成による可用性の向上」，23K00567：
研究分担者
•基盤研究（C）「情報工学的手法によるヲコト点図の計量的分類方式と研究・教育向け検索システムの
開発」，23K11762：研究分担者
•基盤研究（C）「言語変化研究のための質問票調査データベースの構築と利用」，24K03938：研究分担者
•挑戦的研究（開拓）「古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開」，20K20501：
研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「学術的漢字データセットの長期維持のための技術開発」，23K17500：研究分担者

【研究業績】
《コーパス・データベース類》
高田智和，宮川創，王一凡，竹内一伯，松田薫
「国立国語研究所デジタルアーカイブNINDA」，https://ninda.ninjal.ac.jp/‌，2025.3.

【講演・口頭発表】
ヤロシュ島田むつみ，竹内綾乃，高田智和，小木曽智信
「日本語歴史コーパス明治・大正編 II教科書の拡張—ハワイ日本語教科書第 1期公開について—」，ポ
スター発表，日本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

山崎誠，小木曽智信，高田智和
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』の拡張計画について—BCCWJ2の構築に向けて—」，
ポスター発表，日本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

加藤大鶴，石山裕慈，坂水貴司，高田智和，大島英之
「資料横断的な漢字音・漢語音データベースの公開と活用可能性—2024年度版の改訂に伴って—」，シ
ンポジウムパネル，日本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

高田智和
「漢字テレタイプ資料」，2024年度共同利用セミナー，オンライン，2024.9.6.
高田智和
「古辞書と語誌データベース」，NINJALシンポジウム「多様な語彙資源の共創—言語研究・教育・情報
処理・辞書編纂」，オンライン，2024.11.23.
高田智和，小野春菜
「辞書見出しの語彙資源化」，異分野融合による総合書物学の拡張的研究 3ユニット合同シンポジウム，
オンライン，2025.3.21.

【研究調査】
•写本調査（慶應義塾図書館），2025.12.20.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•言語資源ワークショップ 2024（主催：国立国語研究所言語資源開発センター，共催：言語資源協会，後
援：国立情報学研究所），オンライン，2024.8.28–29.
• 2024年度共同利用セミナー（主催：国立国語研究所共同利用推進センター，共催：情報・システム機構
データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター），オンライン，2024.9.6.
•「国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究」研究集会（主催：
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国立国語研究所），国立国語研究所，2025.2.20.
•HNG公開 20周年記念連続研究集会「字体史研究と文字情報データベース」（第 1回）（主催：漢字字体
規範史データセット保存会），オンライン，2025.3.8.
•異分野融合による総合書物学の拡張的研究 3ユニット合同シンポジウム（主催：国文学研究資料館），
国文学研究資料館，2025.3.21.

【一般向けの講演・セミナーなど】
高田智和
「変体仮名とUnicode」，招待講演，第 22回CODHセミナー「デジタル時代の変体仮名：日本の文字
文化の継承と新たな展開」，オンライン，2024.6.6.
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•異分野融合による総合書物学の拡張的研究 3ユニット合同シンポジウム（主催：国文学研究資料館），
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【一般向けの講演・セミナーなど】
高田智和
「変体仮名とUnicode」，招待講演，第 22回CODHセミナー「デジタル時代の変体仮名：日本の文字
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Prashant Vijay Pardeshi（プラシャントウィジャイパルデシ）
研究系教授
【学位】博士（学術）（神戸大学，2000）
【学歴】ジャワハルラル・ネル大学文学日本語専攻修士課程修了（1993），神戸大学大学院文化学研究科修了

（2000）
【職歴】神戸大学文学部講師（2005），同人文学研究科講師（2007），人間文化研究機構国立国語研究所言

語対照研究系准教授（2009），同教授（2011），同研究系長（2014–2016），同研究系（理論・対照研究
領域）教授，研究情報発信センター長（2016.4–2018.3），同研究系教授（2022.4–），タシュケント国立
東洋学大学客員教授（国際交流基金日本研究基盤整備プログラム（客員教授経費助成））（2023.3.1–31）

【専門領域】言語学，言語類型論，対照言語学
【所属学会】日本言語学会，日本語文法学会，関西言語学会
【受賞歴】

2023：国立国語研究所第 29回所長賞
2021：国立国語研究所第 22回所長賞
2020：国立国語研究所第 21回所長賞
2020：国立国語研究所第 20回所長賞
2019：国立国語研究所第 19回所長賞
2018：国立国語研究所第 16回特別所長賞
2016：国立国語研究所第 12回特別所長賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：第 1回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞（パルデシ・プラシャント，桐生和幸，石田

英明，小磯千尋（編）『日本語—マラーティー語基本動詞用法事典』，2007.財団法人博報児童教
育振興会 2005年度第 1回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研究助成支援による「日・
マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」プロジェクト報告書）

2000：The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of South
Asian Languages and Linguistics 2000 ”，Sage Publications，New Delhi，Thousand Oaks，and
London.（Paper title：“The Passive and Related Constructions in Marathi.”）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：サブプロジェクトリーダー（「体言
化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェクト
リーダー（「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「マルチメディアを利用したイメージ・スキーマ形成の活性化と外国語教育への応用」，

21K02776：研究分担者
•基盤研究（B）「学習者のニーズを反映した大規模な動詞用法データベースとオンライン教材の開発と
公開」，22H00672：研究代表者
•基盤研究（B）「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」，22H00659：研究
分担者
•基盤研究（C）「現代マラーティー語のウェブ・コーパス構築と語彙研究に基づく教材開発」，25K04365：
研究分担者

【講演・口頭発表】
プラシャント・パルデシ
「日本語研究の知見を格助詞の教育・学習に生かす—「日本語格助詞データベース」構築の現状と今
後—」，関西言語学会第 49回大会ワークショップ，関西学院大学，2024.6.8.
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プラシャント・パルデシ，赤瀬川史郎
「見出し編集・意味役割アノテーションツール」，関西言語学会第 49回大会ワークショップ，関西学院
大学，2024.6.8.

Prashant Pardeshi
“The dawn of Japanese language studies（JLS）in the Bombay province（Maharashtra）”，特別講演
（招待），Special lecture for Teachers & Students of Japanese Language at Pune，Damle Hall（Pune・
インド），2025.2.3.

Prashant Pardeshi
“On the Distribution and Function of Classifier and Gender Marking in Marathi with Side Glances at
a Few Indo-Aryan Languages：A Nominalization Perspective”，特別講演（招待），Talk at IIT Madras，
IIT Madras（チェンナイ・インド），2025.2.5.

Prashant Pardeshi and Manasi Kelkar
“A preliminary report on the distribution and function of classifier and gender marking in Southern
Marathi spoken in Tamil Nadu：A nominalization perspective”，特別講演（招待），Talk given at the
Department of Linguistics，Deccan College Post-Graduate and Research Institute，Deccan College
（Deccan・インド），2025.2.13.

Prashant Pardeshi and Andrej Bekeš
“A preliminary analysis of the Distribution and Function of Gender Marking in Slovene：A Nomi-
nalization Perspective”，特別講演（招待），Talk given at the University of Ljubljana，The University
of Ljubljana（リュブリャナ・スロベニア），2025.2.25.
プラシャント・パルデシ
「国立国語研究所共同研究プロジェクト「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」の現状と展望」：
“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，特
別講演（招待），The University of Ljubljana（リュブリャナ・スロベニア），2025.2.27.

Prashant Pardeshi
“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief
introduction to a few developed at NINJAL”，特別講演（招待），The University of Ljubljana（リュブ
リャナ・スロベニア），2025.2.27.

プラシャント・パルデシ
「国立国語研究所共同研究プロジェクト「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」の現状と展望」：
“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，特
別講演（招待），University of Bucharest（ブカレスト・ルーマニア），2025.3.5.

Prashant Pardeshi
“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief
introduction to a few developed at NINJAL”，特別講演（招待），University of Bucharest（ブカレ
スト・ルーマニア），2025.3.5.

プラシャント・パルデシ
「国立国語研究所共同研究プロジェクト「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」の現状と展望」：
“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，特
別講演（招待），Sofia University “St. Kliment Ohridski”（ソフィア・ブルガリア），2025.3.7.

Prashant Pardeshi
“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief
introduction to a few developed at NINJAL”，特別講演（招待），Sofia University “St. Kliment Ohridski”
（ソフィア・ブルガリア），2025.3.7.
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“On the Distribution and Function of Classifier and Gender Marking in Marathi with Side Glances at
a Few Indo-Aryan Languages：A Nominalization Perspective”，特別講演（招待），Talk at IIT Madras，
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“A preliminary report on the distribution and function of classifier and gender marking in Southern
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「国立国語研究所共同研究プロジェクト「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」の現状と展望」：
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“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，特
別講演（招待），University of Bucharest（ブカレスト・ルーマニア），2025.3.5.
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“Large-scale online resources for learning，teaching and analyzing Japanese language：A brief
introduction to a few developed at NINJAL”，特別講演（招待），University of Bucharest（ブカレ
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プラシャント・パルデシ
「国立国語研究所共同研究プロジェクト「学習者用「日本語機能語バンク」の構築」の現状と展望」：
“Online resource development for teaching and learning case particles and bunkei in Japanese”，特
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プラシャント・パルデシ
「日本語学習・教育用「日本語機能語バンク」の構築：現状と展望」，特別講演（招待），文明のクロスロー
ド 16国際会議日本研究：変革期の日本研究におけるグローバル課題解決への理論的・実践的アプロー
チ，タシケント国立東洋学大学（タシケント・ウズベキスタン），2025.3.17.

【研究調査】
•中国（雲南省・湖北省），2024.8.12–29.
•インド（タミルナドゥ州），2025.1.29–2.16.
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松下達彦（まつしたたつひこ）研究系教授
【学位】博士（言語学，応用言語学）（ウェリントン・ビクトリア大学，2013）
【学歴】早稲田大学教育学国語国文学科卒業（1990），名古屋大学大学院文学研究科日本言語文化専攻博士前

期課程修了（1992），名古屋大学大学院文学研究科日本言語文化専攻博士後期課程中退（1993），ウェリ
ントン・ビクトリア大学人文社会学部言語学・応用言語研究科博士課程修了（2012）

【職歴】桜美林大学国際学部専任講師（1993–2000），桜美林大学国際教育センター助教授（2000–2007），桜美
林大学人文学系（基盤教育院担当）准教授（2007），東京大学教養学部特任准教授（2012–2013），東京大学
大学院総合文化研究科・教養学部グローバルコミュニケーション研究センター特任准教授（2013–2015），
同准教授（2015–2019），同教授（2019–2022），国立国語研究所研究系教授（2022–）総合研究大学
院大学先端学術院日本語言語科学コース教授（2023–）

【専門領域】応用言語学，日本語教育，特に語彙の学習と教育
【所属学会】日本語教育学会，計量国語学会，日本言語テスト学会，専門日本語教育学会，日本リメディアル

教育学会，小出記念日本語教育学会，日本語学会，大学国語教育学会，日本読書学会
【学会等の役員・委員】専門日本語教育学会編集担当幹事，小出記念日本語教育学会編集委員，大学日本語

教育研究協議会副代表
【受賞歴】

2024：2024年度日本語教育学会学会活動貢献賞
2022：2021年度論文賞（日本語教育学会：松下達彦，佐藤尚子，笹尾洋介，田島ますみ，橋本美香「日本

語の語彙量と漢字力—第一言語と学習期間の影響—」，『日本語教育』，178，139–153頁）
2019：第 13回奨励賞（日本語教育方法研究会：ボイクマン総子，根本愛子，松下達彦「プレースメント

のための日本語スピーキングテスト STARの開発」，第 52回日本語教育方法研究会，2019.3.23）
2017：大会発表優秀賞（日本リメディアル教育学会：「日本語学術共通語彙知識の発達（義務教育課程と

高等教育課程での習得状況の比較）」，日本リメディアル教育学会第 13回全国大会，2017.8.23）
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー（サブプロ
ジェクト「学習者辞書用語彙資源の構築」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発 —日本語教育・国語教育への応
用—」，23H00072：研究代表者
•挑戦的研究（開拓）「問い生成先行型の複数テキスト読解が生む推論の探求 —考える市民を育てる
ために—」，24K21189：研究代表者
•国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B））「高等教育機関における外国語プレースメントのため
のスピーキングテスト」，20KK0005：研究分担者
•基盤研究（B）「やさしい日本語の理念に基づく移民時代の持続可能な多文化社会実現のための総合的
研究」，24H00088：研究分担者
•基盤研究（C）「中学生を対象とした複モード・テクストの学習支援ガイドブックの開発」，23K02465：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
松下達彦，札野寛子（編）；松下達彦，札野寛子，遠藤藍子，大河原尚，大舩ちさと，小池亜子，菅谷有子，
鈴木秀明，田中和美，徳永あかね，中河和子，古川嘉子，ボイクマン総子，松尾憲暁（著）
『言語教育プログラムを可視化する：よりよいプログラム運営のために』，凡人社，2024.11.20，ISBN：
9784867460276.
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•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発 —日本語教育・国語教育への応
用—」，23H00072：研究代表者
•挑戦的研究（開拓）「問い生成先行型の複数テキスト読解が生む推論の探求 —考える市民を育てる
ために—」，24K21189：研究代表者
•国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B））「高等教育機関における外国語プレースメントのため
のスピーキングテスト」，20KK0005：研究分担者
•基盤研究（B）「やさしい日本語の理念に基づく移民時代の持続可能な多文化社会実現のための総合的
研究」，24H00088：研究分担者
•基盤研究（C）「中学生を対象とした複モード・テクストの学習支援ガイドブックの開発」，23K02465：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
松下達彦，札野寛子（編）；松下達彦，札野寛子，遠藤藍子，大河原尚，大舩ちさと，小池亜子，菅谷有子，
鈴木秀明，田中和美，徳永あかね，中河和子，古川嘉子，ボイクマン総子，松尾憲暁（著）
『言語教育プログラムを可視化する：よりよいプログラム運営のために』，凡人社，2024.11.20，ISBN：
9784867460276.
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【講演・口頭発表】
木下瞳，松下達彦
「第二言語の語彙学習に関する辞書使用の効果—先行研究からわかること—」，「学習者辞書用語彙資
源の構築」共同研究発表会，オンライン，2024.9.17.
新井智大，岩下智彦，松下達彦
「大規模コーパスとの比較に基づく国語教科書語彙の特徴」，「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研
究発表会，オンライン，2024.9.17.
松下達彦，新井智大，岩下智彦，田中祐輔，田中牧郎，河内明浩，柏野和佳子，山崎誠
「小中学校の学年別語彙配当をどう定めるか—語彙リストと頻度データの統合と比較—」，計量国語学
会第 68回研究大会，国立国語研究所，2024.9.28.
松下達彦
「日本語教育・国語教育のための語彙データの統合・作成」，2024年度NINJALシンポジウム「多様な
語彙資源の共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」，オンライン，2024.11.23.

松下達彦，岩下智彦，新井智大，ABUELLIL Nora，田中祐輔，中俣尚己，スルダノヴィッチイレーナ，
松田真希子，劉瑞利，陳夢夏，柏野和佳子，石黒圭，橋本直幸，小熊利江
「日本語教育のための初級語彙をどう定めるべきか」，「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表
会，オンライン，2024.11.24.
松下達彦
「科研費プロジェクト「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育へ
の応用—」の紹介」，「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会，オンライン，2024.11.24.
松下達彦
「本科研（思考力科研 PQMIN）と第 2回公開研究会「学習者の問いをどう分類するか」について」，科
研費研究「問い生成先行型の複数テキスト読解が生む推論の探求—考える市民を育てるために—」第
2回公開研究会「学習者の問いをどう分類するか」，オンライン，2025.2.6.

松下達彦，行田悦子，柿山礼美
「問い分類タスクを含めた日本語授業の実践」，科研費研究「問い生成先行型の複数テキスト読解が生
む推論の探求—考える市民を育てるために—」第 2回公開研究会「学習者の問いをどう分類するか」，
オンライン，2025.2.6.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会（主催：国立国語研究所共同研究プロジェクト「多様
な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」（サブプロジェクト「学習者辞書用語彙資源の構築」），共
催：科研費基盤研究（A）23H00072「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教
育・国語教育への応用—」），オンライン，2024.9.17.
•PQMIN（Pre-Questioning and Multiple Text Integration）公開研究会（主催：科研費挑戦的研究（開拓）

24K21189「問い生成先行型の複数テキスト読解が生む推論の探求—考える市民を育てるために—」），
オンライン，2024.9.18.
•「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会（主催：国立国語研究所共同研究プロジェクト「多様
な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」（サブプロジェクト「学習者辞書用語彙資源の構築」），共
催：科研費基盤研究（A）23H00072「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教
育・国語教育への応用—」），オンライン，2024.11.24.

【一般向けの講演・セミナーなど】
Tatsuhiko Matsushita

“What’s the Best Way to Learn Japanese Kanji?”，Special Lecture，Languages at Leicester，University
of Leicester，University of Leicester（レスター・イングランド・英国），2024.9.1.
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【その他の学術的・社会的活動】
•日本語教育学会：審査・運営協力員
•The RELC Journal（Regional Language Centre，Singapore）：査読委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
松下達彦
「思考力を育てる言語教育—問い生成先行型の読解/聴解と、複数テキストの批判的統合—」，招待講
演，ICU教育研究所セミナー，国際基督教大学，2024.7.8.

松下達彦
「日本語・日本文化学習における　多読の原理と方法：中級レベル以上への橋渡しとしてどれほど　有効か？」，
招待講演，2024年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外），University of Leicester（レスター・
イングランド・英国）・オンライン（ハイブリッド），2024.8.30.

松下達彦
「日本語・日本文化学習における　多読の原理と方法：中級レベル以上への橋渡しとしてどれほど　有効か？」，
招待講演，2024年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外），在ベルギー日本国大使館（ブリュッ
セル・ベルギー），2024.9.3.
松下達彦
「日本語語彙の学習・教育・研究に役立つウェブツールの使用法」，招待講演，2024年度NINJALチュー
トリアル，梨花女子大学校（ソウル・韓国），2024.10.26.

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•指導学生 2名（副担当 2名）
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【その他の学術的・社会的活動】
•日本語教育学会：審査・運営協力員
•The RELC Journal（Regional Language Centre，Singapore）：査読委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
松下達彦
「思考力を育てる言語教育—問い生成先行型の読解/聴解と、複数テキストの批判的統合—」，招待講
演，ICU教育研究所セミナー，国際基督教大学，2024.7.8.

松下達彦
「日本語・日本文化学習における　多読の原理と方法：中級レベル以上への橋渡しとしてどれほど　有効か？」，
招待講演，2024年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外），University of Leicester（レスター・
イングランド・英国）・オンライン（ハイブリッド），2024.8.30.

松下達彦
「日本語・日本文化学習における　多読の原理と方法：中級レベル以上への橋渡しとしてどれほど　有効か？」，
招待講演，2024年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外），在ベルギー日本国大使館（ブリュッ
セル・ベルギー），2024.9.3.
松下達彦
「日本語語彙の学習・教育・研究に役立つウェブツールの使用法」，招待講演，2024年度NINJALチュー
トリアル，梨花女子大学校（ソウル・韓国），2024.10.26.

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•指導学生 2名（副担当 2名）
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井上文子（いのうえふみこ）研究系准教授
【学位】修士（文学）（大阪大学，1992）
【学歴】高知女子大学文学部国文学科卒業（1984），大阪大学大学院文学研究科博士前期課程日本学専攻修了

（1992），大阪大学大学院文学研究科博士後期課程日本学専攻中退（1994）
【職歴】大阪大学文学部助手（1994），国立国語研究所情報資料研究部第二研究室研究員（1995），同主任

研究官（1997），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域主任研究員（2001），同情報資料
部門資料整備グループグループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授
（2009），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2016）

【専門領域】方言学，社会言語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，日本語文法学会
【受賞歴】

1993：第 11回新村出記念財団研究助成
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機言語の保存研究」：メンバー
【2023年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•研究成果公開促進費データベース「日本の危機言語・方言データベース」，24HP8002：作成代表者
•基盤研究（A）「『全国方言文法辞典』データベースの拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的
展開」，20H00015：研究分担者
•基盤研究（B）「方言昔話資料のデータベース化と言語研究への活用」，23H00635：研究分担者

【研究業績】
《コーパス・データベース類》
科研費研究成果公開促進費 24HP8002（作成代表者：井上文子）
https://sites.google.com/view/danwaseibi/home‌：「みんなで　談話整備プロジェクト　」のデータの　一部
• 23b_愛知県西春日井郡師勝町，自由会話_12：44分 21秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2024.7.18.
• 23b_愛知県西春日井郡師勝町，自由会話_13：17分 21秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2024.8.13.
• 09b_栃木県日光市，自由会話_08：17分 39秒
話者：2名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：安生幸代，2024.9.18.
• 23b_愛知県西春日井郡師勝町，自由会話_14：38分 51秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2024.10.21.
• 09a_栃木県大田原市，場面設定：27分 46秒
話者：4名，69ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：安生幸代，2024.11.28.
• 33d_岡山県小田郡矢掛町，民話_03・05・08・10・14・15・16・19・20・21・22・23・26・29・30・32・34・

35・38・39：48分 07秒
話者：2名，20ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：友定賢治，2024.12.2.
• 33d_岡山県小田郡矢掛町，場面設定：34分 19秒
話者：5名，123ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：友定賢治，2024.12.2.
• 33d_岡山県小田郡矢掛町，自由会話_11：24分 43秒
話者：2名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：友定賢治，2024.12.2.
• 33d_岡山県小田郡矢掛町，自由会話_01：28分 19秒
話者：2名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：友定賢治，2024.12.2.
• 04a_宮城県本吉郡本吉町・歌津町，自由会話_07：2分 20秒
話者：4名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：勝又琴那，2025.1.25.
• 21e_岐阜県揖斐郡徳山村，自由会話_01：15分 24秒
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話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2025.1.27.
• 04a_宮城県本吉郡本吉町・歌津町，自由会話_08：22分 42秒
話者：4名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：勝又琴那，2025.2.11.
• 21e_岐阜県揖斐郡徳山村，自由会話_02-1：13分 10秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2025.2.17.
• 04a_宮城県本吉郡本吉町・歌津町，自由会話_09：17分 23秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：勝又琴那，2025.2.24.
• 21c_岐阜県中津川市，場面設定：42分 06秒
話者：4名，42ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：野田大暉，2025.3.7.
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話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2025.1.27.
• 04a_宮城県本吉郡本吉町・歌津町，自由会話_08：22分 42秒
話者：4名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：勝又琴那，2025.2.11.
• 21e_岐阜県揖斐郡徳山村，自由会話_02-1：13分 10秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：三宅俊浩，2025.2.17.
• 04a_宮城県本吉郡本吉町・歌津町，自由会話_09：17分 23秒
話者：3名，1ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：勝又琴那，2025.2.24.
• 21c_岐阜県中津川市，場面設定：42分 06秒
話者：4名，42ファイル，アラインメント＋ネイティブチェック　：野田大暉，2025.3.7.
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柏野和佳子（かしのわかこ）研究系准教授
【学位】博士（学術）（東京工業大学，2016）
【学歴】東京女子大学文理学部日本文学科卒業（1991），東京工業大学大学院総合理工学研究科博士後期課程

単位取得満期退学（2015）
【職歴】富士通株式会社システムエンジニア（1991–1998），情報処理振興事業協会（IPA）技術センター研

究員（1991–1997），国立国語研究所言語体系研究部第二研究室 研究員（1998），独立行政法人国立国
語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2001），同 言語資源グループ 主任研究員（2009），人間文化
研究機構国立国語研究所言語資源研究系准教授（2009–2016），同研究系（音声言語研究領域）准教授
（2016–2022），同研究系准教授（2022–）

【専門領域】日本語学
【所属学会】計量国語学会，言語処理学会，情報処理学会，人工知能学会，日本語学会，日本言語学会，日本

データベース学会
【学会等の役員・委員】情報処理学会情報規格調査会学会試行標準WG3小委員会主査・学会試行標準専門委

員会委員長・学会試行標準WG9小委員会委員，日本特許情報機構産業日本語研究世話人，語彙・辞書研
究会運営委員，言語処理学会編集委員，計量国語学会理事，公益社団法人日本看護協会看護に関わる
用語の検討委員会委員

【受賞歴】
2022：Best Paper Award and Best Student Award Runner-up For ICADL 2022（共著）
2022：NLP2022言語資源賞（共著）（言語処理学会・言語資源協会（GSK））
2007：2006年度研究会優秀賞（人工知能学会）
2006：第 12回年次大会優秀発表賞（共著）（言語処理学会）
1996：第 51回全国大会奨励賞（情報処理学会）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト　「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：サブプロジェク　トリーダー　
（「学習者辞書用語彙資源の構築」），メンバー　（サブプロジェクト　「学習者の辞書資源使用の実態調査」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー
•異分野融合型共同利用型研究プロジェクト「テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推
定タスクのデータセットの構築」：コーディネーター

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発 —日本語教育・国語教育への応
用—」，23H00072：研究分担者
•基盤研究（B）「都市のツイートデータを活用した市民間のつながりの自動推定と社会応用」，23H03686：
研究分担者
•基盤研究（C）「修辞機能分析を用いた相関調査による文体的特徴の研究」，23K00569：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

IWASAKI Taisei，SEKI Yohei，KASHINO Wakako，KEYAKI Atsushi，and KANDO Noriko
“Estimating Citizen Personality Traits Using Social Media Posts”，G. Oliver，V. Frings-Hessami，
J. T. Du，and T. Tezuka（eds.）Sustainability and Empowerment in the Context of Digital Libraries，
pp. 119–135，Springer，2024.12.6，ISBN：9789819608676，DOI：10.1007/978-981-96-0868-3_10‌.

《コーパス・データベース類》
柏野和佳子
「『日本語基本語辞典—初級５００語—（試行版）』の PowerBIによる検索」，https://www2.ninjal.‌
ac.jp/dictionaries/publication.html‌，2024.11.22.
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柏野和佳子
「『日本語基本語辞典—基本５０１位～１０００位—（試行版）』の PowerBIによる検索」，https://‌
www2.ninjal.ac.jp/dictionaries/publication.html‌，2024.11.22.

柏野和佳子
「『日本語基本語辞典—基本１００１位～１５００位—（試行版）』の PowerBIによる検索」，https://‌
www2.ninjal.ac.jp/dictionaries/publication.html‌，2025.2.18.

【講演・口頭発表】
田中弥生，柏野和佳子，加藤祥
「修辞機能と脱文脈化による書籍の文体的特徴の分析—専門度に焦点をあてて—」，ポスター発表，言
語資源ワークショップ 2024，オンライン，2024.8.28.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の概要」，言語資源ワークショップ 2024，オンライ
ン，2024.8.29.

柏野和佳子，大阿久志緒理
「『分類語彙表』番号の多義語コードとしての検討—『計算機用日本語基本辞書 IPAL』最重要動詞を
用いて—」，ポスター発表，言語資源ワークショップ 2024，オンライン，2024.8.29.

柏野和佳子，平本智弥
「IPAL PowerBIレポートの公開と活用」，「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会，オンライ
ン，2024.9.17.

柏野和佳子
「BI（ビジネス　・インテリジェンス　）ツールを利用した学習者のための語彙資源の活用　」，2024年度NINJAL　
シンポジウム，オンライン，2024.11.23.

Iwasaki Taisei，Seki Yohei，Kashino Wakako，Keyaki Atsushi，and Kando Noriko
“Estimating Citizen Personality Traits Using Social Media Posts”，The 26th International Conference
on Asia-Pacific Digital Libraries（ICADL 2024），オンライン（マレーシア），2024.12.4–6.
朱博瑄，関洋平，欅惇志，柏野和佳子，神門典子
「企業レポート中の ESGに関する公約の検証可能性の判別」，第 17回データ工学と情報マネジメント
に関するフォーラム（DEIM 2025），オンライン，2025.2.27–3.4.

大井恵奈，古宮嘉那子，柏野和佳子，浅原正幸
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの対応表の作成」，
国立国語研究所異分野融合型共同研究 2024年度ワークショップ，国立国語研究所，2025.2.27.
田中弥生，柏野和佳子，加藤祥
「ライトノベルと一般小説の脱文脈化の観点からの分析」，ポスター発表，第 49回社会言語科学会研究
大会，慶應義塾大学，2025.3.1.
大井恵奈，古宮嘉那子，柏野和佳子，浅原正幸
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの対応表の作成」，
言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ長崎，2025.3.11.
小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の構築」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッ
セ長崎，2025.3.13.

柏野和佳，大阿久志緒理
「『分類語彙表』の基本動詞に関する連語・慣用句情報の調査—『IPAL』最重要動詞・重要動詞を対象
に—」，言語処理学会第 31回年次大会併設ワークショップ JLR2025，出島メッセ長崎，2025.3.14.

柏野和佳子
「「になります」と「でございます」」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパス」X，オンライ
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柏野和佳子
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「『分類語彙表』番号の多義語コードとしての検討—『計算機用日本語基本辞書 IPAL』最重要動詞を
用いて—」，ポスター発表，言語資源ワークショップ 2024，オンライン，2024.8.29.
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「IPAL PowerBIレポートの公開と活用」，「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会，オンライ
ン，2024.9.17.

柏野和佳子
「BI（ビジネス　・インテリジェンス　）ツールを利用した学習者のための語彙資源の活用　」，2024年度NINJAL　
シンポジウム，オンライン，2024.11.23.

Iwasaki Taisei，Seki Yohei，Kashino Wakako，Keyaki Atsushi，and Kando Noriko
“Estimating Citizen Personality Traits Using Social Media Posts”，The 26th International Conference
on Asia-Pacific Digital Libraries（ICADL 2024），オンライン（マレーシア），2024.12.4–6.
朱博瑄，関洋平，欅惇志，柏野和佳子，神門典子
「企業レポート中の ESGに関する公約の検証可能性の判別」，第 17回データ工学と情報マネジメント
に関するフォーラム（DEIM 2025），オンライン，2025.2.27–3.4.

大井恵奈，古宮嘉那子，柏野和佳子，浅原正幸
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの対応表の作成」，
国立国語研究所異分野融合型共同研究 2024年度ワークショップ，国立国語研究所，2025.2.27.
田中弥生，柏野和佳子，加藤祥
「ライトノベルと一般小説の脱文脈化の観点からの分析」，ポスター発表，第 49回社会言語科学会研究
大会，慶應義塾大学，2025.3.1.
大井恵奈，古宮嘉那子，柏野和佳子，浅原正幸
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』と『日本語話し言葉コーパス』語義と読みの対応表の作成」，
言語処理学会第 31回年次大会，出島メッセ長崎，2025.3.11.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の構築」，言語処理学会第 31回年次大会，出島メッ
セ長崎，2025.3.13.

柏野和佳，大阿久志緒理
「『分類語彙表』の基本動詞に関する連語・慣用句情報の調査—『IPAL』最重要動詞・重要動詞を対象
に—」，言語処理学会第 31回年次大会併設ワークショップ JLR2025，出島メッセ長崎，2025.3.14.

柏野和佳子
「「になります」と「でございます」」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパス」X，オンライ
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ン，2025.3.24.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•国立国語研究所オープンハウスニホンゴ探検 2024（主催：国立国語研究所），国立国語研究所，2024.7.20.
•「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会（主催：学習者辞書プロジェクト，共催：科研費基盤
研究（A）23H00072「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育へ
の応用—」），オンライン，2024.9.17.
•言語資源ワークショップ 2024（主催：言語資源開発センター，共催：国立情報学研究所・言語資源協会）
，オンライン，2024.9.28–29.
•NINJALシンポジウム「多様な語彙資源の共創—言語研究・教育・情報処理・辞書編纂」（主催：国立
国語研究所），オンライン，2024.11.23.
•「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会（主催：学習者辞書プロジェクト，共催：科研費基盤
研究（A）23H00072「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育へ
の応用—」），オンライン，2024.11.24.
•日常会話コーパスシンポジウムX（主催：多世代会話コーパスプロジェクト），オンライン，2025.3.18.

【一般向けの講演・セミナーなど】
飯間浩明，柏野和佳子；司会：平山泉
「サンコクさんとイワコクさん—国語辞典ってこんなに違う！」，招待講演，「毎日ことば plus」のオ
ンラインイベント，Zoomウェビナー，2024.5.30.

出演：西村まさゆき，飯間浩明，見坊行徳，稲川智樹；ゲスト：柏野和佳子；司会進行：古賀及子
国語辞典ナイト 20，ゲスト出演，東京カルチャーカルチャー，2024.9.23.
登壇者：柏野和佳子（『岩波国語辞典』編者），川添愛（作家・言語学者），金水敏（『日本国語大辞典』編集
委員），小林龍生（文字情報技術促進協議会会長），近藤泰弘（『日本国語大辞典』編集委員）；司会：見坊行
徳（『三省堂国語辞典から消えたことば辞典』編著者）
「辞書の未来～AIとDXと国語辞典～」，2025日国春の辞典シンポジウム，日本出版クラブ，2025.3.21.

【その他の学術的・社会的活動】
•一般向けイベント

▶ グランデュオ立川 25周年イベント：グランデュオ立川教えて国語研！ニホンゴ探検，2024.7.6.
▶ 国立国語研究所オープンハウスニホンゴ探検 2024「辞書引きコーナー」，2024.7.6.

•宣伝会議賞×国立国語研究所（対談，記事および動画公開）
▶「コピーライターと辞書編纂者から学ぶ【言葉の探し方】」，2024.10.30.
▶「キャッチコピーの表情はどのように生まれる？【比喩の活用術】」，2024.10.30.

•青梅市立第三小学校 5年生出前授業：「めざせ！ 辞書引きの達人！」，2025.2.6.
•国立国語研究所研究情報誌『ことばの波止場』vol.14（編集部会長）：2025.3発行.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
柏野和佳子，小磯花絵
オンライン検索システム『中納言』講習会【初級編】，オンライン，2024.11.24.
柏野和佳子，小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』の活用入門—『中納言』の使い方」，NINJALチュートリアル，オンライ
ン，2025.3.17.

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『言語資源学』，『言語研究基礎論 IIIB』
•指導学生 2名（主担当 1名，副担当 1名）

《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科連携准教授
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《博士論文審査委員》
•一橋大学大学大学院：副査 1名，2024.5.
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《博士論文審査委員》
•一橋大学大学大学院：副査 1名，2024.5.
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窪田悠介（くぼたゆうすけ）研究系准教授
【学位】Ph.D.（Linguistics）（オハイオ州立大学，2010）
【学歴】東京大学教養学部超域文化科学科言語情報科学分科卒業（2002），東京大学大学院総合文化研究科言

語情報科学専攻修士課程修了（2004）
【職歴】日本学術振興会特別研究員　（PD）（2010–13），日本学術振興会特別研究員　（海外特別研究員　）（2013–15），

筑波大学人文社会系助教（2014–19），人間文化研究機構国立国語研究所（理論・対照領域）准教授（2019）
【専門領域】理論言語学（統語論，意味論），計算言語学
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本語文法学会，言語処理学会，Linguistic Society of America

【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，『自然言語処理』編集委員，言語処理学会代議員，Associate
Editor（Journal of Logic，Language and Information），日本語文法学会大会委員

【受賞歴】
2024：CoNLL 2024 Best Paper Award（Kohei Kajikawa，Yusuke Kubota，and Yohei Oseki “Is Structure

Dependence Shaped for Efficient Communication?：A Case Study on Coordination”）
2016：日本言語学会第 151回大会発表賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：サブプロジェクトリーダー（「計算
言語学的手法による理論言語学の実証的な方法論の開拓」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「ハイブリッドCGパーザの開発」，21K00541：研究代表者
•基盤研究（B）「日英語の省略構造の統合的解明に基づく理論横断的オープンアクセスデータベースの
創生」，21H00532：研究分担者
•挑戦的研究（開拓）「言語学データベースGrammarXivの開発およびその理論的・工学的・教育学的応
用」，24K21172：研究分担者
•基盤研究（C）「現代日本語における評価的な言葉の「含み」が現れるメカニズムの分析」，24K03857：
研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Kohei Kajikawa，Yusuke Kubota，and Yohei Oseki
“Is Structure Dependence Shaped for Efficient Communication?：A Case Study on Coordination”，
Proceedings of the 28th Conference on Computational Natural Language Learning，pp. 291–302，
2024.10.

窪田悠介，井戸美里
「形式動的語用論の構築に向けて：慣習的含意概念の再検討」，田中廣明，秦かおり，吉田悦子，山口征
孝（編）『動的語用論の構築へ向けて』（第 4巻），開拓社，227–243頁，2025.1.11.
永田亮，持橋大地，井戸美里，窪田悠介，高村大也，川崎義史，大谷直輝
「対象言語・対象単語を選ばない汎用的な文法化度の定量化手法」，『言語処理学会第 31回年次大会予
稿集』，144–149頁，2025.3.

梶川康平，磯野真之介，大関洋平，窪田悠介
「認知負荷の最適化戦略としての自由語順と項省略　」，『言語処理学会第　 31回年次大会予稿集　』，1510–1514頁，
2025.3.

《その他の出版物・記事》
窪田悠介
「統語論において「理論的」研究は可能か？」，『科学』，6号，558–561頁，2024.6.
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折田奈甫，窪田悠介，次田瞬
「言語学と機械学習の「共闘」は可能か？（前編）」，『科学』，9号，822–827頁，2024.9.
折田奈甫，窪田悠介，次田瞬
「言語学と機械学習の「共闘」は可能か？（後編）」，『科学』，10号，917–925頁，2024.10.

【講演・口頭発表】
Kohei Kajikawa，Yusuke Kubota，Yohei Oseki

“Is Structure Dependence Shaped for Efficient Communication?：A Case Study on Coordination”，
28th Conference on Computational Natural Language Learning，マイアミ（米国），2024.10.14.

梶川康平，磯野真之介，大関洋平，窪田悠介
「認知負荷の最適化戦略としての自由語順と項省略」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次大会，
出島メッセ長崎，2025.3.11.
永田亮，持橋大地，井戸美里，窪田悠介，高村大也，川崎義史，大谷直輝
「対象言語・対象単語を選ばない汎用的な文法化度の定量化手法」，言語処理学会第 31回年次大会，出
島メッセ長崎，2025.3.11.
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「言語学と機械学習の「共闘」は可能か？（前編）」，『科学』，9号，822–827頁，2024.9.
折田奈甫，窪田悠介，次田瞬
「言語学と機械学習の「共闘」は可能か？（後編）」，『科学』，10号，917–925頁，2024.10.

【講演・口頭発表】
Kohei Kajikawa，Yusuke Kubota，Yohei Oseki

“Is Structure Dependence Shaped for Efficient Communication?：A Case Study on Coordination”，
28th Conference on Computational Natural Language Learning，マイアミ（米国），2024.10.14.

梶川康平，磯野真之介，大関洋平，窪田悠介
「認知負荷の最適化戦略としての自由語順と項省略」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次大会，
出島メッセ長崎，2025.3.11.
永田亮，持橋大地，井戸美里，窪田悠介，高村大也，川崎義史，大谷直輝
「対象言語・対象単語を選ばない汎用的な文法化度の定量化手法」，言語処理学会第 31回年次大会，出
島メッセ長崎，2025.3.11.

162 VI 教員の研究活動と成果

新野直哉（にいのなおや）研究系准教授
【学位】博士（文学）（東北大学，2010）
【学歴】東北大学文学部文学科卒業（1984），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2年の課程国文学国語

学日本思想史学専攻修了（1986），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3年の課程国文学国語学日
本思想史学専攻中退（1988）

【職歴】宮崎大学教育学部助手（1988），同講師（1989），同助教授（1992），国立国語研究所情報資料研究
部主任研究官（1996），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域主任研究員（2001），同文
献情報グループ主任研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系助教（2009），
同准教授（2011），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016），同研究系准教授（2022）

【専門領域】言語学，日本語学
【所属学会】日本近代語研究会，表現学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本近代語研究会運営委員
【受賞歴】

2020：国立国語研究所第 20回所長賞
2011：国立国語研究所第 2回所長賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
新野直哉
「現代日本語の「誤用」定番事例 “気がおけない”の再検討」，『計量国語学』，34巻 7号，513–524頁，
2024.12.10.

新野直哉
「『国語に関する世論調査』の「慣用句等の意味や言い方」項目をめぐる言語規範意識（2）——新聞記
事に見られる意識の変化」，『人文』，23号，43–67頁，2025.3.10.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材協力：「グッド！モーニング」，テレビ朝日，2018.4–.
•取材を受けた雑誌記事：「「やばい」「えぐい」は正しい日本語なのか？今さら聞けない意味と語源を
言語学者に聞く」，日刊 SPA!，2024.8.22.
•取材を受けた新聞記事：「これどんな意味？ デジャビュ」，東京新聞，2024.10.25.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『日本語史』，『言語研究基礎論 IIIB』

《大学院非常勤講師》
•目白大学大学院
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野山広（のやまひろし）研究系准教授
【学位】修士（文学）（早稲田大学，1988），修士（日本語応用言語学）（モナシュ大学，1995），修士（教育学）
（早稲田大学，1996）

【学歴】早稲田大学卒業（1985），早稲田大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了（1988），豪州モナ
シュ大学大学院日本研究科日本語応用言語学専攻修了（1995），早稲田大学大学院教育学研究科国語教
育専攻修士課程修了（1996），早稲田大学大学院文学研究科日本語・日本文化専攻博士後期課程単位取得
退学（2001）

【職歴】文化庁文化部国語課専門職員（日本語教育調査官）（1997），独立行政法人国立国語研究所日本語教
育部門第二領域主任研究員（2004），同領域長（2005），同整備普及グループ長（2006），人間文化研究
機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター上級研究員（2009），同准教授（2010），同研究系
（日本語教育研究領域）准教授（2016）

【専門領域】応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，言語政策・計
画研究

【所属学会】日本語教育学会，基礎教育保障学会，異文化間教育学会，移民政策学会，社会言語科学会，ヨー
ロッパ日本語教師会

【学会等の役員・委員】基礎教育保障学会理事（研究委員会委員長）・副会長，異文化間教育学会理事，移民政
策学会常任理事（社会連携委員会委員長），多文化社会専門職機構理事（ジャーナル委員会委員長），港
区国際化推進アドバイザー会議委員長（座長）

【受賞歴】
2023：国立国語研究所所長賞（野山広他編著『地域での日本語活動を考える：多文化社会 葛飾からの発

信』，ココ出版）
2017：日本語教育学会学会活動貢献賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」：
サブプロジェクトリーダー（「定住外国人の談話の縦断研究（生活者談話）」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：メンバー

【研究業績】
《著書・編書》
林洪，徐一平，迫田久美子（主編）；張林，野山広，石黒圭，岩崎拓也（編著）
『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）と日本語の指導法）』，
中国国阝示　广播出版，2024.4.

《論文・ブックチャプター》
野山広
「学習者の内面から考える指導法—学習者のビリーフの変容から—」，林洪，徐一平，迫田久美子（主
編）『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）と日本語の指
導法）』，中国国阝示　广播出版，78–91頁，2024.5.1.

【講演・口頭発表】
野山広
「A県B市の定住外国人の日本語会話力と言語生活に関する縦断研究—調査結果と周辺参加、十全参
加の過程、変容を省察しながら—」，異文化間教育学会，金沢大学，2024.6.22.

野山広
「地域における日本語学習者のダイバーシティと終活—第二言語の摩滅、消失の軽減に向けた言語環
境作りの重要性—」，ICJLE（日本語教育国際研究大会）2024，ウィスコンシン大学マディソン校（米
国），2024.8.2.
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野山広（のやまひろし）研究系准教授
【学位】修士（文学）（早稲田大学，1988），修士（日本語応用言語学）（モナシュ大学，1995），修士（教育学）
（早稲田大学，1996）

【学歴】早稲田大学卒業（1985），早稲田大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了（1988），豪州モナ
シュ大学大学院日本研究科日本語応用言語学専攻修了（1995），早稲田大学大学院教育学研究科国語教
育専攻修士課程修了（1996），早稲田大学大学院文学研究科日本語・日本文化専攻博士後期課程単位取得
退学（2001）

【職歴】文化庁文化部国語課専門職員（日本語教育調査官）（1997），独立行政法人国立国語研究所日本語教
育部門第二領域主任研究員（2004），同領域長（2005），同整備普及グループ長（2006），人間文化研究
機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター上級研究員（2009），同准教授（2010），同研究系
（日本語教育研究領域）准教授（2016）

【専門領域】応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，言語政策・計
画研究

【所属学会】日本語教育学会，基礎教育保障学会，異文化間教育学会，移民政策学会，社会言語科学会，ヨー
ロッパ日本語教師会

【学会等の役員・委員】基礎教育保障学会理事（研究委員会委員長）・副会長，異文化間教育学会理事，移民政
策学会常任理事（社会連携委員会委員長），多文化社会専門職機構理事（ジャーナル委員会委員長），港
区国際化推進アドバイザー会議委員長（座長）

【受賞歴】
2023：国立国語研究所所長賞（野山広他編著『地域での日本語活動を考える：多文化社会 葛飾からの発

信』，ココ出版）
2017：日本語教育学会学会活動貢献賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」：
サブプロジェクトリーダー（「定住外国人の談話の縦断研究（生活者談話）」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：メンバー

【研究業績】
《著書・編書》
林洪，徐一平，迫田久美子（主編）；張林，野山広，石黒圭，岩崎拓也（編著）
『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）と日本語の指導法）』，
中国国阝示　广播出版，2024.4.

《論文・ブックチャプター》
野山広
「学習者の内面から考える指導法—学習者のビリーフの変容から—」，林洪，徐一平，迫田久美子（主
編）『北京日　　学　　者　　　　　　料　　与日　　教学（北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）と日本語の指
導法）』，中国国阝示　广播出版，78–91頁，2024.5.1.

【講演・口頭発表】
野山広
「A県B市の定住外国人の日本語会話力と言語生活に関する縦断研究—調査結果と周辺参加、十全参
加の過程、変容を省察しながら—」，異文化間教育学会，金沢大学，2024.6.22.

野山広
「地域における日本語学習者のダイバーシティと終活—第二言語の摩滅、消失の軽減に向けた言語環
境作りの重要性—」，ICJLE（日本語教育国際研究大会）2024，ウィスコンシン大学マディソン校（米
国），2024.8.2.
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野山広
「複言語・複文化主義の社会を支えるリテラシーの教育について考える—A県 B市の夜間中学におけ
るリテラシーに関する縦断調査の結果を踏まえて—」，第 27回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，
カーロリ・ガシュパール・カルビン派大学（ハンガリー），2024.8.23.
野山広
「リテラシーに関する調査方法の開発に向けた学際的研究（2）—A市の自主夜間中学での試行（パイ
ロット）調査結果を踏まえつつ—」，基礎教育障学会第 9回研究大会，神戸大学（台風の影響によりオ
ンライン開催），2024.8.31.

野山広
「縦断調査の意義と可能性について再考する～ビリーフ調査の結果を踏まえながら～」，招待講演，NINJAL
国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）が拓く日本語教育の未来」，北京師範大
学（北京・中国），2024.9.14.

【研究調査】
•日本語学習者の会話力，言語生活等に関する縦断調査のフォローアップ調査等（今年度は主に現在の
状況確認等を実施）（秋田県能代市），2024.4.
•日本語リテラシーに関するパイロット調査の結果報告及びフォローアップ調査等，A市の自主夜間中
学：2024.4，B県C市の公立夜間中学：2025.2.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•移民政策学会 2024年度年次大会社会連携委員会セッション（主催：移民政策学会），立教大学，2024.5.25.

【一般向けの講演・セミナーなど】
野山広
「外国につながる子どもの状況～多文化共生の視点から：基礎教育の保障と第一言語／第二言語として
の日本語教育、学習支援の重要性」，招待講演，西東京市日本語ボランティア研修，西東京市，2024.5.18.
野山広
「定住外国人の日本語会話習得に関する縦断的研究から見えてきたこと～日本語使用者（難民の方々も
含む）の高齢化、言語摩滅の過程に注目しながら～」，招待講演，サポート 21主催オンライン講座：文
化庁委託研修，オンライン，2024.9.22.

野山広
「定住外国人の日本語会話習得に関する縦断的研究から見えてきたこと～難民等も含む日本語使用者
の高齢化や言語摩滅の過程に注目しながら～」，招待講演，サポート 21主催オンライン講座：文化庁
委託研修，オンライン，2024.12.22.
野山広
「リテラシーに関する調査方法の開発と夜間中学の重要性—A県B市の公立夜間中学での縦断的試行
調査の結果を踏まえつつ—」，招待講演，令和 6年度第 2回三豊市における夜間中学協議会，香川県三
豊市（教育委員会），2025.2.21.

【その他の学術的・社会的活動】
•テレビ取材：「「学び直しの場」夜間中学で識字調査得点の変化を報告 2回目で大きく伸ばした生徒
も」，KBS瀬戸内海放送，2025.2.26.
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福永由佳（ふくながゆか）研究系准教授
【学位】博士（日本語教育）（早稲田大学，2019）
【学歴】金沢女子大学文学部英米文学科卒業（1991），ウィスコンシン大学東アジア語学文学学科修士課程修

了（1993），早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程研究指導終了により退学（2018）
【職歴】国立国語研究所日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室研究員（1998），独立行政法人国立国語

研究所日本語教育部門第一領域研究員（2001），同日本語教育基盤情報センター学習項目グループ研
究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター研究員（2009），研究系
（日本語教育研究領域）研究員（2016），研究系（日本語教育研究領域）准教授（2021）

【専門領域】日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策
【所属学会】日本語教育学会，社会言語科学会，日本言語政策学会，言語管理研究会
【学会等の役員・委員】日本語教育学会学会誌委員・第 7回代議員選挙関東ブロック運営委員，日本言語政策

学会理事
【受賞歴】

2021：第 22回国立国語研究所所長賞
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」：
班長（生活者識字班）
•基幹型共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：サブリーダー
•共創先導プロジェクト共創促進研究「コミュニケーション共生科学の創成」：メンバー（社会の成員の
特性とコミュニケーション班）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「言語レパートリーの構造と形成に関する研究」，20K00623：研究代表者

【研究業績】
《著書・編書》
秋田美帆，有田佳代子，市嶋典子，牛窪隆太，尾辻恵美，佐藤正則，白石佳和，田嶋美砂子，徳田淳子，中川
正臣，福永由佳，福村真紀子，細川英雄，松田真希子，三代純平（著）；牛窪隆太，福村真紀子，細川英雄（編）
『ことばの教育と公共性』，明石書店，2024.10.20，ISBN：978-4-7503-5838-3.
木村護郎クリストフ，西島佑，山川和彦，原隆幸，サウクエン・ファン，高民定，上村圭介，嶋津拓，村岡
英裕，福永由佳，沓掛沙弥香，貞包和寛，寺沢拓敬，井佐原均，神崎享子，下絵津子，西山教行，杉本篤史，
岩田一成，松岡洋子，落合知子，加藤好崇，猿橋順子，岡本能里子（著）；村岡英裕，上村圭介（編）
『言語政策研究への案内』，くろしお出版，2024.10.25，ISBN：978-4-87424-979-6.

《論文・ブックチャプター》
福永由佳
「エスノグラフィーによる日本語教育研究」，『日本語教育』，187号，33–44頁，2024.4.
福永由佳
「日本語教育の鏡に映る　「多文化共生　」の姿から学ぶこと　」，『ことばと公共性　』，174–190頁，2024.10.20.
福永由佳
「質的研究法としての事例研究」，『言語政策研究への案内』，116–123頁，2024.10.25.

《総説・解説・プレプリントなど》
富岡花（生活者識字班としての業績）
「文献レビュー 9 Papen，Uta（2010）“Literacy mediators，scribes or brokers? The central role of others
in accomplishing reading and writing”」，2024.7.1，DOI：10.15084/0002000271‌.

角知行（生活者識字班としての業績）
「文献レビュー 10 Papen，Uta（2005）“Adult Literacy as Social Practice：More than Skills”」，2024.7.1，
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福永由佳（ふくながゆか）研究系准教授
【学位】博士（日本語教育）（早稲田大学，2019）
【学歴】金沢女子大学文学部英米文学科卒業（1991），ウィスコンシン大学東アジア語学文学学科修士課程修

了（1993），早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程研究指導終了により退学（2018）
【職歴】国立国語研究所日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室研究員（1998），独立行政法人国立国語

研究所日本語教育部門第一領域研究員（2001），同日本語教育基盤情報センター学習項目グループ研
究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター研究員（2009），研究系
（日本語教育研究領域）研究員（2016），研究系（日本語教育研究領域）准教授（2021）

【専門領域】日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策
【所属学会】日本語教育学会，社会言語科学会，日本言語政策学会，言語管理研究会
【学会等の役員・委員】日本語教育学会学会誌委員・第 7回代議員選挙関東ブロック運営委員，日本言語政策

学会理事
【受賞歴】

2021：第 22回国立国語研究所所長賞
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」：
班長（生活者識字班）
•基幹型共同研究プロジェクト「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」：サブリーダー
•共創先導プロジェクト共創促進研究「コミュニケーション共生科学の創成」：メンバー（社会の成員の
特性とコミュニケーション班）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「言語レパートリーの構造と形成に関する研究」，20K00623：研究代表者

【研究業績】
《著書・編書》
秋田美帆，有田佳代子，市嶋典子，牛窪隆太，尾辻恵美，佐藤正則，白石佳和，田嶋美砂子，徳田淳子，中川
正臣，福永由佳，福村真紀子，細川英雄，松田真希子，三代純平（著）；牛窪隆太，福村真紀子，細川英雄（編）
『ことばの教育と公共性』，明石書店，2024.10.20，ISBN：978-4-7503-5838-3.
木村護郎クリストフ，西島佑，山川和彦，原隆幸，サウクエン・ファン，高民定，上村圭介，嶋津拓，村岡
英裕，福永由佳，沓掛沙弥香，貞包和寛，寺沢拓敬，井佐原均，神崎享子，下絵津子，西山教行，杉本篤史，
岩田一成，松岡洋子，落合知子，加藤好崇，猿橋順子，岡本能里子（著）；村岡英裕，上村圭介（編）
『言語政策研究への案内』，くろしお出版，2024.10.25，ISBN：978-4-87424-979-6.

《論文・ブックチャプター》
福永由佳
「エスノグラフィーによる日本語教育研究」，『日本語教育』，187号，33–44頁，2024.4.
福永由佳
「日本語教育の鏡に映る　「多文化共生　」の姿から学ぶこと　」，『ことばと公共性　』，174–190頁，2024.10.20.
福永由佳
「質的研究法としての事例研究」，『言語政策研究への案内』，116–123頁，2024.10.25.

《総説・解説・プレプリントなど》
富岡花（生活者識字班としての業績）
「文献レビュー 9 Papen，Uta（2010）“Literacy mediators，scribes or brokers? The central role of others
in accomplishing reading and writing”」，2024.7.1，DOI：10.15084/0002000271‌.

角知行（生活者識字班としての業績）
「文献レビュー 10 Papen，Uta（2005）“Adult Literacy as Social Practice：More than Skills”」，2024.7.1，
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DOI：10.15084/0002000272‌.
《展示など》
•国立国語研究所オープンハウス「ニホンゴ探検 2024」図書室・資料室ツアー（企画・運営・解説），国立
国語研究所，2024.7.20.

【講演・口頭発表】
福永由佳
「社会に参加するための読み書き（literacy）とは何か：読み書き教育の更新へ」，招待講演，キルギス日
本語教育セミナー，オンライン（キルギス共和国），2024.4.20.

福村真紀子，福永由佳
「多文化共生のまちづくりに資する「定住外国人のよみかき研究」」，ポスター発表，日本言語政策学会
第 26回研究大会，京都大学，2024.6.9.
福永由佳
「日本語表記の多様性と社会的実践としての読み書きに関する一考察—日本語教育における新たな読
み書き教育へ向けて—」，ポスター発表，2024年日本語教育国際研究大会，ウィスコンシン大学マディ
ソン校（米国），2024.8.2.

福永由佳
「在日外国人の言語使用実態および言語調査の在り方について」，招待講演，社会福祉法人全国手話研
修センター手話言語研究所外国手話研究部夏季学習会，オンライン，2024.8.18.
福永由佳，鑓水兼貴，高木千恵，高橋朋子，吉田さち，Fan Sau Kuen
「多言語環境における「日本人」「外国人」の言語生活の実態：WEBによるダイアリー調査の結果か
ら」，シンポジウムパネル，社会言語科学会第 49回研究大会，慶応義塾大学，2025.3.2.

【研究調査】
•エスニックコミュニティーに関する情報収集（愛知県名古屋市），2024.7.
•ラーマ寺院 Shri Ram Mandir，スリランカ寺院スリ・サンブッダローカ寺等の訪問，エスニックコミュ
ニティーに関する情報収集（茨城県下妻市），2024.7.
•言語生活調査の実施（茨城県東茨城郡大洗町），2024.8.
•言語生活調査の実施（茨城県ひたちなか市），2024.8.
•言語生活調査の実施（大阪府北区），2024.9.
•言語生活調査の実施（茨城県結城郡八千代町・下妻市），2024.9.
•言語生活調査の実施（大阪府北区），2024.10.
•言語生活調査の実施（北海道札幌市），2024.11.
•言語生活調査の実施（愛知県小牧市・豊川市），2024.11–12.
•言語生活調査の実施（東京都千代田区），2024.12.
•エスニックコミュニティーに関する情報収集（静岡県焼津市），2024.12.
•言語生活調査の実施（静岡県焼津市），2025.1.
•言語生活調査の実施（富山県射水市），2025.3.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•エスニックコミュニティと日本語のよみかき—茨城県の多文化共生を支えるキーパーソンの語りか
ら—（主催：生活者識字班，後援：茨城大学，茨城県国際交流協会），オンライン，2024.9.7.

【一般向けの講演・セミナーなど】
福永由佳
「日本の中の外国：言語景観から何が見えるか」，招待講演，令和 6年度関東ブロック中学校社会科教育
研究会総会・講演会，杉並区立西宮中学校，2024.6.22.

【その他の学術的・社会的活動】
•国立国語研究所研究情報誌『ことばの波止場』vol.13，vol.14：編集部会委員
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•国立国語研究所言語学レクチャーシリーズ（YouTube）：制作WG委員
•学術誌『日本語教育』：査読
•CHI’E：JURNAL PENDIDIKAN BAHASA JEPANG：Advisory board member
•日本語教育能力検定試験実施委員会委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『応用言語学』，『言語研究基礎論 IIIA』
• 2025年度入学者選抜，大学院説明会における個別面談

《若手研究者の受入》
•プロジェクト非常勤研究員（雇用，生活者識字班）：1名（博士後期課程在籍者）
•プロジェクト研究活動への参画（生活者識字班）：2名（修士課程修了者）
•プロジェクト共同研究員としての参画（生活者識字班）：2名（博士後期課程在籍者）
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•国立国語研究所言語学レクチャーシリーズ（YouTube）：制作WG委員
•学術誌『日本語教育』：査読
•CHI’E：JURNAL PENDIDIKAN BAHASA JEPANG：Advisory board member
•日本語教育能力検定試験実施委員会委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『応用言語学』，『言語研究基礎論 IIIA』
• 2025年度入学者選抜，大学院説明会における個別面談

《若手研究者の受入》
•プロジェクト非常勤研究員（雇用，生活者識字班）：1名（博士後期課程在籍者）
•プロジェクト研究活動への参画（生活者識字班）：2名（修士課程修了者）
•プロジェクト共同研究員としての参画（生活者識字班）：2名（博士後期課程在籍者）
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山口昌也（やまぐちまさや）研究系准教授
【学位】博士（工学）（東京農工大学，1998）
【学歴】東京農工大学工学部数理情報工学科卒業（1992），東京農工大学大学院工学研究科博士前期課程電子

情報工学専攻修了（1994），東京農工大学大学院工学研究科博士後期課程電子情報工学専攻修了（1998）
【職歴】東京農工大学工学部助手（1998），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域研究員（2001），

同言語資源グループ研究員（2006），同主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国語研究所言語資
源研究系助教（2009），同准教授（2011），同研究系（音声言語研究領域）准教授（2016）

【専門領域】教育工学，言語学
【所属学会】日本教育工学会，日本語学会，言語処理学会，情報処理学会
【受賞歴】

2007：財団法人博報児童教育振興会第 1回博報「ことばと教育」研究助成「優秀賞」
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」：
サブプロジェクトリーダー（「日本語学習者の作文教育支援研究」），メンバー（サブプロジェクト「日
本語学習者の作文の縦断コーパス研究」）
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「学習者ごとの評価指針を考慮したピア相互評価の支援手法に関する研究」，23K02701：
研究代表者
•基盤研究（C）「多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究」，20K03116：
研究代表者
•基盤研究（A）「海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究　」，21H04417　：
研究分担者

【研究業績】
《コーパス・データベース類》
山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用『青空文庫』パッケージ」（2回更新），https://csd.ninjal.ac.jp/‌
lrc/index.php?aozora‌，2024.10.2.

山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用「日本語学習者の作文の縦断コーパス」パッケージ」，関係者限定
公開，2024.10.15.
徐煉，張曦冉，山口昌也
「作文教育支援システム TEachOtherS用実践プログラム「単一文章へのコメント活動」（教師用）」，
https://teachothers.ninjal.ac.jp/resources/manuals/main_single_teacher.pdf‌，2025.3.24.

徐煉，張曦冉，山口昌也
「作文教育支援システム TEachOtherS用実践プログラム「単一文章へのコメント活動」（学生用）」，
https://teachothers.ninjal.ac.jp/resources/manuals/main_single_student.pdf‌，2025.3.25.

張曦冉，徐煉，山口昌也
「作文教育支援システム TEachOtherS用実践プログラム「相互コメント活動」（教師用）」，https://‌
teachothers.ninjal.ac.jp/resources/manuals/main_mutual_teacher.pdf‌，2025.3.25.

張曦冉，徐煉，山口昌也
「作文教育支援システム TEachOtherS用実践プログラム「相互コメント活動」（学生用）」，https://‌
teachothers.ninjal.ac.jp/resources/manuals/main_mutual_student.pdf‌，2025.3.25.
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山口昌也，徐煉，張曦冉
「作文教育支援システム TEachOtherS」，https://teachothers.ninjal.ac.jp/app‌，2025.3.27.
山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』ver.1.8a20250331」（ソースファイルとビルド環境をセットで新規に
公開），https://github.com/himawari-san/Himawari‌，2025.3.31.

【講演・口頭発表】
山口昌也，徐煉，張曦冉
「学習者コーパス構築機構としての作文教育支援システム」，言語資源ワークショップ 2024，国立国語
研究所，2024.8.29.
山口昌也，徐煉，張曦冉
「協同型作文教育支援システム TEachOtherSにおける作文の改訂支援機構の実現」，日本教育工学会
2024年秋季全国大会，東北学院大学，2024.9.7.

山口昌也，北村雅則
「複数回のプレゼンテーション練習の観察結果に基づく学習者による評価指針の作成」，日本教育工学
会 2025年春季全国大会，成城大学，2025.3.8.
北村雅則，山口昌也
「評価指針を作成するための振り返りコメント分析」，日本教育工学会 2025年春季全国大会，成城大学，
2025.3.8.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『言語研究基礎論 III』
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山口昌也，徐煉，張曦冉
「作文教育支援システム TEachOtherS」，https://teachothers.ninjal.ac.jp/app‌，2025.3.27.
山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』ver.1.8a20250331」（ソースファイルとビルド環境をセットで新規に
公開），https://github.com/himawari-san/Himawari‌，2025.3.31.

【講演・口頭発表】
山口昌也，徐煉，張曦冉
「学習者コーパス構築機構としての作文教育支援システム」，言語資源ワークショップ 2024，国立国語
研究所，2024.8.29.
山口昌也，徐煉，張曦冉
「協同型作文教育支援システム TEachOtherSにおける作文の改訂支援機構の実現」，日本教育工学会
2024年秋季全国大会，東北学院大学，2024.9.7.

山口昌也，北村雅則
「複数回のプレゼンテーション練習の観察結果に基づく学習者による評価指針の作成」，日本教育工学
会 2025年春季全国大会，成城大学，2025.3.8.

北村雅則，山口昌也
「評価指針を作成するための振り返りコメント分析」，日本教育工学会 2025年春季全国大会，成城大学，
2025.3.8.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『言語研究基礎論 III』
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山田真寛（やまだまさひろ）研究系准教授
【学位】Ph.D.（言語学）（デラウェア大学，2010）
【学歴】国際基督教大学教養学部語学科卒業（2005），米国デラウェア大学大学院言語学・認知科学研究科博

士課程修了（2010）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）/京都大学（2010），広島大学教育学研究科言語と認知の脳科学プロ

ジェクトセンターポスドク研究員（2013），京都大学学際融合教育研究推進センターアジア研究教育ユ
ニット特定助教（2014），立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員（2016），人間文化研究機構国立国
語研究所 IR推進室特任助教（2016），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2018）

【専門領域】言語学，形式意味論，言語復興
【受賞歴】

2023：ダイキンオーキッドバウンティ（言語復興の港）
2019：日本音声学会学術研究奨励賞（小川晋史，山田真寛，林由華）
2014：京都大学学際研究着想コンテスト奨励賞

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機言語の保存研究」：リーダー

【2023年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「琉球沖永良部語を中心とした消滅危機言語の記録保存と継承保存を並行して進める研
究」，24H00092：研究代表者
•基盤研究（B）「方言衰退・消滅のメカニズムとその可視化—静岡井川の危機方言を事例として」，24K00065：
研究分担者
•基盤研究（B）「危機言語コミュニティにおけるNew Speakerの育成」，24K00069：研究分担者
•基盤研究（A）「生理指標付き自然談話コーパスに基づく危機言語の擬似動態保存と脳内処理過程の解
明」，24H00085：研究分担者
•基盤研究（B）「琉球諸語の活性化に向けた言語教育の実践研究：消滅危機言語から言語継承への転換」，

23H00637：研究分担者
•基盤研究（B）「日琉諸語における数カテゴリーとその表現方法に関する基礎的研究」，23H00634：研
究分担者

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada and Akiko Yokoyama

“Community-based Language Revitalization”，招待講演，International Symposium on Research and
Teaching of Endangered and Marginalized Languages in East and Southeast Asia，UCLA（Los
Angeles・米国），2024.5.4.
山田真寛，横山晶子
「コミュニティの主体的な記録保存と継承保存の例」，令和 6年度第 1回「危機言語の保存と日琉諸語
のプロソディー」合同研究発表会，国立国語研究所，2024.6.15.

Akiko Yokoyama and Masahiro Yamada
“Community of Practice in Okinoerabu Island：dynamic preservation in the community”，シンポジ
ウムパネル，Sociolinguistics Symposium 25，Curtin University（Perth・オーストラリア），2024.6.27.

Masahiro Yamada，Akiko Yokoyama，and Trevor Slevin
“Raising and Working with Citizen Scientists”，International Conference on Language Documentation
and Conservation，University of Hawai‘i at Mānoa（ハワイ・米国），2025.3.6.

Masahiro Yamada，Sachiyo Fujita-Round，Madoka Hammine，Noriko Iwasaki，Tomoko Koh，Kayoko
Shimoji-Kojima，Trevor Slevin，Joy Taniguchi，and Akiko Yokoyama

“Collaborative Revitalization Project Showcase：with five communities of Japonic languages”，ポス
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ター発表，The 9th International Conference on Language Documentation & Conservation，ホノルル
（ハワイ・米国），2025.3.8.

【研究調査】
•鹿児島県大島郡和泊町・知名町（沖永良部語フィールドワーク）.
•東京都新島村（新島方言フィールドワーク）.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•令和 6年度第 1回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会（主催：「消滅危機言
語の保存研究（山田真寛）」，「日本語・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実
証的研究（五十嵐陽介）」），国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド），2024.6.15.
•令和 6年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会（主催：「消滅危機言
語の保存研究（山田真寛）」，「日本語・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実
証的研究（五十嵐陽介）」），国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド），2025.3.15.
•NINJALフォーラム「子どもたちが大人になったときにも、島のことばが聞こえる世界を残すために」
（主催：国立国語研究所），国立国語研究所，2025.3.16.

【一般向けの講演・セミナーなど】
山田真寛
「「いま何もしなければ」なくなってしまうことばを残すために」，NINJALフォーラム「子どもたちが
大人になったときにも、しまのことばが聞こえる世界を残すために」，国立国語研究所，2025.3.16.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材を受けた記事・放送：

▶「方言辞書、習得プロジェクトも公民館講座「しまむにサロン」知名町」，南海日日新聞，2024.6.2.
▶「「島むにの日」制定を」，南海日日新聞，2024.6.3.
▶「方言で楽しく交流」，奄美新聞，2024.6.3.
▶「「島ムニ」沖永良部島の方言の継承で意見交換会知名町」，NHK，2024.6.3.
▶「方言消滅危機の島「お国ことば」復活に挑む鹿児島・沖永良部」，朝日新聞，2024.7.24.

【大学院教育・若手研究者育成】
《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•授業科目『フィールド言語学』
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横井祥（よこいしょう）次世代言語科学研究センター准教授（2025.1–）
【学位】博士（情報科学）（東北大学，2020）
【学歴】京都大学工学部情報学科卒業（2015），東北大学大学院情報科学研究科システム情報科学専攻博士課

程前期 2年の課程修了（2017），東北大学大学院情報科学研究科システム情報科学専攻博士課程後期 3年
の課程修了（2020）

【職歴】東北大学大学院情報科学研究科システム情報科学専攻助教（2020-‒ 2024），理化学研究所革新知能
統合研究センター客員研究員（2020–），国立国語研究所次世代言語科学研究センター准教授（2025–），
東北大学言語AI研究センター准教授（2025–，クロスアポイントメント）

【専門領域】自然言語処理，機械学習
【所属学会】The Association for Computational Linguistics，言語処理学会，人工知能学会
【受賞歴】

2025：言語処理学会第 31回年次大会（NLP），委員特別賞（67/765）（岸野稜，山際宏明，永田亮，横井祥，
下平英寿「不均衡最適輸送を用いた意味変化検出」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•科学技術振興機構，創発的研究支援事業（後藤パネル）「意味とデータとモデルを繋ぐ言語幾何学の創
出」，JPMJFR2331：研究代表者
•学術変革領域研究（A）データ記述科学の創出と諸分野への横断的展開（データ記述科学）領域「ダイ
ナミクスの確率的記述と推論により拓く新しいデータ科学」，22H05106：研究分担者（データ科学班）
•基盤研究（B）「言語で記述された常識と実世界の観察を統合するロボットのための知識推論システム」，

23K24910：研究分担者
【研究業績】
《学術発表・論文（国際会議録）》

Sho Yokoi，Han Bao，Hiroto Kurita，and Hidetoshi Shimodaira
“Zipfian Whitening”，Advances in Neural Information Processing Systems 37（NeurIPS），pp. 122259–
122291，2024.

Hiroyuki Deguchi，Go Kamoda，Yusuke Matsushita，Chihiro Taguchi，Kohei Suenaga，Masaki Waga，
and Sho Yokoi

“SoftMatcha：A Soft and Fast Pattern Matcher for Billion-Scale Corpus Searches”，The Thirteenth
International Conference on Learning Representations（ICLR），p. 26，2025.

Makoto Shing，Kou Misaki，Han Bao，Sho Yokoi，and Takuya Akiba
“TAID: Temporally Adaptive Interpolated Distillation for Efficient Knowledge Transfer in Language
Models”，The Thirteenth International Conference on Learning Representations（ICLR），Spotlight，
p. 24，2025.

《学術発表・論文（発表論文集（日本語））》
小林春斗，原知正，鴨田豪，横井祥
「層の冗長性と層同士の独立性に基づく言語モデルの層交換の成否の特徴づけ」，『言語処理学会第 31
回年次大会発表論文集』，2025.3.

出口祥之，鴨田豪，松下祐介，田口智大，末永幸平，和賀正樹，横井祥
「SoftMatcha：大規模コーパス検索のための柔らかくも高速なパターンマッチャー」，『言語処理学会
第 31回年次大会発表論文集』，2025.3.
岸野稜，山際宏明，永田亮，横井祥，下平英寿
「不均衡最適輸送を用いた意味変化検出」，『言語処理学会第 31回年次大会発表論文集』，2025.3.

【その他の学術的・社会的活動】
• International Conference on Learning Representations（ICLR），2025，review.
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【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》

Benjamin Heinzerling，横井祥，小林悟郎
「言語モデルの内部機序：解析と解釈」，チュートリアル講演，言語処理学会第 31回年次大会，2025.3.
横井祥
「「確率的なオウム」にできること，またそれがなぜできるのかについて」，ヒューマニティーズ +第 3
回研究会「ベクトル・言葉・意味」，2025.3.

横井祥
「コーパスを丸呑みしたモデルから言語の何がわかるか」，国立国語研究所次世代言語科学研究センター
開所式及び第 1回研究会，2025.3.

《総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」》
•准教授（兼務）
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落合哉人（おちあいかなと）研究系助教
【学位】博士（言語学）（筑波大学，2021）
【学歴】千葉大学教育学部小学校教員養成課程卒業（2016），筑波大学大学院一貫制博士課程文芸・言語専攻

修了（2021）
【職歴】東京福祉大学教育学部助教（2022–2024），人間文化研究機構国立国語研究所研究系助教（2024–）
【専門領域】日本語学，談話分析，CMC研究
【所属学会】社会言語科学会，日本語文法学会，日本語習熟論学会，言語処理学会，表現学会，計量国語学会，

International Pragmatics Association

【学会等の役員・委員】社会言語科学会企画委員会委員，デジタルコミュニケーション研究会運営役
【受賞歴】

2024：第二十四回筑波大学日本語日本文学会奨励賞（筑波大学日本語日本文学会，受賞論文：「「話すよう
に打つ」ことばは簡潔なことばか？：携帯メール・LINE・対面会話・ネット通話における 1発話
の長さを比較して」，『日本語習熟論研究』，1号，121–139頁.）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「指点字コミュニケーションにおける伝達と理解メカニズムの解明」，23K21934：研究
分担者
•基盤研究（B）「学びの場におけるCLD生徒の言語使用の分析とデータベースの構築」，23K21938：研
究分担者

【講演・口頭発表】
落合哉人
「日本語環境におけるCMCの分類とX（Twitter）の特徴に関して」，第 272回NINJALサロン，国立
国語研究所，2024.6.4.

落合哉人
「個人的な緊急事態：X（Twitter）における「待って」の分析」，言語資源活用ワークショップ 2024，オ
ンライン，2024.8.24.

落合哉人，新山聖也
「日本語のライブストリーミングにおける「テキストの滝」をめぐって」，人工知能学会第 101回言語・
音声理解と対話処理研究会，名古屋大学オークマ工作機械工学館，2024.9.10.

落合哉人
「日本語研究の視座に基づくDC/CMC研究の確立に向けて」，招待講演，デジタルコミュニケーション
研究会第 2回研究会，オンライン，2024.10.6.

新山聖也，落合哉人
「YouTube Liveにおけるテキストチャットの引用：引用であることを示す方法に着目して」，日本語用
論学会第 27回大会，大阪大学豊中キャンパス，2024.11.30.

新山聖也，落合哉人
「YouTube Liveにおける「雑談配信」とテキストチャットの引用」，招待講演，デジタルコミュニケー
ション研究会第 4回研究会，オンライン，2025.3.16.
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井戸美里（いどみさと）研究系特任助教
【学位】博士（言語学）（筑波大学，2017）
【学歴】筑波大学人文社会科学研究科文芸・言語専攻一貫制博士課程修了（2017）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（DC）（2014–2017），国立国語研究所理論・対照研究領域 非常勤研究

員（2017），同理論・対照研究領域プロジェクト PDフェロー（2017–2022），同研究系非常勤研究員
（2022–2023），同研究系特任助教（2023–）

【専門領域】言語学，日本語学，統語論，意味論
【所属学会】日本言語学会，日本語学会，日本語文法学会，関西言語学会
【学会等の役員・委員】日本語文法学会大会実行委員（2022）・総務委員（2017–2019）
【受賞歴】

2023：国立国語研究所所長賞（令和 5年度前期）
2022：2022年度日本言語学会論文賞　（受賞論文　：Misato IDO　 and Yusuke KUBOTA　（2021），“The Hidden

Side of Exclusive Focus Particles：An Analysis of dake and sika in Japanese”，Gengo Kenkyu，
160，pp. 183–213.）

2022：国立国語研究所若手研究者奨励賞（令和 4年度前期）
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「現代日本語における評価的な言葉の「含み」が現れるメカニズムの分析」，24K03857：
研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
窪田悠介，井戸美里
「形式動的語用論の構築に向けて—慣習的含意概念の再検討—」，田中廣明，秦かおり，吉田悦子，山
口征孝（編）『動的語用論の構築へ向けて第 4巻』，開拓社，227–243頁，2025.1.11.

【講演・口頭発表】
井戸美里
「理論といかに向き合うか」，シンポジウムパネル，日本語文法学会第 25回大会パネルセッション，九
州大学伊都キャンパス，2024.12.15.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学非常勤講師》
•千葉大学文学部
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井戸美里（いどみさと）研究系特任助教
【学位】博士（言語学）（筑波大学，2017）
【学歴】筑波大学人文社会科学研究科文芸・言語専攻一貫制博士課程修了（2017）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（DC）（2014–2017），国立国語研究所理論・対照研究領域 非常勤研究

員（2017），同理論・対照研究領域プロジェクト PDフェロー（2017–2022），同研究系非常勤研究員
（2022–2023），同研究系特任助教（2023–）

【専門領域】言語学，日本語学，統語論，意味論
【所属学会】日本言語学会，日本語学会，日本語文法学会，関西言語学会
【学会等の役員・委員】日本語文法学会大会実行委員（2022）・総務委員（2017–2019）
【受賞歴】

2023：国立国語研究所所長賞（令和 5年度前期）
2022：2022年度日本言語学会論文賞　（受賞論文　：Misato IDO　 and Yusuke KUBOTA　（2021），“The Hidden

Side of Exclusive Focus Particles：An Analysis of dake and sika in Japanese”，Gengo Kenkyu，
160，pp. 183–213.）

2022：国立国語研究所若手研究者奨励賞（令和 4年度前期）
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「現代日本語における評価的な言葉の「含み」が現れるメカニズムの分析」，24K03857：
研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
窪田悠介，井戸美里
「形式動的語用論の構築に向けて—慣習的含意概念の再検討—」，田中廣明，秦かおり，吉田悦子，山
口征孝（編）『動的語用論の構築へ向けて第 4巻』，開拓社，227–243頁，2025.1.11.

【講演・口頭発表】
井戸美里
「理論といかに向き合うか」，シンポジウムパネル，日本語文法学会第 25回大会パネルセッション，九
州大学伊都キャンパス，2024.12.15.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学非常勤講師》
•千葉大学文学部
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川端良子（かわばたよしこ）言語資源開発センター特任助教
【学位】博士（学術）（千葉大学，2019）
【学歴】千葉大学文学部行動科学学科認知情報科学専攻卒業（2000），千葉大学大学院文学研究科人文科学

専攻修士課程修了（2002），千葉大学大学院自然科学研究科情報科学専攻単位取得満期退学（2013），
千葉大学大学院融合科学研究科情報科学専攻博士後期課程修了（2019）

【職歴】東芝ソリューション株式会社（2002–2007），株式会社リバネス（2007–2009），人間文化研究機構国
立国語研究所（音声言語研究領域）プロジェクト非常勤研究員（2016–2021），同言語資源開発センター
特任助教（2022–）

【専門領域】コーパス言語学，談話分析，認知科学
【所属学会】日本認知科学会，人工知能学会
【学会等の役員・委員】人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会 SIG-SLUD対話システムシンポジウ

ム運営委員
【受賞歴】

2024：NLP2024優秀賞（受賞論文：大村舞，川端良子，小西光，浅原正幸，竹内誉羽「地図を刺激に用い
た位置情報参照表現の収集」）

2023：NLP2022言語資源賞（言語処理学会・言語資源協会，受賞論文：「『日本語日常会話コーパス』の
設計と特徴」）

2017：第 15回国立国語研究所所長賞若手研究者奨励賞
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究」：メンバー
【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•若手研究「多様な談話状況における照応規則の解明」，22K13108：研究代表者
•基盤研究（B）「体験共有が信頼の形成に及ぼす影響と要因の解明」，24K02974：研究分担者
•共同研究（ホンダリサーチインスティチュートジャパン）「行き先目標物の参照表現に関する日本語話
し言葉の分析」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
川端良子
「マルチモーダルアノテーションツール「ELAN」」，谷村緑，仲本康一郎，吉田悦子（編）『インタラク
ションと対話』，開拓社，136–137頁，2024.6.24.

Kawabata Yoshiko，Mai Omura，Hikari Konishi，Masayuki Asahara，and Johane Takeuchi
“Collection of Japanese Route Information Reference Expressions Using Maps as Stimuli”，
Proceedings of the 4th Workshop on Spatial Language Understanding and Grounded Communication
for Robotics（SpLU-RoboNLP 2024），pp. 30–35，2024.8，DOI：10.18653/v1/2024.splurobonlp-1.3‌.

Yoshiko Kawabata and Mikio Nakano
“Analysis of the Transitions of Spatial-Temporal Scenes in Everyday Conversation”，Proceedings
of the 28th Workshop on the Semantics and Pragmatics of Dialogue—Poster Abstracts，2024.9，
https://www.semdial.org/anthology/papers/Z/Z24/Z24-4043/‌.

川端良子，大村舞，浅原正幸，竹内誉羽
「Double Cross Modelに基づく相対位置情報アノテーション　」，『自然言語処理　』，31巻 3号，1356–1375頁，
2024.9，DOI：10.5715/jnlp.31.1356‌.

【講演・口頭発表】
小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の概要」，ポスター発表，言語資源ワークショップ

VI 教員の研究活動と成果 177



2024，オンライン，2024.8.28–29.
川端良子，中野幹生
「日常会話の中のシーンの移行に関する分析」，ポスター発表，言語資源ワークショップ 2024，オンラ
イン，2024.8.28–29.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の構築」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次
大会 ，出島メッセ（長崎），2025.3.10–14.

川端良子，居關友里子，小磯花絵
「日本語日常会話コーパス談話行為の発話末要素の特徴」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コー
パス」X，オンライン，2025.3.24.

【その他の学術的・社会的活動】
•言語資源ワークショップ：実行委員会（2024.8.28–29開催）
•人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 102回研究会，対話システムシンポジウム：
シンポジウム委員（2024.11.28–29開催）
•言語処理学会学会誌「自然言語処理」：査読
•言語処理学会第 31回年次大会：大会賞審査員

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学非常勤講師》
•千葉大学国際教養学部（2020–）
•立教大学文学部（2024）
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2024，オンライン，2024.8.28–29.
川端良子，中野幹生
「日常会話の中のシーンの移行に関する分析」，ポスター発表，言語資源ワークショップ 2024，オンラ
イン，2024.8.28–29.

小磯花絵，石本祐一，居關友里子，江口典子，柏野和佳子，川端良子，田中真理子，田中弥生，西川賢哉
「『子ども版日本語日常会話コーパス』モニター版の構築」，ポスター発表，言語処理学会第 31回年次
大会 ，出島メッセ（長崎），2025.3.10–14.

川端良子，居關友里子，小磯花絵
「日本語日常会話コーパス談話行為の発話末要素の特徴」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コー
パス」X，オンライン，2025.3.24.

【その他の学術的・社会的活動】
•言語資源ワークショップ：実行委員会（2024.8.28–29開催）
•人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 102回研究会，対話システムシンポジウム：
シンポジウム委員（2024.11.28–29開催）
•言語処理学会学会誌「自然言語処理」：査読
•言語処理学会第 31回年次大会：大会賞審査員

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学非常勤講師》
•千葉大学国際教養学部（2020–）
•立教大学文学部（2024）
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Celik Kenan Thibault（セリックケナンチボ）研究系特任助教
【学位】博士（京都大学，2020）
【学歴】パリ経営大学院国際ビジネス専攻修士課程修了（2011），京都大学大学院文学研究科行動文化言語学

専攻修士課程修了（2014），京都大学大学院文学研究科行動文化言語学専攻博士後期課程修了（2017）
【職歴】国立国語研究所言語変異研究領域非常勤研究員（2018–2021），国立国語研究所研究系（言語変異研

究領域）特任助教（2021–2022），同研究系プロジェクト非常勤研究員（2022），独立行政法人日本学術
振興会（JSPS）外国人特別研究員（2022–2023），国立国語研究所研究系特任助教（2023–）

【専門領域】記述言語学，歴史言語学，アクセント，宮古語，八重山語
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，日本音声学会
【受賞歴】

2019：日本語学会大会発表賞（「琉球八重山白保方言のアクセント体系は三型であって，二型ではない」，
日本語学会）

【2024年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：メンバー（サブプロジェクト「日
本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研究」）
•基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機言語の保存研究」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「琉球諸語を対象とした言語データ収集の大規模化：方言辞典作成ツールの開発と応用」，

24K16076：研究分担者
•特別研究員奨励費「日琉祖語で再建される語の語形成の解明」，22F22305：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「遺伝系統樹と言語系統樹の矛盾を検討する」，23K17503：研究分担者
•基盤研究（B）「日琉諸語比較言語学研究の高度化—同源性接続型日琉諸語語彙データベース構築」，

24K00070：研究分担者
•基盤研究（B）「南琉球宮古諸方言のアクセントに関する調査研究」，20H01259：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
セリック・ケナン，麻生玲子
「南琉球八重山語小浜方言の三型アクセント体系」，『音声研究』，28巻，1–16頁，2024.4.30，DOI：
10.24467/onseikenkyu.28.1_1‌.

セリック・ケナン，麻生玲子
「南琉球八重山語における三型アクセント体系のさらなる報告　」，『国立国語研究所論集　』，27巻，115–135頁，
2024.7.12，DOI：10.15084/0002000281‌.

五十嵐陽介，荻野千砂子，セリックケナン
「南琉球八重山語黒島方言の単純名詞のアクセント型の数は 2か 3か」，『国立国語研究所論集　』，28巻，
1–25頁，2025.1.24，DOI：10.15084/0002000451‌.

【講演・口頭発表】
セリック・ケナン，荻野千砂子，五十嵐陽介
「八重山語西表西部諸方言における音調発生」，日本方言研究会第 118回，国立国語研究所，2024.5.31.
セリック・ケナン，麻生玲子，松波雅俊
「琉球列島における遺伝系統樹と言語系統樹の比較に向けて—言語系統樹の客観的作成手法を検討す
る—」，日本言語学会第 167回大会，国際基督教大学，2024.6.29.
セリック・ケナン，荻野千砂子，五十嵐陽介
「八重山語川平方言のアクセント体系に関する一報告」，令和 6年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸
語のプロソディー」合同研究発表会，国立国語研究所，2025.3.15.
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【研究調査】
•八重山語諸方言調査，2024.4–2025.3.
•宮古語語諸方言調査，2024.4–2025.3.
•山形県真室川町及位方言調査，2024.4–2025.3.
•福井県大野市方言調査，2025.3.

【その他の学術的・社会的活動】
•学会誌査読：『音声の研究』，2024.6，2024.10.
•Brill社「Word-Prosodic Systems of Japonic Languages」：編集委員会

【大学院教育・若手研究者育成】
《調査引率》
•福井県大野市合同調査：学生 12名，2025.3.
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【研究調査】
•八重山語諸方言調査，2024.4–2025.3.
•宮古語語諸方言調査，2024.4–2025.3.
•山形県真室川町及位方言調査，2024.4–2025.3.
•福井県大野市方言調査，2025.3.

【その他の学術的・社会的活動】
•学会誌査読：『音声の研究』，2024.6，2024.10.
•Brill社「Word-Prosodic Systems of Japonic Languages」：編集委員会

【大学院教育・若手研究者育成】
《調査引率》
•福井県大野市合同調査：学生 12名，2025.3.
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髙橋雄太（たかはしゆうた）言語資源開発センター特任助教
【学位】博士（国際日本学）（明治大学，2020）
【学歴】明治大学国際日本学部国際日本学科卒業（2014），明治大学大学院国際日本学研究科国際日本学専攻

博士前期課程修了（2016），明治大学大学院国際日本学研究科国際日本学専攻博士後期課程修了（2020）
【職歴】明治大学国際日本学部助教（2020–2024），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源開発センター

特任助教（2024–）
【専門領域】日本語学
【所属学会】日本語学会，社会言語科学会，日本デジタルヒューマニティーズ学会
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•文化庁委託事業「信頼できる言語資源としての現代日本語の保存・活用のためのデジタル基盤整備事
業」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
菊池そのみ，片山久留美，髙橋雄太，小木曽智信
「『複数短単位対応版「分類語彙表–UniDic」対応表』の構築と活用」，『国立国語研究所論集』，28巻，
179–195頁，2025.1，DOI：10.15084/0002000463‌.

髙橋雄太，相田太一，小木曽智信
「単語分散表現による日本語和語動詞の書き分けの研究」，『デジタル・ヒューマニティーズ』，4巻 1号，
1–11頁，2025.2.28，DOI：10.24576/jadh.4.1_1‌.

【講演・口頭発表】
菊池そのみ，片山久留美，髙橋雄太，小木曽智信
「複数短単位版「分類語彙表番号-UniDic」対応表を用いた『分類語彙表』の分析」，ポスター発表，日
本語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学，2024.6.2.

髙橋雄太
「近現代における名詞カラダの表記」，通時コーパスシンポジウム 2025，国立国語研究所，2025.3.8.
山崎誠，髙橋雄太，小木曽智信
「「現代日本語書き言葉均衡コーパス」の拡張—BCCWJ2の構築—」，ポスター発表，言語処理学会第
31回年次大会，出島メッセ長崎，2025.3.11.

【その他の学術的・社会的活動】
•ニホンゴ探検（使える！「コーパス」）：講師，国立国語研究所，2024.7.20.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
小木曽智信，髙橋雄太
「『日本語歴史コーパス』「中納言」講習会」，九州大学伊都キャンパス，2024.5.9.
髙橋雄太
「現代日本語再考」，招待講演，明治大学中野キャンパス，2024.6.4.
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本多由美子（ほんだゆみこ）研究系特任助教
【学位】博士（学術）（一橋大学，2020）
【学歴】一橋大学社会学部（1993），一橋大学大学院言語社会研究科修士課程修了（2016），一橋大学大学院

言語社会研究科博士後期課程修了（2020）
【職歴】千駄ヶ谷日本語教育研究所（2000–2010），千駄ヶ谷日本語学校（2010–2014），国際交流基金日本語

試験センターアシスタント（2014–2017），宝塚大学東京新宿キャンパス非常勤講師（2017–2021），相
模女子大学非常勤講師（2018–2022），一橋大学森有礼高等教育国際流動化機構国際教育交流センター／
経営管理研究科非常勤講師（2020–2023），人間文化研究機構国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員
（2020–2023），東洋大学文学部非常勤講師（2021–），東洋大学大学院文学研究科非常勤講師（2023–），
人間文化研究機機構国立国語研究所研究系特任助教（2023–）

【専門領域】日本語学，日本語教育学，漢字教育，語彙教育
【所属学会】計量国語学会，語彙研究会，社会言語科学会，小出記念日本語教育学会，日本漢字学会，日本語

学会，日本語教育学会
【受賞歴】

2022：国立国語研究所第二十五回所長賞（対象業績：「2022年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」学
術賞」）

2022：2022年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」学術賞（対象業績：『二字漢語の透明性と日本語教
育への応用』）

2016：平成 28年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」研究助成（助成対象研究：「二字漢語と構成漢字
の意味の結びつきに関する研究—日本語学習者と日本語母語話者を対象とした意味の結びつきの
調査—」）

【2024年度に参画した共同研究】
•機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研
究」：メンバー（サブプロジェクト「日本語学習者の作文の縦断コーパス研究」，「定住外国人の談話の
縦断研究」）
•機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー（サブ
プロジェクト「学習者辞書用語彙資源の構築」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「「書く方法」の違いが日本語学習者の作文執筆に与える影響の解明」，24K16117：研究代表者
•基盤研究（A）「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育への応
用—」，23H00072：研究分担者
•基盤研究（A）「やさしい日本語の理念に基づく移民時代の持続可能な多文化社会実現のための総合的
研究」，24H00088：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
早川杏子，本多由美子
「JSL児童生徒の漢字字形学習支援のための字形分解基準の見直しと改定—教育漢字 1,026字を対象
に—」，『一橋大学国際教育交流センター紀要』，6号，95–104頁，2024.7.31.

本多由美子，井伊菜穂子
「日本語学習者の作文に対する安定した印象評価データの収集方法」，『国立国語研究所論集』，28巻，
151–166頁，2025.1.24，DOI：10.15084/0002000458‌.

本多由美子
「中国語話者の日本語作文から見る語彙の発達—印象評価データを用いた分析—」，『「中国語話者の
ための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育」国立国語研究所機関拠点型期間研究プロジェクト
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本多由美子（ほんだゆみこ）研究系特任助教
【学位】博士（学術）（一橋大学，2020）
【学歴】一橋大学社会学部（1993），一橋大学大学院言語社会研究科修士課程修了（2016），一橋大学大学院

言語社会研究科博士後期課程修了（2020）
【職歴】千駄ヶ谷日本語教育研究所（2000–2010），千駄ヶ谷日本語学校（2010–2014），国際交流基金日本語

試験センターアシスタント（2014–2017），宝塚大学東京新宿キャンパス非常勤講師（2017–2021），相
模女子大学非常勤講師（2018–2022），一橋大学森有礼高等教育国際流動化機構国際教育交流センター／
経営管理研究科非常勤講師（2020–2023），人間文化研究機構国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員
（2020–2023），東洋大学文学部非常勤講師（2021–），東洋大学大学院文学研究科非常勤講師（2023–），
人間文化研究機機構国立国語研究所研究系特任助教（2023–）

【専門領域】日本語学，日本語教育学，漢字教育，語彙教育
【所属学会】計量国語学会，語彙研究会，社会言語科学会，小出記念日本語教育学会，日本漢字学会，日本語

学会，日本語教育学会
【受賞歴】

2022：国立国語研究所第二十五回所長賞（対象業績：「2022年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」学
術賞」）

2022：2022年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」学術賞（対象業績：『二字漢語の透明性と日本語教
育への応用』）

2016：平成 28年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」研究助成（助成対象研究：「二字漢語と構成漢字
の意味の結びつきに関する研究—日本語学習者と日本語母語話者を対象とした意味の結びつきの
調査—」）

【2024年度に参画した共同研究】
•機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研
究」：メンバー（サブプロジェクト「日本語学習者の作文の縦断コーパス研究」，「定住外国人の談話の
縦断研究」）
•機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創」：メンバー（サブ
プロジェクト「学習者辞書用語彙資源の構築」）

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「「書く方法」の違いが日本語学習者の作文執筆に与える影響の解明」，24K16117：研究代表者
•基盤研究（A）「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育への応
用—」，23H00072：研究分担者
•基盤研究（A）「やさしい日本語の理念に基づく移民時代の持続可能な多文化社会実現のための総合的
研究」，24H00088：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
早川杏子，本多由美子
「JSL児童生徒の漢字字形学習支援のための字形分解基準の見直しと改定—教育漢字 1,026字を対象
に—」，『一橋大学国際教育交流センター紀要』，6号，95–104頁，2024.7.31.

本多由美子，井伊菜穂子
「日本語学習者の作文に対する安定した印象評価データの収集方法」，『国立国語研究所論集』，28巻，
151–166頁，2025.1.24，DOI：10.15084/0002000458‌.

本多由美子
「中国語話者の日本語作文から見る語彙の発達—印象評価データを用いた分析—」，『「中国語話者の
ための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育」国立国語研究所機関拠点型期間研究プロジェクト
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「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」2024年度研究成果中間報告書』，
77–90頁，2025.3.31.

【講演・口頭発表】
井伊菜穂子，横野光，ライ・タイ・ホア，本多由美子
「日本語学習者の作文コーパスの構築に向けて—メタ情報付与の方法—」，シンポジウムパネル，日本
語学会 2024年度春季大会，東京外国語大学府中キャンパス，2024.6.2.
本多由美子
「高校生の手書き漢字における書き誤りの傾向」，ポスター発表，言語資源ワークショップ 2024，オン
ライン，2024.8.29.

本多由美子
「中国語話者の日本語作文から見る語彙の発達—印象評価データを用いた分析」，シンポジウムパネル
（招待），NINJAL国際シンポジウム　「中国語話者のための学習者コーパスを用いた作文の研究と教育」，
北京語言大学（北京・中国），2024.9.15.

【その他の学術的・社会的活動】
•NINJALジュニアプログラム講師：「すすめ☆ことば　探検隊～辞書カルタでことばの意味を考えよう　！～」，
富士見市子ども大学☆ふじみ，埼玉県富士見市市民総合体育館，2024.8.6.
•研究会誌『一橋日本語教育研究』査読，2024.11.
•紀要『東洋大学国際教育センター紀要』査読，2024.12.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•東洋大学大学院文学研究科
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横山晶子（よこやまあきこ）研究系特任助教
【学位】博士（社会学）（一橋大学，2017）
【学歴】一橋大学社会学部卒業（2010），一橋大学社会学研究科修士課程修了（2012），ハーバード大学 The

Graduate School of Arts and Sciences留学（2014–2015），一橋大学社会学研究科博士課程単位取得退
学（2017）

【職歴】国立国語研究所時空間変異系プロジェクト奨励研究員（2012–2013），日本学術振興会特別研究員
（DC）（2013–2014），ハーバードイェンチン研究所客員研究員（2014–2015），立正大学心理学部非常
勤講師（2017–2018），ロンドン大学東洋アフリカ研究学院客員研究員（2019），日本学術振興会/国立
国語研究所特別研究員（PD）（2017–2020），成城大学文学部非常勤講師（2023），日本学術振興会/東
京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所特別研究員（RPD）（2020–2023），人間文化研究機構人
文知コミュニケーター/国立国語研究所研究系特任助教（2023–），大東文化大学日本語学科非常勤講師
（2023–），筑波大学非常勤講師（2025–）

【専門領域】言語学，方言学，社会学（社会調査）
【所属学会】日本言語学会，社会言語学会日本語学会，方言研究会，日本島嶼学会
【受賞歴】

2022：日本島嶼学会研究奨励賞（日本島嶼学会）
2020：仲宗根政善記念研究奨励金（沖縄言語研究センター）
2017：第 10回スミセイ女性研究者奨励賞「危機言語の継承に向けた教材開発研究」（住友生命保険相互

会社）
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機言語の保存研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：メンバー（サブプロジェクト「日
本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研究」）
•共創先導プロジェクト共創促進事業「知の循環促進事業」「開かれた人間文化研究を目指した社会共
創コミュニケーションの構築」：サブプロジェクトリーダー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「危機言語コミュニティにおけるNew Speakerの育成」，24K00069：研究代表者
•基盤研究（B）「九州・沖縄方言の継承支援に資する音声対話型生成系AIの開発」，24K00074：研究分担者
•基盤研究（A）「琉球沖永良部語を中心とした消滅危機言語の記録保存と継承保存を並行して進める研
究」，24H00092：研究分担者

【研究業績】
《その他の出版物・記事》
横山晶子
「地域言語／方言絵本のリスト　」，『Advent Calendar 2024言語学な人　々』，2024.12.19，https://note.‌
com/akikoyokoyama/n/ne7ab1eb29605‌.

横山晶子
「座標を広げる、座標が分かる」，『くらしに人文知』，2025.3.18，https://www.nihu.jp/ja/publica‌
tion/kurashi/vol.013.html‌.

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada and Akiko Yokoyama

“Community-based Language Revitalization”，招待講演，International Symposium on Research and
Teaching of Endangered and Marginalized Languages in East and Southeast Asia，UCLA（Los
Angeles・米国），2024.5.4.
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横山晶子（よこやまあきこ）研究系特任助教
【学位】博士（社会学）（一橋大学，2017）
【学歴】一橋大学社会学部卒業（2010），一橋大学社会学研究科修士課程修了（2012），ハーバード大学 The

Graduate School of Arts and Sciences留学（2014–2015），一橋大学社会学研究科博士課程単位取得退
学（2017）

【職歴】国立国語研究所時空間変異系プロジェクト奨励研究員（2012–2013），日本学術振興会特別研究員
（DC）（2013–2014），ハーバードイェンチン研究所客員研究員（2014–2015），立正大学心理学部非常
勤講師（2017–2018），ロンドン大学東洋アフリカ研究学院客員研究員（2019），日本学術振興会/国立
国語研究所特別研究員（PD）（2017–2020），成城大学文学部非常勤講師（2023），日本学術振興会/東
京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所特別研究員（RPD）（2020–2023），人間文化研究機構人
文知コミュニケーター/国立国語研究所研究系特任助教（2023–），大東文化大学日本語学科非常勤講師
（2023–），筑波大学非常勤講師（2025–）

【専門領域】言語学，方言学，社会学（社会調査）
【所属学会】日本言語学会，社会言語学会日本語学会，方言研究会，日本島嶼学会
【受賞歴】

2022：日本島嶼学会研究奨励賞（日本島嶼学会）
2020：仲宗根政善記念研究奨励金（沖縄言語研究センター）
2017：第 10回スミセイ女性研究者奨励賞「危機言語の継承に向けた教材開発研究」（住友生命保険相互

会社）
【2024年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「消滅危機言語の保存研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「実証的な理論・対照言語学の推進」：メンバー（サブプロジェクト「日
本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研究」）
•共創先導プロジェクト共創促進事業「知の循環促進事業」「開かれた人間文化研究を目指した社会共
創コミュニケーションの構築」：サブプロジェクトリーダー

【2024年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「危機言語コミュニティにおけるNew Speakerの育成」，24K00069：研究代表者
•基盤研究（B）「九州・沖縄方言の継承支援に資する音声対話型生成系AIの開発」，24K00074：研究分担者
•基盤研究（A）「琉球沖永良部語を中心とした消滅危機言語の記録保存と継承保存を並行して進める研
究」，24H00092：研究分担者

【研究業績】
《その他の出版物・記事》
横山晶子
「地域言語／方言絵本のリスト　」，『Advent Calendar 2024言語学な人　々』，2024.12.19，https://note.‌
com/akikoyokoyama/n/ne7ab1eb29605‌.

横山晶子
「座標を広げる、座標が分かる」，『くらしに人文知』，2025.3.18，https://www.nihu.jp/ja/publica‌
tion/kurashi/vol.013.html‌.

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada and Akiko Yokoyama

“Community-based Language Revitalization”，招待講演，International Symposium on Research and
Teaching of Endangered and Marginalized Languages in East and Southeast Asia，UCLA（Los
Angeles・米国），2024.5.4.
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山田真寛，横山晶子
「コミュニティの主体的な記録保存と継承保存の例」，令和 6年度第 1回「危機言語の保存と日琉諸語
のプロソディー」合同研究発表会，国立国語研究所，2024.6.15.

Akiko Yokoyama and Masahiro Yamada
“Community of Practice in Okinoerabu Island：dynamic preservation in the community”，シンポジ
ウムパネル，Sociolinguistics Symposium 25，Curtin University（Perth・オーストラリア），2024.6.27.

Akiko Yokoyama
“Creating Materials for language revitalization”，ワークショップパネル　，Workshop “Language Revital-
ization Workshop：Experience from Different Communities” in International Seminar “Decolonizing
Futures：Transforming an Era of Environmental Catastrophe，Poverty，Hatred，Discrimination and
Violence”，冥王大学，2024.7.14.

Akiko Yokoyama
“Language preservation in the community：The case of Okinoerabu，Ryukyuan”，招待講演や基調講
演などはここに記す，Interdisciplinary Symposium of the National Institutes for the Humanities of
Japan and the University of Bonn，University of Bonn（Bonn・ドイツ），2024.9.27.
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“Fostering Community-Based Language Documentation：The Case of Okinoerabu Island”，招待講
演，「島国・日本」再考：移り変わる姿、意識、心象，日本文化研究センター，2025.2.8.

Masahiro Yamada，Akiko Yokoyama，and Trevor Slevin
“Raising and Working with Citizen Scientists　”，International Conference on Language Documentation　
and Conservation，University of Hawaii（Manoa・米国），2025.3.6.
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Shimoji-Kojima，Trevor Slevin，Joy Taniguchi，and Akiko Yokoyama

“Collaborative Revitalization Project Showcase：with five communities of Japonic languages”，
International Conference on Language Documentation and Conservation，University of Hawaii
（Manoa・米国），2025.3.8.

【研究調査】
•マスターアプレンティスの実施調査（沖永良部島和泊町・知名町），2024.6.1–5.
•マスターアプレンティス，方言AIの調査（沖永良部島和泊町・知名町），2024.10.31–11.3.
•コミュニティ主導の言語記録調査（沖永良部島和泊町・知名町），2025.2.19–23.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•科研AB合同MTG（主催：横山晶子・山田真寛），国立国語研究所，2024.9.4.
•しまくとぅばシンポジウム「うまんちゅ実践報告未来んかいちゅひさっんじゃさな」（主催：半嶺ま
どか，共催：しまくとぅばプロジェクト，横山晶子），沖縄県立博物館・美術館，2024.9.18.
•NINJALフォーラム「子どもたちが大人になったときにも、島のことばが聞こえる世界を残すために」
（主催：国立国語研究所），国立国語研究所，2025.3.16.

【一般向けの講演・セミナーなど】
横山晶子
「田皆字しまむに意識調査報告会」，たんにゃむにの集い，田皆コミュニティーセンター，2024.6.1.
横山晶子
「ことばを残すには」，ニホンゴ探検，国立国語研究所，2024.7.20.
横山晶子
「ことばをのこす取り組み～奄美沖永良部島編～」，招待講演，のこしたいわたしたちのことば，静岡
理工科大学，2024.10.5.
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横山晶子
「しまむにってどんなことば？」，かごしまのことば展，Space & Gallery SOMETHING 2Fギャラリー，
2024.8.19–20.

横山晶子
「方言AIプロジェクト in沖永良部」，地域のことばと文化近未来展，Space & Gallery SOMETHING
2Fギャラリー，2025.3.15–16.

【その他の学術的・社会的活動】
•鹿児島県大島郡知名町公民館講座「しまむにサロン」講師（月 1回開催）
•鹿児島県大島郡和泊町しまむに推進協議会委員
•鹿児島県大島郡知名町しまむに推進協議会委員
•国語研Youtube【ぷらっと国語研】第 6回：聞き手として出演
•文科省プレス説明会にて発表

【大学院教育・若手研究者育成】
《人文知コミュニケーター連携講義》
•筑波大学

《大学非常勤講師》
•大東文化大学
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VII 資料
1 運営会議

運営会議規程
•委員は 20名以内，内過半数は所外の学識経験者。
•所内委員は，副所長，研究主幹，センター長，その他所長の指名する教授又は客員教授若干名。
•会議は所長の求めに応じ，議長がこれを招集する。
•委員の過半数の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
•会議の議事は出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
•専門的事項について審議を行うための専門委員会（所長候補者選考委員会，人事委員会，審査委員会）を置
くことができる。
•議長は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

2024年度の開催状況
•第 1回［2024年 6月 25日 10:30–12:20（Web会議）］

▶ 前回議事概要確認
1. 前回議事概要（案）について

▶ 審議事項
1. クロスアポイントメント制度にかかる教員の採用について
2. 令和 6年度客員教員について
3. その他

▶ 報告事項
1. 言語資源開発センター特任助教の公募について
2. 次世代言語科学研究センターの設置について
3. 将来計画委員会の設置について
4. 国立国語研究所宮地裕日本語研究基金について
5. 共同利用型共同研究の採択報告について
6. 令和 7年度概算要求について
7. 国立国語研究所の活動について
8. その他

•第 2回［2024年 7月 26日 15:00–16:30（Web会議）］
▶ 前回議事概要確認

1. 前回議事概要（案）について
▶ 審議事項

1. 次世代言語科学研究センター研究教育職員の選考について
2. 研究系助教（テニュアトラック）又は准教授の公募について
3. その他

▶ 報告事項
1. 次世代言語科学研究センター長の任命について
2. 国立国語研究所宮地裕日本語研究基金による事業について
3. その他

•第 3回［2024年 11月 1日 15:00–17:00（Web会議）］
▶ 前回議事概要確認

1. 前回議事概要（案）について
▶ 審議事項

1. 研究系助教（テニュアトラック）又は准教授の選考について
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2. 研究教育職員候補者の総合的な検討のためのガイドライン（案）について
3. 教授（研究系）の内部選考（昇任）について
4. その他

▶ 報告事項
1. 言語資源開発センター特任助教の選考結果及び再公募について
2. 外部評価委員会（令和 5年度実績評価）について
3. 第 4期中期計画に係る自己点検・評価結果（令和 5年度）について
4. 令和 7年度概算要求について
5. 共同利用型共同研究の採択報告について
6. 国立国語研究所の活動について
7. その他

•第 4回［2024年 12月 2日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 研究教育職員（研究系）の公募について
•第 5回［2025年 2月 28日 14:00–15:50（Web会議）］

▶ 前回議事概要確認
1. 第 3・4回議事概要（案）について

▶ 審議事項
1. 教授（研究系）の内部選考（昇任）について
2. クロスアポイントメント制度にかかる教員の採用について
3. 令和 7年度客員教員について
4. 名誉教授称号授与者の選考について
5. その他

▶ 報告事項
1. 特任研究員（言語資源開発センター特任助教）の選考について
2. 研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業に係る機構特別研究員の雇用について
3. 令和 5年度外部評価報告書について
4. 国立国語研究所における令和 6年度基幹研究の活動状況について
5. 国立国語研究所令和 7年 4月改組について
6. 令和 7年度当初予算配分（案）等について
7. 共同利用型共同研究の採択報告について
8. 国立国語研究所の活動について
9. その他

2 評価体制
国立国語研究所では，効率的かつ効果的な自己点検・評価を実施し，その評価結果を適切に業務運営に反映
させるため，自己点検・評価委員会を設置している。この自己点検・評価を第三者評価に適切に関連づけるた
め，外部評価委員会を設置している。外部評価委員会では，令和 5年度の「機関拠点型基幹研究プロジェク
ト・センターの研究活動」，令和 4年度の「管理業務」について研究所がまとめた自己点検・評価に対し，外
部評価委員がその専門的立場から検証をおこなった。

（1）自己点検・評価委員会
この委員会では，自己点検・評価の基本的な考え方の作成，自己点検・評価の実施，評価結果の公表及び活
用に関すること，外部評価委員会の評価結果に関することを担当する。2024年度は 2回開催した。
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（2）外部評価委員会
外部評価委員会規程
•委員会は，自己点検・評価の結果に基づく評価に関すること，研究所の中期計画及び年度計画の評価に関
すること，共同研究プロジェクト等の評価に関すること，その他評価に関することについて審議する。
•委員会は 10名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外の学識経
験者等の中から所長が委嘱する。
•委員の任期は　 2年とし，再任を妨げない　。ただし　委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は前任者の任期　とする。
•委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決をすることができない。委員会の議事は，
出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
•委員会は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。
•外部評価の実施は，研究所の中期計画及び年度計画の実施に関する評価の時に行うものとする。委員会は，
評価の結果を所長に報告するものとする。

令和 5年度業務の実績に関する評価の実施について
1.評価の実施の趣旨
文部科学省に提出した「大学共同利用機関法人人間文化研究機構令和 3年度計画」および「大学共同利用

機関法人人間文化研究機構中期計画（令和 4年 4月 1日～令和 10年 3月 31日）」に記載した計画の実施状
況について自己点検評価をおこない，その妥当性を検証するため外部評価委員会による評価を実施。
2.評価の実施方法
評価は書面審査でおこなう。研究所が作成した，令和 5年度の活動概要が記入された「令和 5年度業務の
実績に関する外部評価報告書」の内容を検証。

外部評価委員会【令和 5年度実績評価】
• 2024年 9月 19日 14:00–16:30（オンライン）

▶ 議事
1. 前回議事概要（案）確認
2. 令和 5年度機関拠点型基幹研究プロジェクト評価について
3. 令和 5年度共同研究プロジェクト評価について
4. 令和 5年度「言語資源開発センター」及び「共同利用推進センター」の評価について
5. 令和 5年度「管理業務」の評価について
6. その他

◦人間文化研究機構第 4期中期目標期間にかかる自己点検・評価結果（令和 5年度）について

（3）基幹研究プロジェクトの評価
各プロジェクトリーダーが作成した「自己点検報告書」に基づいて，外部評価委員会委員による書面審査

をおこなった。

3 所長賞
功績顕著な職員に対し，所長からその功績をたたえ表彰をおこない，研究所の活性化に資することを目的

とするもので，学術上の功績および研究支援業務等で優れた功績があったと認められる者を対象とし，原則
として年 2回おこなう。

第 28回所長賞：2024年度前期（2023年 10月 1日–2024年 3月 31日）
•特別所長賞※遡及による受賞

▶ ブガエワアンナ（東京理科大学教養教育研究院准教授（元国立国語研究所特任准教授，元国立国語研究
所客員准教授））
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◦人間文化研究機構第 4期中期目標期間にかかる自己点検・評価結果（令和 5年度）について

（3）基幹研究プロジェクトの評価
各プロジェクトリーダーが作成した「自己点検報告書」に基づいて，外部評価委員会委員による書面審査
をおこなった。

3 所長賞
功績顕著な職員に対し，所長からその功績をたたえ表彰をおこない，研究所の活性化に資することを目的
とするもので，学術上の功績および研究支援業務等で優れた功績があったと認められる者を対象とし，原則
として年 2回おこなう。

第 28回所長賞：2024年度前期（2023年 10月 1日–2024年 3月 31日）
•特別所長賞※遡及による受賞

▶ ブガエワアンナ（東京理科大学教養教育研究院准教授（元国立国語研究所特任准教授，元国立国語研究
所客員准教授））

190 VII 資料

◦業績： Handbook of the Ainu Language（Handbooks of Japanese Language and Linguistics 12）：
Bugaeva, Anna（ed.），ISBN：9781501510885，編著者

◦理由：世界的に定評のある学術出版社による著書・編書の国際出版
•所長賞

▶ 井伊菜穂子（研究系プロジェクト非常勤研究員）
◦業績：井伊菜穂子（2023）「連接領域の広さからみた接続詞の特徴：文連接レベルの接続詞と文章構

造レベルの接続詞」，『計量国語学』34巻 2号，pp.79–94.
◦理由：日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文

▶ 胡佳芮（研究系プロジェクト非常勤研究員）
◦業績：胡佳芮（2023）「流行歌の歌詞における二重表記の通時的変化：1969～2019年の約 50年間に

おいて」，『計量国語学』34巻 3号，pp.204–219.
◦理由：日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文

第 29回所長賞：2024年度後期（2024年 4月 1日–2023年 9月 30日）
•所長賞

▶ 朝日祥之（研究系教授）
◦業績： Yoshiyuki Asahi（2024）“Multi-language service as omotenashi and tatemae.” in Zi Wang, Aimi

Muranaka and Florian Coulmas（eds.）Immigration and Quality of Life in Ageing Societies，
London Routledge，pp.32–52，2024.4.16.

◦理由：世界を代表すると認められる専門誌に掲載された学術論文
▶ 石黒圭（研究系教授），吉甜（研究系プロジェクト非常勤研究員），佐野彩子（研究系プロジェクト非常勤研
究員）
◦業績：石黒圭，吉甜，佐野彩子（編）『スマホは辞書になりうるか—日本語学習者の辞書引きの困難

点と指導法』，明治書院，2024.5.23，ISBN：9784625434556
◦理由：全国的に定評のある学術出版社による著書・編書の国内出版

•若手研究者奨励賞
▶ 武中清香（研究系プロジェクト非常勤研究員）
◦業績： 2024年度日本語教育学会春季大会大会若手優秀発表賞（口頭発表）：武中清香「YNU書き言葉

コーパスから見る補助動詞テミルの学習者の使用傾向に関する一考察」，2024.9.15.
◦理由：学会レベルでの受賞

4 研究教育職員の異動（2024年度の異動者）
2024　. 4　. 1　 准教授 田中雄 採用 研究系
2024　. 4　. 1　 助教（テニュアトラック） 落合哉人 採用 研究系
2024　. 4　. 1　 特任助教 髙橋雄太 採用 言語資源開発センター
2024　. 8　. 1　 准教授（クロスアポイントメント） 持橋大地 採用 次世代言語科学研究センター
2024　.11　. 1　 教授（クロスアポイントメント） 持橋大地 昇任 次世代言語科学研究センター
2025　. 1　. 1　 准教授 横井祥 採用 次世代言語科学研究センター
2025　. 3　.31　 教授 松本曜 定年退職 研究系
2025　. 3　.31　 准教授 井上文子 定年退職 研究系

VII 資料 191





•VIII

外部評価報告書





 

 

 

 

 

 

 

 

大大学学共共同同利利用用機機関関法法人人  人人間間文文化化研研究究機機構構  

国国立立国国語語研研究究所所  

令令和和６６年年度度業業務務のの実実績績にに関関すするる外外部部評評価価報報告告書書  

  

  

  

  

  

  

  

  

国国立立国国語語研研究究所所  外外部部評評価価委委員員会会  

  

令令和和７７年年９９月月３３００日日  

 

  

VIII 外部評価報告書 195



 

 

 

ははじじめめにに  

 

令和６年度（2024 年度）の国立国語研究所の業務実績に関する外部評価報告書をお届けします。 

令和６年度は第４期中期目標期間(2022-2027 年度)の３年目にあたります。コロナ禍を乗り越え

て，フィールドワークや実験が本格的に実施可能となり，中期目標の達成に向けての諸活動を本格

化させ，加速することのできた１年でした。昨年度のこの欄で，コロナ禍のマイナス面として指摘

した，在宅勤務によって職員間の日常的なコミュニケーションが低下するという問題も，十分とま

ではいえないまでも，コロナ以前の水準までは回復させることができました。令和６年度末で 748 名

の所外研究者（うち海外 130 名）との共同研究が進行しています。また，コーパスを中心とする言

語資源の利用も着実な伸びを見せています。 

本年度の活動として特筆すべきものに次世代言語科学(E3P)研究センターの設置があります。これ

は昨令和５年度に行った組織整備要求の概算要求によって新設の予算措置が行われた組織であり，

その目的は，電子化された(Electronic)大規模な言語データの蓄積を前提として，実証的で

(Evidence-based)，実験的 (Experimental)研究を包含する手法によって，現象の予測(Prediction)

を可能とするような新しい言語分析手法を開拓することにあります。 

このセンターには，所内での兼任と所外からの客員教員に加えて，統計数理研究所とのクロスア

ポイントメント教員を配置したうえで，公募によって准教授１名（自然言語処理分野）とテニュア

トラック助教１名（言語理論・心理言語学分野）を新規に採用してひとまず，たちあげの体制を整え

ることができました。この組織については今後も拡充要求を行う予定です。 

昨年度に始まった総合研究大学院大学日本語言語科学コースでは，本年度も４名の入学者を迎え

入れることができました。一方，東京外国語大学との連携大学院は本年度末をもって終了させ，こ

れによって所員の教育上の負担を軽減させました。 

以上，今回は研究組織の面に焦点をあてた所感を書き連ねました。所員一同，今後とも研究所の

一層の発展のために努力を重ねていく所存ですので，ますますのご指導ご鞭撻をお願いいたします。 

末筆となりましたが，今年度も評価作業に貴重なお時間を割いてくださいました外部評価委員会

の先生方に心より御礼申し上げます。 

 

令和７年９月 

国立国語研究所長 前川 喜久雄 
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1 

 

評評価価結結果果報報告告書書  

 

 

 

令和６年度の国立国語研究所の外部評価を次のように実施しました。 

 

令和７年９月３０日  国立国語研究所外部評価委員会【令和６年度実績評価】（第１回） 

 

その結果を以下の通り報告します。 

 

 

 

外部評価委員会 

委員長 片桐 恭弘 
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2 

国国立立国国語語研研究究所所令令和和６６年年度度外外部部評評価価ににああたたっってて  

 

 

本報告書は，機関拠点型基幹研究プロジェクト「開かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研

究」の令和６年度分実績についての外部評価委員会の評価のまとめである。評価対象は，(1) プロジェ

クト全体，(2) ７つの共同研究プロジェクト（「語彙資源」，「理論対照」，「危機言語」，「言語問

題」，「多世代会話コーパス」，「言語運用」，「通時コーパス」），(3) ２つのセンター（言語資源

開発センター，共同利用推進センター），(4) 「管理業務」である。 

令和６年度のプロジェクト全体に対する評価は「計画を上回って達成した」であり，(1)研究体制，(2)

共同利用・共同研究，(3) 教育・人材育成，(4) 社会連携・社会貢献，(5) 国際連携・国際発信のいず

れにおいても高い評価に値する。７つの共同研究プロジェクトの総合評価は， A（計画を上回って実施

した）が５，B（計画どおりに実施した）が２であり，全体的に充実した研究が行われている。２つのセ

ンターの評価はいずれも B（計画どおりに実施した）で，センターの多方面の活動とデータベース構築

の成果が見られた。管理業務については，全体的にきわめて良好な業務運営が行われている。 

以上のように，外部評価委員会は，令和６年度の本プロジェクトの進捗状況は全体的に計画をやや上

回り，順調に伸展していると評価した。令和６年度も，前年度に続き積極的な外部連携・さまざまな情

報発信に工夫を凝らして研究活動を進め，学術書籍出版に加えて，コーパス・ソフトウェアの普及・若

手研究者育成を積極的に進め，言語資源の構築，利用促進，研究成果創出のサイクルを生み出し，日本

語研究の基盤強化と高い水準の研究活動を行ったことは賞賛に値する。 

本プロジェクトは，オープンデータ・オープンサイエンスに根差し，先進的なケース・スタディ，多

様なコーパス開発，人材育成，国内外の研究共同体制構築を含む，日本語研究を大きく発展させる力を

有する，国際的にも最重要な日本語研究プロジェクトと位置づけられる。外部評価委員会としては，プ

ロジェクトに携わる各人がそのことを意識し，高い研究水準を維持し，プロジェクトの完遂に励むこと

を強く希望する。 

 

 

令和７年９月 

外部評価委員会 

委員長 片桐 恭弘 
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の成果が見られた。管理業務については，全体的にきわめて良好な業務運営が行われている。 

以上のように，外部評価委員会は，令和６年度の本プロジェクトの進捗状況は全体的に計画をやや上

回り，順調に伸展していると評価した。令和６年度も，前年度に続き積極的な外部連携・さまざまな情

報発信に工夫を凝らして研究活動を進め，学術書籍出版に加えて，コーパス・ソフトウェアの普及・若

手研究者育成を積極的に進め，言語資源の構築，利用促進，研究成果創出のサイクルを生み出し，日本

語研究の基盤強化と高い水準の研究活動を行ったことは賞賛に値する。 

本プロジェクトは，オープンデータ・オープンサイエンスに根差し，先進的なケース・スタディ，多

様なコーパス開発，人材育成，国内外の研究共同体制構築を含む，日本語研究を大きく発展させる力を

有する，国際的にも最重要な日本語研究プロジェクトと位置づけられる。外部評価委員会としては，プ

ロジェクトに携わる各人がそのことを意識し，高い研究水準を維持し，プロジェクトの完遂に励むこと

を強く希望する。 

 

 

令和７年９月 

外部評価委員会 

委員長 片桐 恭弘 
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令令和和６６年年度度機機関関拠拠点点型型基基幹幹研研究究ププロロジジェェククトト実実績績報報告告  

  

機機関関拠拠点点型型基基幹幹研研究究ププロロジジェェククトト「「開開かかれれたた言言語語資資源源にによよるる日日本本語語のの実実証証的的・・応応用用的的研研究究」」    

代代表表者者：：前前川川  喜喜久久雄雄  

  

１１．．第第４４期期中中期期計計画画  

国立国語研究所は，機関拠点型基幹研究プロジェクトに関する第４期中期計画及び評価指標として以

下を掲げている。 

日本語・日本語教育分野における基幹研究の推進：学術的・社会的要請に対応した大規模な言語

資源開発や言語調査を実施し，その実証的データに基づく理論的・応用的日本語研究を国内外の

研究者や大学等研究機関と連携して推進するとともに，研究所が有する研究資料・言語資源等を

活用した公募型共同研究及び異分野融合による公募型共同研究を実施する。これにより，新たな

研究領域を創出し，日本語研究及び日本語教育研究を先導する国際的学術研究拠点としての機能

を強化する。 

評価指標 ・国語研究所が提供する言語のデータベース（言語資源）の利用登録者数，検索ク

エリ数，言語資源を活用した論文数を，第４期中に，５万人以上，1,200 万件以

上，3,000本以上とする。 

・新領域「言語資源学」の創出に関わる研究シリーズを立ち上げ第４期中に４冊以

上刊行する。 

 

２２．．機機関関拠拠点点型型ププロロジジェェククトトのの構構成成   

上記の計画を達成するために，「語彙・辞書」「理論・実験」「フィールド・社会調査」「教育・発達」

という４つの研究領域を設定し，領域ごとに次に示す６つの研究班を構成して機関拠点型プロジェクト

「開かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」を実施するとともに，言語資源開発センター

のプロジェクトとの連携によりコーパス・アーカイブ化を推進することで，オープンサイエンス・オー

プンデータの体制を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  機関拠点型プロジェクトと領域 
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機関拠点型プロジェクト「開かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」 

・「語彙資源班」多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創（小木曽智信） 

・「理論対照班」実証的な理論・対照言語学の推進（浅原正幸） 

・「危機言語班」消滅危機言語の保存研究（山田真寛） 

・「言語問題班」多言語・多文化社会における言語問題に関する研究（朝日祥之） 

・「多世代会話コーパス班」多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究（小磯花絵） 

・「非母語話者日本語運用班」多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究

（石黒圭） 

言語資源開発センター 基幹研究プロジェクト 

・「通時コーパス班」開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張（小木曽智信） 

 

３３．． 令令和和６６年年度度のの研研究究体体制制  

（（１１））研研究究班班のの体体制制  

  令和６年度は６年計画の３年目にあたる。７つの研究班は，(1)異分野融合研究を推進するために

第４期に新たに開始した外部研究者をリーダーとする公募型の異分野融合型共同研究３件や，(2) 研

究所の共同利用性を高めるために令和２年度から開始した，研究所が保有する研究資料や蔵書，実験

機器等を活用する３種の共同利用型共同研究計 29件（令和６年度新規採択 16件），(3) 人間文化研究

機構・共創先導プロジェクト４件，(4)人間文化研究機構・広領域連携型２件と連携して調査・研究

を推進した。各班は，研究者ネットワークを構築するために，771名だった共同研究員を 843名に増

やし共同研究体制を強化した上で研究を推進した（表１）。 

 

表１  共同研究員数              （人）  

 共同研究員数 所外共同研究員 

（内数） 

PD, 大学院生数

（内数） 

海外 

（内数） 

 172 151 12 23 

 190 169 23 28 

 75 63 7 4 

 61 52 8 9 

 139 127 13 7 

 145 130 18 56 

 61 56 6 3 

 843 748 87 130 

 

（（２２））共共同同利利用用・・共共同同研研究究拠拠点点のの強強化化のの取取りり組組みみ  

研究所が保有する研究資料や蔵書，実験機器等を活用する公募型プロジェクト「共同利用型」につ

いて，今年度は新規に 18件（継続を含めて計 29件）を採択し，共同利用・共同研究拠点の強化につ

とめた。また，最新の統計モデリング技術を用い実証的な言語研究を推進する「次世代言語科学研究

センター」を，文科省による教育研究組織改革の概算要求を受けて令和６年８月に新設した。本セン

ターでは，研究系の教授３名，准教授１名に加え，新たに准教授１名およびクロスアポイントメント

による教授１名（統計数理研究所所属）を新規に配置し，研究活動を開始した。設置初年度より，共

同利用型の共同研究や他大学・他研究機関・企業との連携による共同研究 10件を開始し，研究ネット
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